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独立行政法人国立病院機構 平成２２年度事業報告書

１．国民の皆様へ

独立行政法人国立病院機構（以下「機構」という。）は、全国１４４の病院を一つの

法人として運営しており、診療事業としては、結核、重症心身障害、筋ジストロフィー、

神経難病患者に対する医療、心神喪失者等医療観察法に基づく医療など、他の設置主体

では必ずしも実施されないおそれのある医療を提供するとともに、都道府県が策定する

医療計画を踏まえ、４疾病５事業を中心に地域医療の向上に積極的に取り組んでおりま

す。

平成２３年３月に発生した東日本大震災においては、発生直後より全国的なネットワ

ークを活用して、災害急性期の医療活動を迅速に展開するとともに、継続的な医療支援

を行うため、被災地へＤＭＡＴ、医療班など医師、看護師等（延べ約８，０００人日）

を派遣し、被災地の医療の確保に重要な役割を果たしました。

臨床研究事業としては、ＥＢＭ（根拠に基づく医療）研究の推進など臨床現場と一体

となった大規模臨床研究を実施するとともに医師主導治験を始め、迅速で質の高い治験

を推進しております。

また、平成２２年４月に設置した国立病院機構総合研究センターにおいて、診療情報

の収集・分析を開始し、我が国の医療の標準化に貢献する取組みを進めるなど、調査研

究・情報発信機能の強化を図っております。

教育研修事業としては、新たに研修医・専修医を対象に最新の機器等を活用し、講義

と組み合わせて技術習得を行うセミナー形式の実地研修を開始するなど、より質の高い

医師の育成に努めております。

また、平成２２年４月に東京医療保健大学看護学部及び大学院看護学研究科を開設し、

特に大学院における高度実践看護コースでは、全国に先駆けて、クリティカル領域にお

ける「特定看護師（仮称）」の養成に取り組んでおります。

さらにチーム医療の推進のための研修、災害医療研修及びＥＢＭの研修など、臨床・

研究と一体となった質の高い医療従事者の育成に取り組んでおります。

上記の取組みを進めるとともに、安定的な経営基盤の構築に向けて事業の徹底的な効

率化を図り、平成２１年度に続き平成２２年度においても収支相償を達成しました。
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２．基本情報

(1) 法人の概要

① 法人の目的

独立行政法人国立病院機構は、医療の提供、医療に関する調査及び研究並びに技術

者の研修等の業務を行うことにより、国民の健康に重大な影響のある疾病に関する医

療その他の医療であって、国の医療政策として機構が担うべきものの向上を図り、も

って公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としております。（独立行政法人

国立病院機構法第３条）

② 業務内容

当法人は、国立病院機構法第３条の目的を達成するため、以下の業務を行います。

Ⅰ 医療を提供すること。

Ⅱ 医療に関する調査及び研究を行うこと。

Ⅲ 医療に関する技術者の研修を行うこと。

Ⅳ ⅠからⅢに掲げる業務に附帯する業務を行うこと。

③ 沿革

平成１６年４月 特定独立行政法人として設立

④ 設立根拠法

独立行政法人国立病院機構法（平成１４年法律第１９１号）

⑤ 主務大臣（主務省所管課等）

厚生労働大臣（厚生労働省医政局国立病院課）
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※　仙台、東京、名古屋、大阪、広島、福岡に所在

総務課

秘書室

総務部 人事課

広報文書課

ＩＴ推進室

企画調整課

運営改善対策室

企画経営部 経営課

評価課

指導課

理
事
長

副
理
事
長

資金課

財務部 整備課

施設整備主幹

 施設整備企画室

 施設整備設計室

医療部 医療課

人材育成キャリア支援室

サービス･安全課

総務経理課、改善指導課(施設整備室)、医療課、職員課

職員厚生部 職員課

厚生課

業務監査室

総合研究センター

臨床研究統括部 臨床研究推進室

監　　事 監事監査室

⑥　組織図

理　　事

治験研究部 治験推進室

診療情報分析部

病院（全国１４４カ所に所在）

ブロック担当理事 各ブロック統括部
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(2) 本部、ブロック事務所、病院の住所（平成２３年４月１日現在）

［本部］

本部 ：東京都目黒区東が丘2-5-21
［ブロック事務所］

本部北海道東北ブロック事務所 ：宮城県仙台市宮城野区宮城野2-8-8
本部関東信越ブロック事務所 ：東京都目黒区東が丘2-5-21
本部東海北陸ブロック事務所 ：愛知県名古屋市中区三の丸4-1-1
本部近畿ブロック事務所 ：大阪府大阪市中央区法円坂2-1-14
本部中国四国ブロック事務所 ：広島県東広島市西条町寺家513
本部九州ブロック事務所 ：福岡県福岡市中央区地行浜1-8-1

［病院］

北海道がんセンター ：北海道札幌市白石区菊水四条2-3-54
北海道医療センター ：北海道札幌市西区山の手5条7-1-1
函館病院 ：北海道函館市川原町18-16
旭川医療センター ：北海道旭川市花咲町7-4048
帯広病院 ：北海道帯広市西18条北2-16
八雲病院 ：北海道二海郡八雲町宮園町128
弘前病院 ：青森県弘前市大字富野町1
八戸病院 ：青森県八戸市吹上3-13-1
青森病院 ：青森県青森市浪岡大字女鹿沢字平野155
盛岡病院 ：岩手県盛岡市青山1-25-1
花巻病院 ：岩手県花巻市諏訪500
岩手病院 ：岩手県一関市山目字泥田山下48
釜石病院 ：岩手県釜石市定内町4-7-1
仙台医療センター ：宮城県仙台市宮城野区宮城野2-8-8
西多賀病院 ：宮城県仙台市太白区鈎取本町2-11-11
宮城病院 ：宮城県亘理郡山元町高瀬字合戦原100
あきた病院 ：秋田県由利本荘市岩城内道川字井戸ノ沢84-40

山形病院 ：山形県山形市行才126-2
米沢病院 ：山形県米沢市大字三沢26100-1
福島病院 ：福島県須賀川市芦田塚13
いわき病院 ：福島県いわき市平豊間字兎渡路291
水戸医療センター ：茨城県東茨城郡茨城町桜の郷280
霞ヶ浦医療センター ：茨城県土浦市下高津2-7-14
茨城東病院 ：茨城県那珂郡東海村照沼825
栃木病院 ：栃木県宇都宮市中戸祭1-10-37
宇都宮病院 ：栃木県宇都宮市下岡本町2160
高崎総合医療センター ：群馬県高崎市高松町36
沼田病院 ：群馬県沼田市上原町1551-4
西群馬病院 ：群馬県渋川市金井2854
西埼玉中央病院 ：埼玉県所沢市若狭2-1671
埼玉病院 ：埼玉県和光市諏訪2-1
東埼玉病院 ：埼玉県蓮田市黒浜4147
千葉医療センター ：千葉県千葉市中央区椿森4-1-2
千葉東病院 ：千葉県千葉市中央区仁戸名町673
下総精神医療センター ：千葉県千葉市緑区辺田町578
下志津病院 ：千葉県四街道市鹿渡934-5
東京医療センター ：東京都目黒区東が丘2-5-1
災害医療センター ：東京都立川市緑町3256
東京病院 ：東京都清瀬市竹丘3-1-1
村山医療センター ：東京都武蔵村山市学園2-37-1
横浜医療センター ：神奈川県横浜市戸塚区原宿3-60-2
久里浜アルコール症センター ：神奈川県横須賀市野比5-3-1
箱根病院 ：神奈川県小田原市風祭412
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相模原病院 ：神奈川県相模原市南区桜台18-1
神奈川病院 ：神奈川県秦野市落合666-1
西新潟中央病院 ：新潟県新潟市西区真砂1-14-1
新潟病院 ：新潟県柏崎市赤坂町3-52
さいがた病院 ：新潟県上越市大潟区犀潟468-1
甲府病院 ：山梨県甲府市天神町11-35
東長野病院 ：長野県長野市上野2-477
まつもと医療センター(松本病院) ：長野県松本市村井町南2-20-30
まつもと医療センター(中信松本病院) ：長野県松本市大字寿豊丘811
信州上田医療センター ：長野県上田市緑が丘1-27-21
小諸高原病院 ：長野県小諸市甲4598
富山病院 ：富山県富山市婦中町新町3145
北陸病院 ：富山県南砺市信末5963
金沢医療センター ：石川県金沢市下石引町1-1
医王病院 ：石川県金沢市岩出町ニ73-1
七尾病院 ：石川県七尾市松百町八部3-1
石川病院 ：石川県加賀市手塚町サ150
長良医療センター ：岐阜県岐阜市長良1300-7
静岡てんかん･神経医療センター ：静岡県静岡市葵区漆山886
静岡富士病院 ：静岡県富士宮市上井出814
天竜病院 ：静岡県浜松市浜北区於呂4201-2
静岡医療センター ：静岡県駿東郡清水町長沢762-1
名古屋医療センター ：愛知県名古屋市中区三の丸4-1-1
東名古屋病院 ：愛知県名古屋市名東区梅森坂5-101
東尾張病院 ：愛知県名古屋市守山区大森北2-1301
豊橋医療センター ：愛知県豊橋市飯村町字浜道上50
三重病院 ：三重県津市大里窪田町357
鈴鹿病院 ：三重県鈴鹿市加佐登3-2-1
三重中央医療センター ：三重県津市久居明神町2158-5
榊原病院 ：三重県津市榊原町777
福井病院 ：福井県敦賀市桜ヶ丘町33-1
あわら病院 ：福井県あわら市北潟238-1
滋賀病院 ：滋賀県東近江市五智町255
紫香楽病院 ：滋賀県甲賀市信楽町牧997
京都医療センター ：京都府京都市伏見区深草向畑町1-1
宇多野病院 ：京都府京都市右京区鳴滝音戸山町8
舞鶴医療センター ：京都府舞鶴市字行永2410
南京都病院 ：京都府城陽市中芦原11
大阪医療センター ：大阪府大阪市中央区法円坂2-1-14
近畿中央胸部疾患センター ：大阪府堺市北区長曽根町1180
刀根山病院 ：大阪府豊中市刀根山5-1-1
大阪南医療センター ：大阪府河内長野市木戸東町2-1
神戸医療センター ：兵庫県神戸市須磨区西落合3-1-1
姫路医療センター ：兵庫県姫路市本町68
兵庫青野原病院 ：兵庫県小野市南青野
兵庫中央病院 ：兵庫県三田市大原1314
奈良医療センター ：奈良県奈良市七条2-789
やまと精神医療センター ：奈良県大和郡山市小泉町2815
南和歌山医療センター ：和歌山県田辺市たきない町27-1
和歌山病院 ：和歌山県日高郡美浜町大字和田1138
鳥取医療センター ：鳥取県鳥取市三津876
米子医療センター ：鳥取県米子市車尾4-17-1
松江医療センター ：島根県松江市上乃木5-8-31
浜田医療センター ：島根県浜田市浅井町777-12
岡山医療センター ：岡山県岡山市北区田益1711-1
南岡山医療センター ：岡山県都窪郡早島町早島4066
呉医療センター ：広島県呉市青山町3-1
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福山医療センター ：広島県福山市沖野上町4-14-17
広島西医療センター ：広島県大竹市玖波4-1-1
東広島医療センター ：広島県東広島市西条町寺家513
賀茂精神医療センター ：広島県東広島市黒瀬町南方92
関門医療センター ：山口県下関市長府外浦町1-1
山口宇部医療センター ：山口県宇部市東岐波685
岩国医療センター ：山口県岩国市黒磯町2-5-1
柳井病院 ：山口県柳井市伊保庄95
東徳島医療センター ：徳島県板野郡板野町大寺字大向北1-1
徳島病院 ：徳島県吉野川市鴨島町敷地1354
高松医療センター ：香川県高松市新田町乙8
善通寺病院 ：香川県善通寺市仙遊町2-1-1
香川小児病院 ：香川県善通寺市善通寺町2603
四国がんセンター ：愛媛県松山市南梅本町甲160
愛媛病院 ：愛媛県東温市横河原366
高知病院 ：高知県高知市朝倉西町1-2-25
小倉医療センター ：福岡県北九州市小倉南区春ヶ丘10-1
九州がんセンター ：福岡県福岡市南区野多目3-1-1
九州医療センター ：福岡県福岡市中央区地行浜1-8-1
福岡病院 ：福岡県福岡市南区屋形原4-39-1
大牟田病院 ：福岡県大牟田市大字橘1044-1
福岡東医療センター ：福岡県古賀市千鳥1-1-1
佐賀病院 ：佐賀県佐賀市日の出1-20-1
肥前精神医療センター ：佐賀県神埼郡吉野ヶ里町三津160
東佐賀病院 ：佐賀県三養基郡みやき町大字原古賀7324
嬉野医療センター ：佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿丙2436
長崎病院 ：長崎県長崎市桜木町6-41
長崎医療センター ：長崎県大村市久原2-1001-1
長崎川棚医療センター ：長崎県東彼杵郡川棚町下組郷2005-1
熊本医療センター ：熊本県熊本市二の丸1-5
熊本南病院 ：熊本県宇城市松橋町豊福2338
菊池病院 ：熊本県合志市福原208
熊本再春荘病院 ：熊本県合志市須屋2659
大分医療センター ：大分県大分市横田2-11-45
別府医療センター ：大分県別府市大字内竃1473
西別府病院 ：大分県別府市大字鶴見4548
宮崎東病院 ：宮崎県宮崎市大字田吉4374-1
都城病院 ：宮崎県都城市祝吉町5033-1
宮崎病院 ：宮崎県児湯郡川南町大字川南19403-4
鹿児島医療センター ：鹿児島県鹿児島市城山町8-1
指宿病院 ：鹿児島県指宿市十二町4145
南九州病院 ：鹿児島県姶良市加治木町木田1882
沖縄病院 ：沖縄県宜野湾市我如古3-20-14
琉球病院 ：沖縄県国頭郡金武町字金武7958-1

（注）各名称には、「独立行政法人国立病院機構」が付されている。
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(3) 純資産の状況

（単位：百万円）

区 分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

政府出資金 195,608 17,350 0 212,958

資本剰余金 182,459 1,532 △ 56 184,047

利益剰余金 34,756 49,531 0 84,287

純資産合計 412,823 68,413 △ 56 481,292

(4) 役員の状況

（平成23年4月1日現在）

職 名 氏 名 任 期 担 当 経 歴

平成12年4月
理 事 長 矢 崎 義 雄 自 平成20年 4月 1日 国立国際医療センター総長

至 平成24年 3月31日 平成16年4月
（現職）

平成14年8月
副理事長 河 村 博 江 自 平成20年 4月 1日 厚生労働省社会・援護局長

至 平成24年 3月31日 平成16年4月
（現職）

平成22年1月
理 事 泉 真 自 平成22年10月15日 管理担当 関東信越厚生局総務管理官

至 平成24年 3月31日 [併任]厚生労働省年金局総括管理官
平成22年10月
（現職）

平成20年10月
理 事 稲 垣 裕 志 自 平成22年 4月 1日 理財担当 あおぞら信託銀行会長

至 平成24年 3月31日 平成22年4月
（現職）

平成17年4月
理 事 鈴 木 英 明 自 平成22年 4月 1日 医務担当 厚生労働省近畿厚生局長

至 平成24年 3月31日 平成18年9月
（現職）

平成18年6月
理 事 新 延 正 憲 自 平成22年 4月 1日 労務担当 東日本旅客鉄道（株)本社厚生部長

至 平成24年 3月31日 平成22年4月
（現職）

平成17年4月
理 事 福 井 次 矢 自 平成22年 4月 1日 聖路加国際病院長
(非常勤) 至 平成24年 3月31日 平成22年4月

（現職）
平成20年4月

理 事 梶 本 章 自 平成22年 4月 1日 早稲田大学大学院客員教授
(非常勤) 至 平成24年 3月31日 （元朝日新聞論説委員）

平成22年4月
（現職）

平成22年4月
理 事 和 田 裕 一 自 平成22年 4月 1日 仙台医療センター院長
(非常勤) 至 平成24年 3月31日 平成22年4月

（現職）
平成17年4月

理 事 松 本 純 夫 自 平成22年 4月 1日 東京医療センター院長
(非常勤) 至 平成24年 3月31日 平成20年4月

（現職）
平成19年4月

理 事 堀 田 知 光 自 平成22年 4月 1日 名古屋医療センター院長
(非常勤) 至 平成24年 3月31日 平成19年4月

（現職）
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職 名 氏 名 任 期 担 当 経 歴

平成19年4月
理 事 楠 岡 英 雄 自 平成22年 4月 1日 大阪医療センター院長
(非常勤) 至 平成24年 3月31日 平成19年4月

（現職）
平成21年4月

理 事 上 池 渉 自 平成22年 4月 1日 呉医療センター院長
(非常勤) 至 平成24年 3月31日 平成21年4月

（現職）
平成16年4月

理 事 米 倉 正 大 自 平成22年 4月 1日 長崎医療センター院長
(非常勤) 至 平成24年 3月31日 平成20年4月

（現職）
平成13年4月
国立国際医療センター看護部長

理 事 山 西 文 子 自 平成22年 4月 1日 平成18年4月
(非常勤) 至 平成24年 3月31日 東京医療センター副院長

平成18年4月
（現職）

平成16年10月
みずほ情報総研(株)常勤監査役

監 事 山 口 正 隆 自 平成22年 4月 1日 平成17年6月
至 平成24年 3月31日 みずほ情報総研(株)

上席執行役員 業務監査部長
平成20年4月
（現職）

平成15年6月
東海旅客鉄道(株)執行役員
事業推進本部副本部長

平成16年6月
監 事 小 野 高 史 自 平成22年 4月 1日 東海旅客鉄道(株)執行役員
(非常勤) 至 平成24年 3月31日 監査兼経済調査担当

平成18年6月
東海旅客鉄道(株)執行役員
経済調査・医療担当

平成22年7月
東海旅客鉄道(株)顧問

平成16年4月
（現職）

(5) 常勤職員の状況

常勤職員は平成２３年１月１日において５２，３０３人（前年比１，２４５人増

加、2.4％増）となっています。
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３．簡潔に要約された財務諸表

(1) 貸借対照表 (http://www.hosp.go.jp/13,399.html)

（単位：百万円)

資 産 の 部 金 額 負 債 の 部 金 額

流動資産 308,851 流動負債 175,827
現金及び預金 82,778 一年以内返済長期借入金 46,146
有価証券 80,900 買掛金 31,717
医業未収金 136,125 未払金 55,986
棚卸資産 6,359 一年以内支払リース債務 7,388
その他 2,690 引当金 25,285

固定資産 968,221 その他 9,306
有形固定資産 945,019 固定負債 619,952
無形固定資産 18,287 国立病院機構債券 2,000
投資その他資産 4,915 長期借入金 464,973

引当金 123,299
リース債務 19,545
その他 10,136

負 債 合 計 795,780
純 資 産 の 部 金 額

資本金 212,958
資本剰余金 184,047
利益剰余金 84,287

純 資 産 合 計 481,292
資 産 合 計 1,277,072 負債純資産合計 1,277,072

(2) 損益計算書(http://www.hosp.go.jp/13,399.html)

（単位：百万円）

科 目 金 額
経常収益(A) 879,575

診 療 業 務 収 益 826,830
教育研修業務収益 5,174
臨床研究業務収益 10,824
そ の 他 経 常 収 益 36,747

経常費用(B) 821,265
診 療 業 務 費 753,536
教育研修業務費 6,616
臨床研究業務費 11,143
一 般 管 理 費 35,893
その他経常費用 14,076

臨時損益(C) △8,778
当期純利益(A-B+C) 49,531
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(3) キャッシュ・フロー計算書(http://www.hosp.go.jp/13,399.html)

（単位：百万円）

科 目 金 額
Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー(A) 116,032

診療業務活動によるキャッシュ・フロー 138,841
教育研修業務活動によるキャッシュ・フロー △1,146
臨床研究業務活動によるキャッシュ・フロー 96
その他の業務活動によるキャッシュ・フロー △10,169
利息の受払額 △11,589

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー(B) △89,936
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー(C) △24,042
Ⅳ 資金増加額（又は減少額）(D=A+B+C) 2,055
Ⅴ 資金期首残高(E) 51,423
Ⅵ 資金期末残高(F=D+E) 53,478

(4) 行政サービス実施コスト計算書(http://www.hosp.go.jp/13,399.html)

（単位：百万円）

科 目 金 額
Ⅰ 業務費用 △3,468

損益計算書上の費用 830,725
（控除）自己収入等 △834,194

（その他の行政サービス実施コスト）

Ⅱ 損益外減価償却相当額 2,426
Ⅲ 損益外減損損失相当額 61
Ⅳ 損益外除売却差額相当額 △56
Ⅴ 機会費用 4,955
Ⅵ 行政サービス実施コスト 3,918

（参考）財務諸表の科目の説明（主なもの）
(1) 貸借対照表

流動資産
現金及び預金 ：現金、預金
有価証券 ：譲渡性預金、１年以内に満期が到来する満期保

有目的債券
医業未収金 ：医業収益に対する未収金
棚卸資産 ：医薬品、診療材料、給食用材料など

固定資産
有形固定資産 ：土地、建物、医療用器械など
無形固定資産 ：ソフトウェア、電話加入権など
投資その他資産 ：長期定期預金、満期保有目的債券など

流動負債
一年以内返済長期借入金 ：一年以内に返済期限が到来する長期借入金
買掛金 ：医薬品、診療材料、給食材料にかかる未払債務
未払金 ：上記（医薬品、診療材料、給食材料）以外にか

かる未払債務
一年以内支払リース債務 ：リース取引にかかる債務のうち一年以内に支払

期限が到来する債務
引当金

（賞与引当金） ：支給対象期間に基づき定期に支給する役員業績
年俸及び職員賞与に対する引当金

（損害補償損失引当金） ：医療賠償等による損害賠償の支払に備えて設定
される引当金

（災害損失引当金） ：震災により被災した資産の原状回復費用等の支
出に備えて設定される引当金
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固定負債
国立病院機構債券 ：資金調達の目的で発行した債券
長期借入金 ：財政融資資金
引当金

（退職給付引当金） ：将来支払われる退職給付に備えて設定される引
当金

リース債務 ：リース取引にかかる債務
純資産

資本金 ：政府による出資金
資本剰余金 ：国から交付された施設費・補助金等を財源とし

て取得した償却資産の損益外減価償却相当額の
累計額又は損益外減損損失相当額の累計額

利益剰余金 ：業務に関連して発生した剰余金の累計額

(2) 損益計算書
診療業務収益

医業（入院診療、外来診療等）にかかる収益、診療業務にかかる運営費交付金・
施設費等の交付額のうち資本剰余金へ振替しないもの

教育研修業務収益
看護師養成所等にかかる収益、研修受入にかかる収益、教育研修業務にかかる運
営費交付金・施設費等の交付額のうち資本剰余金へ振替しないもの

臨床研究業務収益
委託を受けて行う研究にかかる収益、臨床研究業務にかかる運営費交付金・施設
費等の交付額のうち資本剰余金へ振替しないもの

診療業務費
医業（入院診療、外来診療等）に要する給与費、材料費、委託費、設備関係費（減
価償却費を含む）など

教育研修業務費
看護師養成所等にかかる給与費、経費（減価償却費を含む）、研修受入にかかる
経費など

臨床研究業務費
研究に要する給与費、材料費、経費（減価償却費を含む）など

一般管理費
本部組織にかかる給与費、経費（減価償却費を含む）、全役職員にかかる退職給
付費用など

その他経常費用
長期借入金にかかる支払利息、振込手数料など

臨時損益
臨時利益：固定資産の売却益など
臨時損失：固定資産の除却損、医療賠償など

(3) キャッシュ・フロー計算書
業務活動によるキャッシュ・フロー

通常の業務の実施に係る資金の状態を表す
診療業務活動によるキャッシュ・フロー

医業にかかる収入、医業を行うための人件費、医薬品等の材料費購入による支
出など

教育研修業務活動によるキャッシュ・フロー
看護師養成所等にかかる授業料等の収入、看護師養成所等にかかる人件費の支
出など

臨床研究業務活動によるキャッシュ・フロー
研究にかかる収入、研究を行うための人件費、材料費、経費の支出など

その他の業務活動によるキャッシュフロー
その他の業務活動による収入、人件費支出など

投資活動によるキャッシュ・フロー
有価証券の売却による収入及び取得による支出、定期預金の戻入による収入及び
預入による支出、固定資産の取得による支出など

財務活動によるキャッシュ・フロー
長期借入金の借入による収入及び返済による支出、債券の発行による収入、リー
ス債務償還による支出など
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(4) 行政サービス実施コスト計算書
業務費用

損益計算書に計上される費用から国の財源によらない自己収入を控除したもの
損益外減価償却相当額、損益外減損損失相当額

その減価に対応すべき収益の獲得が予定されないものとして特定された資産の減
価償却相当額または減損損失相当額

機会費用
国又は地方公共団体の財産を無償又は減額された使用料により賃借した場合に通
常負担すべき額として試算した金額

４．財務情報

(1) 財務諸表の概況

① 経常収益、経常費用、当期総損益、資産、負債、キャッシュ･フローなどの主要

な財務データの経年比較・分析

（経常収益）

平成２２年度の経常収益は879,575百万円と、前年度と比較して52,572百万円増

（6.4％増）となっています。これは、前年度と比較して医業収益が52,611百万円

増（6.9％増）となったことが主な要因です。

（経常費用）

平成２２年度の経常費用は821,265百万円と、前年度と比較して33,023百万円

増（4.2％増）となっています。これは、前年度と比較して診療業務費が30,656

百万円増（4.2％増）となったことが主な要因です。

（当期総損益）

経常損益58,309百万円に臨時損益として△8,778百万円を計上した結果、平成

２２年度の当期総損益は49,531百万円と、前年度と比較して14,776百万円増

（42.5％増）となっています。

（資産）

平成２２年度末現在の資産合計は1,277,072百万円と、前年度末と比較して

57,505百万円増（4.7％増）となっています。これは、前年度末と比較して有価

証券等の流動資産が54,177百万円増（21.3％増）となったことが主な要因です。

（負債）

平成２２年度末現在の負債合計は795,780百万円と、前年度末と比較して

10,964百万円減（1.4％減）となっています。これは、前年度末と比較して長期

借入金等の固定負債が6,997百万円減（1.1％減）となったことが主な要因です。
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（業務活動によるキャッシュ・フロー）

平成２２年度の業務活動によるキャッシュ・フローは116,032百万円の収入と

なり、前年度と比較して24,408百万円の収入増（26.6％増）となっています。こ

れは、前年度と比較して診療業務活動によるキャッシュ・フローが19,541百万円

増（16.4％増）となったことが主な要因です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

平成２２年度の投資活動によるキャッシュ・フローは89,936百万円の支出とな

り、前年度と比較して7,572百万円の支出増（9.2％増）となっています。これは、

前年度と比較して定期預金の戻入による収入が9,300百万円減（7.9％減）、定期

預金の預入による支出が55,000百万円減（42.7％減）、有価証券の売却による収

入が9,180百万円減（2.6％減）、有価証券の取得による支出が69,700百万円増（1

9.9％増）、固定資産の取得による支出が26,469百万円減（33.8％減）となったこ

とが主な要因です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

平成２２年度の財務活動によるキャッシュ・フローは24,042百万円の支出とな

り、前年度と比較して18,125百万円の支出増（306.4％増）となっています。こ

れは、前年度と比較して金銭出資の受入による収入が34,500百万円減（66.5％減）

となったことが主な要因です。

主要な財務データの経年比較

(単位：百万円)

区 分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

経 常 収 益 767,666 798,928 807,804 827,003 879,575

経 常 費 用 755,259 770,005 768,566 788,242 821,265

当期総利益 〔 又 は (△ )損 失 〕 8,975 23,892 29,996 34,756 49,531

資 産 1,151,869 1,160,129 1,154,513 1,219,567 1,277,072

負 債 887,230 866,449 828,341 806,744 795,780

利益剰余金〔又は(△)繰越欠損金〕 7,741 31,633 53,888 34,756 84,287

業務活動によるキャッシュ・フロー 78,177 87,181 92,588 91,624 116,032

投資活動によるキャッシュ・フロー △74,554 △62,729 △26,868 △82,363 △89,936

財務活動によるキャッシュ・フロー △38,581 △51,610 △61,941 △5,916 △24,042

資 金 期 末 残 高 71,486 44,329 48,078 51,423 53,478
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② セグメント事業損益の経年比較・分析

事業損益の経年比較

(単位：百万円)

区 分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

診 療 事 業 17,726 33,452 39,415 53,188 73,294

教 育 研 修 事 業 △3,203 △3,312 △2,321 △1,036 △1,442

臨 床 研 究 事 業 △718 △14 72 759 △319

法 人 共 通 △1,397 △1,203 2,072 △14,151 △13,223

合 計 12,407 28,923 39,238 38,760 58,309

（注）１．セグメントの区分については、独立行政法人国立病院機構法に定めら

れている業務内容に基づき、「診療事業」、「教育研修事業」及び「臨床

研究事業」に区分しております。

２．事業の内容

「診療事業」

：安心で安全な質の高い医療や政策医療を提供するための事業

「教育研修事業」

：質の高い医療従事者（医師、看護師等）を養成・育成するための

事業

「臨床研究事業」

：医療の質の向上に貢献するための研究、治験等の事業

③ 行政サービス実施コスト計算書の経年比較・分析

平成２２年度の行政サービス実施コストは3,918百万円と、前年度と比較して

15,013百万円減（79.3％減）となっています。これは、業務費用から控除する自

己収入等が前年度と比較して53,346百万円増（6.8％増）となったことが主な要因

です。

行政サービス実施コストの経年比較

(単位：百万円)

区 分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

業 務 費 用 44,738 27,420 20,113 11,895 △3,468

うち損益計算書上の費用 759,481 775,402 778,022 792,743 830,725

うち自己収入 △714,743 △747,981 △757,909 △780,848 △834,194

損益外減価償却相当額 2,233 2,406 963 2,266 2,426

損益外減損損失相当額 39 130 476 147 61

損 益 外 除 売 却 差 額 相 当 額 － － － － △56

機 会 費 用 4,339 3,420 3,683 4,623 4,955

行政サービス実施コスト 51,349 33,376 25,235 18,931 3,918
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(2) 施設等投資の状況（主なもの）

① 当事業年度中に建替整備が完了した主要施設等

旭川医療センター 一般 （２５０床）

結核 （２０床）

筋ジストロフィー （４０床） １，７９７百万円

宮城病院 重症心身障害 （１２０床）

障害 （１２０床） １，３３９百万円

西埼玉中央病院 一般 （３２５床） ３，３６７百万円

大分医療センター 一般 （２８５床） １，３１８百万円

② 当事業年度において建替整備中の主要施設等

全面建替整備 岩国医療センター、善通寺病院・香川小児病院

病棟等建替整備 福山医療センター 他２４施設

③ 当事業年度中に処分した主要施設等

な し
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(3) 予算・決算の概況

（単位:百万円）

区 分 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度
予 算 決 算 予 算 決 算 予 算 決 算

収 入
運営費交付金 50,609 50,609 49,848 49,848 47,854 47,854
施設整備費補助金 17,646 14,883 9,581 6,204 6,491 3,600
施設整備資金貸付金償還時補助金 － － － － － －
長期借入金等 25,300 14,300 42,991 14,985 59,486 0
寄附金収入 － － － － － －
業務収入 719,152 713,836 729,602 744,138 746,364 757,814
その他収入 9,300 7,280 5,518 4,442 3,310 57,539

計 822,006 800,907 837,540 819,618 863,506 866,807
支 出

業務経費 687,279 667,564 685,091 688,940 689,020 697,413
診療業務経費 600,713 603,699 618,493 622,236 628,837 634,923
教育研修業務経費 7,351 6,929 7,630 7,038 6,787 6,380
臨床研究業務経費 10,335 8,088 10,590 8,782 9,229 9,856
その他の経費 68,880 48,848 48,378 50,885 44,167 46,253
施設整備費 65,410 33,981 57,045 34,511 76,456 57,710
借入金償還 47,133 47,133 48,750 57,403 49,338 49,967
支払利息 17,537 18,987 18,080 17,440 15,584 15,430
その他支出 8,536 68,200 10,112 48,482 13,931 42,538

計 825,894 835,866 819,078 846,775 844,329 863,058

（単位:百万円）

区 分 平成２１年度 平成２２年度
予 算 決 算 予 算 決 算

収 入
運営費交付金 45,972 45,972 43,682 43,682
施設整備費補助金 3,217 4,105 3,121 2,364
施設整備資金貸付金償還時補助金 － － － －
長期借入金等 50,500 0 49,184 17,200
寄附金収入 － － － －
業務収入 756,344 776,464 802,071 828,463
その他収入 54,850 55,739 1,561 56,359

計 910,883 882,281 899,619 948,067
支 出

業務経費 723,251 717,491 739,054 744,369
診療業務経費 652,248 651,847 671,619 679,982
教育研修業務経費 6,677 6,276 6,691 6,283
臨床研究業務経費 11,561 10,414 9,988 10,671
その他の経費 52,765 48,953 50,756 47,434

施設整備費 70,139 76,416 57,394 51,802
借入金償還 50,982 50,242 52,009 50,984
支払利息 14,035 13,505 11,064 11,905
その他支出 7,439 21,283 8,056 86,951

計 865,845 878,936 867,576 946,012
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(4) 経費削減及び効率化目標との関係

当機構においては、当中期目標期間終了年度における一般管理費（人件費を除く）

を、平成２０年度に比べて、１５％以上削減することを目標としました。このため、

水道光熱費等の費用節減など、経費の縮減・見直しを行い、目標を大幅に上回る成

果を達成しました。

(単位：百万円）

平成20年度 当中期目標期間

区 分 金額 比率
平成21年度 平成22年度

金 額 比 率 金 額 比 率

一般管理費 744 100％ 437 58.7％ 404 54.3％

うち経費 732 100％ 415 56.7％ 378 51.6％

うち減価償却費 12 100％ 23 191.7％ 26 216.0％

５．事業の説明

収益構造

当機構の経常収益は879,575百万円で、その内訳は、運営費交付金収益43,475百万円

（収益の4.9％）、補助金等収益2,351百万円（収益の0.3％）、診療報酬等の自己収入

833,749百万円（収益の94.8％）となります。

以 上
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書
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標
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計
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２

２
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度
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成
２

２
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績
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２
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に
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す
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に
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す
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す
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他
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す

る
目
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達
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す
る
た
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と
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措
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そ
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他
業

務
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質
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す
る

事
そ

の
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業
務
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上
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関
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目

サ
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ス

そ
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質
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標
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す
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と
る

べ
き

措
置

向
上
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す
る

目
標

を
達

成
す

国
立

病
院

機
構

は
、

国
民

の
健

康
に

重
大

国
立

病
院

機
構

は
、

国
民

の
健

康
に

重
大

る
た

め
に
と

る
べ
き

措
置

な
影

響
の

あ
る

疾
病

に
関

す
る

医
療

、
難

治
な

影
響

の
あ

る
疾

病
に

関
す

る
医

療
と

と
も

性
疾

患
等

に
対

す
る

医
療

、
歴

史
的

・
社

会
に

地
域

の
中

で
信

頼
さ

れ
る

医
療

を
行

う
こ

的
な

経
緯

に
よ

り
担

っ
て

き
た

医
療

及
び

国
と

に
よ

り
、

公
衆

衛
生

の
向

上
及

び
増

進
に

の
危

機
管

理
や

積
極

的
貢

献
が

求
め

ら
れ

る
寄

与
す

る
こ

と
と

す
る

。
こ

の
た

め
、

医
療

医
療

と
し

て
別

記
に

示
す

政
策

医
療

分
野

を
の

提
供

、
調

査
研

究
及

び
医

療
従

事
者

の
育

中
心

に
、

国
立

病
院

機
構

の
政

策
医

療
ネ

ッ
成
を

着
実

に
実

施
す

る
。

ト
ワ

ー
ク

（
以

下
「

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
」

と
い

う
。
）

を
活

用
し

つ
つ

、
医

療
の

確

保
と

質
の
向

上
を

図
る

こ
と

。

あ
わ

せ
て

、
地

域
に

お
け

る
他

の
医

療
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
つ

つ
、

都
道

府
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が

策
定

す
る

医
療

計
画
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踏

ま
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適

切
な

役

割
を

果
た
す

こ
と
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さ
ら

に
、

我
が

国
の

医
療

の
向

上
に

貢
献

す
る

た
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、
調

査
研

究
及

び
質

の
高

い
医

療

従
事

者
の
育

成
を

行
う

こ
と

。

１
診
療
事

業
１

診
療

事
業

１
診
療

事
業

１
診
療
事
業

各
病

院
に

お
い

て
、

国
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医
療

政
策

や
診

療
事

業
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お
い

て
は

、
利

用
者

で
あ

地
域

の
医

療
事

情
を

踏
ま

え
つ

つ
、

患
者

る
国

民
に

満
足

さ
れ

る
安

心
で

質
の

高
い

の
目

線
に

立
ち

、
患

者
が

安
心

で
き

る
安

医
療

を
提

供
し

て
い

く
こ

と
を

主
た

る
目

全
で
質
の

高
い

医
療

を
提

供
す

る
こ

と
。

標
と

す
る

。

（
１
）
患
者
の

目
線

に
立

っ
た

医
療

の
提

供
（

１
）

患
者
の

目
線

に
立

っ
た

医
療

の
提

供
（

１
）

患
者

の
目

線
に
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っ

た
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療
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）
患
者
の
目
線
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っ
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医
療
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患
者
自

身
が

医
療
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内

容
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理
解
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提

供
治

療
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よ
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療
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イ
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療
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事
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①
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①
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相

患
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が
医

療
内
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適
切
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病
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平
成

２
１

年
度

１
．

平
成
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２
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患
者

満
足
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調

査
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概
要

談
体

制
の

整
備
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療
報
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、
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療
の
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を
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に
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し
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足
度

調
査

患
者
満
足

度
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査
に
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て
は

、
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者
の
目

線
に

立
ち

国
立
病

院
機

構
全
体
の

サ
ー

ビ
ス

の
向
上

を
図

る
こ
と

を
目
的

に
、

平
成
２

２
年

度
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目
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わ
か

る
明

細
書
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院
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お

け
る

よ
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に
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療
ガ

イ
ド
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イ
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適
切
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析
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基
に
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院
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し
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院
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調
査
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（
平

成
２

２
年

１
１

月
１

日
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成
２

２
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１

月
３
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日
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院
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力
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ら
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た
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２
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院
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２

日
間
）
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院
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者
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目
線
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と
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６
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９
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追
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た
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と
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た
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さ
れ

た
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査
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い
て
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、
病

院
職
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が
内
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確
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す
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、
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に
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す
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す
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充
が

厳
封
し
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各

病
院
か
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て
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、
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に
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っ
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れ
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す
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．

１
１
２

分
か
り

や
す
い

説
明

平
成

２
１

年
度

４
．

１
８

５
→

平
成

２
２
年

度
４
．

１
９
６

相
談
し

や
す
い

環
境
作

り
平
成

２
１

年
度

４
．

１
２

９
→

平
成

２
２
年

度
４
．

１
３
４

【
平
成

２
１

年
度
と

比
較
し

て
総

合
評
価

が
特

に
改
善

し
た

病
院

】
・
米

子
医

療
セ
ン

タ
ー
（

入
院

）
平
成

２
１

年
度

４
．

３
５

５
→

平
成

２
２
年

度
４
．

５
９
３

入
院

患
者
が

気
兼
ね

な
く

地
域
連

携
室

に
相
談

で
き

る
よ

う
に
、
病

棟
や

外
来
窓

口
へ

の
ポ

ス
タ
ー

掲
示

の
他
、

外
来
電

子
掲

示
板
を

活
用
し

積
極
的

に
広
報

し
た

こ
と
に

よ
り

、
入
院

患
者

の
相

談
件
数
が

大
幅

に
増
加

し
た

。
・
指

宿
病

院
（
外

来
）

平
成

２
１

年
度

３
．

９
６

２
→

平
成

２
２
年

度
４
．

１
９
６

指
宿

地
域
に

お
け
る

唯
一

の
小
児

科
入

院
診
療

施
設

と
し

て
、
患
者

の
利

便
性
、

地
域

の
医

療
ニ
ー

ズ
を

考
慮
し

、
平
日

午
後

の
み
な

ら
ず
、

土
日
祝

日
の
午

前
中

に
も
小

児
科

の
外
来

診
療

を
実

施
し
て
い

る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

患
者

満
足

度
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

各
病

院
の

取
組

(
1
)
分
か

り
や

す
い
説

明
に
係

る
取

組
例

①
ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス
を
積

極
的

に
活

用
し
治

療
方

針
、
治

療
経

過
等
に
つ

い
て

分
か

り
や
す

い
説

明
に
努

め
て
い

る
と

と
も
に

、
既

に
用

い
て
い

る
パ

ス
が

患
者
に
と

っ
て

よ
り

分
か
り

や
す

い
様
式

と
な

る
よ
う
に

見
直

し
を

図
っ
て

い
る

。
ま
た

、
カ

ン
フ

ァ
レ
ン
ス

や
看

護
計

画
の
策

定
に

患
者
・

家
族

が
参
加
で

き
る

よ
う

に
し
、

治
療

方
針
の

策
定
の

経
緯

を
明
ら

か
に

す
る

こ
と
に

よ
り

高
い

理
解
が
得

ら
れ

る
取

組
を
行

っ
て

い
る
ほ

か
、

・
治

療
方

針
等

の
説
明
は

医
学

用
語

等
専
門

的
な

言
葉
の

使
用

は
で
き
る

だ
け

避
け

、
必
要

に
応

じ
て
模

型
、
各
疾
患

の
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

、
ビ

デ
オ

等
を

活
用
し
て

患
者

の
理

解
度
に

合
わ

せ
平
易

で
丁

寧
な
説
明

を
心

が
け

る
・
説

明
等

に
看

護
師
長
が

同
席

し
、

分
か
り

に
く

い
部
分

を
簡

単
な
言
葉

を
用

い
て

看
護
師

長
が

表
現
す

る
・
患

者
・

家
族

を
対
象
と

し
た

疾
患

毎
の
勉

強
会

を
開
催

し
て

い
る

な
ど
に

よ
り

、
患

者
に
と
っ

て
分

か
り

や
す
い

説
明

に
努
め

て
い

る
。

【
ク

リ
テ
ィ

カ
ル
パ

ス
の

実
施
件

数
】

※
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ
ス
に

つ
い

て
は
２

８
頁

に
記

載
平
成
２

１
年
度

２
５
５
，

１
４

１
件

→
平
成

２
２
年
度

２
８
３
，

７
０

２
件

②
患
者

及
び

そ
の

家
族
を
対

象
と

し
自

己
管
理

（
セ

ル
フ
マ

ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

）
を

支
援

す
る
取

組
み

の
一
環

と
し
て

、
様

々
な
健

康
状

態
に

対
し
て

の
集

団
栄

養
食
事
指

導
（

集
団

勉
強
会

）
を

開
催
し

、
正

し
い
食
生

活
の

改
善

方
法
の

指
導

及
び
悩

み
や
不

安
の

解
消
に

努
め

て
い

る
。
ま

た
、

専
門

病
院
で
は

患
者

の
要

望
に
よ

り
、

病
院
独

自
の

内
容
で
相

談
会

を
実

施
し
て

い
る

。
な
お

、
平

成
２

２
年
度
に

お
い

て
は

、
特
定

非
営

利
活
動

法
人

日
本
慢
性

疾
患

セ
ル

フ
マ
ネ

ー
ジ

メ
ン
ト

協
会
と

協
同

で
、
慢

性
疾

患
を

も
つ
患

者
が

主
体

と
な
っ
て

参
加

し
、

病
気
と

う
ま

く
つ
き

あ
い

、
自
信
と

技
術

を
も

っ
て
生

活
を

送
る
こ

と
が
で

き
る

よ
う
に

な
る

た
め

の
セ
ル

フ
マ

ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
を
実

施
す

る
た
め

の
検

討
を
行
っ

た
。

【
平

成
２
２

年
度
集

団
栄

養
食
事

指
導

実
績
】

実
施

病
院

数
実
施
回

数
参

加
人

数
・

糖
尿
病

教
室

８
７

病
院

２
，
１
７

８
回

１
２
，

８
０

９
人

・
高
血
圧

教
室

２
１

病
院

２
１

２
回

１
，

２
０

０
人

・
母
親
教

室
３
５

病
院

５
１

５
回

３
，

６
３

３
人

・
心
臓
病

教
室

２
０

病
院

４
６

６
回

２
，

０
４

４
人

・
腎

臓
病

教
室

５
病
院

７
６

回
４

８
７

人
・

離
乳
食

・
調
乳

教
室

１
２

病
院

７
０

０
回

３
，

１
６

３
人

・
生
活
習

慣
病
予

防
教

室
４

病
院

６
９
回

５
１

９
人

・
脳
卒
中

教
室

４
病
院

１
３
回

４
７

４
人

（
特

徴
の
あ

る
病
院

で
の

独
自
集

団
勉

強
会
）

・
岩
手
病

院
「
一

関
パ

ー
キ
ン

ソ
ン

教
室
」

・
東
埼
玉

病
院
「

結
核

教
室
」

・
姫
路
医

療
セ
ン

タ
ー

「
呼
吸

器
教

室
」

③
患
者

が
医

療
知

識
を
入
手

し
や

す
い

よ
う
に

、
医

学
資
料

を
閲

覧
で
き
る

図
書

コ
ー

ナ
ー
や

情
報

室
（
が

ん
専
門

の
場

合
は

、
『
が

ん
相

談
支
援

室
』
）

を
設

置
し
て

お
り

、
図
書

コ
ー
ナ

ー
に

お
い
て

は
、

患
者
が

理
解

し
や

す
い
書
籍

を
中

心
に
蔵

書
数

を
増

や
し
、

利
用

向
上

に
努
め

て
い

る
。

【
患

者
が
閲

覧
で
き

る
図

書
コ
ー

ナ
ー

・
情
報

室
を

設
置

し
て
い
る

病
院

】
平
成
２

１
年
度

５
２
病
院

→
平
成

２
２

年
度

６
０
病

院

④
入
院

及
び

退
院

時
に
お
け

る
患

者
へ

の
説
明

に
際

し
、
医

師
以

外
の
職
種

が
同

席
し

て
い
る

病
院

は
１
３

６
病
院

で
あ

り
、
ま

た
、

医
療

従
事
者

等
に

対
す

る
接
遇
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

等
の
研

修
を

実
施
し
、

分
か

り
や

す
い
説

明
の

取
り
組

み
を
推

進
し

て
い
る

。

【
研

修
の
実

施
状
況

】
・

接
遇
や

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
に

関
す
る

研
修

を
実

施
し
て
い

る
病

院
１

３
６

病
院

（
平
成

２
１

年
度

１
２
９

病
院

）
・

模
擬
患

者
や
ロ

ー
ル

プ
レ
イ

を
用

い
た
研

修
を

実
施

し
て
い
る

病
院

５
２

病
院

（
平
成

２
１

年
度

４
７

病
院

）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

(
2
)
相
談

し
や

す
い
環

境
作
り

に
係

る
取
組

例
全
て
の

病
院

に
お

い
て
医
療

相
談

窓
口

を
設
置

し
、
患
者
が

相
談

し
や
す
い

環
境

を
整

備
し
て

お
り

、
プ

ラ
イ

バ
シ
ー
の

保
護

に
も

考
慮
し

、
窓

口
の
個

室
化

を
推

進
す
る
こ

と
に

よ
り
１

３
１

病
院

が
個
室

化
し

て
い
る
（

残
り

１
３

病
院
に

つ
い

て
も
、

第
三
者

に
会

話
が
聞

こ
え

な
い

よ
う
に
、

パ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン
な

ど
の

仕
切
等

を
設

け
て

い
る
）
。

ま
た
、
診
察

中
の

心
理
的

、
経

済
的
諸

問
題

な
ど
に

つ
い

て
、
相
談
に

応
じ

解
決
へ

の
支

援
を
行

う
医

療
ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー

カ
ー
（

Ｍ
Ｓ
Ｗ

）
を

配
置
し

て
お

り
、

平
成
２
２

年
度

に
お
い

て
は

、
Ｍ

Ｓ
Ｗ
を

２
１

名
増
員
す

る
こ

と
に

よ
り
、

患
者

の
立
場

に
立
っ

た
よ

り
き
め

細
や

か
な

対
応
を
行

え
る

相
談

体
制
の
更

な
る

充
実
を

図
っ

た
。

【
Ｍ
Ｓ

Ｗ
の
配

置
状
況

】
平

成
２
１

年
度

１
２

３
病
院

２
６

６
名

→
平
成

２
２
年
度

１
２
６
病

院
２

８
７

名

ま
た
、

全
病

院
が

投
書
箱
を

設
置

し
て

お
り
意

見
等

に
対
す

る
改

善
事
項
を

掲
示

板
に

貼
り
出

す
な

ど
患
者

へ
の
周

知
を

行
っ
て

い
る

と
と

も
に
、

・
外

来
ホ

ー
ル
の

総
合
案

内
へ

看
護
師

長
等

担
当
者

の
配

置
・

・
・
１
０

７
病

院
実
施

・
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

に
医
療

相
談

窓
口
の

案
内

の
紹
介

欄
、

問
い

合
わ
せ
欄

の
設

置
・
・

・
１

２
８

病
院
実

施
・
医

療
相

談
窓
口

で
随
時

薬
剤

師
が
薬

剤
の

質
問
や

相
談

に
対

応
で
き
る

よ
う

体
制
を

整
備

し
て

い
る
・

・
・

１
２
４

病
院

等
の
取

組
を

行
う
こ

と
に
よ

り
、

患
者
が

相
談

し
や
す

い
環

境
作

り
に
努
め

て
い

る
。

②
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

の
充

実
②

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
制

度
②

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

制
度
の
充
実

患
者

が
主

治
医

以
外

の
専

門
医

の
ア

の
充

実
ド

バ
イ

ス
を

求
め

た
場

合
に

適
切

に
対

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
制

度
１

．
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

の
実

施
状

況
応

で
き

る
よ

う
な

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

の
充

実
に

向
け

、
セ

カ
ン

ド
オ

患
者
の
目

線
に

立
っ

た
医
療
を

推
進

す
る
た

め
セ

カ
ン

ド
オ
ピ

ニ
オ

ン
の
環
境

整
備

に
努

め
て
お

り
、

窓
口
の

設
置
や

制
度

等
の
情

報
提

供
及

ン
制

度
に

つ
い

て
、

中
期

目
標

の
期

間
ピ

ニ
オ

ン
窓

口
の

設
置

病
院

を
び

自
院
以

外
で

セ
カ
ン

ド
オ
ピ

ニ
オ

ン
を
希

望
す

る
患
者

が
他

院
を

受
診
す
る

た
め

の
情
報

提
供

書
の

作
成
を

行
う

な
ど
、

引
き
続

き
セ

カ
ン
ド

中
に

、
全

病
院

で
受

け
入

れ
対

応
で

き
増

や
す

と
と

も
に

、
引

き
続

き
オ

ピ
ニ
オ

ン
の

推
進
を

行
い
、

平
成

２
２
年

度
の

窓
口
設

置
病

院
は

１
３
４
病

院
と

な
っ
て

い
る

。
る

体
制

を
整

備
す

る
。

相
談

し
や

す
い

環
境

（
専

門
医

な
お
、
病

院
内

の
体

制
整
備
な

ど
の

理
由
に

よ
り

窓
口

の
設
置

が
遅

れ
て
い
る

病
院

に
つ

い
て
も

、
病

院
内
の

体
制
整

備
等

が
整
い

次
第

、
窓

ま
た

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

に
対

の
情

報
提

供
等

）
を

整
備

し
て

口
を
設
置

す
る

こ
と
と

し
て
い

る
。

す
る

患
者

の
理

解
、

満
足

に
関

す
る

調
い

く
。

ま
た

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

に
対

す
る

患
者

の
理

解
、

満
足

に
関

し
て

は
、

平
成

２
１

年
度

に
料

金
体

系
、

院
内

掲
示

や
病

院
の

ホ
ー

ム
査

を
実

施
し

、
制

度
の

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ペ

ー
ジ
に

お
け

る
周
知

状
況
に

つ
い

て
実
態

把
握

を
行
っ

た
。

ン
に

対
す

る
患

者
の

理
解

、
満

平
成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

セ
カ

ン
ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度
の

充
実

に
向
け
た

調
査

を
実

施
す
る

た
め

の
検
討

を
行
っ

た
。

足
に

関
す
る

調
査
を

行
う

た
め

、
実
施

方
法
等

の
検
討

を
進

め
る

。
【
セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ
ン
窓

口
設

置
病
院

数
】

平
成

２
１
年

度
１

３
３

病
院

→
平
成
２

２
年

度
１
３
４
病

院
（
平
成

２
０

年
度

１
２

９
病

院
）

【
セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ
ン
提

供
者

】
平
成

２
１
年

度
２
，

９
０

１
名

→
平
成
２

２
年

度
２

，
７
２
４

名
（
平
成

２
０

年
度

２
，
９

２
８

名
）

【
セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ
ン
の

た
め

の
情

報
提
供

書
作

成
数
】

平
成

２
１
年

度
１
，

１
４

１
件

→
平
成
２

２
年

度
１

，
３
６
３

件
（
平
成

２
０

年
度

１
，
０

６
４

件
）

【
セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ
ン
の

院
内

掲
示

及
び
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

に
お

け
る
周
知

病
院

数
】

院
内

掲
示
で

の
周
知

病
院

数
１
２
６

病
院

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で
の

周
知

病
院
数

１
１
６

病
院
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

③
患

者
の

価
値

観
の
尊

重
③

患
者
の
価

値
観
の

尊
重

③
患
者
の
価
値
観
の
尊
重

患
者

満
足

度
調

査
を

毎
年

実
施

し
、

平
成

２
１

年
度

に
実

施
し

た
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

患
者

の
利

便
性

患
者

満
足

度
調

査
の

分
析

結
果

１
．

平
成

２
２

年
度

患
者

満
足

度
調

査
の

概
要

に
考

慮
し

た
多

様
な

診
療

時
間

の
設

定
を

参
考

に
、

引
き

続
き

必
要

な
中

期
計
画

に
掲

げ
ら

れ
て
い
る

重
要

事
項
で

あ
る

「
多

様
な
診

療
時

間
の
設
定

」
、
「

待
ち

時
間
対

策
」

に
関
し

て
は
、

平
成

２
１
年

度
平

均
値

や
待

ち
時

間
対

策
な

ど
サ

ー
ビ

ス
の

改
サ
ー

ビ
ス
の

改
善
を

進
め

る
。

を
若
干
下

回
っ

て
い
る

。
今
後

、
更

な
る
満

足
度

を
得
ら

れ
る

よ
う

引
き
続
き

必
要

な
患
者

サ
ー

ビ
ス

を
実
施

し
て

い
く
。

善
を

図
る

。
ま

た
、

各
病

院
に

お
け

る
サ

ま
た

、
慢

性
疾

患
を

中
心

に
疾

患
に

ー
ビ

ス
の

改
善

を
経

年
的

に
と

【
調
査

結
果

概
要

】
平
均

ポ
イ

ン
ト

平
均
ポ
イ
ン

ト
対

す
る

患
者

の
自

己
管

理
（

セ
ル

フ
マ

ら
え

る
た

め
、

平
成

２
２

年
度

・
多

様
な

診
療

時
間
の
設

定
平
成
２

１
年

度
４
．
０

０
４

→
平

成
２

２
年

度
３

．
９

９
２

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

）
を

医
療

従
事

者
が

支
に

お
い

て
も

患
者

満
足

度
調

査
・
待

ち
時

間
対

策
平
成
２

１
年

度
３
．
４

４
９

→
平

成
２

２
年

度
３

．
４

４
７

援
す

る
取

組
を

推
進

す
る

ほ
か

、
個

別
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
調

査
の

診
療

報
酬

の
算

定
項

目
の

分
か

る
明

項
目

な
ど
の

見
直
し

を
行

う
。

○
患
者
満

足
度

を
向
上

さ
せ
る

た
め

の
各
病

院
の

取
組

細
書

を
発

行
す

る
体

制
を

中
期

目
標

の
さ

ら
に

、
患

者
の

自
己

管
理

期
間

中
に

全
病

院
に

整
備

す
る

。
（

セ
ル

フ
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

）
(
1
)
多
様

な
診

療
時
間

の
設
定

に
関

す
る
具

体
的

取
組
例

さ
ら

に
、

患
者

満
足

度
調

査
に

つ
い

を
医

療
従

事
者

が
支

援
す

る
取

各
病

院
で

は
、

患
者

の
利

便
性

を
考

慮
し

た
多

様
な

診
察

時
間

を
設

定
す

る
な

ど
し

、
受

診
し

や
す

い
体

制
と

な
る

よ
う

地
域

の
医

療
て

は
患

者
の

目
線

に
立

っ
た

観
点

か
ら

組
を

推
進

す
る

ほ
か

、
引

き
続

ニ
ー
ズ
や

自
院

の
診

療
機
能
や

診
療

体
制
等

を
踏

ま
え

て
下
記

の
よ

う
な
様
々

な
取

組
を

行
っ
て

い
る

。
そ

の
見

直
し

を
図

る
。

き
個

別
の

診
療

報
酬

の
算

定
項

○
予

約
制

や
専

門
外
来
（

ス
ポ

ー
ツ
整

形
や

小
児

外
来
）

の
場

合
、
平
日

の
午

後
や

休
診
日

も
診

療
を
実

施
し
て

い
る

。
目

の
分

か
る

明
細

書
を

発
行

す
○
地

域
医

療
連

携
の
一
環

と
し

て
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ

検
査

を
１
９

時
ま

で
の
予
約

枠
を

設
定

し
検
査

を
受

け
入
れ

て
い
る

。
る
体

制
を
整

備
す
る

。
○
社

会
人

や
就

学
児
童
の

受
診

に
配
慮

し
夕

方
に

診
察
時

間
を

設
定
し
て

い
る

。

ま
た

、
大

型
連

休
期

間
中

に
お

い
て

も
、

よ
り

利
便

性
の

高
い

患
者

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

く
観

点
か

ら
、

平
成

２
２

年
度

に
お

い
て

２
８
病
院

が
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン

、
放
射

線
治

療
、

透
析
等

で
平

日
並
み
の

診
療

を
１

日
以
上

行
っ

た
。
そ

の
ほ
か

、
救

急
患
者

の
積

極
的

受
入
れ
や

、
平

常
時

に
準
じ
た

手
術

の
実
施

体
制

を
整

え
る
な

ど
必

要
な
医
療

サ
ー

ビ
ス

を
提
供

で
き

る
よ
う

に
し
た

。

【
土
日

外
来

の
実

施
】

平
成

２
１

年
度

３
９
病

院
→

平
成
２

２
年

度
４

０
病

院

(
2
)
待
ち

時
間

対
策
に

関
す
る

具
体

的
取
組

例
診
療
科

の
特

徴
に

よ
り
外
来

患
者

数
が

少
な
く

待
ち

時
間
が

短
い

病
院
を
除

く
全

て
の

病
院
で

、
外

来
診
療

の
予
約

制
を

導
入
し

て
い

る
。

ま
た
、

予
約

の
変

更
に
つ
い

て
も

、
電

話
で
受

け
付

け
る
体

制
に

加
え
、
７

病
院

に
お

い
て
は

、
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

で
予

約
の
変

更
が

で
き

る
よ
う
利

便
性

を
考

慮
し
て
い

る
ほ

か
、
時

間
当

た
り

の
予
約

人
数

の
調
整
を

行
う

な
ど

、
予
約

患
者

を
待
た

せ
な
い

よ
う

に
す
る

た
め

の
工

夫
を
行
っ

て
い

る
。

会
計
の
待

ち
時

間
対
策

と
し

て
は

、
会
計

窓
口

用
端
末
の

増
設

、
混

雑
時
の

会
計

人
員
増

、
患
者

へ
の

積
極
的

な
声

か
け

等
の
取
組

を
行

っ
て

い
る
。

ま
た
、

外
来

に
お

い
て
待
ち

時
間

調
査

を
実
施

し
、

各
病
院

の
外

来
運
営
委

員
会

等
で

発
生
要

因
を

分
析
し

そ
の
短

縮
に

努
め
て

い
る

。
○
採

血
の

待
ち

時
間
を
短

縮
す

る
た

め
、
採

血
室

職
員
の

早
出

勤
務
を
導

入
し

た
。
（
金
沢
医

療
セ

ン
タ
ー

）
○

検
査

か
ら
診

察
ま
で

の
待

ち
時
間

を
短

縮
す
る

た
め

、
各

検
査
毎
の

結
果

が
出
る

時
間

を
記

載
し
た

文
書

を
作
成

・
配
布

し
、

患
者
の

来
院

時
間
の

目
安
と

し
て

い
る

。
（
名
古

屋
医

療
セ
ン

タ
ー

）
更
に
、

待
ち

時
間

が
発
生
し

て
し

ま
う

場
合
で

も
、

患
者
に

有
効

な
時
間
を

過
ご

し
て

い
た
だ

く
た

め
に
下

記
の
よ

う
な

取
組
を

行
っ

て
い

る
。

○
看
護

師
等
に

よ
る
積

極
的

な
患
者

へ
の

声
か
け

や
状

況
説

明
○

テ
レ

ビ
、
雑

誌
な
ど

の
閲

覧
コ
ー

ナ
ー

の
設
置

○
待
ち

時
間
の

目
安
と

な
る

よ
う
診

察
中

の
患
者

の
受

付
番

号
の
掲
示

○
ポ
ケ

ベ
ル
や

Ｐ
Ｈ
Ｓ

の
貸

出
に
よ

り
待

ち
時
間

中
の

行
動

範
囲
の
制

限
を

緩
和

○
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
コ

ー
ナ

ー
の
設

置
○

ピ
ア

ノ
自
動

演
奏
等

、
Ｂ

Ｇ
Ｍ
放

送
の

実
施

○
生
活

習
慣
病

予
防
等

、
患

者
啓
発

Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
放

映
環
境

面
に

お
い
て

も
、
ア

メ
ニ

テ
ィ
ー

空
間

と
し
て

、
以

下
の

環
境
を
設

け
て

い
る
。

○
病
院

内
又
は

敷
地
内

に
コ

ー
ヒ
ー

シ
ョ

ッ
プ
・

・
・

・
・

・
・
・
４

０
病

院
○

外
来

待
合
室

付
近
に

飲
食

で
き
る

コ
ー

ナ
ー
・

・
・

・
・

・
・
・
９

８
病

院
○

そ
の

他
：
生

け
花
、

観
賞

魚
水
槽

、
観

葉
植
物

、
ギ

ャ
ラ

リ
ー
コ
ー

ナ
ー

の
設
置

等
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

セ
ル

フ
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

を
支

援
す

る
取

組
の

推
進

（
再

掲
）

患
者
及
び

そ
の

家
族

を
対
象
と

し
自

己
管
理

（
セ

ル
フ

マ
ネ
ー

ジ
メ

ン
ト
）
を

支
援

す
る

取
組
み

の
一

環
と
し

て
、
様

々
な

健
康
状

態
に

対
し

て
の
集
団

栄
養

食
事
指

導
（
集

団
勉

強
会
）

を
開

催
し
、

正
し

い
食

生
活
の
改

善
方

法
の
指

導
及

び
悩

み
や
不

安
の

解
消
に

努
め
て

い
る

。
ま
た
、

専
門

病
院
で

は
患
者

の
要

望
に
よ

り
、

病
院
独

自
の

内
容

で
相
談
会

を
実

施
し
て

い
る

。
な

お
、
平

成
２

２
年

度
に
お
い

て
は

、
特

定
非
営

利
活

動
法
人

日
本

慢
性
疾
患

セ
ル

フ
マ

ネ
ー
ジ

メ
ン

ト
協
会

と
協
同

で
、

慢
性
疾

患
を

も
つ

患
者
が
主

体
と

な
っ
て

参
加
し

、
病

気
と
う

ま
く

つ
き
あ

い
、

自
信

と
技
術
を

も
っ

て
生
活

を
送

る
こ

と
が
で

き
る

よ
う
に

な
る
た

め
の

セ
ル
フ

マ
ネ
ー
ジ

メ
ン

ト
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
実

施
す
る

た
め

の
検
討

を
行

っ
た

。

【
平
成

２
２

年
度

集
団
栄
養

食
事

指
導
実

績
】

実
施
病
院

数
実

施
回
数

参
加
人

数
・
糖

尿
病

教
室

８
７

病
院

２
，
１

７
８
回

１
２
，

８
０
９

人
・
高

血
圧

教
室

２
１

病
院

２
１
２
回

１
，

２
０
０

人
・
母

親
教

室
３
５

病
院

５
１
５
回

３
，

６
３
３

人
・
心

臓
病

教
室

２
０

病
院

４
６
６
回

２
，

０
４
４

人
・
腎

臓
病

教
室

５
病
院

７
６
回

４
８
７

人
・
離

乳
食

・
調

乳
教
室

１
２

病
院

７
０
０
回

３
，

１
６
３

人
・
生

活
習

慣
病

予
防
教
室

４
病
院

６
９
回

５
１
９

人
・
脳

卒
中

教
室

４
病
院

１
３
回

４
７
４

人

（
特

徴
の

あ
る
病

院
で
の

独
自

集
団
勉

強
会

）
・

岩
手

病
院
「

一
関
パ

ー
キ

ン
ソ
ン

教
室

」
・

東
埼

玉
病
院

「
結
核

教
室

」
・

姫
路

医
療
セ

ン
タ
ー

「
呼

吸
器
教

室
」

３
．

全
患

者
へ

の
「

個
別

の
診

療
報

酬
の

算
定

項
目

の
分

か
る

明
細

書
」

の
発

行
国

立
病
院

機
構

で
は

明
細
書
交

付
の

普
及
に

貢
献

し
て

い
く
観

点
か

ら
、
平
成

２
０

年
９

月
よ
り

２
病

院
（
西

多
賀
病

院
、

九
州
が

ん
セ

ン
タ

ー
）
に
お

い
て

試
行
的

に
全
患

者
に

対
す
る

発
行

及
び
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査
を
実

施
し

、
明
細

書
発

行
の

運
用
に

関
す

る
通
知

を
本
部

よ
り

各
病
院

に
発
出
（

平
成

２
１
年

３
月
１

７
日

）
す
る

こ
と

に
よ
り

、
発

行
に

際
し
て
は

患
者

へ
の
細

や
か

な
対

応
に
十

分
留

意
す
る

こ
と
な

ど
の

周
知
を

図
っ
て
い

た
と

こ
ろ
で

あ
る
。

全
患
者
へ

の
明

細
書

の
発
行
に

つ
い

て
は

、
中
期

計
画

期
間
中

に
発

行
出
来
る

体
制

を
整

備
す
る

こ
と

と
し
て

い
る

が
、
平

成
２

２
年

度
よ
り

、
レ

セ
プ
ト

の
電

子
請
求

を
行
っ

て
い

る
保
険

医
療

機
関
等

に
つ

い
て

は
、
原
則

と
し

て
明
細

書
の
無

料
発

行
が
義

務
付

け
ら

れ
た
と

こ
ろ

で
あ
り

、
平

成
２
２

年
度

末
ま
で

に
シ
ス

テ
ム

改
修
が

終
了

し
て
い

な
い

等
、

正
当
な
理

由
が

あ
る
病

院
を

除
い

た
１
３

３
病

院
全
て

で
対
応

し
て

い
る
。

４
．

そ
の

他
の

取
組

(
1
)
イ
ン

フ
ォ

ー
ム
ド

・
コ
ン

セ
ン

ト
推
進

の
取

組
（
第

１
の

１
の

（
２
）
の

４
参

照
）

平
成
２

１
年

３
月

に
「
イ
ン

フ
ォ

ー
ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト
の

更
な

る
向
上
の

た
め

に
」

を
策
定

し
、

全
病
院

に
通
知

し
た

。
こ
れ

に
よ

り
、

平
成
２
１

年
度

よ
り

各
病
院
は

必
要

な
事
項

を
取

り
入

れ
る
な

ど
自

院
の
実
施

内
容

の
見

直
し
を

行
い

、
イ
ン

フ
ォ
ー

ム
ド

・
コ
ン

セ
ン

ト
の

実
施
体
制

の
充

実
を

図
っ
た
。

【
病
院

に
お

け
る

取
組
例
】

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作
成
し

、
採

用
時

研
修
で

説
明

す
る
等

、
職

員
に
周
知

し
て

い
る

。
・
各

治
療

法
、

検
査
毎
に

説
明

書
、

同
意
書

を
整

備
し
て

い
る

。
・
説

明
時

に
医

師
だ
け
で

な
く

、
看

護
師
も

同
席

し
、
患

者
の

反
応
・
理

解
度

を
確

認
し
て

い
る

。
・
患

者
サ

ー
ビ

ス
検
討
委

員
会

に
て

患
者
の

意
見

を
徴
収

し
、

マ
ニ
ュ
ア

ル
に

反
映

さ
せ
て

い
る

。

(
2
)
全
病

院
で

の
医
療

相
談
窓

口
の

設
置
（

再
掲

）
患
者
の

価
値

観
や

診
療
へ
の

要
望

等
を

き
め
細

か
く

聴
取
し

病
院

運
営
に
反

映
し

て
い

く
こ
と

が
で

き
る
よ

う
、
平

成
２

０
年
度

ま
で

に
全

て
の
病
院

に
お

い
て

医
療
相
談

窓
口

を
設
置

し
た

。
特

に
、
患

者
や

家
族
の
抱

え
る

心
理

的
・
社

会
的

な
問
題

の
解
決

・
調

整
を
援

助
す

る
た

め
の
体
制

を
強

化
す

る
た
め
、

Ｍ
Ｓ

Ｗ
の
増

員
(
２

６
６

名
→
２

８
７

名
)
を
行

っ
た

。
ま
た
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー
の
保

護
に

も
考

慮
し
、

１
３

１
病
院

が
相

談
窓
口
を

個
室

化
し

て
い
る

。

(
3
)
院
内

助
産

所
・
助

産
師
外

来
の

開
設

家
族
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ
せ
た

満
足

度
の

高
い
、

安
心

な
お
産

及
び

育
児
支
援

が
出

来
る

体
制
を

よ
り

一
層
充

実
さ
せ

て
い

く
た
め

、
各

病
院

が
自
院
の

状
況

に
応

じ
て
院
内

助
産

所
や
助

産
師

外
来

の
開
設

を
推

進
し
、
平

成
２

２
年

度
に
新

た
に

院
内
助

産
所
を

１
病

院
、
助

産
師

外
来

を
４
病
院

で
開

設
し

た
。

【
院
内

助
産
所

・
助
産

師
外

来
の
開

設
病

院
数
(
分
娩
実

績
を

有
す
る

４
２

病
院
中

)
】

平
成

２
１
年

度
平
成

２
２

年
度

院
内
助
産

所
５
病

院
→

院
内
助
産

所
６

病
院

助
産
師
外

来
２

４
病

院
→

助
産
師
外

来
２
８

病
院
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

（
２
）
安
心

・
安
全

な
医

療
の

提
供

（
２

）
安

心
・

安
全

な
医

療
の

提
供

（
２

）
安

心
・
安

全
な
医

療
の

提
供

（
２

）
安
心
・
安
全
な
医
療
の

提
供

医
療

倫
理

を
確

保
す

る
体

制
を

整
備

す
る
こ

と
。

①
医

療
倫

理
の

確
立

①
医

療
倫
理

の
確
立

①
医
療
倫
理
の
確
立

ま
た

、
診

療
情

報
に

つ
い

て
情

報
開

患
者

が
安

心
で

き
る

医
療

を
提

供
す

平
成

２
０

年
度

に
中

央
医

療
示

を
適

切
に

行
う

ほ
か

、
政

策
医

療
ネ

る
た

め
に

は
、

患
者

と
の

信
頼

関
係

を
安

全
管

理
委

員
会

よ
り

報
告

さ
１

．
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
へ

の
配

慮
に

関
す

る
各

病
院

の
取

組
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

つ
つ

、
医

療
安

醸
成

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
各

病
れ

た
「

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
各

病
院
で

個
人

情
報

保
護
法
に

関
す

る
研
修

や
外

部
講

師
を
招

い
た

講
習
会
の

実
施

、
個

人
情
報

の
利

用
目
的

等
に
つ

い
て

の
院
内

掲
示

、
個

全
対

策
の

充
実

を
図

り
、

医
療

事
故

の
院

は
カ

ル
テ

の
開

示
を

行
う

な
ど

適
切

ン
セ

ン
ト

の
更

な
る

向
上

の
た

人
情
報
保

護
に

係
る
各

種
規
定

の
作

成
等
に

よ
り

院
内
に

お
け

る
個

人
情
報
保

護
の

た
め
の

体
制

を
整

備
し
て

い
る

。
防
止
に

努
め

る
こ

と
。

な
情

報
開

示
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
め

に
」

を
運

用
し

、
国

立
病

院
ま

た
、
引

き
続

き
、

患
者
の
プ

ラ
イ

バ
シ
ー

へ
配

慮
す

る
た
め

患
者

か
ら
の
相

談
窓

口
の

個
室
化

を
進

め
て
い

る
ほ
か

、
さ

ら
に

、
こ

れ
ら

取
組

の
成

果
を

適
患

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
保

護
に

努
め

機
構

に
お

け
る

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

○
採

血
の

様
子

を
他
の
患

者
に

見
ら
れ

な
い

よ
う

、
外
来

採
血

室
に
衝
立

を
設

置
切
に
情

報
発

信
す

る
こ

と
。

る
。

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
を

一
層

推
進

○
カ

ル
テ

の
持

ち
出
し
の

際
、

患
者
氏

名
が

見
え

な
い
カ

バ
ー

を
使
用

ま
た

、
各

病
院

の
倫

理
委

員
会

の
組

し
て

い
く
。

○
点

滴
ボ

ト
ル

か
ら
患
者

の
氏

名
が

わ
か
ら

な
い

よ
う
、

氏
名

を
シ
ー
ル

形
式

と
し

、
使
用

す
る

段
階
で

シ
ー
ル

を
剥

が
す
工

夫
織

・
運

営
状

況
を

本
部

に
お

い
て

把
握

各
病

院
に

設
置

し
た

倫
理

審
○

入
院
患

者
の

意
向
を
反

映
し

た
病
室

入
口

名
札

の
表
示

し
、

そ
の

改
善

に
努

め
る

と
と

も
に

、
査

委
員

会
に

お
け

る
活

動
・

運
○

入
院
患

者
の

意
向
を
反

映
し

た
外
部

か
ら

の
問

い
合
わ

せ
へ

の
対
応

倫
理

的
な

事
項

に
関

し
医

療
従

事
者

に
営
状

況
を
把

握
す
る

と
と

も
に

、
な

ど
の
取

組
を

行
っ

た
結
果
、

平
成

２
２

年
度
の

「
プ

ラ
イ
バ

シ
ー

へ
の
配
慮

」
に

係
る

入
院
患

者
の

患
者
満

足
度
調

査
の

結
果
は

平
成

２
１

対
し

て
助

言
を

行
う

体
制

を
院

内
に

整
委

員
を

対
象

と
し

た
研

修
を

計
年

度
を
上

回
る

満
足
度

を
得
て

い
る

。
備

す
る

。
画

し
、

医
療

従
事

者
へ

助
言

す
る
体

制
づ
く

り
を
進

め
る

。
【
相
談

窓
口

の
個
室

化
】

平
成
２

１
年
度

１
３

０
病

院
→

平
成
２
２

年
度

１
３
１
病
院

【
患
者

満
足

度
調
査

結
果
】

平
均
ポ
イ
ン

ト
平
均

ポ
イ

ン
ト

・
プ
ラ

イ
バ
シ

ー
の
配

慮
《

入
院
》

平
成
２
１

年
度

４
．
６
２
１

→
平
成

２
２

年
度

４
．

６
３

２
・

プ
ラ

イ
バ
シ

ー
の
配

慮
《

外
来
》

平
成
２
１

年
度

４
．
１
７
９

→
平
成

２
２

年
度

４
．

１
８

３

特
に
、
病

棟
・

外
来

等
の
建
替

を
行

っ
た
病

院
で

は
、

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
に
配
慮

し
た

外
来

ブ
ー
ス

の
設

置
、
病

棟
に
お

け
る

面
談
室

の
増

設
な

ど
に
よ

り
、

建
替
前

に
比
べ

て
プ

ラ
イ
バ

シ
ー

に
関
す

る
項

目
で

高
い
評
価

を
得

て
い
る

（
埼

玉
病

院
、
横

浜
医

療
セ
ン

タ
ー

）
。

２
．

医
療

事
故

発
生

時
の

公
表

等
病

院
運
営

の
透

明
性

を
高
め
、

社
会

的
信
頼

を
よ

り
一

層
獲
得

し
て

い
く
と
と

も
に

、
我

が
国
全

体
の

医
療
安

全
対
策

に
も

貢
献
し

て
い

く
観

点
か
ら
、

明
ら

か
な
過

誤
に
よ

り
患

者
が
死

亡
し

た
場
合

や
、

重
大

な
永
続
的

障
害

が
発
生

し
た

場
合

は
各
病

院
に

よ
る
個

別
の
公

表
を

行
い
、

そ
れ
以
外

の
ケ

ー
ス
は

、
国
立

病
院

機
構
全

体
の

包
括
的

な
事

故
の

公
表
を
行

う
こ

と
を
内

容
と

す
る

医
療
事

故
公

表
基
準

を
平
成

１
８

年
度
に

策
定
し
平

成
１

９
年
度

か
ら
運

用
し

て
い
る

。

３
．

適
切

な
カ

ル
テ

開
示

各
病
院
は

、
厚

生
労

働
省
医
政

局
長

通
知
「

診
療

情
報

の
提
供

等
に

関
す
る
指

針
の

策
定

に
つ
い

て
」

に
基
づ

き
、
カ

ル
テ

の
開
示

請
求

が
あ

っ
た
場
合

に
は

、
開
示

す
る
こ

と
が

治
療
の

妨
げ

に
な
る

と
医

師
が

判
断
し
た

場
合

等
を
除

き
開

示
を

行
っ
て

い
る

。
平
成

２
２
年

度
に

お
い
て

は
、
８
３

９
件

の
開
示

請
求
に

対
し

て
８
３

３
件

の
開
示

を
行

っ
た

。

４
．

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
推

進
へ

の
取

組
イ

ン
フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン
セ
ン

ト
に

つ
い
て

は
、

平
成

１
９
年

度
か

ら
開
催
し

て
い

る
「

中
央
医

療
安

全
管
理

委
員
会

」
に

お
い
て

、
患

者
に

対
し
適
切

な
説

明
を
行

い
、
理

解
を

得
る
こ

と
が

望
ま
し

い
と

考
え

ら
れ
る
内

容
に

つ
い
て

の
議

論
を

重
ね
、

イ
ン

フ
ォ
ー

ム
ド
・

コ
ン

セ
ン
ト

を
行
う
に

あ
た

っ
て
の

基
本
的

な
考

え
方
や

留
意

す
べ
き

点
な

ど
必

要
最
低
限

の
事

項
を
整

理
し

、
イ

ン
フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ
ン

ト
の

更
な
る

向
上
を
図

る
た

め
、
平

成
２
１

年
３

月
に
「

イ
ン

フ
ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ
ン
ト

の
更

な
る
向

上
の

た
め

に
」
を

策
定

し
た
。

こ
れ
に
よ

り
、

平
成

２
１
年
度

よ
り

各
病
院

は
必

要
な

事
項
を

取
り

入
れ
る
な

ど
自

院
の

実
施
内

容
の

見
直
し

を
行
い

、
イ

ン
フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン
セ
ン

ト
の

実
施
体

制
の
充

実
を

図
っ
た

。

【
「
イ
ン

フ
ォ

ー
ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト
の

更
な
る

向
上

の
た
め

に
」

の
具
体

的
内

容
】

①
意

義
、

②
一
般

的
対
象

事
項

、
③
説

明
範

囲
、
④

危
険

性
の

説
明
、
⑤

頻
度

、
⑥
説

明
者

、
⑦

説
明
の

対
象

者
、
⑧

家
族
等

へ
の

説
明
、

⑨
説

明
時

間
及
び

場
所

、
⑩

説
明
の

進
め

方
、
⑪

セ
カ

ン
ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

の
説
明

、
⑫

診
療
録

へ
の

記
録
、
⑬
同

意
能

力
な
き

者
へ

の
説
明

、
⑭
説

明
の

省
略

【
病
院

に
お

け
る
取

組
例
】

・
各

治
療

法
、
検

査
毎
に

説
明

書
、
同

意
書

を
整
備

し
て

い
る

。
・
説

明
時

に
医
師

だ
け
で

な
く

、
看
護

師
も

同
席
し

、
患

者
の

反
応
・
理

解
度

を
確
認

し
て

い
る

。
・
患

者
サ

ー
ビ
ス

検
討
委

員
会

に
て
患

者
の

意
見
を

検
討

し
、

マ
ニ
ュ
ア

ル
に

反
映
さ

せ
て

い
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

５
．

臨
床

研
究

、
治

験
に

係
る

倫
理

の
遵

守

(
1
)
臨
床

研
究

「
臨
床

研
究

に
関

す
る
倫
理

指
針

」
、
「

疫
学
研

究
に

関
す
る

倫
理

指
針
」
、
「
厚
生

労
働

省
の
所

管
す

る
実
施

機
関
に

お
け

る
動
物

実
験

等
の

実
施
に
関

す
る

基
本

指
針
」
等

の
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

を
遵

守
し
、

臨
床

研
究
等
の

推
進

を
図

っ
て
い

る
。

①
倫

理
審

査
委
員

会
等

倫
理

的
配

慮
の

趣
旨
に
沿

っ
て

臨
床
研

究
等

の
推

進
が
果

た
せ

る
よ
う
、

す
べ

て
の

病
院
に

倫
理

審
査
委

員
会
を

設
置

し
て
い

る
。

そ
の

審
議
内

容
等

に
つ

い
て
は
、

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
に

沿
っ

て
、
病

院
の

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

上
で

掲
示
す

る
な

ど
外
部

に
公
開

し
て

い
る
。

ま
た

、
倫

理
審

査
委
員
会

の
委

員
を
対

象
と

し
た

研
修
を

実
施

し
、
各
病

院
に

お
い

て
、
倫

理
的

問
題
に

つ
い
て

医
療

従
事
者

へ
助

言
す

る
こ
と

の
で

き
る

体
制
の
基

礎
と

な
る
人

材
を

養
成

し
て
い

る
。

ア
倫
理

委
員
会

開
催
回

数
平

成
２
１

年
度

６
６
６

回
→

平
成
２

２
年

度
７
４

９
回

イ
倫
理

審
査
件

数
平

成
２
１

年
度

２
，

８
９
９

件
→

平
成
２

２
年

度
３
，

４
２

１
件

ウ
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で
の

審
議

内
容
公

開
病

院
数

平
成
２
１

年
度

５
０
病

院
→

平
成
２

２
年

度
９
１

病
院

エ
倫
理

審
査
委

員
会
・

治
験

審
査
委

員
会

委
員
対

象
研

修
会

受
講
人
数

平
成
２
１

年
度

５
７

名
→

平
成
２

２
年

度
６

１
名

②
臨

床
研

究
中
央

倫
理
審

査
委

員
会

こ
れ

ま
で

に
引

き
続
き
、

本
部

が
主
導

し
て

行
う

臨
床
研

究
等

の
研
究
課

題
を

中
心

に
臨
床

研
究

中
央
倫

理
審
査

委
員

会
に
お

い
て

審
議

を
行

い
、
「

患
者

の
特

性
に

応
じ

た
転

倒
・

転
落

要
因

の
同

定
に

基
づ

く
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

の
改

良
」

等
の

国
立

病
院

機
構

共
同

研
究

（
指
定

研
究

）
、
平

成
２
２

年
度

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推
進
の

た
め

の
大
規

模
臨

床
研
究

の
新

規
２

課
題
を
は

じ
め

４
１
件

の
一

括
審

査
を
行

っ
た

。
ま
た

、
そ

の
審

議
内
容
等

に
つ

い
て
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

上
で

掲
示
し
、

外
部

に
公

開
し
て

い
る

。

③
動

物
実

験
委
員

会
動
物

愛
護

の
観

点
に
配
慮

し
つ

つ
、
科

学
的

観
点

に
基
づ

く
適

正
な
動
物

実
験

等
が

実
施
さ

れ
る

よ
う
、

動
物
実

験
を

実
施
す

る
２

０
病

院
す
べ

て
に

、
動

物
実
験
委

員
会

を
設
置

し
て

い
る

。

(
2
)
治
験

①
治

験
審

査
委
員

会
質
の

高
い

治
験

を
推
進
す

る
た

め
、

す
べ
て

の
病

院
に
治

験
審

査
委
員
会

を
設

置
し

て
い
る

。
そ

の
審
議

内
容
等

に
つ

い
て
は

、
法

令
に

沿
っ
て

、
１

０
４

病
院
に
お

い
て

病
院

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
上

で
掲

示
す
る
な

ど
外

部
に

公
開
し

て
い

る
。

ア
治
験

審
査
委

員
会
開

催
回

数
平

成
２
１

年
度

１
，
１
１

６
回

→
平
成

２
２

年
度

１
，

０
４
５

回
イ

治
験

等
審
査

件
数

平
成
２
１

年
度

１
４

，
２
５

７
件

→
平
成

２
２

年
度

１
３
，

９
２
４

件

②
中

央
治

験
審
査

委
員
会

（
第

１
の
２

の
（

２
）
の

１
参

照
）

治
験

審
査

の
効

率
化
、
迅

速
化

を
図

る
中
央

治
験

審
査
委

員
会

を
本
部
に

設
置

し
、

平
成
２

０
年

１
１
月

よ
り
毎

月
１

回
定
期

的
に

開
催

し
、
平

成
２

３
年

３
月
ま
で

に
５

９
課

題
に
つ

い
て

審
議
を

実
施

し
た
。

ま
た

、
そ

の
審

議
内
容
等

に
つ

い
て

は
、
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

上
で

掲
示
し
、

外
部

に
公

開
し
て

い
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

②
医

療
安

全
対

策
の

充
実

②
医

療
安

全
対

策
の
充

実
②

医
療
安
全
対
策
の
充
実

医
療

安
全

対
策

を
重

視
し

、
リ

ス
ク

我
が

国
の
医

療
安

全
対
策

の
充

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
中

心
に

、
ヒ

ヤ
リ

ハ
実

に
貢

献
す
る

観
点

か
ら
、

全
て

１
．

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

中
央

医
療

安
全

管
理

委
員

会
の

開
催

ッ
ト

事
例

の
適

正
な

分
析

等
の

リ
ス

ク
の

病
院

が
、
医

療
事

故
情
報

収
集

平
成
１
９

年
度

に
国

立
病
院
機

構
に

お
け

る
医
療

安
全

対
策
に

つ
い

て
の
基
本

的
方

向
性

等
に
つ

い
て

審
議
す

る
常
設

委
員

会
と
し

て
「

中
央

管
理

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

病
院

間
等

事
業

及
び
医

薬
品

・
医
療

機
器

医
療
安
全

管
理

委
員
会

」
を
設

置
し

、
平
成

２
２

年
度
に

お
い

て
は

平
成
２
３

年
１

月
に
開

催
し

下
記

事
項
に

つ
い

て
検
討

し
た
。

で
の

相
互

チ
ェ

ッ
ク

を
実

施
す

る
な

ど
等

安
全

性
情
報

報
告

制
度
に

適
切

・
国
立
病

院
機

構
に

お
け
る
医

療
安

全
対

策
の
質

を
均

一
化
し

、
更

に
向
上
さ

せ
る

こ
と

を
目
的

と
し

た
「
病

院
間
相

互
チ

ェ
ッ
ク

体
制

の
整

医
療

安
全

対
策

の
標

準
化

に
取

り
組

む
。

に
報
告

す
る
。

ま
た

、
病
院

ネ
ッ

備
に
関

す
る
専

門
委

員
会
」

の
検
討

状
況

に
つ
い

て
報

告
を
行

っ
た

。
特

に
、

院
内

感
染

対
策

に
つ

い
て

は
、

ト
ワ
ー

ク
を
活

用
し

た
医
療

事
故

・
平
成
１

９
年

度
よ

り
推
進
し

て
い

る
長

期
療
養

患
者

の
使
用

す
る

人
工
呼
吸

器
の

標
準

化
に
つ

い
て

、
標
準

化
を
推

進
し

３
年
以

上
が

経
過

院
内

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

充
実

な
ど

に
の

原
因

・
防

止
対

策
の

情
報

の
共

し
、

最
新

の
状

況
を
踏

ま
え

て
見

直
し

が
必

要
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

今
後

の
方

向
性

を
定

め
る

た
め

「
長

期
療

養
患

者
が

使
用

す
る
人
工

積
極

的
に

取
り

組
む

。
有

化
に

よ
り
各

病
院

の
医
療

安
全

呼
吸
器

の
標
準

化
に

関
す
る

専
門
委

員
会

」
を
設

置
す

る
こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
我

が
国

の
医

療
安

全
対

策
の

対
策
の

充
実
を

図
る

と
と
も

に
、

・
平
成
２

１
年

度
の

中
央
医
療

安
全

管
理

委
員
会

に
お

い
て
決

定
さ

れ
て
い
た

医
療

安
全

シ
ス
テ

ム
の

部
分
改

修
に
つ

い
て

、
進
捗

状
況

を
説

充
実

に
貢

献
す

る
観

点
か

ら
、

各
病

院
当

該
取

組
を
外

部
に

も
発
信

し
て

明
し
、

平
成
２

３
年

度
よ
り

運
用
開

始
す

る
こ
と

と
し

た
。

は
引

き
続

き
医

療
事

故
や

医
薬

品
等

安
い

く
。

全
性

情
報

の
報

告
を

徹
底

す
る

。
医
療

安
全
対

策
の

観
点
か

ら
、

さ
ら

に
、

こ
れ

ら
取

組
の

成
果

を
と

長
期
療

養
者
が

使
用

す
る
人

工
呼

２
．

病
院

間
相

互
チ

ェ
ッ

ク
体

制
の

整
備

り
ま

と
め

情
報

発
信

に
努

め
る

。
吸

器
に

つ
い
て

、
絞

込
を
行

っ
た

医
療
安
全

対
策

の
標

準
化
を
図

る
こ

と
を

目
的
と

し
て

、
医
療

安
全

対
策
に
つ

い
て

病
院

間
で
相

互
チ

ェ
ッ
ク

を
実
施

す
る

体
制
を

整
備

す
る

６
機
種

へ
の
標

準
化

の
取
組

を
進

た
め
、
専

門
委

員
会
を

設
置
し

た
。

平
成
２

２
年

度
中
は

、
チ

ェ
ッ

ク
シ
ー
ト

（
案

）
の
作

成
や

実
際

の
チ
ェ

ッ
ク

方
法
等

を
検
討

し
た

。
め

る
。

さ
ら

に
、
平

成
２

０
年
度

か
ら

【
チ
ェ

ッ
ク

項
目
】

取
り
組

ん
で
い

る
「

転
倒
・

転
落

①
医

療
安

全
管
理

体
制
の

整
備

事
故
防

止
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
」

に
基

②
医

療
安

全
の
具

体
的
方

策
の

推
進

づ
く
事

例
の
分

析
を

行
い
、

防
止

③
医

療
事

故
発
生

時
の
具

体
的

な
対
応

対
策
の

改
善
を

図
る

。
④
医

療
事

故
の
評

価
と
医

療
安

全
対
策

へ
の

反
映

医
療

安
全
対

策
の

標
準
化

を
図

⑤
ケ

ア
・

プ
ロ
セ

ス
に
着

目
し

た
医
療

安
全

体
制
に

つ
い

て
る

た
め

、
医
療

安
全

対
策
に

つ
い

⑥
施

設
内

環
境
に

つ
い
て

て
病
院

間
で
の

相
互

チ
ェ
ッ

ク
実

の
６

つ
の

大
項
目

の
下
に

１
３

６
の
チ

ェ
ッ

ク
項
目

を
作

成
。

施
に
向

け
た
課

題
の

明
確
化

と
対

策
に

つ
い

て
の

検
討

を
開

始
す

る
。

３
．

院
内

感
染

防
止

体
制

の
強

化
ま
た

、
医
療

安
全
の

観
点

か
ら

、
院

内
感
染

対
策

と
し

て
、
す
べ

て
の

病
院
に

お
い

て
院

内
感
染

防
止

対
策
委
員

会
等

を
開

催
し
、

Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ
、

多
剤
耐

性
緑

膿
菌
、

Ｖ
Ｒ

Ｅ
等

標
準
的

医
薬
品

リ
ス

ト
の
見

直
し

の
院
内
サ

ー
ベ

イ
ラ
ン

ス
を
実

施
す

る
と
と

も
に

、
医
師

・
看

護
師

・
薬
剤
師

・
事

務
職
等

で
構

成
さ

れ
る
院

内
感

染
対
策

チ
ー
ム

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）

を
行
う

。
を

１
３

８
病

院
に

設
置

し
て

い
る

。
（

院
内

感
染

対
策

チ
ー

ム
（

Ｉ
Ｃ

Ｔ
）

を
設

置
し

て
い

な
い

残
り

の
６

病
院

に
つ

い
て

は
、

院
内

感
染

防
止

対
策
委
員

会
を

設
置
し

て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

能
の
役

割
を

果
た
し

て
い

る
。
）

ま
た
、
９

０
病

院
で

は
感
染
管

理
を

専
門
分

野
と

す
る

認
定
看

護
師

を
１
１
９

名
配

置
す

る
な
ど

院
内

感
染
防

止
体
制

の
強

化
を
図

る
と

と
も

に
院
内
感

染
対

策
に
係

る
基
本

的
知

識
を
習

得
す

る
こ
と

を
目

的
に

院
内
に
お

け
る

研
修
を

全
病

院
で

実
施
し

た
。

さ
ら
に
、

院
内

感
染

発
生
時
の

対
応

な
ど
、

よ
り

実
践

的
な
知

識
、

技
能
を
習

得
す

る
と

と
も
に

、
医

師
、
看

護
師
、

薬
剤

師
等
の

多
職

種
と

の
連
携
の

重
要

性
を
認

識
す
る

こ
と

を
目
的

に
、

全
ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
に
お
い

て
、

院
内
感

染
対

策
に

係
る
研

修
を

実
施
し

た
。

【
感
染

管
理

認
定
看

護
師
配

置
状

況
】

平
成

２
１

年
度

１
０
５

名
（

８
３
病

院
）

→
平
成

２
２

年
度

１
１
９

名
（
９

０
病

院
）

※
全
国

登
録
者

：
１

，
１

７
９
名
（

国
立

病
院
機

構
職

員
の

占
め
る

割
合

１
０

．
１
％

）

【
病
院

に
お

け
る
院

内
感
染

対
策

研
修
の

実
施

回
数
】

平
成

２
１

年
度

７
２
１

回
→

平
成
２

２
年

７
８

９
回

４
．

医
療

事
故

等
の

報
告

制
度

へ
の

一
層

の
協

力
国

立
病
院

機
構

と
し

て
、
日
本

医
療

機
能
評

価
機

構
（

評
価
機

構
）

が
行
う
医

療
事

故
情

報
収
集

等
事

業
へ
よ

り
一
層

協
力

し
、
ま

た
国

立
病

院
機
構
以

外
で

発
生
し

た
医
療

事
故

と
の
比

較
検

討
に
よ

り
、

よ
り

一
層
の
医

療
事

故
防
止

対
策

を
推

進
し
て

い
く

観
点
か

ら
、
国

立
病

院
機
構

の
「
医
療

安
全

情
報
シ

ス
テ
ム

」
の

報
告
内

容
と

評
価
機

構
へ

の
報

告
内
容
を

で
き

る
だ
け

共
通

の
様

式
と
す

る
た

め
、
改

修
を
実

施
し

平
成
２

３
年
４
月

よ
り

運
用
す

る
こ
と

と
し

た
。

「
国
立
病

院
機

構
に

お
け
る
医

療
安

全
管
理

の
た

め
の

指
針
」

の
運

用
徹
底
に

伴
い

、
平

成
２
２

年
度

に
お
い

て
は
、

評
価

機
構
へ

の
報

告
件

数
が
増
加

し
、
評

価
機

構
に
お

け
る

報
告
義

務
対
象

医
療

機
関
か

ら
の

報
告
の

う
ち

約
半
数

が
国
立

病
院

機
構
病

院
か

ら
の

報
告
と

な
っ

て
い
る

。
ま

た
、
「

医
薬

品
・

医
療

機
器

等
安

全
性

情
報

報
告

制
度

」
に

よ
り

、
厚

生
労

働
省

に
医

薬
品

又
は

医
療

機
器

の
使

用
に

よ
っ

て
発

生
す

る
健

康
被
害
の

情
報

を
平
成

２
２
年

度
に

お
い
て

は
２

７
１
件

の
報

告
を

行
っ
た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

５
．

医
療

安
全

対
策

に
お

け
る

情
報

発
信

(
1
)
「
国

立
病

院
機
構

に
お
け

る
医

療
安
全

対
策

へ
の
取

組
（

平
成

２
１
年
度

版
）
」
（
医
療

安
全

白
書

）
の
公

表
平
成
２

１
年

度
中

に
国
立
病

院
機

構
本

部
に
報

告
の

あ
っ
た

医
療

事
故
報
告

に
つ

い
て

、
①
事

故
内

容
別

、
病
院
機

能
別

、
患

者
年
齢

別
、

事
故
発

生
時

間
別
に
整

理
す

る
と

と
も
に

、
②

「
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
医

療
安

全
管

理
の

た
め

の
指

針
」

の
見

直
し

後
の

、
「

転
倒

・
転

落
事

故
防

止
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

な
ど

機
構

内
に

お
け

る
医
療
安

全
対

策
上

の
課
題

へ
の

取
組
に

つ
い

て
紹
介
、

③
長

期
療

養
患

者
が
使
用

す
る

人
工

呼
吸
器

の
取

扱
い
手

順
書

の
策
定
、

人
工

呼
吸

器
不
具

合
情

報
共
有

シ
ス
テ

ム
の

運
用
に

つ
い

て
周

知
し
、

④
医

療
事

故
報

告
の
中
か

ら
、

再
発

防
止
対

策
上

ケ
ー
ス

ス
タ

デ
ィ
と
し

て
有

効
で

あ
る
と

考
え

ら
れ
る

事
例
に

つ
い

て
、
事

故
概

要
、

事
故
の

背
景

、
講
じ
た

再
発

防
止

策
の
紹

介
等

を
内
容

と
す

る
「

国
立
病

院
機

構
に
お

け
る

医
療
安

全
対
策

へ
の

取
組
み

に
つ

い
て
（
平
成

２
１

年
度
版

）
」（

医
療
安

全
白

書
）
を

作
成
し

、
平

成
２
３

年
１

月
に

国
立
病
院

機
構

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
公
表

し
た

。

(
2
)
医
療

事
故

報
告
に

係
る
「

警
鐘

的
事
例

」
の

作
成
と

国
立

病
院

機
構
内
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

で
の

共
有

国
立
病

院
機

構
本

部
へ
報
告

さ
れ

た
事

故
事
例

等
を

素
材
と

し
て

、
機
構
本

部
に

お
い

て
「
警

鐘
的

事
例
」

を
作
成

し
国

立
病
院

機
構

内
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
内

の
掲

示
板
に
掲

示
す

る
こ
と

で
、

各
病

院
に
お

け
る

医
療
安
全

対
策

の
推

進
に
資

す
る

た
め
の

取
組
を

、
平

成
２
２

年
度

に
お

い
て
も
引

き
続

き
実

施
し
た
。

具
体
的

に
は

、
医

療
安
全
対

策
上

特
に

留
意
す

べ
き

テ
ー
マ

を
決

定
し
た
上

で
、

テ
ー

マ
に
関

連
す

る
個
別

事
故
事

例
の

紹
介
と

そ
れ

ら
に

共
有
す
る

発
生

原
因

や
再
発
防

止
策

等
に
つ

い
て

分
析

・
整
理

を
行

っ
た
も
の

で
あ

り
、

各
病
院

の
医

療
安
全

管
理
者

等
が

ケ
ー
ス

ス
タ

デ
ィ

の
た
め
の

テ
キ

ス
ト

と
し
て
も

活
用

で
き
る

よ
う

作
成

し
た
も

の
で

あ
る
。
平

成
２

２
年

度
の
月

ご
と

の
テ
ー

マ
は
、

次
の

と
お
り

で
あ

る
。

【
医

療
事

故
報
告

書
の
概

要
の

警
鐘
的

事
例

】
○
平

成
２
２

年
５

月
異
型
輸

血
時

の
対
応

に
つ

い
て

○
平

成
２
２

年
７

月
手
術
室

に
お

け
る
麻

薬
の

定
数

管
理
の
あ

り
方

に
つ
い

て
○
平

成
２
２

年
９

月
ペ
ー
ス

メ
ー

カ
ー
を

装
着

し
た

患
者
に
Ｍ

Ｒ
Ｉ

検
査
を

施
行

し
た

事
案
に

つ
い

て
○
平

成
２
２

年
１
０

月
国
立
病

院
機

構
に
お

け
る

「
患

者
の
自
殺

及
び

自
殺
企

図
の

状
況

」
に
つ

い
て

○
平

成
２
２

年
１
１

月
Ｐ
Ｔ
Ｐ

包
装

シ
ー
ト

の
誤

飲
に

つ
い
て

○
平

成
２
３

年
１

月
入
浴
中

の
患

者
の
死

亡
事

案
に

つ
い
て

○
平

成
２
３

年
２

月
医
師
と

看
護

師
の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

が
と

れ
ず
結

果
と

し
て

手
術
部

位
の

誤
り
を

防
げ
な

か
っ

た
事
案

に
つ
い

て
○
平

成
２
３

年
３

月
経
管
栄

養
カ

テ
ー
テ

ル
の

誤
挿

入
事
案
に

つ
い

て

６
．

長
期

療
養

患
者

が
使

用
す

る
人

工
呼

吸
器

の
取

扱
に

つ
い

て
人

工
呼
吸

器
の

機
種

の
標
準
化

に
つ

い
て
、

平
成

１
８

年
度
に

取
り

ま
と
め
ら

れ
た

報
告

書
「
長

期
療

養
患
者

が
使
用

す
る

人
工
呼

吸
器

の
標

準
化
に
つ

い
て

」
を
踏

ま
え
、

平
成

１
９
年

４
月

に
、
今

後
、

長
期

療
養
患
者

が
使

用
す
る

人
工

呼
吸

器
の
更

新
等

整
備
を

行
う
際

に
は

、
原
則

と
し

て
標

準
６

機
種

の
中

か
ら

整
備

を
行

う
こ

と
と

す
る

旨
の

医
療

部
長

通
知

を
発

出
し

、
標

準
化

を
推

進
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

平
成

２
２
年
度

に
お

い
て
は

標
準
６

機
種

の
使
用

状
況

は
５
５

．
７

％
と

な
っ
て
い

る
。

し
か
し
な

が
ら

、
標

準
化
を
推

進
し

３
年
以

上
が

経
過

し
、
最

新
の

状
況
を
踏

ま
え

て
標

準
機
種

の
見

直
し
を

行
う
こ

と
と

し
、
平

成
２

３
年

２
月
に
「

長
期

療
養
患

者
が
使

用
す

る
人
工

呼
吸

器
の
標

準
化

に
関

す
る
専
門

委
員

会
」
を

開
催

し
、

今
後
の

方
向

性
を
検

討
し
た

。
ま

た
、
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ
ー
児

（
者

）
・

重
症
心
身

障
害

児
（
者

）
・

Ａ
Ｌ
Ｓ
患

者
等

の
長

期
療
養

患
者

に
と
っ

て
人
工

呼
吸

器
は
生

命
維

持
装

置
で
あ
り

、
そ

の
装
着

に
当
た

っ
て

は
患
者

に
分

か
り
や

す
い

説
明

を
行
う
と

と
も

に
、
細

心
の

注
意

を
も
っ

て
取

り
扱
う

こ
と
が

必
要

で
あ
る

こ
と
か
ら

、
人

工
呼
吸

器
の

目
的

や
基
本

構
造

、
操
作

時
の

安
全
管

理
、
使
用

時
の
看

護
の

留
意
点

、
装

着
に
係

る
説

明
書

等
を
内

容
と

す
る
「
長

期
療
養
患

者
が

使
用
す

る
人
工

呼
吸

器
の
取

扱
い

手
順
書

」
を

平
成

２
１
年
３

月
に

作
成
し

、
平

成
２

２
年
度

に
お

い
て
も

各
病
院

に
お

い
て
同

手
順
書
を

運
用

し
、
安

全
管
理

体
制

の
向
上

を
図

っ
た
。

７
．

人
工

呼
吸

器
不

具
合

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

の
運

用
国

立
病
院

機
構

内
病

院
で
稼
働

し
て

い
る
人

工
呼

吸
器

の
不
具

合
情

報
を
迅
速

に
共

有
す

る
こ
と

で
、

患
者
の

人
工
呼

吸
器

管
理
に

係
る

リ
ス

ク
を

軽
減

さ
せ

、
患

者
の

療
養

上
の

安
全

を
よ

り
一

層
確

保
す

る
こ

と
を

目
的

に
、
「

人
工

呼
吸

器
不

具
合

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

」
の

運
用

を
平

成
２
１
年

３
月

か
ら
開

始
し
た

。
平

成
２
２

年
度

の
１

年
間
で
２

８
件

の
報
告

が
あ

り
、

国
立
病

院
機

構
内
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

内
の
掲

示
版

に
掲
示

し
、
情

報
共

有
を
図

っ
た

。
ま

た
、
不

具
合

が
生

じ
た
場
合

に
は

、
患
者

へ
の

影
響

を
考
慮

し
必

要
に
応
じ

て
製

造
業

者
に
対

し
情

報
提
供

を
行
い

、
不

具
合
原

因
の

究
明

や
、
改
善

を
求

め
る
こ

と
と
し

て
い

る
。

【
シ

ス
テ

ム
概
要

】
①
報

告
内
容

：
人
工

呼
吸

器
の
機

械
的

な
不
具

合
の

情
報

を
報
告
内

容
②
報

告
事
項

：
メ
ー

カ
ー

名
、
機

種
名

、
購
入

年
月

日
、

不
具
合
の

内
容

、
不
具

合
が

発
生

し
た
場

合
の

使
用
状

況
③
情

報
共
有

：
各
病

院
よ

り
報
告

後
、

速
や
か

に
国

立
病

院
機
構
内

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
内

の
掲

示
版
に

掲
示
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

８
．

転
倒

・
転

落
事

故
防

止
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
国

立
病
院

機
構

に
お

け
る
医
療

事
故

報
告
の

約
３

０
％

を
占
め

る
転

倒
・
転
落

事
故

の
２

年
間
で

半
減

を
目
標

に
掲
げ

、
転

倒
・
転

落
事

故
防

止
対
策
を

強
力

に
推
進

し
て
い

く
た

め
、
転

倒
・

転
落
事

故
防

止
の

た
め
の
業

務
標

準
化
の

検
討

を
行

い
、

①
各
病

院
共

通
の

転
倒
・
転

落
ア

セ
ス

メ
ン
ト

シ
ー

ト
②
ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー
ト
に

基
づ

く
転

倒
・
転

落
事

故
防
止

計
画

表
③
患
者

・
家

族
へ

の
標
準
的

な
説

明
内

容
④
リ
ス

ク
の

高
い

薬
剤
リ
ス

ト
⑤
転
倒

・
転

落
事

例
集

等
か
ら
構

成
さ

れ
る

「
転
倒
・

転
落

事
故
防

止
マ

ニ
ュ

ア
ル
」

を
平

成
２
０
年

３
月

に
作

成
し
、

本
マ

ニ
ュ
ア

ル
に
よ

り
、

平
成
２

０
年

度
か

ら
「
転
倒

・
転

落
事
故

防
止
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

」
を

強
力
に

推
進

し
て

き
た
。

平
成
２
２

年
度

は
、

各
病
院
よ

り
収

集
し
た

転
倒

・
転

落
事
例

の
ア

セ
ス
メ
ン

ト
シ

ー
ト

（
１
６

，
０

３
３
事

例
）
に

つ
い

て
、
分

析
の

視
点

を
明
確
に

し
、

転
倒
・

転
落
し

た
患

者
の
特

性
を

明
ら
か

に
す

る
こ

と
を
目
的

と
し

て
集
計

・
分

析
作

業
を
行

い
、

そ
の
結

果
得
ら

れ
た

ア
セ
ス

メ
ン
ト
シ

ー
ト

に
お
け

る
ハ
イ

リ
ス

ク
項
目

の
傾

向
、
患

者
の

特
性

を
明
確
に

し
平

成
２
２

年
６

月
に

各
病
院

へ
情

報
提
供

を
行
っ

た
。

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

達
成

状
況
と
し

て
、

全
転
倒

・
転

落
事

故
件
数

に
対

す
る
３
ｂ

以
上

の
事

故
の
割

合
は

、
平
成

２
０
年

度
の

２
．
６

２
％

か
ら

平
成
２
２

年
度

の
２
．

２
６
％

と
な

り
３
ｂ

以
上

の
重
大

事
象

は
減

少
し
て
い

る
。

【
転
倒
・

転
落

し
た

患
者
の
特

性
の

例
】

①
高

年
齢
、

筋
力
低

下
、

移
動
補

助
具

の
使
用

、
移

動
・

排
泄
・
衣

服
の

着
脱
介

助
が

必
要

な
ど
、

身
体

機
能
、

運
動
機

能
の

低
下
と

日
常
生
活

に
な
ん

ら
か

の
介
助

の
必

要
な
状

態
で

あ
っ

た
。

②
筋

ジ
ス
・

結
核
病

棟
で

は
、
ナ

ー
ス

コ
ー
ル

を
押

さ
ず

行
動
し
が

ち
で

あ
る
、

精
神

病
棟

で
は
、

抗
精

神
病
薬

・
睡
眠

薬
使

用
な
ど

の
特
徴
的

な
患
者

の
特

性
が
み

ら
れ

た
。

今
後
は
、

各
病

院
に

お
い
て
マ

ニ
ュ

ア
ル
運

用
の

充
実

を
図
る

と
と

も
に
、
今

回
明

ら
か

に
な
っ

た
患

者
の
特

性
を
参

考
と

し
て
各

病
院

の
機

能
に
応
じ

て
ア

セ
ス
メ

ン
ト
シ

ー
ト

を
病
院

毎
に

一
部
変

更
す

る
等

し
て
活
用

す
る

も
の
と

し
た

。

９
．

国
立

病
院

機
構

使
用

医
薬

品
の

標
準

化
平

成
１
７

年
度

よ
り

医
療
安
全

、
医

薬
品
管

理
の

効
率

化
に
資

す
る

た
め
、
本

部
に

標
準

的
医
薬

品
検

討
委
員

会
を
設

置
し

使
用
医

薬
品

の
標

準
化
の
取

組
を

進
め
て

い
る
。

○
平
成

１
７

年
度

は
、
抗
生

物
質

、
循

環
器
用

薬
に

つ
い
て

、
標

準
的
医
薬

品
の

選
定

を
行
っ

た
。

○
平
成

１
８

年
度

は
、
精
神

神
経

用
薬

、
消
化

器
官

用
薬
及

び
呼

吸
器
官
用

薬
に

つ
い

て
、
標

準
的

医
薬
品

の
選
定

を
行

っ
た
。

○
平
成

１
９

年
度

は
、
循
環

器
用

薬
、

外
皮
ア

レ
ル

ギ
ー
用

薬
及

び
解
熱
鎮

痛
消

炎
剤

・
滋
養

強
壮

薬
・
ビ

タ
ミ
ン

剤
に

つ
い
て

、
標

準
的

医
薬
品

の
選
定

を
行
っ

た
。

○
平
成

２
１

年
度

は
、
末
梢

神
経

系
用

薬
、
感

覚
器

官
用
薬

に
つ

い
て
、
標

準
的

医
薬

品
の
選

定
を

行
っ
た

。
平

成
２

２
年

度
に

お
い

て
は

、
包

装
規

格
の

統
一

や
後

発
医

薬
品

及
び

販
売

中
止

薬
の

削
除

等
を

行
い

、
「

標
準

的
医

薬
品

」
の

通
知

を
発

出
し

た
。

１
０

．
拡

大
医

療
安

全
管

理
委

員
会

の
設

置
平

成
１

９
年

３
月

に
は

、
「

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

管
理

の
た

め
の

指
針

」
の

見
直

し
を

行
い

、
発

生
し

た
医

療
事

故
の
過

失
の

有
無
、

原
因
等

に
つ

い
て
十

分
な

結
論
付

け
が

で
き

な
い
場
合

に
は

、
第
三

者
的

立
場

か
ら
過

失
の

有
無
等

に
つ
い

て
厳

正
に
審

議
を
行
う

た
め

、
国
立

病
院
機

構
内

に
お
け

る
自

院
以
外

の
病

院
の

専
門
医
、

看
護

師
等
を

加
え

た
「

拡
大
医

療
安

全
管
理

委
員
会

」
を

開
催
で

き
る
体
制

を
全

６
ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所

に
事
務

局
と

し
て
整

備
し

、
必

要
に
応
じ

開
催

す
る
こ

と
と

し
て

い
る
。

平
成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

８
件

の
重

要
案
件

に
つ

い
て
開

催
し

、
適
切
な

医
療

事
故

対
応
を

行
っ

て
い
る

。

【
拡

大
医

療
安
全

管
理
委

員
会

開
催
件

数
】

平
成

２
１
年

度
７

件
（

２
ブ
ロ

ッ
ク

）
→

平
成
２

２
年
度

８
件

（
３
ブ

ロ
ッ

ク
）

1
１

．
医

療
安

全
対

策
に

係
る

研
修

体
制

等
の

充
実

(
1
)
新
人

看
護

師
を
対

象
と
し

た
全

病
院
統

一
の

研
修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の
運
用

本
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
は
、
病

院
に

お
け

る
医
療

安
全

管
理
体

制
に

つ
い
て
の

基
本

的
理

解
や
医

療
現

場
に
お

け
る
倫

理
の

重
要
性

、
院

内
感

染
防
止
や

Ｍ
Ｅ

機
器

の
取
扱
い

な
ど

医
療
安

全
に

関
わ

る
知
識

・
技

術
に
つ
い

て
経

験
年

数
毎
の

達
成

目
標
と

の
比
較

を
行

い
な
が

ら
修

得
で

き
る
よ
う

示
し

て
い

る
。
本
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン

に
基

づ
く

各
病
院

の
研

修
を
通
じ

て
、

就
職

後
早
い

段
階

で
の
医

療
安
全

に
係

る
研
修

体
制

の
充

実
を
図
る

こ
と

と
し

て
い
る
。

【
研

修
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
運

用
後

の
受
講

者
数

】
平
成

１
８
年

度
３

，
４

２
８
名

平
成

１
９
年

度
３

，
８

０
５
名

平
成

２
０
年

度
３

，
９

２
６
名

平
成

２
１
年

度
４

，
３

９
５
名

平
成

２
２
年

度
４

．
２

９
６
名

延
受
講

者
数

１
９
，
８
５

０
名
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

(
2
)

各
ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

で
の
研

修
の

実
施
及

び
そ

の
効
果

全
ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
に
お
い

て
、

具
体

的
な
事

例
分

析
等
の

演
習

を
通
し
て

、
実

践
的

な
知
識

、
技

術
を
習

得
し
適

正
な

医
療
事

故
対

策
能

力
を
養
成

す
る

と
と

も
に
、
医

師
・

看
護
師

・
事

務
職

等
職
種

毎
の

職
責
と
連

携
の

重
要

性
を
認

識
す

る
こ
と

を
目
的

と
し

た
医
療

安
全

管
理

対
策
に
係

る
研

修
を

実
施
し
た

。
ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所

主
催
研
修

の
受

講
者

は
、
研

修
の

成
果
を

自
院

で
活
用
し

医
療

事
故

防
止
に

繋
げ

て
い
く

た
め
、

研
修

内
容
を

踏
ま

え
、

例
え
ば
「
危

険
予
知

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
（
Ｋ

Ｙ
Ｔ
）
」
や
「
イ
ン

シ
デ

ン
ト
の

原
因

の
根
本

分
析
方

法
（
Ｒ

Ｃ
Ａ

）
」
の
た

め
の

院
内
研

修
の

実
施
、

医
療
安
全

管
理

マ
ニ

ュ
ア
ル
の

見
直

し
等
を

行
い

医
療

事
故
防

止
策

の
充
実
を

図
っ

た
。

【
医
療

安
全
対

策
研
修

会
の

開
催
回

数
】

平
成
２
１

年
度

１
５

回
（
参

加
人

数
４
５

０
名

）
→

平
成

２
２

年
度

１
４

回
（

参
加
人

数
４

６
４
名

）

１
２

．
そ

の
他

の
医

療
安

全
に

関
す

る
取

組
麻
薬
や

筋
弛

緩
薬

の
紛
失
事

案
の

発
生

を
受
け

て
、
平
成

２
２

年
９
月

に
「
手
術

室
及

び
病
棟

に
お

け
る
麻

薬
の

適
切
な

管
理
に

つ
い

て
」
、

平
成
２
３

年
１

月
に

は
「
毒
薬

等
規

制
医
薬

品
の

適
切

な
保
管

管
理

等
の
徹
底

に
つ

い
て

」
の
文

書
を

、
各
病

院
の
医

療
安

全
管
理

室
長

及
び

医
薬
品
安

全
管

理
責

任
者
等
に

発
出

し
、
規

制
医

薬
品

等
の
管

理
徹

底
に
つ
い

て
注

意
喚

起
を
行

っ
た

。
通
知

を
受

け
た
各

病
院
で

は
、

担
当
者

を
配

置
し
薬

剤
管

理
を

一
元
化
す

る
、

管
理
簿

を
部

署
毎

に
備
え

管
理

体
制
の

強
化
を

図
る

等
の
取

組
を
行

っ
た

。

（
３
）
質
の

高
い
医

療
の

提
供

（
３

）
質

の
高

い
医

療
の

提
供

（
３

）
質

の
高
い

医
療
の

提
供

（
３

）
質
の
高
い
医
療
の
提
供

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
情

報
・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

共
有

化
を

図
り

つ
つ

、
①

ク
リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
用

①
ク

リ
テ
ィ

カ
ル
パ

ス
の

活
用

①
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
活
用

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

、
職

種
間

の
協

働
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
、

患
者

に
分

か
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
用

に
基

づ
く

チ
ー

ム
医

療
な

ど
を

推
進

す
り

や
す

い
医

療
の

提
供

や
医

療
の

標
準

を
促

進
し

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

１
．

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
活

用
推

進
る
こ
と
。

化
の

た
め

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
ス

の
実

施
件

数
の

増
加

を
目

指
短

期
間
で

よ
り

効
果

的
な
医
療

、
チ

ー
ム

医
療
の

実
践

を
行
う

た
め

、
各
病

院
で

は
ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス
委

員
会

に
お
い
て

妥
当

性
を

検
討
し

、
ま

た
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

推
進

、
政

策
医

療
用

を
推

進
し

、
そ

の
実

施
件

数
に

つ
い

す
。

ク
リ
テ
ィ

カ
ル

パ
ス
の

作
成
を

行
い

、
こ
れ

を
用

い
た
医

療
の

実
践

を
行
っ
て

い
る

。
ま
た

各
病

院
等

で
ク
リ

テ
ィ

カ
ル
パ

ス
研
究

会
を

開
催
し

の
質

の
向

上
及

び
均

て
ん

化
の

観
点

か
て

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

平
成

２
０

て
、
普
及

・
改

善
に
取

り
組
ん

で
い

る
。

ら
、

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
年

度
に

比
し

１
０

％
以

上
の

増
加

を
目

し
て

診
療

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
早

期
指

す
。

【
ク

リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス
総

数
】

に
確

立
し

、
民

間
を

含
め

た
利

用
促

進
平
成

２
１
年

度
９

，
１

０
９
種

類
→

平
成
２

２
年

度
１
０
，

５
８

２
種
類

（
平

成
２

０
年
度

８
，
３
０

２
種
類

）
を

図
る

と
と

も
に

、
臨

床
評

価
指

標
の

充
実
に

努
め

る
こ

と
。

【
ク

リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス
実

施
件

数
】

さ
ら

に
、

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

（
生

活
の

平
成

２
１
年

度
２
５

５
，

１
４
１

件
→

平
成
２

２
年

度
２
８
３

，
７

０
２
件

（
平

成
２

０
年
度

２
４

３
，
７

２
９
件

）
質

（
Q
u
a
l
i
t
y

o
f

L
i
f
e
）
）

の
向

上
を

図
り

、
特

に
重

症
心

身
障

害
児

（
者

）
、

２
．

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

（
地

域
連

携
パ

ス
）

へ
の

取
組

筋
ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
児

（
者

）
等

の
長

病
院
か
ら

在
宅

医
療

ま
で
一
貫

し
た

地
域
連

携
に

よ
る

医
療
を

実
践

す
る
た
め

に
、

地
域

の
医
療

機
関

と
一
体

と
な
り

地
域

連
携
ク

リ
テ

ィ
カ

期
療
養

者
に

つ
い

て
は

、
障

害
児

の
療

ル
パ
ス
実

施
の

た
め
の

取
組
を

行
っ

た
。

育
環
境

の
向

上
及

び
障

害
者

自
立

支
援

地
域
連
携

パ
ス

に
よ

る
医
療
を

実
践

し
て
い

る
病

院
は

７
６
病

院
あ

り
、
大
腿

骨
頸

部
骨

折
、
脳

卒
中

等
を
対

象
と
し

た
パ

ス
を
実

践
し

た
。

法
（
平

成
１

７
年

法
律

第
１

２
３

号
）

に
基
づ

く
療

養
介

護
事

業
の

体
制

の
強

【
地

域
連

携
パ
ス

実
施
病

院
数

】
化
に
努

め
る

と
と

も
に

、
老

朽
化

し
た

平
成

２
１
年

度
６
５

病
院

→
平
成

２
２
年

度
７

６
病

院
（
平

成
２

０
年
度

５
３

病
院

）
施
設
の

計
画

的
整

備
を

図
る

こ
と

。
あ

わ
せ
て

、
通

園
事

業
等

を
推

進
し

在
宅

【
地

域
連

携
パ
ス

実
施
件

数
（

平
成
２

２
年

度
）
】

支
援
を

行
う

こ
と

。
大
腿

骨
頸
部

骨
折

９
０
７

件
脳
卒

中
２
，
４

５
５

件
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

②
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
推

進
②

Ｅ
Ｂ
Ｍ

の
推

進
②

Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
推
進

国
立

病
院

機
構

が
担

っ
て

い
る

政
策

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
医

療
の

質
の

向
上

と
均

て
ん

化
の

観
点

模
臨

床
研

究
な

ど
に

よ
り

得
ら

１
．

医
療

の
標

準
化

に
向

け
た

取
組

か
ら

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
れ

た
成

果
を

臨
床

に
反

映
さ

せ
平

成
２
２

年
度

は
、

国
民
の
関

心
の

高
い
特

定
の

医
療

分
野
に

つ
い

て
、
医
療

の
質

の
評

価
・
公

表
等

を
実
施

し
、
そ

の
結

果
を
踏

ま
え

た
分

を
十

分
に

活
用

し
、

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
る

た
め

、
各

病
院

に
情

報
の

フ
析

・
改
善

策
の

検
討
を

行
う
こ

と
で

、
医
療

の
質

の
向
上

及
び

質
の

情
報
の
公

表
を

推
進
す

る
こ

と
を

目
的
と

し
た

厚
生
労

働
省
の

新
規

事
業
で

づ
く

医
療

（
E
v
i
d
e
n
c
e

B
a
s
e
d

M
e
d
i
c
i

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

及
び

成
果

の
公

あ
る
「
医

療
の

質
の
評

価
・
公

表
等

推
進
事

業
」

に
お
い

て
、

当
機

構
の
事
業

計
画

が
採
択

さ
れ

た
。

n
e
。

以
下

「
Ｅ

Ｂ
Ｍ

」
と

い
う

。
）

を
実

表
を

行
う
。

本
事
業
で

は
、

国
立

病
院
機
構

に
お

け
る
こ

れ
ま

で
の

取
り
組

み
を

踏
襲
し
な

が
ら

、
急

性
期
病

院
に

お
け
る

入
院
患

者
を

対
象
と

し
、

患
者

践
す

る
た

め
、

臨
床

研
究

な
ど

に
よ

り
ま

た
、

臨
床

評
価

指
標

の
充

や
市
民
が

望
む

情
報
の

視
点
を

考
慮

す
る
と

と
も

に
、
今

ま
で

の
課

題
で
あ
っ

た
デ

ー
タ
の

収
集

可
能

性
、
計

測
可

能
性
、

改
善
可

能
性

を
重
視

得
ら

れ
た

成
果

を
臨

床
に

反
映

さ
せ

る
実

に
向

け
た

検
討

結
果

を
踏

ま
し

、
継
続

的
に

計
測
で

き
る
臨

床
評

価
指
標

を
１

７
指
標

作
成

し
た

。
一
部
の

臨
床

評
価
指

標
は

、
プ

ロ
セ
ス

指
標

と
ア
ウ

ト
カ
ム

指
標

の
組
み

と
と

も
に

、
臨

床
評

価
指

標
の

充
実

を
え

、
医

療
の

質
を

底
上

げ
す

る
合

わ
せ
に

よ
り

、
医
療

の
過
程

と
成

果
を
あ

わ
せ

て
評
価

し
、

病
院

間
に
お
い

て
良

質
で
ば

ら
つ

き
の

少
な
い

、
医

療
の
均

て
ん
化

に
つ

な
が
る

図
る
。

観
点

か
ら

、
主

な
疾

病
領

域
ご

よ
う
に
し

た
。

更
に
、

指
標
の

算
出

に
当
た

っ
て

は
、
カ

ル
テ

調
査

等
の
病
院

へ
の

負
担
が

掛
か

ら
な

い
よ
う

、
患

者
の
基

礎
情
報

や
診

療
行
為

ま
た

、
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
の

標
準

と
に

診
療

プ
ロ

セ
ス

の
評

価
を

等
の
情
報

が
含

ま
れ
た

全
国
統

一
形

式
の
電

子
デ

ー
タ
セ

ッ
ト

(
Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ
ー

タ
)
を

活
用
す

る
こ

と
と

し
た
。

化
な

ど
を

通
じ

て
診

療
情

報
デ

ー
タ

ベ
重

視
し

診
療

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
参
加
病

院
は

、
Ｄ
Ｐ

Ｃ
対
象

４
５

病
院
と

し
、

デ
ー
タ

に
つ

い
て

は
平
成
２

２
年

度
に
構

築
し

た
シ

ス
テ
ム

「
診

療
情
報

デ
ー
タ

バ
ン

ク
（
Ｍ

ー
ス

を
早

期
に

確
立

し
、

民
間

を
含

め
ス

を
活

用
し

た
、

新
指

標
の

作
Ｉ

Ａ
）
」
に

よ
り

、
平
成

２
２

年
７

月
か
ら

１
２
月

ま
で

の
６
か

月
の

デ
ー
タ

を
使

用
し
算

出
し
た

。
た

利
用

促
進

を
図

る
。

成
に

着
手
す

る
。

報
告
書

に
つ

い
て
は

、
病
院

ご
と

の
数
値

（
原

則
病
院

名
は

公
開

）
を
載
せ

、
各

指
標
の

計
測

マ
ニ

ュ
ア
ル

も
作

成
し
、

平
成
２

３
年

４
月
に

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

に
お
い

て
公
表

し
た

。
指
標
の

計
測

マ
ニ
ュ

ア
ル
を

公
表

す
る
こ

と
に

よ
り
、

当
機

構
以

外
の
Ｄ
Ｐ

Ｃ
を

導
入
し

て
い

る
医

療
機
関

に
お

い
て
も

、
自
院

の
Ｄ

Ｐ
Ｃ
デ

ー
タ
を
用

い
て

指
標
を

算
出
し

、
評

価
が
行

え
る

こ
と
が

可
能

と
な

る
と
と
も

に
病

院
ご
と

の
結

果
を

公
表
す

る
こ

と
に
よ

り
、
医

療
を

病
院
横

断
的
に
可

視
化

し
診
療

や
ケ
ア

の
透

明
性
が

確
保

で
き
る

こ
と

か
ら

、
我
が
国

の
医

療
の
質

の
向

上
に

貢
献
し

た
。

な
お
、

本
事

業
に
つ

い
て
は

平
成

２
３
年

以
降

も
引
き

続
き

実
施

し
、
我
が

国
の

医
療
の

標
準

化
に

貢
献
し

て
い

く
こ
と

と
し
て

い
る

。

２
．

臨
床

評
価

指
標

の
公

表
及

び
改

善
平

成
１
９

年
度

に
お

い
て
、
①

現
行

の
政
策

医
療

分
野

に
お
い

て
普

遍
的
に
見

ら
れ

る
疾

患
に
つ

い
て

、
②
入

院
患
者

を
対

象
と
し

、
計

測
可

能
性
、
改

善
可

能
性
を

重
視
し

た
２

６
項
目

を
、

臨
床
評

価
指

標
と

し
て
設
定

し
、

平
成
１

８
年

度
の

実
績
か

ら
計

測
を
開

始
し
た

。
平

成
２

１
年

度
に

お
い

て
も

、
平

成
２

０
年

度
実

績
を

計
測

し
、

結
果

に
つ

い
て

は
、

各
施

設
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
う

と
と

も
に

平
成

１
８
・
１

９
年

度
実
績

と
あ
わ

せ
て

、
平
成

２
２

年
３
月

に
公

表
し

た
。

平
成

２
１

年
度

は
、
「

臨
床

評
価

指
標

の
改

善
に

関
す

る
検

討
委

員
会

」
を

設
置

し
、

現
行

の
２

６
指

標
の

改
善

に
向

け
た

検
討

を
行

い
、

新
指

標
に
つ

い
て

は
、
エ

ビ
デ
ン

ス
レ

ベ
ル
の

高
い

診
療
が

行
わ

れ
て

い
る
の
か

を
問

う
プ
ロ

セ
ス

指
標

中
心
の

構
成

と
す
る

こ
と
に

よ
り

、
国
立

病
院
機
構

全
体

の
診
療

レ
ベ
ル

の
底

上
げ
を

図
る

こ
と
と

し
た

。
新

指
標
が
対

象
と

す
る
疾

病
領

域
は

、
が
ん

、
循

環
器
等

の
急
性

期
系

の
領
域

（
１

７
領

域
）
、

重
症

心
身

障
害

、
神

経
・

筋
等

の
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
系

の
領

域
（

５
領

域
）

に
加

え
、

医
療

安
全

、
高

齢
者

医
療

等
の

疾
病

横
断
的
領

域
を

設
け
る

こ
と
と

し
、

１
３
４

の
指

標
案
を

と
り

ま
と

め
た
。

平
成
２

２
年

度
は
、

平
成
２

１
年

度
に
各

領
域

の
作
業

委
員

会
か

ら
候
補
と

し
て

あ
げ
ら

れ
た

臨
床

評
価
指

標
に

つ
い
て

、
①
臨

床
評

価
指
標

と
し
て
の

適
切

性
、
②

Ｄ
Ｐ
Ｃ

や
レ

セ
プ
ト

デ
ー

タ
か
ら

の
抽

出
可

能
性
等
の

視
点

に
基
づ

い
て

見
直

し
、
各

作
業

班
メ
ン

バ
ー
と

も
検

討
し
、

臨
床
評
価

指
標

の
定
義

お
よ
び

適
用

基
準
・

除
外

基
準
の

精
緻

化
を

図
っ
た
。

そ
の

後
、
平

成
２

２
年

度
に
新

た
に

設
置
し

た
臨
床

評
価

指
標
評

価
委
員
会

に
お

い
て
、

最
終
的

に
疾

病
横
断

指
標

は
１
４

指
標

（
プ

ロ
セ
ス
指

標
：

９
、
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標
：

５
）
、

領
域
別

指
標

は
７

３
指
標

（
プ
ロ
セ

ス
指

標
：
６

８
、
ア

ウ
ト

カ
ム
指

標
５

）
の
合

計
８

７
指

標
に
つ
い

て
計

測
す
る

こ
と

を
決

定
し
た

。
今
後
、

新
臨

床
評
価

指
標
に

つ
い

て
、
診

療
情

報
デ
ー

タ
バ

ン
ク

（
Ｍ
Ｉ
Ａ

）
に

よ
り
平

成
２

２
年

度
の
１

４
４

病
院
の

指
標
デ

ー
タ

を
分
析

し
、
新
指

標
の

妥
当
性

等
の
検

証
を

行
い
、

測
定

結
果
を

平
成

２
３

年
度
に
公

表
す

る
こ
と

と
し

て
い

る
。

な
お
、

医
療

の
質
の

評
価
・

公
表

等
推
進

事
業

と
同
様

に
他

の
医

療
機
関
で

も
新

指
標
と

同
様

な
指

標
を
作

成
で

き
る
よ

う
、
計

測
マ

ニ
ュ
ア

ル
を
作
成

・
公

表
し
、

医
療
の

標
準

化
に
貢

献
す

る
こ
と

と
し

て
い

る
。

３
．

診
療

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

に
向

け
た

取
組

平
成
２
１

年
度

に
、

１
４
４
病

院
の

診
療
情

報
を

収
集

・
分
析

す
る

た
め
の
シ

ス
テ

ム
構

築
の
た

め
の

検
討
会

を
立
ち

上
げ

、
収
集

す
る

診
療

情
報
の
種

類
を

特
定
し

患
者
単

位
の

デ
ー
タ

ベ
ー

ス
と
す

る
と

と
も

に
、
個
人

情
報

に
配
慮

し
た

診
療

情
報
を

匿
名

化
と
し

た
情
報

分
析

シ
ス
テ

ム
の
構
築

方
針

を
定
め

た
。

平
成
２
２

年
４

月
に

は
検
討
会

の
結

論
を
基

に
、

総
合

研
究
セ

ン
タ

ー
診
療
情

報
分

析
部

を
設
置

し
、

各
病
院

の
レ
セ

プ
ト

デ
ー
タ

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

調
査
用
デ

ー
タ

等
診
療

情
報
に

つ
い

て
収
集

・
分

析
を
行

う
た

め
の

診
療
情
報

デ
ー

タ
バ
ン

ク
（

Ｍ
Ｉ

Ａ
）
を

平
成

２
２
年

１
０
月

に
構

築
し
た

。
診

療
情
報

デ
ー

タ
バ

ン
ク
で
は

、
そ

の
都
度

必
要

な
デ

ー
タ
分

析
が

行
え
る
よ

う
、

定
型

分
析
機

能
は

持
た
せ

ず
、
診

療
情

報
分
析

部
長

及
び

研
究
者
か

ら
の

指
示
に

基
づ
き

、
シ

ス
テ
ム

エ
ン

ジ
ニ
ア

が
デ

ー
タ

ベ
ー
ス
に

ア
ク

セ
ス
し

適
正

な
デ

ー
タ
抽

出
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
作

成
し

、
必
要

な
分
析
・

帳
票

の
作
成

を
行
う

こ
と

と
し
た

。
ま

た
、
平

成
２

２
年

度
は
、
厚

生
労

働
省
の

新
規

事
業

で
あ
る

「
医

療
の
質
の

評
価

・
公

表
等
推

進
事

業
」
に

参
加
し

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ
対

象
４

５
病

院
の
デ
ー

タ
を

診
療
情

報
デ
ー

タ
バ

ン
ク
に

よ
り

収
集
し

、
新

た
に

作
成
し
た

臨
床

評
価
指

標
を

算
出

し
た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

Ｅ
Ｂ

Ｍ
普

及
の

た
め

の
研

修
会

の
開

催
エ

ビ
デ
ン

ス
に

基
づ

い
た
医
療

を
提

供
す
る

た
め

、
各

政
策
医

療
分

野
や
治
験

・
臨

床
研

究
推
進

の
た

め
の
研

修
会
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
実
践

法
に

関
す

る
研
修
会
を
行
っ
た
。
平
成
２
２
年
度
に
お
い
て
は
１
，
６
６
２
名
が
参
加
し
、
平
成
１
７
年
度
か
ら
平
成
２
２
年
度
ま
で
で
延
べ
１
３
，
３
６
０
名

が
参
加
し

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の
更

な
る
普

及
に

尽
力
し

た
。

５
．

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

事
業

（
第

１
の

２
の

（
１

）
の

①
の

１
参

照
）

一
般
医
療

を
多

く
担

っ
て
い
る

日
本

最
大
の

グ
ル

ー
プ

で
あ
る

国
立

病
院
機
構

に
お

い
て

、
豊
富

な
症

例
と
一

定
の
質

を
確

保
す
る

こ
と

が
可

能
と
い
う

特
徴

を
活
か

し
て
、

質
の

高
い
標

準
的

な
医
療

を
広

く
提

供
す
る
た

め
の

医
学
的

根
拠

を
確

立
す
る

た
め

、
平
成

１
６
年

度
か

ら
Ｅ
Ｂ

Ｍ
推
進
の

た
め

の
大
規

模
臨
床

研
究

を
開
始

し
た

。
平

成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

平
成

１
６
年

度
か

ら
平

成
１
９

年
度

に
選
定
し

た
１

８
課

題
に
つ

い
て

は
、
す

べ
て
患

者
登

録
を
終

了
し

た
。

ま
た
、
平

成
２

０
年

度
の
２
課

題
の

う
ち
１

課
題

に
お

い
て
は

順
調

に
患
者
登

録
が

進
捗

し
、
平

成
２

１
年
度

の
３
課

題
に

お
い
て

は
症

例
登

録
を
開
始

し
、

平
成
２

２
年
度

課
題

と
し
て

２
課

題
の
研

究
を

選
定

し
た
。

こ
れ
ら
の

研
究

を
実

施
す
る
こ

と
を

通
じ
て

各
病

院
の

診
療
の

質
の

標
準
化
を

図
る

と
と

も
に
、

関
係

学
会
等

で
成
果

を
公

表
し
て

い
る

。

※
平
成
２

２
年

度
に
採

択
し
た

課
題

○
２
型
糖
尿
病
を
併
せ
持
つ
高
血
圧
症
患
者
に
お
け
る
メ
ト
ホ
ル
ミ
ン
の
心
機
能
・
心
肥
大
に
対
す
る
効
果
の
検
討
（
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
－
Ｍ
Ｅ
Ｔ
研
究
）

○
観

血
的

医
療
処

置
時
の

抗
血

栓
薬
の

適
切

な
管
理

に
関

す
る

研
究
（
Ｍ

Ａ
Ｒ

Ｋ
研
究

）

６
．

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

配
信

最
新
の
医

学
知

見
を

も
と
に
、

根
拠

に
基
づ

い
た

医
療

サ
ー
ビ

ス
を

患
者
に
提

供
す

る
こ

と
を
目

的
と

し
て
、

平
成
１

８
年

７
月
か

ら
国

立
病

院
機
構
の

す
べ

て
の
病

院
で
国

立
病

院
機
構

職
員

が
イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経
由
で

配
信

さ
れ
る

医
学

文
献

を
閲
覧

、
全

文
ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド
す

る
こ
と

が
で
き
る

よ
う

、
本
部

に
お
い

て
電

子
ジ
ャ

ー
ナ

ル
配
信

サ
ー

ビ
ス

の
一
括
契

約
を

行
っ
た

。
平

成
１

８
年
度

に
お

い
て
は

、
Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ
ｔ

端
末
の
み

で
の

利
用
に

限
ら
れ

て
い

た
が
、

平
成

１
９
年

６
月

よ
り

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
サ
ー

バ
ー

を
経

由
し
て

、
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ
ｔ

外
か

ら
の
利

用
も

可
能

と
し

た
。

ま
た

、
平

成
２

１
年

度
に

お
い

て
は

、
契

約
の

更
新

に
当

た
り

、
閲

覧
可

能
な

雑
誌

数
を

９
４

２
か

ら
１

，
４

６
５

と
約

１
．
５

倍
に

し
た
。

平
成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド
さ

れ
た

医
学
文

献
は

１
１
，
６

２
７

文
献

と
減
少

し
た

の
で
、

こ
れ
ま

で
も

会
議
に

お
い

て
電

子
ジ
ャ
ー

ナ
ル

配
信
サ

ー
ビ
ス

の
周

知
を
行

っ
て

い
た
と

こ
ろ

で
あ

る
が
、
平

成
２

３
年
２

月
か

ら
は

毎
月
新

た
に

電
子
メ

ー
ル
に

よ
り

職
員
へ

の
周
知
を

行
う

こ
と
と

し
た
と

こ
ろ

で
あ
る

。

７
．

そ
の

他
の

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
取

組

○
臨
床

検
査

デ
ー
タ

の
精
度

保
証

平
成
２

２
年

度
に

お
い
て
も

、
日

本
医

師
会
が

主
催

す
る
「

臨
床

検
査
精
度

管
理

調
査

」
に
機

構
の

全
病
院

が
参
加

し
、

各
病
院

に
お

け
る

臨
床
検
査

の
精

度
の

維
持
向
上

に
取

り
組
ん

だ
。

そ
の

結
果
、

臨
床

検
査
精
度

の
評

価
評

点
に
つ

い
て

、
全
国

３
，
１

６
８

病
院
に

お
け

る
平

均
点

は
９

６
．

９
点

（
平

成
２

１
年

度
は

９
６

．
６

点
）

で
あ

っ
た

の
に

対
し

、
機

構
病

院
の

平
均

点
は

９
８

．
９

点
（

平
成

２
１

年
度

は
９

８
．
６

点
）

で
あ

り
、
１
０

０
点

満
点
の

病
院

も
２

２
病
院

（
平

成
２
１
年

度
は

１
３

病
院
）

存
在

す
る
な

ど
高
水

準
で

あ
っ
た

。

③
長

期
療

養
者

を
は

じ
め

と
す

る
患

者
③

長
期

療
養

者
を

は
じ

め
と

す
③

長
期
療
養
者
を
は
じ
め

と
す
る
患
者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
向
上
等

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
等

る
患

者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の

向
上

等
長

期
療

養
者

を
は

じ
め

と
す

る
患

者
長

期
療

養
者

を
は

じ
め

と
す

１
．

面
談

室
の

設
置

及
び

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

入
れ

状
況

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（

生
活

の
質

）
に

関
し

て
は

、
る

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

に
関

し
て

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

積
極

的
な

受
入

や
協

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
積

極
的

な
受

(
1
)
面
談

室
の

設
置

働
等

に
努

め
る

と
と

も
に

、
障

害
児

の
入

や
協

働
等

に
努

め
る

と
と

も
全
１
４

４
病

院
に

お
い
て
面

談
室

が
設
置

済
と

な
っ

て
お
り

、
長

期
療
養
者

を
始

め
と

す
る
患

者
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
向
上

に
寄

与
し
て

い
る

。
療

育
環

境
の

向
上

及
び

障
害

者
自

立
支

に
、

障
害
児

の
療
育

環
境

の
向

援
法
（

平
成

１
７

年
法

律
第

１
２

３
号

）
上
及

び
障
害

者
自
立

支
援

法
の

(
2
)
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の

積
極
的

な
受

入
れ

に
基

づ
く

療
養

介
護

事
業

の
体

制
の

強
動
向

を
踏
ま

え
た
療

養
介

護
事

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
を

受
け
入
れ

て
い

る
病
院

は
１

３
８

病
院
に

上
り

、
重
症
心

身
障

害
児

（
者
）

患
者

等
の
日

常
生
活

援
助

、
遊
び

相
手

、
お

化
を

行
う

な
ど

、
そ

の
向

上
に

取
り

組
業
の

体
制
の

強
化
を

行
う

な
ど

、
む

つ
た
た

み
や

行
事

の
支
援
等

を
行

っ
て

い
た
だ

い
て

お
り
、

長
期

療
養
患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上
の

一
助

を
担
っ

て
い
た

だ
い

て
い
る

。
み

、
患

者
満

足
度

調
査

に
お

け
る

Ｑ
Ｏ

そ
の

向
上

に
取

り
組

む
ほ

か
、

Ｌ
に

関
す

る
項

目
の

評
価

に
つ

い
て

、
患

者
満

足
度

調
査

に
お

け
る

Ｑ
平

成
２

１
年
度

１
３

８
病

院
→

平
成
２
２

年
度

１
３
８
病
院

平
均

値
の

向
上

に
努

め
る

。
Ｏ

Ｌ
に

関
す

る
項

目
の

見
直

し
ま

た
、

重
症

心
身

障
害

児
（

者
）

等
を
行

う
。

２
．

重
症

心
身

障
害

児
（

者
）

の
在

宅
療

養
支

援
の

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
た

め
、

通
園

ま
た

、
重

症
心

身
障

害
児

事
業

等
の

推
進

や
在

宅
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
（

者
）

等
の

在
宅

療
養

を
支

援
(
1
)
通
園

事
業

の
推
進

ー
ク

へ
の

協
力

を
行

う
。

す
る

た
め

、
通

園
事

業
等

の
推

重
症
心

身
障

害
児

（
者
）
等

の
在

宅
療
養

を
支

援
す

る
た
め

、
通

園
事
業
等

を
推

進
し

て
お
り

、
Ｂ

型
通
園

事
業
に

つ
い

て
は
２

４
病

院
で

あ
わ

せ
て

、
特

に
重

症
心

身
障

害
、

進
や

在
宅

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

実
施
し
て

い
る

ほ
か

、
Ａ
型
通

園
事

業
に
つ

い
て

も
４

病
院
で

実
施

し
て
い
る

。
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
な

ど
の

老
朽

化
し

へ
の

協
力
を

行
う
。

た
病

棟
に

つ
い

て
は

、
計

画
的

に
更

新
重

症
心

身
障

害
、

筋
ジ

ス
ト

Ａ
型

平
成
２

１
年
度

４
病
院

→
平
成

２
２

年
度

４
病

院
整

備
を

行
う

。
ロ

フ
ィ

ー
な

ど
の

老
朽

化
し

た
Ｂ

型
平
成
２

１
年
度

２
４
病
院

→
平
成

２
２

年
度

２
４
病

院
病

棟
に

つ
い

て
、

耐
震

性
の

強
化

、
療

養
環

境
の

改
善

等
投

資
効

果
を

踏
ま

え
つ

つ
更

新
整

備
を
進

め
る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

(
2
)
在

宅
療

養
支
援

の
取

組
重
症
難

病
患

者
が

適
時
に
入

院
で

き
る
体

制
及

び
在

宅
療
養

提
供

体
制
を
整

備
す

る
た

め
に
都

道
府

県
が
実

施
し
て

い
る

重
症
難

病
患

者
入

院
施
設
確

保
事

業
に

つ
い
て
、

２
４

病
院
が

拠
点

病
院

、
５
２

病
院

が
協
力
病

院
の

役
割

を
担
う

な
ど

、
地
域

の
在
宅

支
援

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
協
力
を

行
っ

て
い

る
。

拠
点
病

院
平

成
２
１

年
度

２
３

病
院

→
平
成

２
２

年
度

２
４
病

院
協

力
病

院
平

成
２
１

年
度

５
３

病
院

→
平
成

２
２

年
度

５
２
病

院

３
．

障
害

者
自

立
支

援
法

施
行

に
伴

う
療

養
介

助
職

の
増

員
に

よ
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

の
強

化
平

成
１
８

年
１

０
月

の
自
立
支

援
法

施
行
に

よ
り

、
３

０
病
院

が
療

養
介
護
事

業
者

と
な

っ
て
お

り
、

対
象
病

棟
の
対

象
患

者
に
対

す
る

個
別

の
療
養
介

護
計

画
書
を

作
成
し

た
り

、
療
養

介
助

職
を
増

員
す

る
な

ど
し
て
、

サ
ー

ビ
ス
を

充
実

さ
せ

て
い
る

。
ま

た
、
患

者
の

多
様

な
要
望
に

応
じ

て
ケ
ア

の
充

実
を

図
る
た

め
、

看
護
師
の

指
示

の
下

、
入
浴

、
食

事
、
排

泄
等
の

ボ
デ

ィ
ー
タ

ッ
チ

を
主

と
し
た
療

養
介

助
職
を

重
症
心

身
障

害
・
筋

ジ
ス

ト
ロ
フ

ィ
ー

病
棟

の
み
な
ら

ず
、

神
経
難

病
病

棟
を

含
め
７

６
７

名
に
増

員
し
、

長
期

療
養
患

者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

基
本
で

あ
る
日

常
生

活
の
ケ

ア
に

関
す
る

介
助

サ
ー

ビ
ス
の
提

供
体

制
を
強

化
し

た
。

【
療

養
介

助
職
配

置
数
】

平
成

２
１
年

度
５

３
病

院
７
２

９
名

→
平
成

２
２

年
度

５
５
病

院
７

６
７
名

ま
た
、
平

成
２

２
年

１
１
月
に

は
療

養
介

助
職
の

役
割

と
責
任

が
果

た
せ
る
よ

う
、

職
務

遂
行
上

必
要

な
知
識

及
び
技

術
の

向
上
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
各

病
院

に
お

い
て

リ
ー

ダ
ー

的
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
療

養
介

助
職

を
対

象
と

し
て

「
療

養
介

助
職

研
修

」
を

開
催

し
、

６
１
名
が

参
加

し
た
。

【
研

修
内

容
】

チ
ー

ム
医
療

に
お
け

る
メ

ン
バ
ー

シ
ッ

プ
、
療

養
介

助
職

の
業
務
基

準
・

業
務
手

順
に

つ
い

て

４
．

重
症

心
身

障
害

、
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
な

ど
の

老
朽

化
し

た
病

棟
の

整
備

重
症
心
身

障
害

、
筋

ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ

ー
な

ど
老
朽

化
し

た
病
棟

に
つ

い
て
、
平

成
２

１
年

度
及
び

平
成

２
２
年

度
補
正

予
算

で
措
置

さ
れ

た
国

立
病
院
機

構
出

資
金
に

よ
り
更

新
整

備
を
進

め
た

。
平

成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

５
５

病
院

の
設
計

を
進

め
て
お

り
、

う
ち
８
病

院
が

工
事

に
着
手

し
、

１
病
院

が
完
成

し
て

い
る
。

５
．

長
期

療
養

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

の
た

め
の

具
体

的
取

組

(
1
)
各
病

院
の

具
体
的

な
取
組

長
期
療

養
患

者
に

対
し
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上
の

た
め

、
生

活
に
変

化
を

も
た
ら
し

た
り

、
地

域
と
ふ

れ
あ

い
を
も

て
る
機

会
を

設
け
て

い
る

。
ま

た
、
単
調

に
な

り
が

ち
な
長
期

療
養

生
活
の

良
い

ア
ク

セ
ン
ト

と
な

る
よ
う
、

各
病

院
に

お
い
て

、
七

夕
祭
り

、
ク
リ

ス
マ

ス
会
な

ど
の

季
節

的
行
事
の

開
催

に
取

り
組
ん
で

い
る

。

(
2
)
医
療

ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー
カ

ー
（

Ｍ
Ｓ
Ｗ

）
の

配
置
（

再
掲

）
長
期
療

養
に

伴
い

患
者
・
家

族
に

生
じ

る
心
理

的
、

経
済
的

、
社

会
的
問
題

等
の

解
決

に
早
期

に
対

応
し
安

心
し
て

医
療

が
受
け

ら
れ

る
よ

う
に
す
る

と
と

も
に

、
退
院
後

の
在

宅
ケ
ア

、
社

会
復

帰
が
円

滑
に

行
え
る
よ

う
関

係
機

関
と
連

携
し

必
要
な

援
助
を

行
っ

て
い
く

た
め

Ｍ
Ｓ

Ｗ
の
配
置

を
進

め
た

。

【
Ｍ
Ｓ

Ｗ
の
配

置
】

・
国

立
病
院

機
構
１

４
４

病
院
中

平
成

２
１
年

度
１
２
３

病
院

２
６

６
名

→
平
成
２

２
年

度
１

２
６

病
院

２
８

７
名

・
重

症
心
身

障
害
・

筋
ジ

ス
ト
ロ

フ
ィ

ー
病
床

を
有

し
て

い
る
８
１

病
院

中
平
成

２
１
年

度
６
４

病
院

１
２

９
名

→
平
成
２

２
年

度
６
５

病
院

１
４

１
名

(
3
)
食
事

の
提

供
に
か

か
る
サ

ー
ビ

ス
向
上

へ
の

取
組

入
院
生

活
に

お
け

る
「
食
事

」
は

、
治

療
の
一

環
で

あ
る
と

と
も

に
、
患
者

に
と

っ
て

の
楽
し

み
の

一
つ
で

も
あ
る

。
最

近
は
、

選
択

メ
ニ

ュ
ー
な
ど

に
よ

り
、

可
能
な
限

り
患

者
の
意

向
を

重
視

し
た
形

を
取

り
入
れ
て

い
る

病
院

が
多
い

が
、

長
期
療

養
患
者

に
つ

い
て
は

、
食

事
の

介
助
が
大

変
な

こ
と

か
ら
ベ
ッ

ド
サ

イ
ド
又

は
食

堂
に

お
い
て

配
膳

ト
レ
ー
で

の
食

事
を

提
供
し

て
い

る
と
こ

ろ
で
あ

る
。

こ
う
し

た
中

、
年

に
数
回
、

定
期

的
に

「
食
事
バ

イ
キ

ン
グ
」

や
「

ワ
ゴ

ン
サ
ー

ビ
ス

」
を
企
画

す
る

こ
と

で
、
満

足
し

て
も
ら

え
る
よ

う
、

病
院
が

一
体

と
な

っ
て
取
り

組
ん

で
い

る
。

【
食
事

バ
イ
キ

ン
グ
を

企
画

実
施
し

て
い

る
病
院

】
平

成
２

１
年
度

３
３
病
院

→
平

成
２
２
年

度
３
４
病

院

【
ワ
ゴ

ン
サ
ー

ビ
ス
を

企
画

実
施
し

て
い

る
病
院

】
平

成
２

１
年
度

２
７
病
院

→
平

成
２
２
年

度
２
７
病

院

【
特
別

メ
ニ
ュ

ー
（
ク

リ
ス

マ
ス
等

行
事

食
）
を

企
画

実
施

し
て
い
る

病
院

】
平

成
２

１
年
度

２
６
病
院

→
平

成
２
２
年

度
３
７
病

院
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

長
期

療
養

患
者

の
Q

O
L
を

維
持

・
向

上
さ

せ
る

た
め

の
人

工
呼

吸
器

の
標

準
化

（
再

掲
）

人
工
呼
吸

器
の

機
種

の
標
準
化

に
つ

い
て
、

平
成

１
８

年
度
に

取
り

ま
と
め
ら

れ
た

報
告

書
「
長

期
療

養
患
者

が
使
用

す
る

人
工
呼

吸
器

の
標

準
化
に
つ

い
て

」
を
踏

ま
え
、

平
成

１
９
年

４
月

に
、
今

後
、

長
期

療
養
患
者

が
使

用
す
る

人
工

呼
吸

器
の
更

新
等

整
備
を

行
う
際

に
は

、
原
則

と
し

て
標

準
６

機
種

の
中

か
ら

整
備

を
行

う
こ

と
と

す
る

旨
の

医
療

部
長

通
知

を
発

出
し

、
標

準
化

を
推

進
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

平
成

２
２
年
度

に
お

い
て
は

標
準
６

機
種

の
使
用

状
況

は
５
５

．
７

％
と

な
っ
て
い

る
。

し
か
し
な

が
ら

、
標

準
化
を
推

進
し

３
年
以

上
が

経
過

し
、
最

新
の

状
況
を
踏

ま
え

て
標

準
機
種

の
見

直
し
を

行
う
こ

と
と

し
、
平

成
２

３
年

２
月
に
「

長
期

療
養
患

者
が
使

用
す

る
人
工

呼
吸

器
の
標

準
化

に
関

す
る
専
門

委
員

会
」
を

開
催

し
、

今
後
の

方
向

性
を
検

討
し
た

。
ま

た
、
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ
ー
児

（
者

）
・

重
症
心
身

障
害

児
（
者

）
・

Ａ
Ｌ
Ｓ
患

者
等

の
長

期
療
養

患
者

に
と
っ

て
人
工

呼
吸

器
は
生

命
維

持
装

置
で
あ
り

、
そ

の
装
着

に
当
た

っ
て

は
患
者

に
分

か
り
や

す
い

説
明

を
行
う
と

と
も

に
、
細

心
の

注
意

を
も
っ

て
取

り
扱
う

こ
と
が

必
要

で
あ
る

こ
と
か
ら

、
人

工
呼
吸

器
の

目
的

や
基
本

構
造

、
操
作

時
の

安
全
管

理
、
使
用

時
の
看

護
の

留
意
点

、
装

着
に
係

る
説

明
書

等
を
内

容
と

す
る
「
長

期
療
養
患

者
が

使
用
す

る
人
工

呼
吸

器
の
取

扱
い

手
順
書

」
を

平
成

２
１
年
３

月
に

作
成
し

、
平

成
２

２
年
度

に
お

い
て
も

各
病
院

に
お

い
て
同

手
順
書
を

運
用

し
、
安

全
管
理

体
制

の
向
上

を
図

っ
た
。

④
職

種
間

の
協

働
、

チ
ー

ム
医

療
の

推
④

職
種

間
の

協
働

、
チ

ー
ム

医
④

職
種
間
の
協
働
、
チ
ー
ム
医
療
の

推
進

進
療
の

推
進

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

に
必

要
な

複
数

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

に
必

要
１

．
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
の

た
め

の
研

修
の

実
施

の
専

門
職

種
間

の
協

働
と

そ
の

た
め

に
な

複
数

の
専

門
職

種
間

の
協

働
医

療
の
質

向
上

を
目

指
し
、
コ

メ
デ

ィ
カ
ル

職
員

の
専

門
知
識

の
強

化
、
チ
ー

ム
医

療
推

進
の
支

援
（

チ
ー
ム

医
療
推

進
の

た
め
の

研
修

）
を

役
割

分
担

さ
れ

た
各

職
種

の
業

務
を

実
を
推

進
し
、
研

修
を

実
施

す
る
。

平
成
２
１

年
度

よ
り
開

始
し
た

。
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

質
の

高
い

医
療

を
効

率
的

に
提

供
す

る
。

【
Ｎ

Ｓ
Ｔ

（
栄
養

サ
ポ
ー

ト
チ

ー
ム
）

研
修

】
臨
床

に
お
け

る
よ
り

よ
い

栄
養
管

理
の

実
施
に

あ
た

り
、

チ
ー
ム
医

療
で

の
専
門

的
役

割
発

揮
に
必

要
な

問
題
・

課
題
を

認
識

さ
せ
る

と
と
も

に
、
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

体
制
の

充
実

と
向
上

を
図

る
こ

と
を
目
的

と
し

た
研
修

を
実

施
し

た
。

・
参

加
職
種

：
看
護

師
２

４
名
、

薬
剤

師
１
９

名
、

臨
床

検
査
技
師

５
名

、
管
理

栄
養

士
２

０
名

計
６

８
名

※
本
研

修
に
て

、
Ｎ

Ｓ
Ｔ
教

育
認

定
施
設

で
の

４
０

時
間
の
臨

床
実

地
修
練

の
単

位
を

取
得

【
が

ん
化

学
療
法

研
修
】

が
ん

化
学
療

法
に
携

わ
る

各
職
種

が
専

門
性
を

発
揮

し
、

情
報
を
共

有
し

、
そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を
果

た
す

こ
と
で

質
の
高

い
安

全
で
安

心
な
が

ん
化
学

療
法
の

提
供

体
制
が

構
築

さ
れ
、

医
療

安
全

対
策
の
充

実
強

化
に
繋

が
る

こ
と

を
目
的

と
し

た
研
修

を
実
施

し
た

。
・
参

加
職
種

：
医
師

１
９

名
、
看

護
師

４
２
名

、
薬

剤
師

４
２
名
、

臨
床

検
査
技

師
８

名
、

管
理
栄

養
士

１
名
、

放
射
線

技
師

１
名
、

心
理

療
法

士
３
名

、
Ｍ

Ｓ
Ｗ
４

名
計
１

２
０
名

【
輸

血
研

修
】

輸
血

の
医
療

安
全
業

務
に

関
わ
る

医
療

従
事
者

に
対

し
て

、
輸
血
に

お
け

る
安
全

か
つ

適
正

な
業
務

を
遂

行
す
る

た
め
に

必
要

な
専
門

的
知
識

及
び
関

連
職
種

間
連

携
業
務

等
を

習
得
さ

せ
、

医
療

安
全
対
策

の
意

識
を
向

上
さ

せ
る

こ
と
で

、
輸

血
医
療

安
全
管

理
体

制
の
充

実
を
図

る
こ
と

を
目
的

と
し

た
研
修

を
実

施
し
た

。
・
参

加
職
種

：
医
師

２
３

名
、
看

護
師

５
２
名

、
薬

剤
師

１
９
名
、

臨
床

検
査
技

師
８

７
名

計
１

８
１

名

２
．

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

の
た

め
の

取
組

チ
ー
ム
医

療
の

推
進

の
た
め
の

取
組

と
し
て

、
複

数
の

医
療
専

門
職

者
が
そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
性
を

発
揮

し
、
そ

れ
ぞ
れ

の
立

場
か
ら

の
提

言
を

互
い
に
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
し
な

が
ら

、
相
互

に
連

携
・
協

力
し

患
者

に
対
し
て

最
善

の
治
療

・
ケ

ア
を

行
っ
て

い
る

。

【
複

数
の

専
門
職

種
に
よ

る
協

働
チ
ー

ム
の

設
置
状

況
】

・
Ｎ
Ｓ

Ｔ
（
栄

養
サ
ポ

ー
ト

チ
ー
ム

）
１
３
０

病
院

・
呼
吸

ケ
ア
チ

ー
ム

２
９

病
院

・
緩
和

ケ
ア
チ

ー
ム

７
２

病
院

・
褥
瘡

ケ
ア
チ

ー
ム

１
４
２

病
院

・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
院

内
感
染

対
策

チ
ー
ム

）
１
３
８

病
院

・
摂
食

・
嚥
下

サ
ポ
ー

ト
チ

ー
ム

５
３

病
院
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

（
４

）
個

別
病

院
に

期
待

さ
れ

る
機

能
の

発
（

４
）

個
別

病
院

に
期

待
さ

れ
る

機
能

の
発

（
４

）
個

別
病
院

に
期
待

さ
れ

る
機

（
４

）
個
別
病
院
に
期
待
さ
れ

る
機
能
の
発
揮
等

揮
等

揮
等

能
の

発
揮
等

地
域

に
お

け
る

医
療

に
一

層
貢

献
す

①
医
療
計
画
を
踏
ま
え
地

域
医
療
へ
一
層
の
貢

献
る

た
め

、
都

道
府

県
が

策
定

す
る

医
療

①
医

療
計

画
を

踏
ま

え
地

域
医

療
へ

一
①

医
療

計
画

を
踏

ま
え

地
域

医
計

画
を

踏
ま

え
、

が
ん

、
脳

卒
中

、
急

層
の

貢
献

療
へ

一
層
の

貢
献

１
．

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

（
地

域
連

携
パ

ス
）

へ
の

取
組

（
再

掲
）

性
心

筋
梗

塞
及

び
糖

尿
病

の
4
疾

病
並

び
地

域
に

お
い

て
必

要
と

さ
れ

る
医

療
地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

病
院
か
ら

在
宅

医
療

ま
で
一
貫

し
た

地
域
連

携
に

よ
る

医
療
を

実
践

す
る
た
め

に
、

地
域

の
医
療

機
関

と
一
体

と
な
り

地
域

連
携
ク

リ
テ

ィ
カ

に
救
急

医
療
、
災

害
時

に
お

け
る

医
療
、

を
的

確
に

実
施

す
る

た
め

、
地

域
連

携
ス
実

施
病
院

の
増
加

や
紹

介
率

、
ル

パ
ス
実

施
の

た
め
の

取
組
を

行
っ

た
。

へ
き

地
の

医
療

、
周

産
期

医
療

及
び

小
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
実

施
病

院
の

増
加

逆
紹

介
率

の
向

上
な

ど
地

域
の

地
域
連
携

パ
ス

に
よ

る
医
療
を

実
践

し
て
い

る
病

院
は

７
６
病

院
あ

り
、
大
腿

骨
頸

部
骨

折
、
脳

卒
中

等
を
対

象
と
し

た
パ

ス
を
実

践
し

た
。

児
医

療
（

小
児

救
急

医
療

を
含

む
）

の
や

紹
介

率
、

逆
紹

介
率

の
向

上
な

ど
地

医
療

機
関

と
の

連
携

・
強

化
を

５
事

業
を

中
心

に
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
・

強
化

を
図

図
る

と
と

も
に

、
都

道
府

県
が

【
地
域

連
携

パ
ス
実

施
病
院

数
】

ィ
カ

ル
パ

ス
を

始
め

地
域

の
医

療
機

関
る

と
と

も
に

、
都

道
府

県
が

策
定

す
る

策
定

す
る
医

療
計
画

を
踏

ま
え

、
平

成
２

１
年
度

６
５
病

院
→

平
成
２

２
年
度

７
６

病
院

と
の
連

携
強

化
等

を
図

る
こ

と
。
ま

た
、

医
療

計
画

を
踏

ま
え

、
４

疾
病

・
５

事
４

疾
病

・
５

事
業

を
中

心
に

地
救

急
医

療
・

小
児

救
急

医
療

に
つ

い
て

業
を

中
心

に
地

域
医

療
の

向
上

に
積

極
域

医
療

の
向

上
に

積
極

的
に

取
【
地
域

連
携

パ
ス
実

施
件
数

（
平

成
２
２

年
度

）
】

は
体

制
強

化
を

図
り

、
周

産
期

医
療

に
的

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
紹

介
率

と
逆

り
組

む
。

大
腿
骨

頸
部
骨

折
９
０

７
件

お
い
て

は
N
I
C
U（

新
生
児
集

中
治
療
室

(
N

紹
介

率
に

つ
い

て
は

、
中

期
目

標
の

期
特

に
、

災
害

発
生

時
の

医
療

脳
卒

中
２

，
４

５
５

件
eo
na
t
a
l
In
te
n
si
v
e
Ca
r
e
Un
i
t)
）

間
中

に
平

成
２

０
年

度
に

比
し

各
々

５
支

援
や

へ
き

地
医

療
へ

の
持

続
の
後
方

支
援

機
能

の
強

化
を

図
る

こ
と

。
％

以
上

引
き

上
げ

る
こ

と
に

努
め

る
。

的
な

支
援

、
医

師
不

足
問

題
に

２
．

紹
介

率
と

逆
紹

介
率

の
向

上
ま

た
、

災
害

や
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

特
に

、
災

害
時

の
医

療
支

援
や

へ
き

直
面

す
る

地
域

医
療

へ
の

支
援

各
病
院
平

均
の

紹
介

率
は
５
９

．
２

％
、
平

成
２

０
年

度
に
比

し
て

５
．
３
ポ

イ
ン

ト
増

と
な
っ

て
い

る
。
ま

た
、
各

病
院

平
均
の

逆
紹

介
率

な
ど

公
衆

衛
生

上
重

大
な

危
害

が
発

生
地

医
療

へ
の

持
続

的
な

支
援

、
医

師
不

な
ど

に
対
応

す
る
。

は
４
６
．

８
％

、
平
成

２
０
年

度
に

比
し
て

４
．

１
ポ
イ

ン
ト

増
と

な
っ
て
い

る
。

し
又

は
発

生
し

よ
う

と
し

て
い

る
場

合
足

問
題

に
直

面
す

る
地

域
医

療
へ

の
支

さ
ら

に
、

小
児

救
急

を
含

む
に

は
、

迅
速

か
つ

適
切

な
対

応
を

行
う

援
な

ど
国

立
病

院
機

構
の

全
国

的
な

ネ
救

急
医

療
に

つ
い

て
は

引
き

続
紹
介

率
逆
紹

介
率

こ
と

。
更

に
、

医
師

不
足

地
域

へ
の

協
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

か
し

て
確

実
に

対
応

き
体

制
強

化
を

図
り

、
救

急
車

平
成

２
０

年
度

５
３
．

９
％

４
２

．
７

％
力
に
努

め
る

こ
と

。
す

る
。

に
よ

る
受

入
数

及
び

救
急

受
診

平
成

２
１

年
度

５
５
．

０
％

４
４

．
１

％
各

病
院

が
担

う
政

策
医

療
に

つ
さ

ら
に

、
小

児
救

急
を

含
む

救
急

医
後

に
入

院
し

た
患

者
数

の
増

加
平
成

２
２

年
度

５
９
．

２
％

４
６

．
８

％
い
て
引

き
続

き
適

切
に

実
施

し
、
結

核
、

療
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

体
制

強
化

を
を

目
指

す
。

ま
た

、
周

産
期

医
エ

イ
ズ

、
重

症
心

身
障

害
、

筋
ジ

ス
ト

図
り

受
入

数
の

増
加

に
努

め
、

中
期

目
療

に
つ

い
て

も
重

症
心

身
障

害
３

．
地

域
医

療
支

援
病

院
の

増
加

ロ
フ

ィ
ー

を
は

じ
め

と
す

る
神

経
・

筋
標

の
期

間
中

に
平

成
２

０
年

度
に

比
し
、

児
（

者
）

病
棟

等
に

お
い

て
Ｎ

平
成
２
２

年
度

中
に

、
新
た
に

５
病

院
（
東

京
医

療
セ

ン
タ
ー

、
三

重
中
央
医

療
セ

ン
タ

ー
、
米

子
医

療
セ
ン

タ
ー
、

東
佐

賀
病
院

、
佐

賀
病

疾
患

等
に

対
す

る
医

療
、

医
療

観
察

法
救

急
車

に
よ

る
受

入
数

及
び

救
急

受
診

Ｉ
Ｃ

Ｕ
の

後
方

支
援

病
床

と
し

院
）
が
地

域
医

療
支
援

病
院
の

指
定

を
受
け

、
合

計
４
５

病
院

が
地

域
医
療
支

援
病

院
と
し

て
の

役
割

を
担
う

な
ど

、
地
域

医
療
へ

の
取

組
を
一

に
基

づ
く

医
療

な
ど

他
の

設
置

主
体

で
後

に
入

院
し

た
患

者
数

に
つ

い
て

各
々

て
の

機
能
強

化
を
図

る
。

層
強
化
し

て
い

る
。

は
必

ず
し

も
実

施
さ

れ
な

い
お

そ
れ

の
５

％
以

上
の

増
加

を
目

指
す

。

あ
る

医
療

に
つ

い
て

、
セ

ー
フ

テ
ィ

ー
ま

た
、

周
産

期
医

療
に

つ
い

て
も

重
平
成

２
１

年
度

４
０
病

院
→

平
成
２

２
年
度

４
５
病

院
ネ
ッ
ト

と
し

て
の

機
能

を
果

た
す

こ
と

。
症

心
身

障
害

児
（

者
）

病
棟

等
に

お
い

ま
た

、
国

の
医

療
分

野
に

お
け

る
重

要
て

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

（
新

生
児

集
中

治
療

室
(
N
e

４
．

地
域

医
療

へ
の

取
組

政
策

の
受

け
皿

と
な

る
モ

デ
ル

事
業

を
o
n
a
t
a
l

I
n
t
e
n
s
i
v
e

C
a
r
e

U
n
i
t
)
）

の
平

成
１
８

年
の

医
療

法
改
正
に

よ
り

、
都
道

府
県

が
作

成
す
る

新
医

療
計
画
に

お
い

て
４

疾
病
５

事
業

等
が
位

置
付
け

ら
れ

る
こ
と

と
な

っ
た

積
極
的

に
実

施
す

る
こ

と
。

後
方

支
援

病
床

と
し

て
の

機
能

強
化

を
と

こ
ろ
で

あ
る

が
、
国

立
病
院

機
構

関
係
者

が
都

道
府
県

の
医

療
協

議
会
等
へ

参
加

し
、
医

療
計

画
の

策
定
に

貢
献

す
る
こ

と
な
ど

に
よ

り
、
地

図
る
。

域
医
療
へ

の
取

組
を
推

進
し
て

い
る

。
ま

た
、
平

成
２

１
年

度
第
１
次

補
正

予
算
に

お
い

て
、

地
域
の

医
師

確
保
、
救

急
医

療
の

確
保
な

ど
地

域
に
お

け
る
医

療
課

題
の
解

決
を

図
る

※
４

疾
病

：
が

ん
、

脳
卒

中
、

急
性

心
た

め
、
各

都
道

府
県
が

策
定
し

た
「

地
域
医

療
再

生
計
画

」
に

お
い

て
、
地
域

に
お

け
る
中

核
病

院
と

し
て
の

機
能

強
化
を

図
る
な

ど
の

計
画
に

筋
梗

塞
、

糖
尿

病
１

３
病
院

が
参

加
す
る

こ
と
と

な
っ

た
。

５
事

業
：

救
急

医
療

、
災

害
時

に
お

さ
ら
に
、

平
成

２
２

年
度
補
正

予
算

に
お
い

て
、

高
度

・
専
門

医
療

機
関
や
救

命
救

急
セ

ン
タ
ー

の
整

備
・
拡

充
や
こ

れ
ら

の
医
療

機
関

と
連

け
る

医
療

、
へ

き
地

医
療

、
携

す
る
地

域
の

医
療
機

関
の
機

能
強

化
な
ど

都
道

府
県
単

位
（

三
次

医
療
圏
）

の
医

療
提
供

体
制

の
課

題
を
解

決
を

図
る
た

め
、
各

都
道

府
県
が

周
産

期
医

療
、

小
児

救
急

策
定
す
る

「
地

域
医
療

再
生
計

画
」

へ
参
加

で
き

る
よ
う

、
各

病
院

に
お
い
て

都
道

府
県
に

対
し

、
積

極
的
に

提
案

を
行
っ

た
。

医
療

【
各
都
道

府
県

に
お
け

る
医
療

連
携

体
制
に

つ
い

て
検
討

・
討

議
す

る
た
め
に

設
置

さ
れ
る

委
員

会
等

へ
の
参

加
状

況
】

・
都
道

府
県

医
療
対

策
協
議

会
等

平
成

２
１

年
度
３

６
病

院
→

平
成

２
２

年
度

２
７

病
院

・
地
域

別
・

疾
患
別

の
委
員

会
等

平
成

２
１

年
度
８

２
病

院
→

平
成

２
２

年
度
１

５
４

病
院

【
各
都
道

府
県

の
医
療

計
画
に

お
け

る
４
疾

病
・

５
事
業

に
か

か
る

記
載
状
況

（
平

成
２
３

年
３

月
末

現
在
）
】

・
４
疾

病
：

が
ん
７

０
病
院

、
脳

卒
中
７

８
病

院
、
急

性
心

筋
梗

塞
５
０
病

院
、

糖
尿
病

５
１

病
院

・
５
事

業
：

救
急
医

療
１
０

６
病

院
、
災

害
医

療
４
９

病
院

、
へ

き
地
医
療

１
２

病
院
、

周
産

期
医

療
４
９

病
院

、
小
児

救
急
医

療
７

０
病
院

※
平
成

２
２
年

度
は
、

大
阪

医
療
セ

ン
タ

ー
が
地

域
が

ん
診

療
連
携
拠

点
病

院
、
嬉

野
医

療
セ

ン
タ
ー

が
救

命
救
急

セ
ン
タ

ー
、

東
京
病

院
、
関

門
医
療

セ
ン
タ

ー
及

び
高
知

病
院

が
地
域

災
害

拠
点

病
院
、
三

重
病

院
が
へ

き
地

医
療

拠
点
病

院
、

佐
賀
病

院
が
総

合
周

産
期
母

子
医
療

セ
ン
タ

ー
に
指

定
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

５
．

が
ん

対
策

医
療

へ
の

取
組

平
成
１
８

年
に

成
立

し
た
「
が

ん
対

策
基
本

法
」

及
び

同
年
に

出
さ

れ
た
「
が

ん
診

療
連

携
拠
点

病
院

の
整
備

に
関
す

る
指

針
」
等

に
よ

る
国

の
が
ん
医

療
の

均
て
ん

化
推
進

方
策

に
協
力

す
る

た
め
、

が
ん

医
療

を
担
う
診

療
従

事
者
の

配
置

や
患

者
へ
の

情
報

提
供
体

制
等
を

整
備

し
た
結

果
、
平
成

２
２

年
度
は

３
病
院

が
都

道
府
県

が
ん

診
療
連

携
拠

点
病

院
と
し
て

、
３

１
病
院

が
地

域
が

ん
診
療

連
携

拠
点
病

院
と
し

て
指

定
さ
れ

て
お
り
、

地
域

に
お
け

る
質
の

高
い

が
ん
医

療
の

拠
点
整

備
に

貢
献

し
た
。

都
道

府
県

が
ん
診

療
連
携

拠
点

病
院

平
成
２
１

年
度

３
病
院

→
平

成
２
２

年
度

３
病
院

地
域

が
ん

診
療
連

携
拠
点

病
院

平
成
２
１

年
度

３
１

病
院

→
平

成
２
２

年
度

３
１

病
院

※
平

成
２
３

年
２
月

１
０

日
に
函

館
病

院
、
水

戸
医

療
セ

ン
タ
ー
が

地
域

が
ん
診

療
連

携
拠

点
病
院

に
選

定
（
平

成
２
３

年
４
月

１
日

に
指
定

）

６
．

助
産

所
の

嘱
託

医
療

機
関

と
し

て
の

協
力

平
成
１
８

年
の

医
療

法
改
正
に

よ
り

、
分
娩

を
取

り
扱

う
助
産

所
の

開
設
者
は

分
娩

時
等

の
異
常

に
対

応
す
る

た
め
、

嘱
託

医
師
に

つ
い

て
は

産
科
又
は

産
婦

人
科
を

担
当
す

る
医

師
を
嘱

託
医

と
す
る

こ
と

、
及

び
嘱
託
医

師
に

よ
る
対

応
が

困
難

な
場
合

の
た

め
、
診

療
科
名

の
中

に
産
科

又
は
産
婦

人
科

及
び
小

児
科
を

有
し

、
か
つ

、
新

生
児
へ

の
診

療
を

行
う
こ
と

が
で

き
る
病

院
又

は
診

療
所
を

確
保

す
る
こ

と
と
さ

れ
た

。
平

成
２
３

年
３

月
末

現
在
、
嘱

託
医

療
機
関

（
嘱

託
医

師
を
含

む
）

と
し
て
１

１
病

院
が

協
力
し

て
い

る
。

７
．

東
日

本
大

震
災

へ
の

対
応

に
つ

い
て

(
1
)
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

活
動

厚
生
労

働
省

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
事
務

局
を

担
う

当
機
構

災
害

医
療
セ

ン
タ

ー
に
て
、

被
災

直
後

よ
り
全

国
か

ら
参
集

し
た
約

３
４

０
の
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
チ

ー
ム
（
約

１
，

５
０

０
人
）
の

活
動

全
体
を

指
揮

し
、

急
性
期

の
ト

リ
ア
ー
ジ

、
広

域
搬

送
等
を

実
施

し
た
。

具
体
的

に
は

、
全

国
か
ら
の

参
集

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
の

う
ち

７
８
チ

ー
ム

を
自
衛
隊

機
等

８
機

の
調
整

に
よ

り
、
空

路
で
短

期
間

に
被
災

地
に

参
集

さ
せ
る
と

と
も

に
、

災
害
調
査

ヘ
リ

４
機
を

稼
働

さ
せ

て
被
災

状
況

の
把
握
に

努
め

た
。

ま
た
、

自
衛

隊
機
等

５
機
に

よ
り

１
９
名

の
重

症
患

者
を
被
災

地
外

に
広

域
搬
送
す

る
と

と
も
に

、
さ

ら
に

石
巻
市

立
病

院
の
１
０

０
名

以
上

の
患
者

の
搬

送
、
福

島
第
１

原
子

力
発
電

所
の

３
０

K
m
圏
内
の

入
院

患
者

３
０
０
名

以
上

の
圏
外

搬
送

等
を

指
揮
し

た
。

国
立
病

院
機

構
の

病
院
か
ら

も
、

３
３

班
（
約

１
６

０
人
）

の
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
が

出
動

し
、

霞
目
自

衛
隊

駐
屯
地

、
い
わ

て
花

巻
空
港

等
に

設
置

さ
れ

た
Ｓ

Ｃ
Ｕ

（
S
t
a
g
i
n
g

C
a
r
e

U
n
i
t
：

広
域

搬
送

の
救

護
基

地
）

を
中

心
と

し
た

航
空

搬
送

や
仙

台
医

療
セ

ン
タ

ー
、

福
島

県
立

医
大

な
ど

の
中
核

病
院

で
の

ト
リ
ア
ー

ジ
活

動
を
実

施
し

た
。

ま
た
、
宮
城
県

に
お

い
て
は

仙
台

医
療

セ
ン
タ

ー
、
霞

目
自
衛

隊
駐

屯
地
、
石
巻
総

合
運

動
公
園

な
ど

が
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ

参
集

拠
点
と
な

っ
た

が
、

霞
目
自
衛

隊
駐

屯
地

、
石
巻
総

合
運

動
公
園

に
お

い
て

は
、
当

機
構

仙
台
医
療

セ
ン

タ
ー

の
医
師

が
統

括
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
と

し
て

、
全
国

か
ら

参
集

し
た
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

や
自

衛
隊
の
医

療
活

動
を
指

揮
し

た
。

な
お
、

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
活
動

終
了

後
も

当
機
構

仙
台

医
療
セ

ン
タ
ー

の
医

師
が
宮

城
県

災
害

医
療
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー
と
し

て
、

宮
城
県

災
害

対
策

本
部
に

て
適

切
な
医
療

体
制

が
構

築
さ
れ

る
よ

う
、
医

師
や
看

護
師

等
の
医

療
ス

タ
ッ

フ
の
配
置

や
患

者
の

収
容
先
医

療
機

関
の
確

保
等

の
調

整
を
行

っ
た

。

※
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
と

は
、
「

災
害

急
性

期
に

活
動

で
き

る
機

動
性

を
持

っ
た

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
た

医
療

チ
ー

ム
」

と
定

義
さ

れ
て

お
り

、
災

害
派

遣
医

療
チ
ー

ム
D
i
s
a
s
t
e
r
M
e
d
i
c
a
l

A
s
s
i
s
t
a
n
c
e

T
e
a
m

の
頭

文
字

を
と
っ

て
略

し
て

Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
（

デ
ィ
ー

マ
ッ
ト

）
と

呼
ば
れ

て
い

る
。

医
師

、
看

護
師

、
業
務
調

整
員

（
医

師
・
看

護
師

以
外
の

医
療

職
及
び
事

務
職

員
）

で
構
成

さ
れ

、
大
規

模
災
害

や
多

傷
病
者

が
発

生
し

た
事
故

な
ど

の
現

場
に
、
急
性

期
（
お

お
む

ね
4
8
時

間
以

内
）
に
活
動

で
き

る
機
動

性
を

持
っ
た

、
専
門
的

な
訓

練
を
受

け
た

医
療

チ
ー
ム

。

(
2
)
医
療

班
活

動
被
災
県

及
び

厚
生

労
働
省
の

要
請

等
に

基
づ
き

、
被

災
４
日

目
の

平
成
２
３

年
３

月
１

４
日
よ

り
平

成
２
３

年
５
月

９
日

ま
で
に

避
難

所
の

救
護
活
動

等
を

行
う

医
療
チ
ー

ム
を

全
国
各

地
よ

り
継

続
的
に

派
遣

し
た
。
延

べ
３

９
９

人
の
医

師
、

看
護
師

、
薬
剤

師
等

が
７
７

班
の

国
立

病
院
機
構

医
療

班
と

し
て
派
遣

さ
れ

、
被
災

地
の

５
４

か
所
の

避
難

所
で
延
べ

１
１

，
２

４
２
人

に
対

し
て
巡

回
診
療

等
を

実
施
し

た
。

○
宮
城

県
・

福
島
県

に
お
け

る
医

療
班
の

活
動

被
災

４
日

目
の
平

成
２
３

年
３

月
１
４

日
よ

り
平
成

２
３

年
５

月
９
日
ま

で
、

北
海
道

東
北

ブ
ロ

ッ
ク
、

関
東

信
越
ブ

ロ
ッ
ク

、
近

畿
ブ
ロ

ッ
ク
、
中

国
四
国

ブ
ロ

ッ
ク
及

び
九

州
ブ
ロ

ッ
ク
の

３
４

病
院
よ

り
３

７
班
（
１

９
３
人

）
の
医
療

班
を

、
Ｎ
Ｈ

Ｏ
現
地

対
策
本

部
（
宮

城
県
）

に
派
遣

し
津

波
被
害

を
受
け

た
海

岸
沿
い

の
宮

城
県
仙

台
市

、
東

松
島
市
、

亘
理

町
、
山

元
町

及
び

福
島
県

新
地

町
の
３

５
か
所

の
避

難
所
で

延
べ
４

，
３

９
６
人

の
診
療

を
実

施
し
た

。

○
岩
手

県
に

お
け
る

医
療
班

の
活

動
被
災

４
日

目
の
平

成
２
３

年
３

月
１
４

日
よ

り
平
成

２
３

年
４

月
２
３
日

ま
で

東
海
北

陸
ブ

ロ
ッ

ク
、
北

海
道

東
北
ブ

ロ
ッ
ク

、
関

東
信
越

ブ
ロ
ッ

ク
及

び
中
国

四
国
ブ

ロ
ッ

ク
の
１

６
病

院
よ
り

４
０

班
（

２
０
６
人

）
の

医
療
班

を
Ｎ

Ｈ
Ｏ

現
地
対

策
支

部
（
岩

手
県
）

に
派

遣
し
、

山
田
町

及
び

釜
石
市

松
原
・

大
平

・
唐
丹

地
区

の
１
９

か
所

の
避

難
所
で
延

べ
６

，
８
４

６
人

の
診

療
を
実

施
し

た
。

さ
ら

に
、

被
災

県
か

ら
国

立
病

院
機

構
本

部
へ

の
直

接
の

要
請

以
外

に
も

、
病

院
が

所
在

す
る

都
道

府
県

の
要

請
に

よ
り

、
（

平
成

２
３

年
５

月
２
０

日
時

点
）

全
国
の
国

立
病

院
機
構

病
院

よ
り

１
７
班

（
岩

手
県
４
班

、
宮

城
県

１
２
班

、
福

島
県
１

班
）
８

６
人

の
医
療

班
を

派
遣

し
、
避
難

所
等

で
の

救
護
活
動

を
実

施
し
た

。

-34-



中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

(
3
)
放
射

線
ス

ク
リ
ー

ニ
ン
グ

活
動

福
島
第

１
原

子
力

発
電
所
の

事
故

に
際

し
、
原

子
力

発
電
所

か
ら

の
放
射
線

漏
洩

に
伴

い
住
民

に
被

曝
の
不

安
が
広

が
る

中
、
厚

生
労

働
省

の
要
請
に

基
づ

き
、

福
島
第
１

原
子

力
発
電

所
の

事
故

直
後
の

平
成

２
３
年
３

月
１

３
日

か
ら
福

島
県

内
の
２

１
か
所

の
避

難
所
等

に
放

射
線

被
曝
の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ
を
行

う
チ

ー
ム
を

関
東

信
越

ブ
ロ
ッ

ク
、

東
海
北
陸

ブ
ロ

ッ
ク

、
近
畿

ブ
ロ

ッ
ク
、

中
国
四

国
ブ

ロ
ッ
ク

及
び

九
州

ブ
ロ
ッ
ク

の
１

８
病

院
よ
り
１

１
班

（
４
７

人
）

を
派

遣
し
、

平
成

２
３
年
３

月
２

１
日

ま
で
に

放
射

線
漏
洩

に
伴
う

放
射

線
被
曝

ス
ク

リ
ー

ニ
ン
グ
を

１
１

，
４

１
３
人
に

対
し

て
実
施

し
た

。
ま
た
、

災
害

医
療

セ
ン
タ
ー

に
お

い
て

は
、
平

成
２

３
年
３

月
１

４
日
に
福

島
県

の
要

請
に
よ

り
、

災
害
医

療
の
専

門
家

で
あ
る

医
師

等
を

福
島
県
庁

等
に

派
遣

し
、
避
難

者
に

対
す
る

ス
ク

リ
ー

ニ
ン
グ

の
た

め
の
チ
ー

ム
立

ち
上

げ
の
調

整
・

支
援
を

国
、
福

島
県

等
と
実

施
し

た
。

そ
の
後
も

原
子

力
災

害
現
地
対

策
本

部
、
福

島
県

の
要

請
に
基

づ
き

、
医
師
、

調
整

員
を

派
遣
し

県
庁

に
て
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
チ
ー

ム
の

調
整

の
他
に
い

わ
き

市
、

川
俣
町
、

飯
舘

村
で
１

，
０

０
０

人
を
超

え
る

小
児
甲
状

腺
検

査
に

協
力
し

た
。

(
4
)
心
の

ケ
ア

チ
ー
ム

の
派
遣

被
災
県

及
び

病
院

が
所
在
す

る
都

道
府

県
か
ら

の
要

請
に
よ

り
、

平
成
２
３

年
３

月
１

９
日
か

ら
（

５
月
２

０
日
時

点
）

３
９
班

１
７

８
人

（
岩
手
県

２
５

班
、

宮
城
県
１

３
班

、
福
島

県
１

班
）

の
心
の

ケ
ア

チ
ー
ム
を

継
続

的
に

派
遣
し

、
不

眠
や
不

安
の
あ

る
被

災
者
に

対
し

て
メ

ン
タ
ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

、
病
院
や

保
育

所
等
で

は
職

員
自

身
の
ス

ト
レ

ス
に
対
し

て
の

対
処

法
の
講

義
等

を
実
施

し
た
。

(
5
)
看
護

師
の

派
遣

国
立
病

院
機

構
の

被
災
病
院

の
う

ち
、

特
に
看

護
体

制
の
維

持
が

困
難
で
あ

っ
た

４
病

院
（
仙

台
医

療
セ
ン

タ
ー
、

宮
城

病
院
、

水
戸

医
療

セ
ン
タ
ー

、
宇

都
宮

病
院
）
に

対
し

て
、
看

護
業

務
支

援
の
た

め
北

海
道
東
北

ブ
ロ

ッ
ク

、
関
東

信
越

ブ
ロ
ッ

ク
、
東

海
北

陸
ブ
ロ

ッ
ク

、
近

畿
ブ
ロ
ッ

ク
、

中
国

四
国
ブ
ロ

ッ
ク

及
び
九

州
ブ

ロ
ッ

ク
の
５

８
病

院
よ
り
延

べ
１

６
０

名
の
看

護
師

派
遣
を

行
っ
た

。
派

遣
さ
れ

た
看

護
師

は
、
被
災

病
院

内
の

病
棟
業
務

支
援

の
ほ
か

避
難

所
で

の
巡
回

診
療

を
実
施
し

た
。

ま
た
、

福
島

県
知

事
か
ら
厚

生
労

働
大

臣
に
看

護
師

派
遣
の

緊
急

要
請
書
が

提
出

さ
れ

た
こ
と

を
受

け
て
、

国
立
病

院
機

構
の
北

海
道

東
北

ブ
ロ
ッ
ク

、
関

東
信

越
ブ
ロ
ッ

ク
及

び
九
州

ブ
ロ

ッ
ク

の
１
０

病
院

２
０
名
の

看
護

師
を

福
島
県

立
医

科
大
学

に
派
遣

し
、

同
大
学

が
編

成
す

る
医
療
班

に
加

わ
り

、
県
内
全

域
の

避
難
所

を
巡

回
し

診
療
を

実
施

し
た
。

(
6
)
被
災

地
域

か
ら
の

入
院
患

者
等

の
受
入

被
災
に

よ
り

機
能

が
損
な
わ

れ
た

機
構

以
外
の

病
院

の
入
院

患
者

を
延
べ
３

１
病

院
か

ら
１
２

５
名

を
、
近

隣
で
あ

る
関

東
信
越

ブ
ロ

ッ
ク

の
国
立
病

院
機

構
の

１
４
病
院

（
水

戸
医
療

セ
ン

タ
ー

、
霞
ヶ

浦
医

療
セ
ン
タ

ー
、

栃
木

病
院
、

宇
都

宮
病
院

、
高
崎

総
合

医
療
セ

ン
タ

ー
、

沼
田
病
院

、
西

群
馬

病
院
、
西

埼
玉

中
央
病

院
、

千
葉

医
療
セ

ン
タ

ー
、
下
志

津
病

院
、

東
京
医

療
セ

ン
タ
ー

、
災
害

医
療

セ
ン
タ

ー
、

西
新

潟
中
央
病

院
、

さ
い

が
た
病
院

）
で

受
入
を

実
施

し
た

。
ま
た
、

被
災

地
域

の
病
院
で

は
、

自
院

が
被
災

し
た

に
も
か

か
わ

ら
ず
、
被

災
患

者
の

受
入
を

行
い

、
３
１

病
院
に

て
平

成
２
３

年
５

月
１

２
日
ま
で

に
１

１
，

８
３
５
名

の
被

災
者
の

診
療

を
実

施
し
、

医
療

確
保
に
重

要
な

役
割

を
果
た

し
た

。
な
お
、

津
波

に
よ

り
被
災
し

病
院

機
能

の
維
持

が
困

難
で
あ

っ
た

い
わ
き
病

院
か

ら
、

一
般
患

者
３

８
名
及

び
重
症

心
身

障
害
患

者
７

６
名

を
関
東
信

越
ブ

ロ
ッ

ク
を
中
心

と
し

た
８
病

院
（
米
沢

病
院

、
水
戸

医
療
セ
ン

タ
ー

、
霞
ヶ

浦
医
療

セ
ン
タ

ー
、
茨

城
東
病

院
、
西

群
馬

病
院
、

東
埼
玉
病

院
、

千
葉

東
病
院
、

下
志

津
病
院

）
が

受
入

れ
た
。

新
潟
病

院
に

お
い

て
は
、
人

工
呼

吸
器

を
装
着

し
た

Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者

４
名
を
宮

城
病

院
か

ら
受
入

れ
た

。

(
7
)
人
工

呼
吸

器
を
利

用
す
る

在
宅

医
療
患

者
の

受
入
、

相
談

窓
口

等
の
設
置

①
人
工

呼
吸

器
を

利
用
す
る

在
宅

医
療

患
者
の

緊
急

一
時
入

院
の

受
入
、
緊

急
相

談
窓

口
計
画

停
電

の
予

定
地
域
に

あ
る

１
９

病
院
に

お
い

て
、
人

工
呼

吸
器
を
使

用
す

る
在

宅
患
者

の
療

養
を
担

当
し
て

い
る

在
宅
療

養
支

援
診

療
所
等

の
主

治
医

等
か
ら
の

緊
急

相
談

を
受
け

る
窓

口
を
平

成
２

３
年
３
月

１
５

日
よ

り
設
置

、
活

動
し
、

緊
急
一

時
入

院
の
受

入
を

実
施

し
た
。

【
５
月

１
６
日

時
点

：
相

談
件
数

７
１
件

、
入

院
受
入

患
者

７
名
、

外
来

患
者
２

名
】

②
て
ん

か
ん

ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン

静
岡

て
ん

か
ん

・
神
経
医

療
セ

ン
タ

ー
で
は

、
被

災
地
域

に
お

け
る
て
ん

か
ん

診
療

を
支
援

す
る

た
め
に

「
て
ん

か
ん

ホ
ッ
ト

ラ
イ

ン
」

を
開
設

し
、

て
ん

か
ん
患
者

・
医

療
関

係
者
か

ら
の

相
談
に

対
応

し
た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

(
8
)
本
部

、
ブ

ロ
ッ
ク

事
務
所

の
対

応
平
成
２

３
年

３
月

１
１
日
に

発
生

し
た

東
日
本

大
震

災
直
後

に
お

い
て
、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の
遮

断
等

に
よ
り

病
院
等

の
被

災
状
況

の
把

握
が

困
難
な
状

況
で

は
あ

っ
た
が
、

本
部

、
各
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
及

び
各

病
院
が
協

力
を

し
て

情
報
収

集
を

行
い
、

各
ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

を
通

じ
て

本
部
に
情

報
を

集
約

し
、
被
災

状
況

の
把
握

に
努

め
た

。
本
部

に
お

い
て
は

、
発
生

直
後

に
Ｎ
Ｈ

Ｏ
災

害
対
策

本
部

を
設

置
し
、
必

要
な

情
報
を

収
集

す
る

と
と
も

に
、

被
災
地

へ
の
医

療
支

援
等
の

体
制
に
つ

い
て

各
ブ

ロ
ッ
ク
事

務
所

等
と
調

整
を

行
い

、
国
立

病
院

機
構
防
災

業
務

計
画

及
び
状

況
に

応
じ
た

国
立
病

院
機

構
の
判

断
、

被
災

地
及
び
厚

生
労

働
省

の
要
請
に

基
づ

き
、
急

性
期

以
降

の
対
応

と
し

て
Ｎ
Ｈ
Ｏ

医
療

班
の

派
遣
を

決
定

し
た
。

平
成

２
３

年
３
月

１
４
日

か
ら

Ｎ
Ｈ
Ｏ

現
地

対
策
本

部
（

宮
城

県
）
及
び

Ｎ
Ｈ

Ｏ
現
地

対
策

支
部

（
岩
手

県
）

を
立
ち

上
げ
、

本
部

・
ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
職

員
（

延
べ

５
２

０
人

日
（

北
海

道
東

北
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

除
く

）
）

を
継

続
的

に
派

遣
し

、
被

災
地

の
医

療
ニ

ー
ズ

な
ど

を
直

接
把
握
す

る
と

と
も

に
、
地
元

自
治

体
や
各

種
の

現
地

対
策
本

部
と

の
連
絡
調

整
、

被
災

地
か
ら

の
情

報
収
集

や
医
療

班
の

派
遣
調

整
な

ど
を

行
い
、
Ｎ

Ｈ
Ｏ

医
療

班
が
迅
速

に
活

動
で
き

る
体

制
を

構
築
し

た
。

ま
た

、
医

療
班
の

派
遣
に

あ
た

っ
て
は

、
ブ

ロ
ッ
ク

事
務

所
が

主
体
と
な

り
、

被
災
地

へ
の

移
動

手
段
の

確
保

や
派
遣

病
院
の

調
整

、
使
用

す
る
医
薬

品
の

確
保

等
を
実
施

し
た

た
め
、

派
遣

元
の

病
院
機

能
を

維
持
し
つ

つ
、

継
続

的
な
現

地
支

援
を
行

う
事
が

可
能

と
な
っ

た
。

さ
ら

に
被

災
地
へ

の
緊
急

物
資

輸
送
に

関
し

て
も
、

各
ブ

ロ
ッ

ク
事
務
所

が
病

院
と
連

携
し

、
１

０
ｔ
ト

ラ
ッ

ク
な
ど

を
手
配

し
、

災
害
拠

点
病
院
な

ど
が

備
蓄

し
て
い
た

医
薬

品
、
医

療
材

料
、

食
料
な

ど
の

調
達
を
行

い
、

被
災

病
院
に

対
し

て
物
資

支
援
を

行
っ

た
。

こ
れ

ら
の

他
、
被

災
病
院

か
ら

の
患
者

受
入

の
調
整

や
自

治
体

か
ら
の
看

護
師

派
遣
等

の
要

請
の

調
整
に

つ
い

て
も
、

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所
が

主
体
と
な

っ
て

実
施

し
た
。

８
．

政
府

の
国

際
緊

急
援

助
隊

医
療

チ
ー

ム
へ

の
参

加
平

成
２
２

年
７

月
下

旬
以
降
の

記
録

的
な
豪

雨
に

よ
り

、
広
域

に
わ

た
り
甚
大

洪
水

被
害

が
発
生

し
た

パ
キ
ス

タ
ン
・

イ
ス

ラ
ム
共

和
国

洪
水

被
害
に
対

す
る

政
府
の

国
際
緊

急
援

助
隊
医

療
チ

ー
ム
へ

、
国
立
病

院
機

構
の

職
員
４

名
（

災
害
医
療

セ
ン

タ
ー

か
ら
医

師
１

名
、
看
護

師
１

名
、

薬
剤
師
１

名
、

東
京
医

療
セ
ン

タ
ー

か
ら
放

射
線

技
師
１

名
）

が
参

加
し
、
救

援
活

動
を
行

っ
た

。
ま

た
、
平

成
２

３
年

２
月
２
２

日
に

発
生
し

た
ニ

ュ
ー

ジ
ー
ラ

ン
ド

南
島
に
お

け
る

地
震

被
害
に

対
す

る
政
府

の
国
際

緊
急

援
助
隊

医
療

チ
ー

ム
へ
、
国

立
病

院
機
構

の
職
員

１
名

（
災
害

医
療

セ
ン
タ

ー
か

ら
医

師
１
名
）

が
参

加
し
、

救
援

活
動

を
行
っ

た
。

９
．

D
M

A
T
事

務
局

の
設

置
平

成
２
２

年
４

月
に

、
大
規
模

災
害

時
に
全

国
か

ら
参

集
す
る

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
活
動

を
指

揮
す

る
た
め

、
厚

生
労
働

省
の
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
事
務

局
が

当
機

構
災
害
医

療
セ

ン
タ
ー

に
設
置

さ
れ

た
。
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
事
務

局
の

役
目

と
し
て
、

災
害

時
に
被

災
都

道
府

県
、
災

害
拠

点
病
院

等
と
の

連
絡

調
整
、

全
国
か
ら

参
集

す
る
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ

へ
の

指
示
及

び
被

災
情
報

の
把

握
と

活
動
内
容

の
取

り
ま
と

め
を

行
う

こ
と
と

し
て

い
る
。

ま
た
、
平

時
の

対
応

と
し
て
は

、
日

本
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

隊
員

養
成
研

修
と

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

技
能

維
持

研
修
の

実
施

及
び
新

規
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

隊
員
の

登
録

、
更

新
等
を
実

施
し

て
い
る

。

１
０

．
災

害
医

療
従

事
者

研
修

会
の

実
施

等
(
1
)
災
害

研
修

の
実
施

本
部
主

催
の

｢
災
害

医
療
従

事
者

研
修
会

｣
を
災

害
医

療
セ
ン

タ
ー

に
お
い
て

実
施

し
、

災
害
拠

点
病

院
あ
る

い
は
救

命
救

急
セ
ン

タ
ー

を
有

す
る
国
立

病
院

機
構

の
医
師
、

看
護

師
等
を

中
心

と
し

た
職
員

１
０

０
名
が
参

加
し

た
。

ま
た
、

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所
に

お
い

て
も

、
管
内

の
医

師
、
看

護
師

、
事
務
職

員
等

を
対

象
に
災

害
医

療
研
修

等
を
実

施
し

た
。

【
本
部

主
催

研
修
】

【
ブ
ロ

ッ
ク

主
催
研

修
】

平
成

２
１

年
度

９
０
名

→
平
成

２
２

年
度

１
０

０
名

平
成

２
１

年
度

１
２

９
名

→
平
成

２
２
年

度
１

１
６

名

(
2
)
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

隊
員
、

統
括
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
隊
員

の
養

成
災
害
医

療
セ

ン
タ

ー
に
お
い

て
は

、
厚

生
労
働

省
か

ら
委
託

を
受

け
た
「
日

本
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
隊
員

養
成

研
修
」

を
実
施

し
、

都
道
府

県
か

ら
推

薦
さ
れ
た

７
１

病
院

４
７
７
名

が
参

加
し
た

。

平
成
２

１
年
度

１
０

７
病

院
５
３

５
名

→
平
成

２
２

年
度

７
１
病

院
４
７

７
名

ま
た
、

大
規

模
災

害
発
生
時

に
被

災
地

域
内
の

災
害

現
場
、

患
者

が
集
中
し

た
災

害
拠

点
病
院

や
広

域
医
療

搬
送
拠

点
等

に
お
い

て
、

参
集

し
た
災
害

派
遣

医
療

チ
ー
ム
（

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）

を
有

機
的

に
組
織

し
、

指
揮
・
命

令
を

行
う

と
と
も

に
、

消
防
、

自
衛
隊

、
自

治
体
災

害
対

策
本

部
等
関
係

機
関

と
の

調
整
な
ど

を
適

切
か
つ

速
や

か
に

行
う
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
統
括
者

を
養

成
す

る
こ
と

を
目

的
と
し

て
、
厚

生
労

働
省
委

託
事

業
で

あ
る
「
統

括
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
研
修
」

を
災

害
医
療

セ
ン

タ
ー

で
実
施

し
、

３
４
都
道

府
県

よ
り

７
８
名

が
参

加
し
た

。

平
成
２

１
年
度

３
６

都
道

府
県

１
０

７
名

→
平
成

２
２
年
度

３
４
都
道

府
県

７
８
名

な
お
、

国
立

病
院

機
構
に
お

い
て

は
、

２
７
病

院
で

４
７
６

名
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

隊
員

を
有

し
て
お

り
、

災
害
発

生
時
に

は
迅

速
な
対

応
を

可
能

と
し
て
い

る
。

(
3
)
そ
の

他
内
閣
府

が
主

催
す

る
政
府
の

総
合

防
災

訓
練
（

広
域

医
療
搬

送
実

働
訓
練
）

へ
災

害
医

療
セ
ン

タ
ー

よ
り
職

員
を
派

遣
し

た
他
、

自
治

体
、

消
防
、
警

察
等

が
主

催
す
る
災

害
関

連
訓
練

へ
職

員
を

派
遣
す

る
等

の
協
力
を

実
施

し
て

い
る
。

ま
た
、

一
般

市
民

や
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
を

対
象
と

し
た

災
害
関

連
の

展
示
、
救

急
処

置
法

等
の
イ

ベ
ン

ト
の
実

施
、
地

域
の

医
師
会

会
員

等
へ

の
救
急
蘇

生
・

Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
会

等
を

実
施
し

て
い

る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

１
１

．
救

急
・

小
児

救
急

患
者

の
受

入
数

平
成
２
２

年
度

の
救

急
患
者
の

受
入

数
に
つ

い
て

は
、

５
６
３

，
７

３
９
件
（

う
ち

小
児

救
急
患

者
数

１
３
８

，
４
１

０
件

）
で
あ

り
、

２
０

年
度

に
比

し
１

，
０

９
２

件
の

減
（

う
ち

小
児

救
急

患
者

数
は

１
，

３
５

６
件

の
減

）
と

な
っ

て
い

る
が

、
救

急
受

診
後

の
入

院
患

者
数

は
、

１
５

９
，

３
８

５
件

（
２

０
年

度
１

４
９

，
０

０
８

件
）
、

救
急

車
に

よ
る

受
入

数
は

１
４

６
，

０
８

７
件

（
１

３
３

，
９

０
０

件
）

で
あ

り
、

２
０
年
度

に
比

し
そ
れ

ぞ
れ
増

と
な

っ
て
い

る
。

救
急
患
者

受
入

数
が

減
少
し
た

理
由

と
し
て

は
、

こ
れ

ま
で
二

次
救

急
医
療
機

関
で

受
入

て
い
た

比
較

的
軽
症

の
患
者

を
本

来
の
受

入
先

で
あ

る
一
次
医

療
機

関
で
受

入
れ
る

な
ど

、
地
域

の
救

急
医
療

体
制

が
整

備
や
患
者

の
適

正
な
受

診
の

啓
発

効
果
が

挙
げ

ら
れ
る

。
な

お
、
救

急
患

者
受

入
数
が
減

少
し

て
い
る

中
、

救
急

受
診
後

の
入

院
患
者
数

や
救

急
車

に
よ
る

受
入

数
が
増

加
し
、

よ
り

重
篤
な

患
者

の
受

入
を
行
っ

て
い

る
と
こ

ろ
で
あ

り
、

国
立
病

院
機

構
に
期

待
さ

れ
て

い
る
役
割

を
着

実
に
果

た
し

て
い

る
と
こ

ろ
で

あ
る
。

引
き
続

き
、

自
治
体

や
一
次
救

急
医

療
機
関

と
の
緊

密
な

連
携
の

も
と

、
地
域

の
救

急
医

療
体
制
の

中
で

の
国
立

病
院

機
構

と
し
て

の
役

割
を
適

切
に
果

た
し

て
い
く

こ
と
と
し

て
い

る
。

【
救

急
患

者
受
入

数
】

平
成

２
０
年

度
５

６
４

，
８
３

１
件

（
う
ち

小
児

救
急

患
者
数
１

３
９

，
７
６

６
件

）
平
成

２
１
年

度
５

９
３

，
２
３

５
件

（
う
ち

小
児

救
急

患
者
数
１

６
１

，
４
４

３
件

）
平
成

２
２
年

度
５

６
３

，
７
３

９
件

（
う
ち

小
児

救
急

患
者
数
１

３
８

，
４
１

０
件

）

【
救

急
受

診
後
の

入
院
患

者
数

】
平
成

２
０
年

度
１

４
９

，
０
０

８
件

（
う
ち

小
児

救
急

患
者
数

２
０

，
２
８

９
件

）
平
成

２
１
年

度
１

５
３

，
４
３

３
件

（
う
ち

小
児

救
急

患
者
数

２
４

，
２
６

０
件

）
平
成

２
２
年

度
１

５
９

，
３
８

５
件

（
う
ち

小
児

救
急

患
者
数

２
２

，
８
４

６
件

）

【
救

急
車

に
よ
る

受
入
数

】
平
成

２
０
年

度
１

３
３

，
９
０

０
件

（
う
ち

小
児

救
急

患
者
数

９
，
４
６

１
件

）
平
成

２
１
年

度
１

３
４

，
１
８

９
件

（
う
ち

小
児

救
急

患
者
数

１
０

，
８
２

２
件

）
平
成

２
２
年

度
１

４
６

，
０
８

７
件

（
う
ち

小
児

救
急

患
者
数

１
０

，
９
８

９
件

）

１
２

．
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
救

急
医

療
体

制
の

強
化

(
1
)
地
域

医
療

体
制
の

強
化

地
域
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま
え
て

、
三

次
救

急
へ
の

取
組

も
充
実

さ
せ

て
お
り
、

平
成

２
２

年
度
は

１
８

病
院
に

お
い
て

救
命

救
急
セ

ン
タ

ー
を

設
置
す
る

と
と

も
に

、
こ
れ
ま

で
二

次
救
急

医
療

機
関

で
受
け

入
れ

て
い
た
救

急
患

者
を

一
次
救

急
医

療
機
関

で
受
け

入
れ

る
な
ど

地
域

の
救

急
医
療
体

制
が

整
備

さ
れ
る
な

か
、

よ
り
重

篤
な

患
者

の
受
け

入
れ

を
積
極
的

に
行

う
な

ど
、
地

域
の

救
急
医

療
体
制

強
化

に
大
き

な
貢

献
を

し
て
い
る

。
ま
た
、

２
４

時
間

の
小
児
救

急
医

療
体

制
を
敷

い
て

い
る
病

院
は

１
４
病
院

、
地

域
の

小
児
救

急
輪

番
に
参

加
し
て

い
る

病
院
は

３
８

病
院

と
な
っ
て

い
る

。
さ
ら
に

、
消

防
法

の
改
正
に

伴
い

、
傷

病
者
の

搬
送

及
び
受

入
の

実
施
に
関

す
る

基
準

が
定
め

ら
れ

、
消
防

機
関
ご

と
の

医
療
機

関
を

分
類

す
る
基
準

を
定

め
る

リ
ス
ト
を

作
成

す
る
こ

と
と

さ
れ

た
。
平

成
２

３
年
３
月

末
ま

で
に

１
８
都

道
府

県
に
お

い
て
リ

ス
ト

が
作
成

さ
れ

て
お

り
、
２
１

病
院

が
記

載
さ
れ
地

域
の

救
急
医

療
体

制
に

重
要
な

役
割

を
果
た
し

て
い

る
。

２
４
時

間
小
児

救
急
医

療
体

制
平

成
２

１
年
度

１
４

病
院

→
平

成
２

２
年
度

１
４

病
院

小
児
救

急
輪
番

平
成
２

１
年
度

３
８

病
院

→
平

成
２

２
年
度

３
８

病
院

(
2
)
地
域

の
救

急
医
療

体
制
へ

の
協

力
自
治
体

等
が

主
導

し
て
地
域

全
体

で
救

急
医
療

・
小

児
救
急

医
療

体
制
を
構

築
し

て
い

る
地
域

に
お

い
て
、

国
立
病

院
機

構
の
病

院
か

ら
、

市
町
村
や

地
域

医
師

会
が
運
営

す
る

休
日
・

夜
間

の
小

児
急
患

セ
ン

タ
ー
に
対

し
て

医
師

を
派
遣

す
る

な
ど
、

地
域
の

医
療

ニ
ー
ズ

に
応

え
た

重
要
な
役

割
を

果
た

し
て
い
る

。

(
3
)
重
症

心
身

障
害
児

（
者
）

病
棟

等
に
お

け
る

Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
の

後
方

支
援
病
床

と
し

て
の
機

能
強

化
重
症
心

身
障

害
児

（
者
）
病

棟
等

に
お

け
る
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
の
後

方
支

援
病
床
と

し
て

の
機

能
強
化

を
図

る
取
組

に
つ
い

て
は

、
平
成

２
１

年
度

国
立

病
院

機
構

共
同

臨
床

研
究

に
よ

り
、

香
川

小
児

病
院

に
お

い
て

「
重

症
心

身
障

害
病

棟
に

お
け

る
高

齢
化

と
医

療
お

よ
び

ｐ
ｏ

ｓ
ｔ

－
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ

導
入

に
お

け
る
問
題

点
と

課
題
」

の
研

究
を

開
始
し

た
。

平
成
２

２
年

度
は

引
き
続
き

研
究

を
継

続
し
、

周
産

期
分
野

か
ら

重
心
病
棟

の
転

院
・

転
棟
し

た
患

者
の
医

療
状
況

と
追

跡
調
査

棟
を

実
施

し
た
。
今

後
、

国
立

病
院
機
構

内
に

お
け
る

重
心

施
設

の
あ
り

方
と

病
院
連
携

を
提

言
す

る
こ
と

と
し

て
い
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

(
4
)
ド
ク

タ
ー

ヘ
リ
、

防
災
ヘ

リ
に

よ
る
診

療
状

況
長
崎
医

療
セ

ン
タ

ー
で
は
、

従
来

よ
り

自
治
体

の
防

災
ヘ
リ

に
よ

る
患
者
搬

送
の

受
入

れ
を
行

っ
て

き
た
が

、
平
成

１
８

年
度
か

ら
は

病
院

に
駐
在
す

る
県

の
ド

ク
タ
ー

ヘ
リ

に
よ
る

医
療
を

行
い

、
離
島

や
救

急
車
に

よ
る

搬
送

が
困
難
な

地
域

へ
の
医

療
提

供
を

担
っ
て

い
る

。

○
ド
ク

タ
ー
ヘ

リ
に

よ
る

診
療
活

動
・
稼

働
回
数

平
成
２

１
年
度

：
５
６

３
回

→
平
成

２
２
年

度
：

５
９
２

回
・
病

院
側
の

診
療

体
制

：
医

師
４
名

、
看

護
師
８

名
の

フ
ラ
イ

ト
チ

ー
ム
を

組
み
診

療
を

実
施
し

て
い

る
。

※
こ
れ
以

外
に
も

海
上

自
衛
隊

の
ヘ

リ
コ
プ

タ
ー

に
よ

る
診
療
活

動
１

２
５
回

ま
た
、

水
戸

医
療

セ
ン
タ
ー

、
災

害
医
療

セ
ン

タ
ー

、
南
和

歌
山

医
療
セ
ン

タ
ー

、
関

門
医
療

セ
ン

タ
ー
、

九
州
医

療
セ

ン
タ
ー

、
熊

本
医

療
セ
ン
タ

ー
、

別
府

医
療
セ
ン

タ
ー

、
嬉
野

医
療

セ
ン

タ
ー
及

び
指

宿
病
院
に

お
い

て
も

自
治
体

の
所

有
す
る

防
災
ヘ

リ
等

の
ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

に
よ
る
患

者
搬

送
時

の
医
師
等

の
同

乗
や
搬

送
さ

れ
た

患
者
の

受
入

れ
を
行
っ

て
い

る
。

②
政

策
医

療
の

適
切

な
実

施
②

政
策
医
療

の
適
切

な
実

施
②

政
策
医
療
の
適
切
な
実

施
地

域
医

療
へ

の
一

層
の

貢
献

と
と

も
地

域
医

療
へ

の
一

層
の

貢
献

に
、

こ
れ

ま
で

担
っ

て
き

た
結

核
や

エ
と

と
も

に
、

こ
れ

ま
で

担
っ

て
１

．
重

症
心

身
障

害
児

（
者

）
の

在
宅

療
養

支
援

（
再

掲
）

イ
ズ

を
は

じ
め

と
す

る
感

染
症

、
重

症
き

た
政

策
医

療
に

つ
い

て
、

引
心

身
障

害
、

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

を
は

き
続

き
適

切
に

実
施

す
る

こ
と

(
1
)
通
園

事
業

の
推
進

じ
め

と
す

る
神

経
・

筋
疾

患
、

精
神

科
に

よ
り

セ
ー

フ
テ

ィ
ー

ネ
ッ

ト
重
症
心

身
障

害
児

（
者
）
等

の
在

宅
療
養

を
支

援
す

る
た
め

、
通

園
事
業
等

を
推

進
し

て
お
り

、
Ｂ

型
通
園

事
業
に

つ
い

て
は
２

４
病

院
で

医
療

な
ど

他
の

設
置

主
体

で
は

必
ず

し
と

し
て

の
機

能
を

果
た

す
。

特
実

施
し
て

い
る

ほ
か

、
Ａ
型
通

園
事

業
に
つ

い
て

も
４

病
院
で

実
施

し
て
い
る

。
も

実
施

さ
れ

な
い

お
そ

れ
の

あ
る

医
療

に
、

以
下

に
掲

げ
る

事
項

に
つ

に
つ

い
て

、
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
い
て

一
層
の

推
進
を

図
る

。
Ａ

型
平
成
２

１
年
度

４
病
院

→
平
成

２
２

年
度

４
病

院
を

活
用

し
、

引
き

続
き

適
切

に
実

施
す

ま
た

、
既

存
の

政
策

医
療

ネ
Ｂ

型
平
成
２

１
年
度

２
４
病
院

→
平
成

２
２

年
度

２
４
病

院
る

こ
と

に
よ

り
セ

ー
フ

テ
ィ

ー
ネ

ッ
ト

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
は

、
検

と
し

て
の

機
能

を
果

た
す

。
特

に
、

以
討

会
な

ど
に

よ
り

そ
の

構
成

を
(
2
)
在
宅

療
養

支
援
の

取
組

下
に

掲
げ

る
事

項
に

つ
い

て
一

層
の

推
見

直
し

、
再

構
築

し
、

国
立

高
重
症
難

病
患

者
が

適
時
に
入

院
で

き
る
体

制
及

び
在

宅
療
養

提
供

体
制
を
整

備
す

る
た

め
に
都

道
府

県
が
実

施
し
て

い
る

重
症
難

病
患

者
入

進
を

図
る

。
度

専
門

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

と
院

施
設
確

保
事

業
に

つ
い
て
、

２
４

病
院
が

拠
点

病
院

、
５
２

病
院

が
協
力
病

院
の

役
割

を
担
う

な
ど

、
地
域

の
在
宅

支
援

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

ま
た

、
既

存
の

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

の
適

切
な

連
携

を
図

り
つ

つ
、

の
協
力
を

行
っ

て
い

る
。

ー
ク

に
つ

い
て

は
、

そ
の

構
成

を
見

直
活

動
性

の
向

上
を

図
る

た
め

の
し

、
再

構
築

し
、

国
立

高
度

専
門

医
療

取
組

を
進
め

る
。

拠
点
病

院
平

成
２
１

年
度

２
３

病
院

→
平
成

２
２

年
度

２
４
病

院
セ

ン
タ

ー
と

の
適

切
な

連
携

を
図

り
つ

協
力
病

院
平

成
２
１

年
度

５
３

病
院

→
平
成

２
２

年
度

５
２
病

院
つ

、
活

動
性

の
向

上
を

図
る

こ
と

に
よ

【
重

症
心

身
障

害
、

筋
ジ

ス
ト

ロ
り

個
々

の
病

院
が

取
り

組
む

政
策

医
療

フ
ィ

ー
を

は
じ

め
と

す
る

神
経

の
質

の
向

上
を

図
る

。
・
筋

疾
患
】

２
．

重
症

心
身

障
害

児
（

者
）

病
棟

等
に

お
け

る
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
の

後
方

支
援

病
床

と
し

て
の

機
能

強
化

（
再

掲
）

・
重

症
心

身
障

害
病

棟
に

お
重

症
心
身

障
害

児
（

者
）
病
棟

等
に

お
け

る
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

の
後
方

支
援

病
床
と
し

て
の

機
能

強
化
を

図
る

取
組
に

つ
い
て

は
、

平
成
２

１
年

度
国

【
重

症
心

身
障

害
、

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

け
る

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

の
後

方
病

床
立

病
院

機
構

共
同

臨
床

研
究

に
よ

り
、

香
川

小
児

病
院

に
お

い
て

「
重

症
心

身
障

害
病

棟
に

お
け

る
高

齢
化

と
医

療
お

よ
び

ｐ
ｏ

ｓ
ｔ

－
を

は
じ

め
と

す
る

神
経

・
筋

疾
患

】
と

し
て
の

機
能
強

化
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ

導
入

に
お
け

る
問
題

点
と

課
題
」

の
研

究
を
開

始
し

た
。

・
重

症
心

身
障

害
病

棟
に

お
け

る
Ｎ

・
障

害
児

の
療

育
環

境
の

向
平

成
２
２

年
度

は
引

き
続
き
研

究
を

継
続
し

、
周

産
期

分
野
か

ら
重

心
病
棟
の

転
院

・
転

棟
し
た

患
者

の
医
療

状
況
と

追
跡

調
査
等

を
実

施
し

Ｉ
Ｃ

Ｕ
の

後
方

病
床

と
し

て
の

機
能

上
及

び
障

害
者

自
立

支
援

法
た

。
今
後

、
国

立
病
院

機
構
内

に
お

け
る
重

心
施

設
の
あ

り
方

と
病

院
連
携
を

提
言

す
る
こ

と
と

し
て

い
る
。

強
化

に
基

づ
く

療
養

介
護

事
業

の
・

障
害

児
の

療
育

環
境

の
向

上
及

び
体

制
の
強

化
な
ど

障
害

者
自

立
支

援
法

に
基

づ
く

療
養

【
精
神

科
医
療

】
３

．
障

害
者

自
立

支
援

法
施

行
に

伴
う

療
養

介
助

職
の

増
員

に
よ

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
の

強
化

（
再

掲
）

介
護

事
業

の
体

制
の

強
化

な
ど

・
心

神
喪

失
者

等
医

療
観

察
平

成
１
８

年
１

０
月

の
自
立
支

援
法

施
行
に

よ
り

、
３

０
病
院

が
療

養
介
護
事

業
者

と
な

っ
て
お

り
、

対
象
病

棟
の
対

象
患

者
に
対

す
る

個
別

【
精

神
科

医
療

】
法

に
基
づ

く
医
療

の
実

施
の

療
養
介

護
計

画
書
を

作
成
し

た
り

、
療
養

介
助

職
を
増

員
す

る
な

ど
し
て
、

サ
ー

ビ
ス
を

充
実

さ
せ

て
い
る

。
・

心
神

喪
失

等
の

状
態

で
重

大
な

他
・

身
体
合

併
症

、
発
達

障
害
、

ま
た
、
患

者
の

多
様

な
要
望
に

応
じ

て
ケ
ア

の
充

実
を

図
る
た

め
、

看
護
師
の

指
示

の
下

、
入
浴

、
食

事
、
排

泄
等
の

ボ
デ

ィ
ー
タ

ッ
チ

を
主

害
行

為
を

行
っ

た
者

の
医

療
及

び
観

薬
物

・
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

、
と

し
た
療

養
介

助
職
を

重
症
心

身
障

害
・
筋

ジ
ス

ト
ロ
フ

ィ
ー

病
棟

の
み
な
ら

ず
、

神
経
難

病
病

棟
を

含
め
７

６
７

名
に
増

員
し
、

長
期

療
養
患

察
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成
１

５
年

難
治
性
精

神
疾
患

へ
の

対
応

者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

基
本
で

あ
る
日

常
生

活
の
ケ

ア
に

関
す
る

介
助

サ
ー

ビ
ス
の
提

供
体

制
を
強

化
し

た
。

法
律

第
１

１
０

号
）

に
基

づ
く

医
療

・
精

神
科

急
性

期
医

療
へ

の
の

実
施

対
応

な
ど

【
療

養
介

助
職
配

置
数
】

・
身

体
合

併
症

、
発

達
障

害
、

薬
物

【
結
核

医
療
な

ど
】

平
成

２
１
年

度
５

３
病

院
７
２

９
名

→
平
成

２
２

年
度

５
５
病

院
７

６
７
名

・
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

、
難

治
性

精
神

疾
・

結
核

と
の

重
複

疾
患

へ
の

患
へ

の
対

応
対

応
・

精
神

科
急

性
期

医
療

へ
の

対
応

な
・

薬
剤
耐

性
結
核

へ
の

対
応

ど
・

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

【
結

核
医

療
な

ど
】

策
の
実
施

な
ど

・
結

核
と

の
重

複
疾

患
へ

の
対

応

・
薬

剤
耐

性
結

核
へ

の
対

応

・
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

対
策

の
実

施
な

ど
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

心
神

喪
失

者
等

医
療

観
察

法
に

基
づ

く
医

療
の

実
施

と
精

神
科

医
療

へ
の

対
応

(
1
)
医
療

観
察

法
病
床

の
主
導

的
整

備
平
成
２

２
年

度
末

時
点
現
在

の
全

国
の

指
定
入

院
医

療
機
関

は
２

６
か
所
（

６
１

６
床

）
で
あ

る
が

、
う
ち

国
立
病

院
機

構
の
病

院
が

１
４

か
所
（
４

１
２

床
）

と
い
う
状

況
と

な
っ
て

い
る

。

【
平
成

２
２

年
度
末

時
点

の
医

療
法
観

察
法
病

棟
開

棟
病
院

・
・

・
１
４

病
院

】
（

花
巻

病
院
、

東
尾
張

病
院

、
肥
前

精
神

医
療
セ

ン
タ

ー
、

北
陸
病
院

、
久

里
浜
ア

ル
コ

ー
ル

症
セ
ン

タ
ー

、
さ
い

が
た
病

院
、

小
諸

高
原
病

院
、
下

総
精

神
医
療

セ
ン

タ
ー
、

琉
球

病
院

、
菊
地
病

院
、

榊
原
病

院
、

賀
茂

精
神
医

療
セ

ン
タ
ー

、
松
籟

荘
病

院
、

鳥
取

医
療
セ

ン
タ
ー

）

な
お
、

平
成

２
２

年
度
に
は

、
松

籟
荘

病
院
（

３
３

床
）
及

び
鳥

取
医
療
セ

ン
タ

ー
（

８
床
）

の
２

病
院
が

開
棟
し

た
。

・
国

立
病

院
機
構

に
お
け

る
指

定
医
療

機
関

数
及
び

病
床

数
病
院
数

病
床

数
平
成

２
１
年

３
月

１
２
病
院

（
１

６
病
院

）
３
５

９
床
（
４

４
１

床
）

平
成

２
２
年

３
月

１
２
病
院

（
２

１
病
院

）
３
７

１
床
（
４

９
７

床
）

平
成

２
３
年

３
月

１
４
病
院

（
２

６
病
院

）
４
１

２
床
（
６

１
６

床
）

（
注

）
括
弧

内
は
全

国
の

数
値

(
2
)
薬
物

・
ア

ル
コ
ー

ル
依
存

、
精

神
科
急

性
期

医
療
へ

の
対

応
精
神
科

医
療

を
中

心
に
担
う

病
院

に
お

い
て
は

、
長

期
入
院

す
る

患
者
を
中

心
に

地
域

移
行
等

を
進

め
、
急

性
期
医

療
の

機
能
強

化
を

図
る

と
と
も
に

薬
物

・
ア

ル
コ
ー
ル

依
存

を
は
じ

め
と

す
る

治
療
困

難
な

患
者
の
受

入
れ

を
行

っ
て
い

る
。

久
里
浜

ア
ル

コ
ー

ル
症
セ
ン

タ
ー

に
お

い
て
は

、
厚

生
労
働

省
か

ら
の
委
託

を
受

け
「

ア
ル
コ

ー
ル

依
存
症

臨
床
医

等
研

修
」
を

実
施

し
て

お
り
、
平

成
２

２
年

度
に
お
い

て
は

４
１
９

名
が

参
加

し
、
我

が
国

の
ア
ル
コ

ー
ル

関
連

問
題
対

策
に

貢
献
し

て
い
る

。

【
研

修
参

加
者
】

医
師

１
０
９

名
、
保

健
師

・
看
護

師
１

６
３
名

、
精

神
保

健
福
祉
士

・
作

業
療
法

士
等

１
４

７
名

ま
た
、

精
神

科
救

急
に
つ
い

て
も

積
極

的
に
受

け
入

れ
を
行

っ
て

お
り
、
平

成
２

２
年

度
に
お

い
て

は
２
９

病
院
で

５
，

５
６
８

人
の

救
急

患
者
の
受

け
入

れ
を

行
っ
た
。

５
．

質
の

高
い

結
核

医
療

の
実

施

(
1
)
我
が

国
の

結
核
医

療
に
お

け
る

国
立
病

院
機

構
の
役

割
結
核
医

療
は

、
国

立
病
院
機

構
で

担
う

政
策
医

療
の

重
要
な

一
分

野
で
あ
り

、
結

核
病

床
を
有

す
る

５
２
病

院
２
，

９
６

４
床
に

お
い

て
全

国
の
結
核

入
院

患
者

の
４
５
．

４
％

を
受
け

入
れ

治
療

を
提
供

し
た

。
ま
た
、

国
立

病
院

機
構
の
病

院
は

、
ほ

と
ん
ど

の
都

道
府
県

で
結

核
の
入
院

医
療

機
関

と
し
て

指
定

さ
れ
て

お
り
、

各
都

道
府
県

に
お

い
て

最
も
病
床

規
模

が
多

く
、
多
剤

耐
性

結
核
な

ど
比

較
的

難
易
度

の
高

い
結
核
に

対
応

し
て

い
る
。

多
剤
耐

性
結
核

入
院
患

者
数

平
成
２

２
年
度

７
３
．

７
人

（
１
日

当
た
り

）

(
2
)
結
核

病
床

の
効
率

的
な
運

営
結
核
病

床
に

つ
い

て
は
、
結

核
の

入
院

患
者
数

及
び

病
床
利

用
率

は
低
下
傾

向
に

あ
る

こ
と
か

ら
、

効
率
的

な
病
棟

運
営

の
た
め

、
複

数
の

結
核
病
棟

を
保

有
し

て
い
る
病

院
に

お
い
て

は
、
病
棟

の
休
棟
ま

た
は

廃
止

、
ま
た

、
単
一

の
結
核

病
棟

を
保

有
し
て

い
る

病
院
に
お

い
て

は
、

結
核
病
床

を
一

部
削

減
の
上
、

一
般

病
床
と

の
ユ

ニ
ッ

ト
化
を

行
う

な
ど
の
取

組
を

進
め

て
い
る

。
平
成
２

２
年

度
に

お
い
て
は

、
一

般
病

床
と
の

ユ
ニ

ッ
ト
化

を
２

例
（
５
６

床
）

実
施

し
た
。

平
成

２
１

年
度

平
成

２
２

年
度

延
入

院
患

者
数

（
結

核
）

５
３

３
，

８
８

６
人

→
４

９
０

，
９

６
６

人
病

床
利

用
率

（
結

核
）

５
７

．
４

％
→

５
６

．
７

％

(
3
)
結
核

に
関

す
る
特

定
感
染

症
予

防
指
針

の
見

直
し
へ

協
力

「
結

核
に

関
す
る

特
定
感

染
症

予
防
指

針
」

の
改
定

に
あ

た
っ

て
、
厚
生

科
学

審
議
会

感
染

症
分

科
会
結

核
部

会
な
ど

に
専
門

家
を

委
員
と

し
て
派
遣

す
る

と
と

も
に
各
種

デ
ー

タ
提
供

な
ど

を
行

っ
た
。

今
回

の
指
針
に

は
、

全
国

２
か
所

の
結

核
の
高

度
専
門

医
療

を
担
う

こ
と

が
で

き
る
施
設

の
１

つ
と

し
て
近
畿

中
央

胸
部
疾

患
セ

ン
タ

ー
が
位

置
付

け
ら
れ
、

人
材

養
成

の
機
関

と
し

て
国
立

病
院
機

構
の

役
割
が

明
確

に
さ

れ
た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

が
ん

対
策

医
療

へ
の

取
組

（
再

掲
）

平
成
１
８

年
に

成
立

し
た
「
が

ん
対

策
基
本

法
」

及
び

同
年
に

出
さ

れ
た
「
が

ん
診

療
連

携
拠
点

病
院

の
整
備

に
関
す

る
指

針
」
等

に
よ

る
国

の
が
ん
医

療
の

均
て
ん

化
推
進

方
策

に
協
力

す
る

た
め
、

が
ん

医
療

を
担
う
診

療
従

事
者
の

配
置

や
患

者
へ
の

情
報

提
供
体

制
等
を

整
備

し
た
結

果
、
平
成

２
２

年
度
は

３
病
院

が
都

道
府
県

が
ん

診
療
連

携
拠

点
病

院
と
し
て

、
３

１
病
院

が
地

域
が

ん
診
療

連
携

拠
点
病

院
と
し

て
指

定
さ
れ

て
お
り
、

地
域

に
お
け

る
質
の

高
い

が
ん
医

療
の

拠
点
整

備
に

貢
献

し
た
。

都
道

府
県

が
ん
診

療
連
携

拠
点

病
院

平
成
２
１

年
度

３
病
院

→
平

成
２
２

年
度

３
病
院

地
域

が
ん

診
療
連

携
拠
点

病
院

平
成
２
１

年
度

３
１

病
院

→
平

成
２
２

年
度

３
１

病
院

※
平
成

２
３
年

２
月
１

０
日

に
函
館

病
院

、
水
戸

医
療

セ
ン

タ
ー
が
地

域
が

ん
診
療

拠
点

病
院

に
選
定

（
平

成
２
３

年
４
月

１
日

に
指
定

）

７
．

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

動
性

の
向

上
平

成
２
１

年
度

に
お

い
て
は
、

各
研

究
分
野

に
お

い
て

最
も
活

動
実

績
の
高
い

病
院

を
グ

ル
ー
プ

リ
ー

ダ
ー
と

し
、
一

定
の

高
い
実

績
を

有
す

る
病
院
を

メ
ン

バ
ー
と

す
る
２

１
分

野
の
研

究
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

グ
ル

ー
プ
を
構

築
し

、
今
後

、
こ

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

グ
ル
ー

プ
を
中

心
に

国
立
病

院
機
構
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
と
し

て
の

活
動
性

の
向

上
を
図

っ
た

。
平

成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

Ｎ
Ｈ

Ｏ
研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
グ

ル
ー

プ
を
活
用

し
９

１
課

題
の
共

同
研

究
を
実

施
し
た

。
ま

た
、
国

立
高

度
専

門
医
療
研

究
セ

ン
タ
ー

と
の

連
携

に
つ
い

て
は

、
重
症
心

身
障

害
、

筋
ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ
ー

を
始
め

と
す

る
共
同

研
究

へ
の

参
画
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染
症

研
修
の

共
同

開
催
や

、
国

立
病
院

機
構

が
開

催
す
る
研

修
へ

の
参
加

な
ど

、
適

切
な
連

携
を

図
っ
て

い
る
。

③
重

点
施

策
の

受
け

皿
と

な
る

モ
デ

ル
③

重
点

施
策

の
受

け
皿

と
な

る
③

重
点
施
策
の
受
け
皿
と

な
る
モ
デ
ル
事
業
の

実
施

事
業

の
実

施
モ
デ

ル
事
業

の
実
施

国
の

医
療

分
野

に
お

け
る

重
点

施
策

国
の

医
療

分
野

に
お

け
る

重
１

．
医

療
の

標
準

化
に

向
け

た
取

組
（

再
掲

）
に

つ
い

て
は

、
そ

の
受

け
皿

と
な

る
モ

点
施

策
に

つ
い

て
は

、
そ

の
受

平
成
２
２

年
度

は
、

国
民
の
関

心
の

高
い
特

定
の

医
療

分
野
に

つ
い

て
、
医
療

の
質

の
評

価
・
公

表
等

を
実
施

し
、
そ

の
結

果
を
踏

ま
え

た
分

デ
ル

事
業

を
積

極
的

に
実

施
す

る
。

特
け

皿
と

な
る

モ
デ

ル
事

業
を

積
析

・
改
善

策
の

検
討
を

行
う
こ

と
で

、
医
療

の
質

の
向
上

及
び

質
の

情
報
の
公

表
を

推
進
す

る
こ

と
を

目
的
と

し
た

厚
生
労

働
省
の

新
規

事
業
で

に
、

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
に

つ
極
的

に
実
施

す
る
。

あ
る
「
医

療
の

質
の
評

価
・
公

表
等

推
進
事

業
」

に
お
い

て
、

当
機

構
の
事
業

計
画

が
採
択

さ
れ

た
。

い
て

は
、

他
の

医
療

機
関

の
モ

デ
ル

と
本

事
業
で

は
、

国
立

病
院
機
構

に
お

け
る
こ

れ
ま

で
の

取
り
組

み
を

踏
襲
し
な

が
ら

、
急

性
期
病

院
に

お
け
る

入
院
患

者
を

対
象
と

し
、

患
者

な
る

よ
う

な
対

応
指

針
を

策
定

す
る

。
や

市
民
が

望
む

情
報
の

視
点
を

考
慮

す
る
と

と
も

に
、
今

ま
で

の
課

題
で
あ
っ

た
デ

ー
タ
の

収
集

可
能

性
、
計

測
可

能
性
、

改
善
可

能
性

を
重
視

し
、
継
続

的
に

計
測
で

き
る
臨

床
評

価
指
標

を
１

７
指
標

作
成

し
た

。
一
部
の

臨
床

評
価
指

標
は

、
プ

ロ
セ
ス

指
標

と
ア
ウ

ト
カ
ム

指
標

の
組
み

合
わ
せ
に

よ
り

、
医
療

の
過
程

と
成

果
を
あ

わ
せ

て
評
価

し
、

病
院

間
に
お
い

て
良

質
で
ば

ら
つ

き
の

少
な
い

、
医

療
の
均

て
ん
化

に
つ

な
が
る

よ
う
に
し

た
。

更
に
、

指
標
の

算
出

に
当
た

っ
て

は
、
カ

ル
テ

調
査

等
の
病
院

へ
の

負
担
が

掛
か

ら
な

い
よ
う

、
患

者
の
基

礎
情
報

や
診

療
行
為

等
の
情
報

が
含

ま
れ
た

全
国
統

一
形

式
の
電

子
デ

ー
タ
セ

ッ
ト

(
Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ
ー

タ
)
を

活
用
す

る
こ

と
と

し
た
。

参
加
病
院

は
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
対
象
４

５
病

院
と
し

、
デ

ー
タ

に
つ
い

て
は

平
成
２
２

年
度

に
構

築
し
た

シ
ス

テ
ム
「

診
療
情

報
デ

ー
タ
バ

ン
ク

（
Ｍ

Ｉ
Ａ
）
」
に

よ
り

、
平
成

２
２

年
７

月
か
ら

１
２
月

ま
で

の
６
か

月
の

デ
ー
タ

を
使

用
し
算

出
し
た

。
報

告
書
に

つ
い

て
は

、
病
院
ご

と
の

数
値
（

原
則

病
院

名
は
公

開
）

を
載
せ
、

各
指

標
の

計
測
マ

ニ
ュ

ア
ル
も

作
成
し

、
平

成
２
３

年
４

月
に

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

に
お
い

て
公
表

し
た

。
指
標
の

計
測

マ
ニ
ュ

ア
ル
を

公
表

す
る
こ

と
に

よ
り
、

当
機

構
以

外
の
Ｄ
Ｐ

Ｃ
を

導
入
し

て
い

る
医

療
機
関

に
お

い
て
も

、
自
院

の
Ｄ

Ｐ
Ｃ
デ

ー
タ
を
用

い
て

指
標
を

算
出
し

、
評

価
が
行

え
る

こ
と
が

可
能

と
な

る
と
と
も

に
病

院
ご
と

の
結

果
を

公
表
す

る
こ

と
に
よ

り
、
医

療
を

病
院
横

断
的
に
可

視
化

し
診
療

や
ケ
ア

の
透

明
性
が

確
保

で
き
る

こ
と

か
ら

、
我
が
国

の
医

療
の
質

の
向

上
に

貢
献
し

た
。

な
お
、

本
事

業
に
つ

い
て
は

平
成

２
３
年

以
降

も
引
き

続
き

実
施

し
、
我
が

国
の

医
療
の

標
準

化
に

貢
献
し

て
い

く
こ
と

と
し
て

い
る

。

２
．

特
定

看
護

師
（

仮
称

）
育

成
の

取
組

（
詳

細
は

第
１

の
3
の

(1
)の

②
の

2
参

照
）

平
成
２

２
年

３
月
１

９
日
に

厚
生

労
働
省

の
チ

ー
ム
医

療
の

推
進

に
関
す
る

検
討

会
が
取

り
ま

と
め

た
「
チ

ー
ム

医
療
の

推
進
に

つ
い

て
」
で

は
、
特
定

看
護

師
（
仮

称
）
の

業
務

範
囲
や

要
件

に
つ
い

て
は

、
医

療
現
場
や

養
成

現
場
の

関
係

者
等

の
協
力

を
得

て
専
門

的
・
実

証
的

な
調
査

・
検
討
を

行
っ

た
上
で

決
定
す

る
必

要
が
あ

る
と

提
言
さ

れ
た

こ
と

か
ら
、
現

在
、

チ
ー
ム

医
療

推
進

会
議
（

及
び

チ
ー
ム

医
療
推

進
の

た
め
の

看
護

業
務

検
討

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
）

に
お

い
て

、
「

看
護

業
務

実
態

調
査

」
、
「

特
定

看
護

師
（

仮
称

）
養

成
調

査
施

行
事

業
」
、
「

特
定

看
護

師
（
仮
称

）
業

務
試
行

事
業
」

を
実

施
し
、

実
証

的
な
デ

ー
タ

等
を

収
集
し
つ

つ
、

検
討
が

進
め

ら
れ

て
い
る

と
こ

ろ
で
あ

る
。

国
立

病
院

機
構

で
は

、
東

京
医

療
保

健
大

学
と

と
も

に
全

国
に

先
駆

け
て

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
領

域
に

お
け

る
「

特
定

看
護

師
（

仮
称

）
」

の
育

成
に
取
り

組
ん

で
い
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
臨
床
研

究
事
業

２
臨

床
研
究

事
業

２
臨
床

研
究
事

業
２

臨
床
研
究
事
業

政
策
医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
、

臨
床

研
究

事
業

に
お

い
て

は
、

政
策

医

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

基
礎

と
な

る
医

療
の

科
学

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

質
の

高
い

的
根
拠
を
構

築
し

、
我

が
国

の
医

療
の

向
治

験
な

ど
大

規
模

な
臨

床
研

究
を

進
め

、

上
に
資
す
る

た
め

情
報

発
信

す
る

こ
と

。
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

の
基

礎
と

な
る

、
科

学
的

根

ま
た
、

高
度

・
先

進
医

療
技

術
の

臨
床

拠
を

築
く

デ
ー

タ
を

集
積

す
る

と
と

も
に
、

導
入
を
推
進

す
る

こ
と

。
そ

の
情

報
を

発
信

す
る

こ
と

に
よ

り
、

我

さ
ら

に
、

治
験

を
含

め
臨

床
研

究
を

的
が

国
の

医
療

の
質

の
向

上
に

貢
献

す
る

。

確
か

つ
迅

速
に

実
施

す
る

た
め

の
体

制
整

備
を
進
め

る
こ

と
。

（
１

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

Ｅ
Ｂ

Ｍ
（

１
）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
（
１

）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
た
め

の
エ
ビ
デ
ン
ス
づ
く
り
の

推
進

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
づ

く
り

の
推

進
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
づ
く

り
の
推

進

①
一

般
臨

床
に

役
立

つ
臨

床
研

究
の

推
①

一
般

臨
床

に
役

立
つ

臨
床

研
①

一
般
臨
床
に
役
立
つ
独
自
の
臨
床

研
究
の
推
進

進
究
の

推
進

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

国
立

病
院

機
構

の
全

国
的

な
１

．
「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

（
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

研
究

）
」

事
業

臨
床

試
験

を
含

む
共

同
研

究
を

推
進

し
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
独

日
本
最
大

の
病

院
グ

ル
ー
プ
で

あ
る

国
立
病

院
機

構
の

ス
ケ
ー

ル
メ

リ
ッ
ト
、

豊
富

な
症

例
と
一

定
の

質
を
確

保
す
る

こ
と

が
可
能

と
い

う
特

研
究

成
果

を
情

報
発

信
す

る
な

ど
一

般
自

の
研

究
で

あ
る

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
徴

を
活
か

し
て

、
質
の

高
い
標

準
的

な
医
療

を
広

く
提
供

す
る

た
め

の
医
学
的

根
拠

を
確
立

す
べ

く
、

本
部
が

主
導

し
て
「

Ｅ
Ｂ
Ｍ

推
進

の
た
め

臨
床

に
役

立
つ

エ
ビ

デ
ン

ス
づ

く
り

を
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

に
の

大
規
模

臨
床

研
究
」

事
業
を

引
き

続
き
推

進
し

た
。

実
施

す
る

。
つ

い
て

は
、

平
成

１
６

年
度

、
平

成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

平
成

１
６
年

度
か

ら
平

成
１
９

年
度

に
選
定
し

た
１

８
課

題
に
つ

い
て

は
、
す

べ
て
患

者
登

録
を
終

了
し

た
。

平
成

１
７

年
度

及
び

平
成

１
８

ま
た
、

平
成

２
０
年

度
の
２

課
題

の
う
ち

１
課

題
に
お

い
て

は
順

調
に
患
者

登
録

が
進
捗

し
、

平
成

２
１
年

度
の

３
課
題

に
お
い

て
は

症
例
登

年
度

に
採

択
し

た
課

題
の

一
部

録
を
開
始

し
、

平
成
２

２
年
度

課
題

と
し
て

２
課

題
の
研

究
を

選
定

し
た
。

の
研

究
に

お
い

て
は

、
得

ら
れ

た
成

果
を

学
会

・
論

文
な

ど
で

(
1
)
平
成

１
６

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
５
課

題
の

進
捗
状

況
発

表
し

、
医

療
の

質
の

向
上

に
○
人

工
栄

養
（
中

心
静
脈

栄
養

も
し
く

は
経

管
栄
養

）
を

行
う

際
の
医
療

行
為

の
安
全

性
、

患
者

予
後
に

関
す

る
観
察

研
究

資
す

る
と

と
も

に
、

広
く

情
報

（
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｏ
Ａ

Ｎ
研
究

）
：

８
６
病

院
５

４
６

例
追
跡

調
査

終
了

発
信

し
、

臨
床

へ
の
還
元

を
目

○
わ

が
国

の
高
血

圧
症
に

お
け

る
原
発

性
ア

ル
ド
ス

テ
ロ

ン
症

の
実
態
調

査
研

究
（
Ｐ

Ｈ
Ａ

Ｓ
－

Ｊ
研
究

）
指
す

。
：

４
７
病
院

１
，
２

８
９
例

追
跡

調
査
終

了
ま

た
、

平
成

１
９

年
度

、
平

○
急

性
心

筋
梗
塞

全
国
共

同
悉

皆
調
査

に
よ

る
臨
床

評
価

指
標

と
そ
の
評

価
（

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｈ

Ｏ
研
究

）
成

２
０

年
度

及
び

平
成

２
１

年
：

４
４
病
院

３
，
３

７
６
例

追
跡

調
査
終

了
度

に
採

択
し

た
課

題
に

お
い

て
○
心

房
細

動
に
よ

る
心
原

性
脳

塞
栓
予

防
に

お
け
る

抗
血

栓
療

法
の
実
態

調
査

（
Ｊ
Ｎ

Ｈ
Ｏ

Ａ
Ｆ

研
究
）

は
引

き
続

き
本

部
が

主
導

と
な

：
５

８
病
院

１
，
５

７
７
例

追
跡

調
査
終

了
り
、

推
進

・
運

営
す
る
。

○
消

化
器

外
科
手

術
の
施

設
間

技
術
評

価
法

の
確
立

（
Ｅ

－
Ｐ

Ａ
Ｓ
Ｓ
研

究
）

平
成

２
２

年
度

に
は

介
入

研
：

６
３

病
院

５
，

３
３

１
例

追
跡

調
査

中
究

に
つ

い
て

も
採

択
し

、
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

の
た

め
の

大
規

模
臨

床
(
2
)
平
成

１
７

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
４
課

題
の

進
捗
状

況
研
究

の
質

の
向

上
を
図
る

。
○
慢

性
呼

吸
器
疾

患
に
お

け
る

、
機
械

的
人

工
換
気

療
法

の
適

用
基
準
、

安
全

性
、
患

者
予

後
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ

、
医

療
経
済

効
果
に

関
す

る
観
察

研
究
（

Ｊ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
Ｐ
Ｖ

研
究

）
：

６
４
病

院
１
８

８
例

追
跡
調

査
終

了
○
「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
に
基

づ
く
胃

潰
瘍

診
療
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン

」
の

妥
当

性
に
関
す

る
臨

床
的
検

討
―
ア

ウ
ト
カ

ム
研

究
を
中

心
と
し

て
―

（
Ｅ
Ｇ

Ｇ
Ｕ
研

究
）
：

６
９
病
院

９
４
２

例
調
査

終
了

○
ス

テ
ロ

イ
ド
療

法
の
安

全
性

の
確
立

に
関

す
る
研

究
（

Ｎ
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｃ

研
究

）
：

５
７
病
院

６
０
４

例
追
跡

調
査

終
了

○
急

性
腸

間
膜
虚

血
症
の

疫
学

調
査
（

Ｅ
Ｒ

Ａ
Ｍ
Ｉ

－
Ｊ

研
究

）
：

５
０
病
院

１
１
５

例
調
査

終
了

(
3
)
平
成

１
８

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
６
課

題
の

進
捗
状

況
○
糖

尿
病

性
腎
症

発
症
阻

止
の

た
め
の

家
庭

血
圧
管

理
指

針
の

確
立
（
Ｈ

Ｂ
Ｐ

－
Ｄ
Ｎ

研
究

）
：

５
０
病
院

３
１
０

例
追
跡

調
査

中
○
重

症
褥

瘡
（
Ⅲ

度
以
上

）
に

対
す
る

局
所

治
療
・

ケ
ア

の
適

切
性
に
関

す
る

研
究
－

ポ
ケ

ッ
ト

切
開
・

洗
浄

消
毒
処

置
を
中

心
に

－
（

Ａ
Ｓ

Ｐ
Ｕ
研

究
）
：

６
６
病
院

３
８
９

例
調
査

終
了

○
気

管
支

鏡
検
査

の
感
染

症
合

併
と
抗

菌
薬

投
与
に

関
す

る
多

施
設
調
査

研
究

（
Ｊ
－

Ｂ
Ｒ

Ｏ
Ｎ

Ｃ
Ｈ
Ｏ

研
究

）
：

６
０
病
院

５
，
２

１
６
例

調
査

終
了

○
胃

静
脈

瘤
に
対

す
る
治

療
方

針
の
確

立
に

関
す
る

研
究

（
Ｒ

Ｉ
Ｆ
Ｔ
－

Ｇ
Ｖ

研
究
）

：
４

０
病
院

２
３
５

例
調
査

終
了

○
冠

動
脈

疾
患
治

療
に
お

け
る

イ
ン
タ

ー
ベ

ン
シ
ョ

ン
療

法
の

妥
当
性
に

つ
い

て
の
検

討
（

Ａ
Ｖ

Ｉ
Ｔ
－

Ｊ
研

究
）

：
４

２
病
院

２
，
７

９
８
例

追
跡

調
査
中

○
人

工
呼

吸
器
装

着
患
者

の
体

位
変
換

手
技

と
気
管

チ
ュ

ー
ブ

逸
脱
事
故

に
関

す
る
研

究
（

Ｖ
Ｅ

Ｎ
Ｔ
Ｉ

Ｌ
研

究
）

：
９

７
病
院

１
，
９

９
９
例

調
査

終
了
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

(
4
)
平
成

１
９

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
３
課

題
の

進
捗
状

況
○
心

房
細

動
に
よ

る
心
原

性
脳

塞
栓
予

防
に

お
け
る

抗
血

栓
療

法
－
標
準

的
医

療
の
確

立
に

向
け

て
ー
(
Ｎ

Ｈ
Ｏ

Ａ
Ｆ
研

究
)

：
４

１
病
院

１
，
８

７
１
例

追
跡

調
査
中

○
人

工
関

節
置
換

術
後
の

静
脈

血
栓
塞

栓
症

の
実
態

と
予

防
に

関
す
る
臨

床
研

究
(
Ｊ

－
Ｐ
Ｓ

Ｖ
Ｔ

研
究
)

：
３

９
病
院

２
，
２

１
１
追

跡
調

査
中

○
無

症
候

性
微
小

脳
出
血

ｍ
ｉ

ｃ
ｒ
ｏ

ｂ
ｌ

ｅ
ｅ
ｄ

ｓ
に

関
す

る
大
規
模

前
向

き
調
査

－
発

生
率

や
発
生

因
子

の
把
握

お
よ
び

症
候

性
脳
出

血
に
対

す
る
リ

ス
ク
評

価
－

(
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｓ
研

究
)

：
４

３
病
院

１
，
２

１
８
例

追
跡

調
査
中

(
5
)
平
成

２
０

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
２
課

題
の

進
捗
状

況
○
既

治
療

進
行
非

小
細
胞

肺
癌

に
対
す

る
エ

ル
ロ
チ

ニ
ブ

と
ド

セ
タ
キ
セ

ル
の

無
作
為

比
較

第
Ⅲ

相
試
験

（
Ｄ

Ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
研
究

）
：

５
１
病
院

１
７
８

例
登
録

中
○
糖

尿
病

腎
症
進

展
阻
止

の
た

め
の
抗

血
小

板
薬
の

効
果

の
検

討
（
Ａ
Ｔ

Ｐ
－

Ｄ
Ｎ
研

究
）

：
１

５
病
院

医
師
主

導
治
験

と
し

て
症
例

登
録

準
備

中

(
6
)
平
成

２
１

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
３
課

題
の

進
捗
状

況
倫
理

審
査

委
員
会

を
経
て

、
３

課
題
と

も
症

例
登
録

を
開

始
し

、
順
調
に

症
例

登
録
が

進
捗

し
て

い
る
。

○
眼

手
術

周
術
期

の
抗
凝

固
薬

、
抗
血

小
板

薬
休
薬

に
よ

る
眼

合
併
症
、

全
身

合
併
症

に
関

す
る

研
究
（

Ｍ
Ａ

Ｃ
－
Ｏ

Ｓ
研
究

）
：

１
４
病
院

６
４
７

例
登
録

中
○
医

療
・

介
護
を

要
す
る

在
宅

患
者
の

転
倒

に
関
す

る
多

施
設

共
同
前
向

き
研

究
（
Ｊ

－
Ｆ

Ａ
Ｌ

Ｌ
Ｓ
研

究
）

：
４

３
病
院

８
２
６

例
登
録

中
○
国

立
病

院
機
構

に
お
け

る
Ｃ

ｌ
ｏ
ｓ

ｔ
ｒ

ｉ
ｄ
ｉ

ｕ
ｍ

ｄ
ｉ

ｆ
ｆ
ｉ
ｃ

ｉ
ｌ

ｅ
関
連

下
痢

症
の

発
生
状

況
と

発
生
予

防
に
関

す
る

研
究

（
Ｃ

Ｄ
－

Ｎ
Ｈ
Ｏ

研
究

）
：

４
７
病

院
３
４

３
例
登

録
中

(
7)

平
成

２
２

年
度
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
研

究
２
課

題
の

公
募
採

択
と

研
究

計
画
の
確

定
外
部

の
臨

床
研
究

学
識
者

か
ら

な
る
臨

床
研

究
推
進

委
員

会
に

よ
っ
て

、
多
数

応
募
の

あ
っ
た

中
か

ら
５
課

題
を

一
次

候
補
と

し
て

選
定
し

、
各
課
題

の
研

究
責
任

者
に
つ

い
て

、
研
究

組
織

の
作
成

及
び

研
究

計
画
書
の

作
成

支
援
を

本
部

が
直

接
行
っ

て
、

詳
細
な

研
究
計

画
書

を
完
成

さ
せ
た

上
、

二
次
審

査
と
し

て
臨

床
研
究

推
進

委
員
会

に
プ

レ
ゼ

ン
テ
ー
シ

ョ
ン

を
行
い

、
最

終
的

に
２
課

題
が

採
択
さ

れ
た
。

○
２

型
糖

尿
病
を

併
せ
持

つ
高

血
圧
症

患
者

に
お
け

る
メ

ト
ホ

ル
ミ
ン
の

心
機

能
・
心

肥
大

に
対

す
る
効

果
の

検
討

（
Ａ

Ｂ
Ｌ

Ｅ
－
Ｍ

Ｅ
Ｔ
研

究
）

○
観

血
的

医
療
処

置
時
の

抗
血

栓
薬
の

適
切

な
管
理

に
関

す
る

研
究
（
Ｍ

Ａ
Ｒ

Ｋ
研
究

）

２
．

我
が

国
の

政
策

決
定

に
寄

与
す

る
大

規
模

臨
床

研
究

の
実

施
に

つ
い

て
新

型
イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
Ａ
（
Ｈ

１
Ｎ

１
）

ワ
ク
チ

ン
に

関
し
て

、
平

成
２
１
年

度
に

厚
生

労
働
省

の
要

請
を
受

け
て
以

下
の

臨
床
研

究
を

迅
速

に
実
施
し

、
質

の
高
い

デ
ー
タ

を
と

り
ま
と

め
接

種
回
数

な
ど

ワ
ク

チ
ン
接
種

に
係

る
国
の

方
針

決
定

の
判
断

に
根

拠
を
与

え
た
ほ

か
、

ワ
ク
チ

ン
に

係
る

有
効

性
・

安
全

性
の

情
報

収
集

に
お

い
て

重
要

な
役

割
を

果
た

し
た

。
平

成
２

２
年

度
に

お
い

て
は

、
「

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
Ａ

（
Ｈ
１

Ｎ
１

）
に
対
す

る
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ

Ｈ
Ａ

ワ
ク
チ

ン
の

免
疫

原
性
に
関

す
る

臨
床
試

験
」
及
び
「
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
Ａ
（

Ｈ
１

Ｎ
１
）

な
ら
び
に

季
節

性
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

Ｈ
Ａ
ワ

ク
チ

ン
の
免

疫
原

性
に

関
す
る
小

児
臨

床
試
験

」
の

終
了

報
告
書

を
作

成
し
た

ほ
か
、

後
者

に
つ
い

て
は
独
立

行
政

法
人
医

薬
品
医

療
機

器
総
合

機
構

に
よ
る

Ｇ
Ｃ

Ｐ
適

合
性
調
査

を
経

て
、
国

内
承

認
用

量
を
Ｗ

Ｈ
Ｏ

推
奨
用

量
に
変

更
す

る
た
め

の
承
認
申

請
に

至
っ
て

い
る
。

前
者

の
治
験

調
整

医
師
を

務
め

た
こ

と
な
ど
が

評
価

さ
れ
、

三
重

病
院

院
長
の

庵
原

俊
昭
が

人
事
院

総
裁

賞
を
受

賞
し
た
。

○
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
Ａ

（
Ｈ

１
Ｎ
１

）
に

対
す
る

イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ
Ｈ

Ａ
ワ

ク
チ
ン

の
免

疫
原

性
に
関

す
る

臨
床
試

験
：

４
病

院
対
象
被

験
者

：
２
０

０
名

接
種

期
間

：
平

成
２
１
年

９
月

～
１
０

月
○
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
Ａ

（
Ｈ

１
Ｎ
１

）
に

対
す
る

イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ
Ｈ

Ａ
ワ

ク
チ
ン

の
安

全
性

の
研
究

：
６
７

病
院

対
象

被
験

者
：
２

２
，

１
１
２

名
接
種

期
間
：
平

成
２

１
年
１

０
月

○
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
Ａ

（
Ｈ

１
Ｎ
１

）
な

ら
び
に

季
節

性
イ

ン
フ
ル
エ

ン
ザ

Ｈ
Ａ
ワ

ク
チ

ン
の

免
疫
原

性
に

関
す
る

小
児
臨

床
試

験
：

８
病

院
対
象
被

験
者

：
３
６

０
名

接
種

期
間

：
平

成
２
１
年

１
０

月
～
１

２
月

○
新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
Ａ

（
Ｈ

１
Ｎ
１

）
に

対
す
る

イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ
Ｈ

Ａ
ワ

ク
チ
ン

の
免

疫
原

性
の
持

続
な

ら
び
に

発
症
予

防
に

関
す
る

検
討

：
５
病

院
対
象

被
験
者

：
４

０
０
名

接
種
期

間
：
平
成

２
２

年
１
月

～
３

月
○
輸
入

ワ
ク

チ
ン
の

有
効
性

に
関

す
る
製

造
販

売
後
調

査
：

１
８

病
院

対
象

被
験

者
：
６

４
４

名
接

種
期

間
：

平
成
２
２

年
２

月
～
３

月

ま
た
、
平

成
２

２
年

度
に
お
い

て
も

、
厚
生

労
働

省
の

要
請
を

受
け

て
「
沈
降

イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ

ワ
ク

チ
ン
Ｈ

５
Ｎ
１

新
規

株
に
よ

る
免

疫
原

性
・

交
叉

免
疫

性
を

含
め

た
追

加
接

種
効

果
に

関
す

る
研

究
」
（

２
課

題
、

対
象

被
験

者
計

５
６

１
名

）
を

迅
速

に
実

施
し

、
国

の
新

型
イ

ン
フ

ル
エ
ン
ザ

（
Ｈ

５
Ｎ
１

）
ワ
ク

チ
ン

の
備
蓄

方
針

決
定
に

不
可

欠
な

情
報
収
集

を
行

っ
た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

３
．

学
会

発
表

等
に

よ
る

研
究

成
果

の
情

報
発

信
研
究
に

よ
り

得
ら
れ

た
成
果

に
つ

い
て
、

学
会

発
表
な

ど
に

よ
り

以
下
の
と

お
り

情
報
発

信
を

行
っ

た
。
例

え
ば

、
Ｅ
Ｂ

Ｍ
推
進

研
究

で
は
、

「
慢
性

呼
吸

器
疾
患

に
お

け
る
、
機

械
的
人

工
換

気
療
法

の
適

用
基
準

、
安
全

性
、
患
者
予

後
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ

、
医
療

経
済
効

果
に

関
す
る

観
察

研
究
」

に
つ
い
て

、
Ａ

ｍ
ｅ
ｒ

ｉ
ｃ
ａ

ｎ
Ｔ
ｈ
ｏ

ｒ
ａ

ｃ
ｉ
ｃ

Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ
ｎ

ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ

ａ
ｌ

Ｃ
ｏ

ｎ
ｆ
ｅ

ｒ
ｅ

ｎ
ｃ
ｅ

で
、
「

気
管

支
鏡

検
査

の
感

染
症

合
併

と
抗

菌
薬

投
与

に
関

す
る

多
施

設
調

査
研

究
」

に
つ

い
て

、
第

３
３

回
日

本
呼

吸
器

内
視

鏡
学

会
学

術
集

会
で
成
果

の
発

表
を
行

っ
て
い

る
。

○
情
報

発
信

件
数

平
成
２
１

年
度

平
成

２
２
年
度

英
文
原

著
論
文

数
延

べ
１
，
３

８
８

本
→

延
べ

１
，
６
４

３
本

（
暫
定

）
和

文
原

著
論
文

数
延

べ
１
，
５

４
５

本
→

延
べ

１
，
６
０

８
本

（
暫
定

）
国

際
学

会
発
表

延
べ

７
８
９

回
→

延
べ

８
６

５
回

（
暫
定

）
国

内
学

会
発
表

延
べ
１

４
，
０

５
７

回
→

延
べ
１

６
，
３
０

８
回

（
暫
定

）

４
．

国
立

病
院

総
合

医
学

会
の

開
催

国
立
病

院
機

構
主
催

の
国
立

病
院

総
合
医

学
会

を
、
長

崎
医

療
セ

ン
タ
ー
を

学
会

長
施
設

、
福

岡
東

医
療
セ

ン
タ

ー
を
副

学
会
長

施
設

と
し
て

、
福

岡
国

際
会

議
場

等
に

お
い

て
、
「

医
療

の
格

差
を

な
く

す
～

国
立

病
院

機
構

の
役

割
～

」
を

テ
ー

マ
に

掲
げ

平
成

２
２

年
１

１
月

２
６

日
・

２
７
日
に

開
催

し
た
。

国
立
病

院
総

合
医
学

会
を

通
じ
て

、
国

立
病

院
機
構
の

職
員

等
に
対

し
、

学
術

研
究
の

成
果

を
発
表

す
る
機

会
を

与
え
、

職
員
の
自

発
的

な
研
究

の
取
組

み
を

奨
励
し

、
職

員
が
行

う
研

究
レ

ベ
ル
の
向

上
を

図
り
、

ま
た

、
研

究
者
の

み
な

ら
ず
参

加
す
る

国
立

病
院
機

構
職
員
の

活
性

化
を
目

指
し
て

い
る

。
平
成
２

２
年

度
も
、

本
部
職

員
も

様
々
な

場
面

で
積
極

的
に

参
加

し
、
Ｑ
Ｃ

活
動

奨
励
表

彰
と

し
て

、
病
院

運
営

の
あ
ら

ゆ
る
課

題
に

つ
い
て

様
々
な
創

意
工

夫
を
凝

ら
し
、

業
務

改
善
等

に
積

極
的
に

取
り

組
ん

だ
職
員
の

表
彰

を
行
う

等
、

国
立

病
院
総

合
医

学
会
の

質
の
向

上
を

図
っ
た

結
果
、
参

加
者

６
，
１

６
１
名

を
集

め
る
盛

大
な

学
会
と

な
っ

た
。

○
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
・

パ
ネ
ル

デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
・
・

・
・

・
２

６
題

○
ポ
ス

タ
ー

セ
ッ
シ

ョ
ン
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

１
，

４
９

６
題

○
特
別

講
演

・
・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
２

講
演

・
味

酒
安
則
（

太
宰
府

天
満

宮
禰

宜
（

神
宮
）
、
同

総
務

統
括
長

）
『

天
神

信
仰
と

太
宰

府
天

満
宮
』

・
Ｅ

ｋ
ｌ

ｕ
ｎ
ｄ

源
稚
子

（
バ
ン

ダ
ビ

ル
ト
大

学
看

護
学

部
大
学
院

新
生

児
Ｎ
Ｐ

専
門

課
ク

リ
ニ
カ

ル
イ

ン
ス
ト

ラ
ク
タ

ー
）

『
日
本

の
医
療

界
を

リ
ー

ド
す
る

国
立
病

院
機

構
、
優

れ
た

チ
ー
ム

医
療

体
制
を

構
築
す

る
リ

ー
ダ
ー

へ
の

提
言
』

○
市
民

公
開

講
座
・

・
・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
１

講
座

・
中

村
哲
（
ペ

シ
ャ
ワ

ー
ル

会
現

地
代

表
）

『
氷
河

の
流
れ

の
よ

う
に

～
ア

フ
ガ
ニ

ス
タ

ン
で
の

医
療

支
援
～

』

５
．

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
の

活
動

国
立
病
院

機
構

に
お

け
る
多
施

設
共

同
研

究
事
業

を
支

援
・
推

進
す

る
た
め
、

本
部

内
に

設
置
し

た
「

デ
ー
タ

セ
ン
タ

ー
」

に
お
い

て
、

臨
床

検
査
技
師

９
名

の
デ
ー

タ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
に

よ
り

、
臨
床

研
究

の
支

援
を
行
っ

た
。

臨
床
研
究

の
支

援
活

動
と
し
て

、
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進
研

究
事

業
の
平

成
１

８
年
度
か

ら
平

成
２

１
年
度

に
採

択
さ
れ

た
課
題

並
び

に
「
沈

降
イ

ン
フ

ル
エ
ン
ザ

ワ
ク

チ
ン
Ｈ

５
Ｎ
１

新
規

株
に
よ

る
免

疫
原
性

・
交

叉
免

疫
性
を
含

め
た

追
加
接

種
効

果
に

関
す
る

研
究

」
や
２

型
糖
尿

病
患

者
に
対

し
、

新
し

い
作

用
機

序
の

糖
尿

病
治

療
薬

で
あ

る
シ

タ
グ

リ
プ

チ
ン

に
よ

る
プ

ロ
イ

ン
ス

リ
ン

／
イ

ン
ス

リ
ン

比
を

指
標

と
し

た
検

討
を

行
う

「
Ｄ
Ｐ
Ｐ

－
４

阻
害
薬

に
よ
る

膵
β

細
胞
保

護
効

果
の
検

討
」

な
ど

の
研
究
に

つ
い

て
は
、

ウ
ェ

ブ
ベ

ー
ス
の

症
例

登
録
シ

ス
テ
ム

の
入

力
画
面

の
設
計
支

援
、

デ
ー
タ

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
な
ど

を
通

じ
て
臨

床
研

究
の

支
援
を
行

う
こ

と
に
よ

り
順

調
に

登
録
が

進
捗

し
て
い

る
。

６
．

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

配
信

（
再

掲
）

最
新
の
医

学
知

見
を

も
と
に
、

根
拠

に
基

づ
い
た

医
療

サ
ー
ビ

ス
を

患
者
に
提

供
す

る
こ

と
を
目

的
と

し
て
、

平
成
１

８
年

７
月
か

ら
国

立
病

院
機
構
の

す
べ

て
の
病

院
で
国

立
病

院
機
構

職
員

が
イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経
由
で

配
信

さ
れ
る

医
学

文
献

を
閲
覧

、
全

文
ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド
す

る
こ
と

が
で
き
る

よ
う

、
本
部

に
お
い

て
電

子
ジ
ャ

ー
ナ

ル
配
信

サ
ー

ビ
ス

の
一
括
契

約
を

行
っ
た

。
平

成
１

８
年
度

に
お

い
て
は

、
Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ
ｔ

端
末
で
の

み
の

利
用
に

限
ら
れ

て
い

た
が
、

平
成

１
９
年

６
月

よ
り

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
サ
ー

バ
ー

を
経

由
し
て

、
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ
ｔ

外
か

ら
の
利

用
も

可
能

と
し

た
。

ま
た

、
平

成
２

１
年

度
に

お
い

て
は

、
契

約
の

更
新

に
当

た
り

、
閲

覧
可

能
な

雑
誌

数
を

９
４

２
か

ら
１

，
４

６
５

と
１

．
５
倍

に
し

た
。

平
成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド
さ

れ
た

医
学
文

献
は

１
１
，
６

２
７

文
献

と
減
少

し
た

の
で
、

こ
れ
ま

で
も

会
議
に

お
い

て
電

子
ジ
ャ
ー

ナ
ル

配
信
サ

ー
ビ
ス

の
周

知
を
行

っ
て

い
た
と

こ
ろ

で
あ

る
が
、
平

成
２

３
年
２

月
か

ら
は

毎
月
新

た
に

電
子
メ

ー
ル
に

よ
り

職
員
へ

の
周
知
を

行
う

こ
と
と

し
た
と

こ
ろ

で
あ
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

②
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
②

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
②

政
策
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
た
臨
床
研
究
の
推
進

た
臨

床
研

究
の

推
進

活
か

し
た
臨

床
研
究

の
推

進
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
、

臨
床

研
究

部
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
、

臨
床

１
．

我
が

国
の

医
療

に
貢

献
す

る
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
臨

床
研

究
組

織
の

再
構

築
を

中
心

に
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
推

進
の

た
め

の
臨

研
究

部
を

中
心

に
、

社
会

的
ニ

実
施
症
例

数
や

プ
ロ

ト
コ
ー
ル

作
成

業
務

、
競
争
的

外
部

資
金
の

獲
得

額
な
ど

の
評

価
項

目
か
ら
な

る
臨

床
研

究
組
織

の
活

動
評
価

を
実

施
し
、

床
研

究
を

推
進

す
る

。
ー

ズ
、

研
究

力
に

応
じ

た
柔

軟
こ

の
評
価

に
よ

り
各
臨

床
研
究

組
織

の
活
動

実
績

を
点
数

化
し

て
、

こ
れ
ま
で

、
活

動
の
実

績
に

応
じ

た
研
究

費
の

配
分
や

臨
床
研

究
組

織
の
再

ま
た

、
臨

床
研

究
に

精
通

し
た

人
材

な
研

究
体

制
を

活
か

し
て

、
よ

構
築
、
研

究
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
グ

ル
ー

プ
構
築

の
指

標
と
し

て
活

用
し

て
き
た
と

こ
ろ

で
あ
る

。
の

育
成

を
図

る
と

と
も

に
、

臨
床

研
究

り
我

が
国

の
医

療
に

貢
献

す
る

平
成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

平
成

１
９
年

度
か

ら
平

成
２
１

年
度

の
活
動
評

価
に

基
づ

き
、
平

成
２

３
年
度

か
ら
の

臨
床

研
究
組

織
の

再
構

組
織

の
評

価
制

度
を

充
実

し
、

医
療

必
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
ネ

ッ
築

を
決
定

し
た

。
こ
れ

に
よ
り

、
臨

床
研
究

組
織

の
数
が

大
幅

に
増

加
し
、
臨

床
研

究
基
盤

が
整

備
さ

れ
る
こ

と
と

な
り
、

こ
れ
ま

で
以

上
に
我

要
度

、
研

究
力

に
応

じ
た

柔
軟

な
研

究
ト

ワ
ー

ク
研

究
事

業
を

推
進

す
が

国
の
医

療
の

質
の
向

上
に
貢

献
す

る
エ
ビ

デ
ン

ス
の
創

出
を

目
指

す
こ
と
が

可
能

と
な
っ

た
。

体
制

を
構

築
す

る
。

る
。

こ
れ
ら
の

結
果

と
し

て
、
活
発

に
臨

床
研
究

が
実

施
さ

れ
て
お

り
、

例
え
ば
、

平
成

２
２

年
度
に

お
い

て
は
英

文
原
著

論
文

数
は
１

，
６

４
３

本
（
暫
定

）
、
こ

れ
ら
の

論
文

の
イ

ン
パ
ク

ト
フ
ァ

ク
タ

ー
の
合

計
は

４
，
６

７
６

（
暫
定

）
と
な

っ
て

い
る
。

○
臨
床

研
究

組
織
の

数
平

成
２
２

年
度

平
成

２
３

年
度

臨
床
研

究
セ
ン

タ
ー

１
０

病
院

→
１
２

病
院

臨
床
研

究
部

６
２

病
院

→
７
２

病
院

○
臨
床

研
究

活
動
実

績
平

成
２

２
年
度

８
０

，
９

５
０
ポ

イ
ン

ト
（
暫

定
）
（

平
成

２
１
年

度
７
５
，

５
２
６

ポ
イ

ン
ト
）

＊
ポ

イ
ン

ト
は

、
活

動
実

績
を

点
数

化
し

た
も

の
で

各
評

価
項

目
ご

と
に

設
定

し
て

い
る

(
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

研
究

１
例

０
．

２
５

ポ
イ

ン
ト

な
ど
)
。

２
．

臨
床

研
究

に
精

通
し

た
人

材
の

育
成

（
一

部
再

掲
）

良
質
な
医

療
サ

ー
ビ

ス
提
供
の

た
め

の
エ
ビ

デ
ン

ス
を

創
出
す

る
臨

床
研
究
を

デ
ザ

イ
ン

し
、
適

切
に

研
究
事

業
を
運

営
す

る
た
め

の
人

材
を

育
成
す
る

た
め

、
２
日

間
、
参

加
者

３
１
名

の
「

臨
床
研

究
の

デ
ザ

イ
ン
と
進

め
方

に
関
す

る
研

修
」

を
実
施

し
、

競
争
的

研
究
費

の
獲

得
額
が

増
加
し
た

。
ま

た
、
倫

理
的

問
題

に
つ
い
て

医
療

従
事
者

へ
助

言
す

る
こ
と

の
で

き
る
体
制

の
基

礎
と

な
る
人

材
を

養
成
す

る
た
め

、
治

験
審
査

委
員

・
臨

床
研
究
倫

理
審

査
委
員

を
対
象

と
し

、
参
加

者
総

数
６
１

名
の

研
修

会
を
実
施

し
た

。

３
．

国
の

政
策

や
国

立
病

院
機

構
の

方
針

の
決

定
に

寄
与

す
る

指
定

研
究

事
業

の
推

進
平

成
１
８

年
度

か
ら

新
た
に
開

始
し

た
指
定

研
究

事
業

に
つ
い

て
は

、
国
立
病

院
機

構
が

緊
急
に

取
り

組
む
べ

き
重
要

な
テ

ー
マ
に

焦
点

を
当

て
、
１
課

題
あ

た
り
数

十
以
上

の
多

施
設
で

調
査

・
研
究

を
行

っ
て

い
る
。
平

成
１

８
年
度

か
ら

平
成

２
１
年

度
に

行
っ
た

１
６
の

指
定

研
究
課

題
の
結
果

に
つ

い
て
は

、
そ
れ

ぞ
れ

臨
床
評

価
指

標
の
全

病
院

を
対

象
と
し
た

測
定

と
公
開

や
、

転
倒

・
転
落

事
故

防
止
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

等
、
当

機
構
の
方

針
の

決
定
に

大
き
く

寄
与

し
た
。

ま
た
、
平

成
２

１
年

度
に
お
い

て
は

、
例
え

ば
、

新
型

イ
ン
フ

ル
エ

ン
ザ
Ａ
（

Ｈ
１

Ｎ
１

）
ワ
ク

チ
ン

に
関
し

て
、
厚

生
労

働
省
の

要
請

を
受

け
て

「
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

Ａ
（

Ｈ
１

Ｎ
１

）
に

対
す

る
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

Ｈ
Ａ

ワ
ク

チ
ン

の
免

疫
原

性
に

関
す

る
臨

床
試

験
」
（

対
象

被
験

者
２
０
０

名
）

を
迅
速

に
実
施

し
、

接
種
回

数
決

定
の
判

断
に

根
拠

を
与
え
た

ほ
か

、
接
種

直
後

の
安

全
性
に

関
す

る
「
新

型
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ

Ａ
（

Ｈ
１

Ｎ
１

）
に

対
す

る
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

Ｈ
Ａ

ワ
ク

チ
ン

の
安

全
性

の
研

究
」
（

対
象

被
験

者
２

２
，

１
１

２
名

）
を

迅
速

に
実

施
し

、
ワ

ク
チ
ン
に

係
る

有
効
性

・
安
全

性
の

情
報
収

集
に

お
い
て

重
要

な
役

割
を
果
た

し
た

。
平

成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

国
立

病
院
機

構
に

お
い

て
医
師

主
導

治
験
を
推

進
す

る
た

め
に
不

可
欠

な
体
制

整
備
を

行
い

、
高
齢

化
に

伴
い

患
者
数
が

増
加

し
て
い

る
パ
ー

キ
ン

ソ
ン
病

の
治

療
中
に

見
ら

れ
る

精
神
症
状

（
幻

覚
、
せ

ん
妄

な
ど

）
の
抑

制
に

ド
ネ
ペ

ジ
ル
塩

酸
塩

が
有
用

か
ど
う
か

を
検

証
す
る

「
パ
ー

キ
ン

ソ
ン
病

に
合

併
す
る

精
神

症
状

に
対
す
る

ド
ネ

ペ
ジ
ル

塩
酸

塩
の

有
用
性

に
関

す
る
多

施
設
共

同
プ

ラ
セ
ボ

対
照
二
重

盲
検

比
較
試

験
」
を

開
始

し
た
。

○
平
成

２
２

年
度
指

定
研
究

課
題

・
パ

ー
キ

ン
ソ
ン

病
に
合

併
す

る
精
神

症
状

に
対
す

る
ド

ネ
ペ

ジ
ル
塩
酸

塩
の

有
用
性

に
関

す
る

多
施
設

共
同

プ
ラ
セ

ボ
対
照

二
重

盲
検
比

較
試
験

（
研
究

責
任
者

：
澤

田
秀
幸

分
担
施
設

８
病

院
）

・
広

域
災

害
時
に

お
け
る

国
立

病
院
機

構
と

し
て
の

急
性

期
対

応
に
関
す

る
研

究
（
研

究
責

任
者

：
小
井

土
雄

一
）

・
国

立
病

院
機
構

に
お
け

る
医

師
定
着

に
対

す
る
取

り
組

み
に

関
す
る
研

究
（

研
究
責

任
者

：
高

橋
俊
毅

分
担
施
設

１
３
施

設
）

・
患

者
の

特
性
に

応
じ
た

転
倒

・
転
落

要
因

の
同
定

に
基

づ
く

ア
セ
ス
メ

ン
ト

シ
ー
ト

の
改

良
（

研
究

責
任
者

：
丸
山

和
子

分
担

施
設

７
病
院

）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

E
B
M

推
進

の
た

め
の

診
療

情
報

分
析

（
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
取

組
）

平
成
２
１

年
度

に
診

療
情
報
分

析
ワ

ー
キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を
立

ち
上

げ
、
国
立

病
院

機
構

総
合
研

究
セ

ン
タ
ー

開
設
に

向
け

た
診
療

情
報

分
析

部
門
に
お

け
る

診
療
デ

ー
タ
収

集
に

か
か
る

シ
ス

テ
ム
の

設
計

、
整

備
等
設
立

準
備

の
た
め

の
検

討
会

を
開
催

し
シ

ス
テ
ム

の
構
築

方
針

を
定
め

た
。 平

成
２
２

年
４

月
に

は
検
討
会

の
結

論
を
基

に
、

国
立

病
院
機

構
総

合
研
究
セ

ン
タ

ー
診

療
情
報

分
析

部
を
設

置
し
、

各
病

院
の
レ

セ
プ

ト
デ

ー
タ

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

調
査

用
デ

ー
タ

等
診

療
情

報
に

つ
い

て
収

集
・

分
析

を
行

う
た

め
の

シ
ス

テ
ム

「
診

療
情

報
デ

ー
タ

バ
ン

ク
（

Ｍ
Ｉ

Ａ
）
」

を
平

成
２
２
年

１
０

月
に
構

築
し
、

１
４

４
病
院

か
ら

の
デ
ー

タ
収

集
を

開
始
し
た

。
平

成
２
２

年
度

の
事

業
に
つ
い

て
は

、
臨

床
評
価

指
標

に
関
し

て
は

平
成
２
１

年
度

に
各

領
域
の

作
業

委
員
会

か
ら
候

補
と

し
て
あ

げ
ら

れ
た

臨
床
評
価

指
標

に
つ
い

て
、
①

臨
床

評
価
指

標
と

し
て
の

適
切

性
、

②
Ｄ
Ｐ
Ｃ

や
レ

セ
プ
ト

デ
ー

タ
か

ら
の
抽

出
可

能
性
等

の
視
点

に
基

づ
い
て

見
直
し
、

各
作

業
班
メ

ン
バ
ー

と
も

検
討
し

、
臨

床
評
価

指
標

の
定

義
お
よ
び

適
用

基
準
・

除
外

基
準

の
精
緻

化
を

図
っ
た

。
ま

た
、
厚

生
労

働
省

の
新
規
事

業
で

あ
る

「
医
療

の
質

の
評
価

・
公

表
等
推
進

事
業

」
に

お
い
て

、
当

機
構
の

事
業
計

画
が

採
択
さ

れ
た

。
病

院
間
で
良

質
で

ば
ら
つ

き
の
少

な
い

、
医
療

の
均

て
ん
化

を
目

指
し

、
プ
ロ
セ

ス
指

標
、
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標
か

ら
な

る
１
７

指
標
を

作
成

し
た
。

指
標
の
計

測
に

あ
た
っ

て
は
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
対
象

４
５

病
院
に

つ
い

て
、

病
院
の
集

計
作

業
な
し

に
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ
ー

タ
よ

り
、
診

療
情
報

デ
ー

タ
バ
ン

ク
を
用
い

て
収

集
・
分

析
し
た

。
算

出
結
果

の
報

告
書
に

つ
い

て
は

、
病
院
ご

と
の

数
値
（

原
則

病
院

名
は
公

開
）

を
載
せ

、
計
測

マ
ニ

ュ
ア
ル

も
併
せ
て

平
成

２
３
年

４
月
に

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に

お
い
て

公
表

し
た

。
計
測
マ

ニ
ュ

ア
ル
に

よ
り

、
他

の
医
療

機
関

で
も
Ｄ

Ｐ
Ｃ
デ

ー
タ

セ
ッ
ト

を
用
い
て

本
指

標
の
算

出
、
評

価
が

可
能
と

な
る

他
、
病

院
ご

と
の

数
値
の
公

表
に

よ
り
、

医
療

を
病

院
横
断

的
に

可
視
化

し
診
療

や
ケ

ア
の
透

明
性
の
確

保
に

つ
な
が

る
こ
と

か
ら

、
我
が

国
の

医
療
の

質
の

向
上

に
貢
献
し

た
。

更
に
、
診

療
情

報
分

析
部
の
研

究
と

し
て

、
診
療

情
報

デ
ー
タ

バ
ン

ク
か
ら
Ｄ

Ｐ
Ｃ

・
レ

セ
プ
ト

デ
ー

タ
を
用

い
た
診

療
機

能
分
析

に
取

り
組

ん
だ
。
平

成
２

１
年
度

の
Ｄ
Ｐ

Ｃ
調

査
デ
ー

タ
（

対
象
４

１
病

院
）

を
基
に
、

①
病
院
全

体
の

特
徴

を
把
握
す

る
た

め
の

、
患
者

数
や

手
術
件

数
な

ど
の
診
療

実
績

に
関

す
る
分

析
②

地
域
に

お
け

る
各

病
院
の
役

割
・

機
能

な
ど
を

可
視

化
す
る

Ｓ
Ｗ

Ｏ
Ｔ
分
析

、
周

辺
病

院
と
の

患
者

シ
ェ
ア

の
比
較

の
分

析
③
各
病

院
の

診
療
科

の
診
療

範
囲

に
他
の

病
院

を
仮
想

的
に

合
わ

せ
て
集
計

を
行

う
仮
想

診
療

科
分

析
（
診

療
情

報
分
析

部
に
お

い
て

新
た
に

開
発

し
た

手
法
）

④
診
療

プ
ロ

セ
ス
に

関
す
る

分
析

・
抗

菌
薬

の
適
正

使
用
に

関
す

る
分
析
（
乳
房

悪
性

腫
瘍
手

術
に

お
け
る

手
術

当
日
に

使
用
さ

れ
て

い
た
抗

菌
薬

の
種

類
別
の

割
合

の
分
析

）
・
血

液
製

剤
の
適

正
使
用

に
関

す
る
分

析
（

ア
ル
ブ

ミ
ン

／
濃

厚
赤
血
球

（
Ｍ

Ａ
Ｐ
）

比
の

分
析

）
・
後

発
医

薬
品
の

使
用
促

進
に

関
す
る

分
析

（
全
て

の
使

用
薬

剤
に
お
け

る
後

発
医
薬

品
比

率
の

分
析
）

等
な

ど
多
角

的
な

視
点
で

分
析
を

行
っ

た
。
研

究
結

果
に
つ

い
て

は
診

療
機
能
分

析
レ

ポ
ー
ト

を
作

成
し

、
病
院

へ
の

分
析
結

果
の
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
を
行
う

と
と

も
に
、

公
表
に

つ
い

て
は
平

成
２

３
年
度

に
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
に

お
い

て
公
表

す
る

こ
と

と
し
て

い
る

。

（
２

）
治

験
の

推
進

（
２

）
治

験
の
推

進
（
２

）
治
験
の
推
進

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

迅
速

で
質

の
高

い
治

験
を

実
て

多
病

院
間

の
共

同
治

験
を

推
進

し
、

施
す

る
た

め
、

本
部

に
よ

り
、

１
．

国
立

病
院

機
構

内
に

お
け

る
治

験
実

施
体

制
の

確
立

迅
速

で
質

の
高

い
治

験
を

実
施

す
る

。
治

験
実

施
病

院
の

実
態

を
詳

細
文

部
科
学

省
及

び
厚

生
労
働
省

が
平

成
１
９

年
３

月
に

策
定
し

た
「

新
た
な
治

験
活

性
化

５
ヵ
年

計
画

」
に
お

い
て
、

複
数

の
国
立

病
院

機
構

複
数

の
病

院
で

実
施

す
る

治
験

に
つ

に
把

握
し

、
進

捗
が

悪
い

又
は

病
院
の
実

績
が

評
価
さ

れ
、
本

部
が

中
核
病

院
の

１
０
病

院
の

う
ち

の
１
病
院

（
他

の
９
病

院
は

大
学

と
国
立

高
度

専
門
医

療
研
究

セ
ン

タ
ー
）

い
て

本
部

が
一

括
審

査
を

行
う

中
央

治
実

施
率

の
低

い
病

院
に

対
し

て
と

し
て
選

定
さ

れ
た
ほ

か
、
拠

点
医

療
機
関

と
し

て
３
５

病
院

の
う

ち
大
学
病

院
が

６
割
を

占
め

る
中

で
、
国

立
病

院
機
構

の
５
病

院
（

東
京
医

験
審

査
委

員
会

を
運

営
す

る
な

ど
治

験
は

指
導

・
支

援
を

実
施

す
る

と
療

セ
ン
タ

ー
、

名
古
屋

医
療
セ

ン
タ

ー
、
大

阪
医

療
セ
ン

タ
ー

、
四

国
が
ん
セ

ン
タ

ー
、
九

州
医

療
セ

ン
タ
ー

）
が

選
定
さ

れ
て
お

り
、

大
学
と

の
推

進
体

制
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

と
も

に
、

国
際

共
同

治
験

へ
の

並
ぶ
治
験

実
施

活
動
度

の
高
い

病
院

と
し
て

認
定

を
受
け

て
い

る
ほ

か
、
全
国

の
中

核
病
院

、
拠

点
医

療
機
関

等
に

よ
り
構

成
さ
れ

る
治

験
中
核

国
際

共
同

治
験

や
医

師
主

導
治

験
の

実
参

加
や

医
師

主
導

治
験

を
実

施
病

院
・
拠

点
医

療
機
関

等
協
議

会
の

会
長
を

国
立

病
院
機

構
理

事
長

が
務
め
効

率
的

か
つ
迅

速
に

治
験

・
臨
床

研
究

を
実
施

で
き
る

体
制

を
構
築

施
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。
す

る
た

め
の

体
制

の
整

備
を

進
す

る
こ
と

に
協

力
す
る

な
ど
、

治
験

・
臨
床

研
究

の
活
性

化
に

向
け

て
中
央
治

験
審

査
委
員

会
の

設
置

、
治
験

・
臨

床
研
究

を
支
援

す
る

ス
タ
ッ

治
験

実
施

症
例

数
に

つ
い

て
中

期
目

め
る

。
フ

の
確
保

、
ス

タ
ッ
フ

に
対
す

る
研

修
の
実

施
な

ど
で
先

導
的

な
役

割
を
果
た

し
て

い
る
。

標
の

期
間

中
に

平
成

２
０

年
度

に
比

し
ま

た
、

Ｃ
Ｒ

Ｂ
（

中
央

治
験

５
％

以
上

の
増

加
を

目
指

す
。

審
査

委
員

会
）

を
円

滑
に

実
施

(
1
)
本
部

し
、

治
験

実
施

期
間

の
短

縮
を

平
成
２

０
年

２
月

２
９
日
付

Ｇ
Ｃ

Ｐ
省
令

の
改

正
通

知
に
よ

り
、

国
立
病
院

機
構

傘
下

の
医
療

機
関

に
お
け

る
治
験

の
一

括
審
査

が
可

能
と

図
り

、
治

験
実

施
症

例
数

の
増

な
っ
た
こ

と
か

ら
、

治
験
審
査

の
効

率
化
、

迅
速

化
を

図
る
中

央
治

験
審
査
委

員
会

(
Ｎ

Ｈ
Ｏ
－
Ｃ

Ｒ
Ｂ

)
を
本

部
に
設

置
し

た
。
Ｎ

Ｈ
Ｏ

－
Ｃ

加
を

目
指
す

。
Ｒ

Ｂ
に
つ

い
て

は
、

平
成
２
０

年
１

１
月
よ

り
毎

月
１

回
定
期

的
に

開
催
し
、

平
成

２
３

年
３
月

ま
で

に
５
９

課
題
に

つ
い

て
新
規

・
継

続
の

審
議
を
実

施
し

た
。

Ｎ
Ｈ
Ｏ

－
Ｃ

Ｒ
Ｂ

の
設
置
に

よ
り

多
施

設
間
の

共
同

治
験
を

実
施

す
る
に
当

た
っ

て
の

一
括
審

査
が

可
能
に

な
り
、

プ
ロ

ト
コ
ー

ル
上

、
倫

理
審
査
上

の
施

設
間

の
バ
ラ
つ

き
が

排
除
さ

れ
、

参
加

施
設
全

体
で

統
一
的
・

整
合

的
な

治
験
を

実
施

す
る
こ

と
が
可

能
に

な
る
と

と
も

に
、

各
施
設
と

治
験

依
頼

者
の
事
務

手
続

き
業
務

の
負

担
が

軽
減
さ

れ
、

ま
た
、
治

験
期

間
の

短
縮
が

可
能

な
体
制

が
整
え

ら
れ

た
。

ま
た
、

平
成

２
１

年
度
よ
り

毎
月

の
開

催
の
都

度
、

会
議
の

記
録

を
ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載
す

る
な

ど
、
外

部
へ
の

情
報

発
信
を

進
め

て
い

る
。

(
2
)
病
院

常
勤
の

治
験

・
臨

床
研
究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー

（
Ｃ

Ｒ
Ｃ
）

を
９

名
増
員
、

１
６

６
名

と
し
実

績
に

応
じ
た

定
員
化

・
再

配
置
を

行
い

、
組

織
的
な
治

験
受

け
入

れ
体
制
を

整
備

し
た
。

○
常

勤
Ｃ

Ｒ
Ｃ
配

置
病
院

数
平
成

２
１
年

度
６

５
病

院
→

平
成
２
２

年
度

６
７
病
院

○
常

勤
Ｃ

Ｒ
Ｃ
数

平
成

２
１
年

度
１

５
７

名
→

平
成
２
２

年
度

１
６
６
名
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

質
の

高
い

治
験

を
推

進
す

る
た

め
の

研
修

会
等

の
実

施
質

の
高

い
治

験
を

推
進

す
る

た
め

、
Ｃ

Ｒ
Ｃ

（
初

級
・

３
年

以
上

）
、

治
験

を
担

当
す

る
医

師
、

治
験

審
査

委
員

・
臨

床
研

究
倫

理
審

査
委

員
等

を
対
象

と
し

、
参
加

者
総
計

延
べ

５
１
２

名
、

９
回
、

１
４

日
間

の
研
修
会

を
実

施
し
、

中
核

と
な

る
人
材

を
養

成
し
た

。
特
に

初
級

Ｃ
Ｒ
Ｃ

を
対
象
と

し
た

研
修
会

は
、
日

本
臨

床
薬
理

学
会

の
認
定

を
受

け
た

５
日
間
の

講
義

に
加
え

て
病

院
で

５
日
間

の
実

習
を
行

う
な
ど

充
実

し
た
内

容
と
な
っ

て
い

る
ほ
か

、
国
立

病
院

機
構
以

外
か

ら
の
参

加
（

６
７

名
の
う
ち

１
２

名
）
も

受
け

入
れ

て
お
り

、
国

立
病
院

機
構
だ

け
で

は
な
く

我
が
国
の

治
験

・
臨
床

研
究
の

活
性

化
に
も

貢
献

し
て
い

る
。

な
お
、
こ

れ
ら

の
研

修
会
に
は

、
国

際
共
同

治
験

に
必

要
な
知

識
、

能
力
に
つ

な
が

る
内

容
も
含

ん
で

お
り
、

国
際
共

同
治

験
に
参

加
す

る
た

め
の
体
制

の
整

備
に
努

め
て
い

る
。

３
．

企
業

に
対

す
る

Ｐ
Ｒ

等
(
1
)
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
を

更
新
し

、
情

報
提
供

本
部
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
の
内

容
を

更
新

し
、
各

病
院

の
治
験

実
施

体
制
等
の

情
報

提
供

を
進
め

た
。

(
2
)
企
業

訪
問

１
７
社

（
延

べ
１

７
回
）
の

企
業

を
訪

問
し
、

治
験

推
進
室

パ
ン

フ
レ
ッ
ト

（
国

立
病

院
機
構

に
お

け
る
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
活
用

し
た

治
験

の
取

組
）
、

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

治
験

等
に

係
る

体
制

整
備

実
態

第
６

版
（

平
成

２
２

年
８

月
作

成
）

等
を

配
布

す
る

な
ど

し
て

国
立

病
院

機
構
の

取
組

に
つ

い
て
理
解

を
求

め
た
。

平
成
２

１
年
度

１
３

社
（

延
べ
１

３
回

）
→

平
成
２

２
年
度

１
７

社
（
延

べ
１

７
回

）

(
3
)
企
業

面
談

等
件
数

本
部
が

各
病

院
と

企
業
と
の

間
の

窓
口

の
機
能

を
果

た
し
て

お
り

、
各
病
院

に
治

験
等

を
依
頼

す
る

際
や
各

病
院
で

実
施

中
の
治

験
等

に
つ

い
て
生
じ

た
問

題
を

解
決
す
る

た
め

に
延
べ

１
７

８
件

（
平
成

２
１

年
度

延
べ
１

０
８

件
）
の

面
談

等
を
行

っ
た
。

こ
の

こ
と
に

よ
り

、
各

病
院
に
お

け
る

治
験

等
の
実
施

が
円

滑
に
進

ん
で

い
る

。

４
．

病
院

に
対

す
る

本
部

指
導

・
実

施
支

援

(
1
)
本
部

治
験

専
門
職

を
常
勤

Ｃ
Ｒ

Ｃ
配
置

病
院

な
ど
１

８
病

院
（

延
べ
２
６

回
）

に
派
遣

し
、

進
捗

の
悪
い

病
院

又
は
実

施
率
が

低
い

病
院
の

治
験
担
当

者
に

対
し

、
業
務
の

実
務

指
導
・

支
援

を
行

っ
た
。

な
お
、

常
勤

Ｃ
Ｒ

Ｃ
配
置
病

院
の

体
制

が
整
備

さ
れ

て
き
て

い
る

こ
と
か
ら

、
業

務
の

実
務
指

導
・

支
援
を

行
う
必

要
性

は
年
々

減
少

し
て

い
る
。 平

成
２
１

年
度

１
９
病

院
（

延
べ
２

６
回

）
→

平
成
２

２
年
度

１
８

病
院

（
延
べ

２
６

回
）

ま
た
、

平
成

２
２

年
１
１
月

か
ら

は
各

病
院
の

治
験

の
進
捗

状
況

を
随
時
把

握
す

る
シ

ス
テ
ム

（
Ｃ

Ｒ
Ｃ
－

Ｌ
ｏ
ｇ

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

）
を

導
入

し
た
と
こ

ろ
で

あ
り

、
今
後
は

こ
の

シ
ス
テ

ム
を

活
用

し
て
本

部
が

各
病
院
の

進
捗

管
理

を
行
い

、
各

病
院
へ

の
指
導

等
を

通
じ
て

、
治

験
期

間
の
短
縮

や
症

例
集

積
性
の
向

上
、

ひ
い
て

は
治

験
実

施
症
例

数
の

増
加
を
図

る
こ

と
が

可
能
と

な
っ

た
。

(
2
)
常
に

継
続

し
て
質

の
高
い

治
験

を
実
施

し
て

い
く
た

め
に

、
各

種
業
務
（

Ｃ
Ｒ

Ｃ
・
治

験
担

当
医

師
・
事

務
局

）
マ
ニ

ュ
ア
ル

を
掲

示
板
に

提
示
し
、

広
く

活
用

す
る
よ
う

に
し

た
。

(
3
)
経
験

の
浅

い
Ｃ
Ｒ

Ｃ
に
つ

い
て

は
、
Ｃ

Ｒ
Ｃ

業
務
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
平
成
１

７
年

度
作
成

）
を

使
用

し
て
治

験
専

門
職
が

実
務
指

導
を

行
い
、

適
正
な
治

験
を

実
施

で
き
る
よ

う
指

導
し
た

。

(
4
)
国
立

病
院

機
構
に

お
け
る

治
験

等
に
係

る
体

制
整
備

実
態

第
６

版
及
び
平

成
２

２
年
度

に
改

訂
し

た
治
験

推
進

室
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
（

国
立
病

院
機
構
に

お
け

る
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
を

活
用
し

た
治

験
の

取
組
）

を
各

病
院
に
配

布
し

た
。

ま
た
、

作
成

し
た
一

般
向
け

に
治

験
の
普

及
・

啓
発

を
目
的
と

し
た

パ
ン

フ
レ
ッ
ト

も
平

成
２
２

年
度

に
改

訂
し
、

各
病

院
に
配
布

し
た

。

５
．

治
験

実
績

(
1
)
治
験

実
施

症
例
数

及
び
治

験
等

受
託
研

究
に

係
る
請

求
金

額
治

験
実

施
症

例
数

に
つ

い
て

は
、

４
，

３
７

６
例

（
対

平
成

２
０

年
度

（
４

，
２

５
０

例
）

比
３

．
０

％
増

、
た

だ
し

、
医

師
主

導
治

験
１

５
２

例
（

暫
定

）
を

除
く

。
）

と
な

り
、

平
成

２
０

年
度

と
比

べ
て

増
加

し
て

い
る

。
な

お
、

治
験

等
受

託
研

究
に

係
る

請
求

金
額

に
つ

い
て

は
、
平

成
２

０
年

度
（
４
８

．
３

３
億
円

）
と

比
較

し
て
増

加
し

て
い
る
。

○
治

験
実

施
症
例

数
平
成

２
１
年

度
４

，
４

９
４
例

→
平
成

２
２

年
度

４
，
３

７
６

例
（
△

１
１

８
例

）

○
治

験
等

受
託
研

究
に
係

る
請

求
金
額

平
成

２
１
年

度
５

７
．

２
２
億

円
→

平
成
２

２
年

度
５
１

．
３

９
億
円

（
△

５
．

８
３
億

円
）

国
立
病

院
機

構
に

お
い
て
は

、
入

院
治

験
を
は

じ
め

と
す
る

難
易

度
の
高
い

治
験

を
積

極
的
に

実
施

し
て
お

り
、
常

勤
Ｃ

Ｒ
Ｃ
配

置
６

７
病

院
の

調
査

で
は

、
中

期
目

標
の

期
間

の
初

年
度

で
あ

る
平

成
２

１
年

度
及

び
平

成
２

２
年

度
に

製
造

販
売

又
は

適
応

追
加

の
承

認
が

さ
れ

た
２

２
２
品

目
の

う
ち

１
１
４
品

目
（
５
１

．
４

％
）
に
つ

い
て
、
こ

れ
ら
の

病
院

に
お
い

て
承
認

申
請

の
前
提

と
な

る
治
験

を
実

施
し

て
い
た

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

(
2
)
医
師

主
導

治
験

国
の

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
Ａ

（
Ｈ

１
Ｎ

１
）

対
策

の
一

環
と

し
て

、
平

成
２

１
年

度
に

は
本

部
が

治
験

調
整

事
務

局
と

な
り

、
「

新
型

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

Ａ
（

Ｈ
１
Ｎ
１

）
に

対
す
る

イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ

Ｈ
Ａ

ワ
ク
チ
ン

の
免

疫
原

性
に
関

す
る

臨
床
試

験
」
を

国
立

病
院
機

構
三

重
病

院
を

中
心

と
し

た
４

病
院

、
対

象
被

験
者

２
０

０
名

で
、
「

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
Ａ

（
Ｈ

１
Ｎ

１
）

な
ら

び
に

季
節

性
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

Ｈ
Ａ

ワ
ク
チ

ン
の

免
疫

原
性
に
関

す
る

小
児
臨

床
試

験
」

を
国
立

病
院

機
構
東
京

医
療

セ
ン

タ
ー
を

中
心

と
し
た

８
病
院

、
対

象
被
験

者
３

６
０

名
で
そ
れ

ぞ
れ

実
施

し
た
。
平

成
２

２
年
度

に
お

い
て

は
、
両

者
に

つ
い
て
終

了
報

告
書

を
作
成

し
た

ほ
か
、

後
者
に

つ
い

て
独
立

行
政

法
人

医
薬
品
医

療
機

器
総

合
機
構
に

よ
る

Ｇ
Ｃ
Ｐ

適
合

性
調

査
を
経

て
、

国
内
承
認

用
量

を
Ｗ

Ｈ
Ｏ
推

奨
用

量
へ
変

更
す
る

た
め

の
承
認

申
請

に
至

っ
て
い
る

。
前

者
の

治
験
調
整

医
師

を
務
め

た
こ

と
な

ど
が
評

価
さ

れ
、
三
重

病
院

院
長

の
庵
原

俊
昭

が
人
事

院
総
裁

賞
を

受
賞
し

た
。

ま
た
、

平
成

２
２

年
度
に
お

い
て

は
、

高
齢
化

に
伴

い
患
者

数
が

増
加
し
て

い
る

パ
ー

キ
ン
ソ

ン
病

の
治
療

中
に
見

ら
れ

る
精
神

症
状

（
幻

覚
、
せ
ん

妄
な

ど
）

の
抑
制
に

ド
ネ

ペ
ジ
ル

塩
酸

塩
が

有
用
か

ど
う

か
を
検
証

す
る

「
パ

ー
キ
ン

ソ
ン

病
に
合

併
す
る

精
神

症
状
に

対
す

る
ド

ネ
ペ
ジ
ル

塩
酸

塩
の

有
用
性
に

関
す

る
多
施

設
共

同
プ

ラ
セ
ボ

対
照

二
重
盲
検

比
較

試
験

」
を
開

始
し

、
初
め

て
プ
ラ

セ
ボ

を
使
用

す
る

医
師

主
導
治
験

を
行

う
中

で
、
医
師

主
導

治
験
に

係
る

安
全

性
情
報

管
理

シ
ス
テ
ム

、
治

験
薬

割
付
シ

ス
テ

ム
の
構

築
な
ど

国
立

病
院
機

構
に

お
い

て
医
師
主

導
治

験
を

推
進
す
る

た
め

に
不
可

欠
な

体
制

整
備
を

行
っ

た
。
こ
の

ほ
か

、
我

が
国
に

お
い

て
新
規

透
析
療

法
導

入
の
原

因
疾

患
の

第
１
位
と

な
っ

て
い

る
糖
尿
病

腎
症

の
進
展

抑
制

に
対

す
る
抗

血
小

板
薬
の
効

果
を

検
討

す
る
「

糖
尿

病
腎
症

進
展
阻

止
の

た
め
の

抗
血

小
板

薬
の
効
果

の
検

討
」

を
医
師
主

導
治

験
に
よ

り
行

う
こ

と
と
し

、
独

立
行
政
法

人
医

薬
品

医
療
機

器
総

合
機
構

へ
の
治

験
相

談
を
行

い
、

そ
こ

で
示
さ
れ

た
見

解
を

踏
ま
え
て

治
験

の
実
施

に
向

け
て

準
備
を

進
め

た
。

６
．

本
部

が
紹

介
・

契
約

を
行

う
受

託
研

究
治

験
等
に

関
す

る
連

絡
・
調
整

を
行

う
治
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を

活
用

し
、
本
部

に
依

頼
さ

れ
た
治

験
等

を
取
り

ま
と
め

、
各

病
院
に

お
い

て
実

施
し
た
。

(
1
)
治
験

依
頼

者
よ
り

本
部
に

依
頼

が
あ
り

実
施

可
能
な

病
院

を
紹

介
し
た
受

託
研

究
平
成
２

１
年

度
５
７
課
題

→
平
成

２
２

年
度

６
３

課
題

(
2
)
本
部

に
お

い
て
一

括
契
約

し
、

各
病
院

に
お

い
て
実

施
し

た
治

験
以
外
の

受
託

研
究

平
成
２

１
年

度
４
課
題
（

約
１

，
６
４

０
例

）
→

平
成
２

２
年
度

９
課

題
（

約
１
，

３
６

０
例
）

（
３

）
高

度
・

先
進

医
療

技
術

の
臨

床
導

入
（

３
）

高
度

・
先

進
医

療
技

術
の

臨
（
３

）
高
度
・
先
進
医
療
技
術

の
臨
床
導
入
の
推
進

の
推

進
床
導

入
の
推

進
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
高

度
医

療
・

先
進

医
療

に
つ

１
．

高
度

先
端

医
療

技
術

の
臨

床
導

入
等

部
を

中
心

に
、

高
度

医
療

・
先

進
医

療
い

て
臨

床
導

入
な

ど
を

推
進

す
高

度
先
端

医
療

技
術

の
開
発
及

び
臨

床
導
入

例
と

し
て

、
以
下

に
例

示
す
る
よ

う
な

実
績

が
得
ら

れ
て

い
る
。

こ
れ
ら

に
つ

い
て
は

、
ホ

ー
ム

に
つ

い
て

臨
床

導
入

な
ど

を
推

進
す

る
。

る
と

と
も

に
、

そ
の

成
果

を
公

ペ
ー
ジ
等

で
公

表
し
て

い
る
。

表
す

る
。

加
え

て
、

職
務

発
明

に
対

す
○
高
周

波
切

除
器
を

用
い
た

子
宮

腺
筋
症

核
出

術
(
霞

ヶ
浦
医

療
セ

ン
タ
ー

)
る

理
解

と
意

識
を

向
上

さ
せ

、
○
（
他

の
保

険
医
療

機
関
に

対
し

て
検
体

の
採

取
以
外

の
業

務
を

委
託
し
て

実
施

す
る
保

険
医

療
機

関
）
抗

悪
性

腫
瘍
剤

感
受
性

検
査

（
Ｈ
Ｄ

発
明

の
特

許
等

権
利

化
を

進
め

Ｒ
Ａ

法
又

は
Ｃ
Ｄ

－
Ｄ
Ｓ

Ｔ
法

）
（
大

阪
医
療

セ
ン

タ
ー
）

て
い

く
。

○
骨
髄

細
胞

移
植
に

よ
る
血

管
新

生
療
法

(
熊
本

医
療

セ
ン
タ

ー
)

○
エ
キ

シ
マ

レ
ー
ザ

ー
冠
動

脈
形

成
術
（

鹿
児

島
医
療

セ
ン

タ
ー

）
○
三
次

元
再

構
築
画

像
に
よ

る
股

関
節
疾

患
の

診
断
及

び
治

療
（

大
阪
医
療

セ
ン

タ
ー
）

○
内
視

鏡
的

胎
盤
吻

合
血
管

レ
ー

ザ
ー
焼

灼
術

（
長
良

医
療

セ
ン

タ
ー
）

○
内
視

鏡
的

大
腸
粘

膜
下
層

剥
離

術
（
福

山
医

療
セ
ン

タ
ー

、
京

都
医
療
セ

ン
タ

ー
、
四

国
が

ん
セ

ン
タ
ー

、
呉

医
療
セ

ン
タ
ー

）
○
腹
腔

鏡
下

膀
胱
内

手
術
（

呉
医

療
セ
ン

タ
ー

）
○
化
学

療
法

に
伴
う

カ
フ
ェ

イ
ン

併
用
療

法
悪
性
骨

腫
瘍

又
は

悪
性
軟
部

腫
瘍

（
大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー
）

○
経
皮

的
乳

が
ん
ラ

ジ
オ
波

焼
灼

療
法

早
期

乳
が
ん

（
四

国
が

ん
セ
ン
タ

ー
）

○
胎
児

胸
腔

・
羊
水

腔
シ
ャ

ン
ト

チ
ュ
ー

ブ
留

置
術
（

長
良

医
療

セ
ン
タ
ー

）
○

パ
ク

リ
タ

キ
セ

ル
静

脈
内

投
与

（
一

週
間

に
一

回
投

与
す

る
も

の
に

限
る

。
）

及
び

カ
ル

ボ
プ

ラ
チ

ン
腹

腔
内

投
与

（
三

週
間

に
一

回
投

与
す
る

も
の

に
限
る

。
）
の

併
用

療
法

上
皮
性

卵
巣

が
ん
、

卵
管

が
ん
又

は
原

発
性
腹

膜
が
ん

（
四

国
が
ん

セ
ン

タ
ー
）

○
パ
ク

リ
タ

キ
セ
ル

静
脈
内

投
与

、
カ
ル

ボ
プ

ラ
チ
ン

静
脈

内
投

与
及
び
ベ

バ
シ

ズ
マ
ブ

静
脈

内
投

与
の
併

用
療

法
（
こ

れ
ら
を

三
週

間
に
一

回
投

与
す

る
も
の

に
限
る

。
）

並
び
に

ベ
バ
シ

ズ
マ

ブ
静
脈

内
投

与
（
三

週
間

に
一
回

投
与
す

る
も

の
に
限

る
。
）
に
よ

る
維
持

療
法

再
発

卵
巣

が
ん

、
卵
管

が
ん
又

は
原

発
性
腹

膜
が

ん
（
四

国
が

ん
セ

ン
タ
ー
）

２
．

職
務

発
明

の
権

利
化

の
推

進
高

度
先
端

医
療

技
術

の
開
発
等

を
推

進
す
る

た
め

に
、

国
立
病

院
機

構
で
実
施

さ
れ

た
職

務
発
明

に
つ

い
て
、

権
利
化

を
進

め
て
お

り
、

平
成

２
２
年
度

に
お

い
て
は

、
９
件

の
発

明
が
届

け
ら

れ
、
以

下
に

示
す

よ
う
に
６

件
の

特
許
出

願
等

を
行

っ
た
。

ま
た

、
平

成
１

７
年

度
に

特
許

出
願

を
行

っ
た

「
頭

部
保

護
具

」
（

静
岡

て
ん

か
ん

・
神

経
医

療
セ

ン
タ

ー
）

に
つ

い
て

、
特

許
権

が
登

録
さ

れ
た
。

○
子
宮

頸
が

ん
検
査

用
マ
ー

カ
ー

及
び
子

宮
頸

が
ん
の

検
査

方
法

（
呉
医
療

セ
ン

タ
ー
）

○
鉗
子

（
東

京
医
療

セ
ン
タ

ー
）

※
微
小

物
を

体
内
の

所
定

部
位

に
留
置
し

て
鉗

子
の
み

を
容

易
に

抜
去
す

る
こ

と
が
で

き
る
鉗

子
○
感
染

拡
大

防
止
ブ

ー
ス
（

仙
台

医
療
セ

ン
タ

ー
）

○
難
聴

疾
患

の
予
防

又
は
治

療
剤

（
東
京

医
療

セ
ン
タ

ー
）

○
ア
ト

ピ
ー

性
皮
膚

炎
用
外

用
剤

及
び
そ

の
製

造
方
法

（
三

重
病

院
）

○
生
体

音
検

査
装
置

（
南
和

歌
山

医
療
セ

ン
タ

ー
）

＊
発
明

の
名
称

は
出
願

（
又

は
発
明

届
）

名
称
、

括
弧

内
は

発
明
者
の

所
属

病
院
で

あ
り

、
企

業
等
と

の
共

同
出
願

を
も
含

む
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

（
４

）
研

究
倫

理
の

確
立

（
４

）
研

究
倫
理

の
確
立

（
４

）
研
究
倫
理
の
確
立

臨
床

研
究

や
治

験
を

実
施

す
る

病
院

各
病

院
に

設
置

さ
れ

た
臨

床
す

べ
て

に
設

置
さ

れ
た

臨
床

研
究

に
関

研
究

に
関

す
る

倫
理

委
員

会
、

１
．

臨
床

研
究

、
治

験
に

係
る

倫
理

の
遵

守
（

再
掲

）
す

る
倫

理
委

員
会

、
治

験
審

査
委

員
会

治
験

審
査

委
員

会
に

つ
い

て
審

に
つ

い
て

各
病

院
の

審
査

状
況

を
本

部
査

状
況

を
本

部
で

把
握

し
、

そ
(
1
)
臨
床

研
究

で
把

握
し

、
そ

の
改

善
に

努
め

る
。

の
改

善
の

た
め

、
委

員
を

対
象

「
臨
床

研
究

に
関

す
る
倫
理

指
針

」
、
「

疫
学
研

究
に

関
す
る

倫
理

指
針
」
、
「
厚
生

労
働

省
の
所

管
す

る
実
施

機
関
に

お
け

る
動
物

実
験

等
の

と
し

た
研
修

の
実
施

を
計

画
し

、
実

施
に
関

す
る

基
本

指
針
」
等

の
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン

を
遵

守
し
、

臨
床

研
究
等
の

推
進

を
図

っ
て
い

る
。

研
究

倫
理

向
上

の
た

め
の

体
制

づ
く

り
を
進

め
る
。

①
倫
理

審
査

委
員

会
等

倫
理

的
配

慮
の

趣
旨
に
沿

っ
て

臨
床

研
究
等

の
推

進
が
果

た
せ

る
よ
う
、

す
べ

て
の

病
院
に

倫
理

審
査
委

員
会
を

設
置

し
て
い

る
。

そ
の

審
議
内

容
等

に
つ

い
て
は
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
に

沿
っ

て
、
病

院
の

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

上
で

掲
示
す

る
な

ど
外
部

に
公
開

し
て

い
る
。

ま
た

、
倫

理
審

査
委
員
会

の
委

員
を

対
象
と

し
た

研
修
を

実
施

し
、
各
病

院
に

お
い

て
、
倫

理
的

問
題
に

つ
い
て

医
療

従
事
者

へ
助

言
す

る
こ
と

の
で

き
る

体
制
の
基

礎
と

な
る

人
材
を

養
成

し
て
い

る
。

ア
倫
理

委
員
会

開
催
回

数
平

成
２
１

年
度

６
６
６

回
→

平
成
２

２
年

度
７
４

９
回

イ
倫
理

審
査
件

数
平

成
２
１

年
度

２
，

８
９
９

件
→

平
成
２

２
年

度
３
，

４
２

１
件

ウ
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で
の

審
議

内
容
公

開
病

院
数

平
成
２
１

年
度

５
０
病

院
→

平
成
２

２
年

度
９
１

病
院

エ
倫
理

審
査
委

員
会
・

治
験

審
査
委

員
会

委
員
対

象
研

修
会

受
講
人
数

平
成
２
１

年
度

５
７

名
→

平
成
２

２
年

度
６

１
名

②
臨
床

研
究

中
央

倫
理
審
査

委
員

会
こ
れ

ま
で

に
引

き
続
き
、

本
部

が
主
導

し
て

行
う

臨
床
研

究
等

の
研
究
課

題
を

中
心

に
臨
床

研
究

中
央
倫

理
審
査

委
員

会
に
お

い
て

審
議

を
行

い
、
「

患
者

の
特

性
に

応
じ

た
転

倒
・

転
落

要
因

の
同

定
に

基
づ

く
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

の
改

良
」

等
の

国
立

病
院

機
構

共
同

研
究

（
指
定

研
究

）
、
平

成
２
２

年
度

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推
進
の

た
め

の
大
規

模
臨

床
研
究

の
新

規
２

課
題
を
は

じ
め

４
１
件

の
一

括
審

査
を
行

っ
た

。
ま
た

、
そ

の
審

議
内
容
等

に
つ

い
て
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

上
で

掲
示
し
、

外
部

に
公

開
し
て

い
る

。

③
動
物

実
験

委
員

会
動
物

愛
護

の
観

点
に
配
慮

し
つ

つ
、
科

学
的

観
点

に
基
づ

く
適

正
な
動
物

実
験

等
が

実
施
さ

れ
る

よ
う
、

動
物
実

験
を

実
施
す

る
２

０
病

院
す
べ

て
に

、
動

物
実
験
委

員
会

を
設
置

し
て

い
る

。

(
2
)
治
験

①
治
験

審
査

委
員

会
質
の

高
い

治
験

を
推
進
す

る
た

め
、
す

べ
て

の
病

院
に
治

験
審

査
委
員
会

を
設

置
し

て
い
る

。
そ

の
審
議

内
容
等

に
つ

い
て
は

、
法

令
に

沿
っ
て

、
１

０
４

病
院
に
お

い
て

病
院
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
上

で
掲

示
す
る
な

ど
外

部
に

公
開
し

て
い

る
。

ア
治
験

審
査
委

員
会
開

催
回

数
平

成
２
１

年
度

１
，

１
１
６

回
→

平
成
２

２
年

度
１
，

０
４

５
回

イ
治
験

等
審
査

件
数

平
成
２
１

年
度

１
４

，
２
５

７
件

→
平
成

２
２

年
度

１
３
，

９
２
４

件

②
中
央

治
験

審
査

委
員
会
（

第
１

の
２

の
（
２

）
の

１
参
照

）
治
験

審
査

の
効

率
化
、
迅

速
化

を
図

る
中
央

治
験

審
査
委

員
会

を
本
部
に

設
置

し
、

平
成
２

０
年

１
１
月

よ
り
毎

月
１

回
定
期

的
に

開
催

し
、
平

成
２

３
年

３
月
ま
で

に
５

９
課

題
に
つ

い
て

審
議
を

実
施

し
た
。

ま
た

、
そ

の
審

議
内
容
等

に
つ

い
て

は
、
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

上
で

掲
示
し
、

外
部

に
公

開
し
て

い
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

３
教
育
研
修

事
業

３
教

育
研
修

事
業

３
教
育

研
修
事

業
３

教
育
研
修
事
業

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
教

育
研

修
事

業
に

お
い

て
は

、
独

自
の

国
立

病
院

機
構

の
特

色
を

活
か
し

た
臨

床
研

臨
床

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

く
質

の
高

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
キ

ャ
リ

ア
パ
ス

制
度

に
よ

い
医

師
の

育
成

や
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

り
、

質
の

高
い

医
療

従
事

者
の
確

保
・

育
成

構
築

に
よ

り
質

の
高

い
医

療
従

事
者

の
育

に
努
め
る
こ

と
。

成
を

行
う

。

特
に

、
幅

広
い

総
合

的
な

診
療

能
力

を
（

１
）

質
の

高
い

医
療

従
事

者
の

育
成

・
確

（
１

）
質

の
高

い
医

療
従

事
者

の
育

（
１

）
質
の
高
い
医
療
従
事
者

の
育
成
・
確
保

有
し

、
全

人
的

な
医

療
を

推
進
で

き
る

医
師

保
成
・

確
保

の
育
成
に
努

め
る

こ
と

。
①

質
の
高

い
医

師
の

育
成

①
質

の
高
い

医
師
の

育
成

①
質
の
高
い
医
師
の
育
成

、
医
師
の
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
の
構
築

ま
た

、
国

立
病

院
機

構
が

担
う

医
療

に
対

国
立

病
院

機
構

の
特

色
を

生
か

し
た

国
立

病
院

機
構

の
特

色
を

生
す

る
使

命
感

を
持
っ

た
質

の
高
い

看
護

師
の

臨
床

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

き
、

質
か

し
た

臨
床

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
１

．
国

立
病

院
機

構
の

病
院

を
中

心
と

す
る

独
自

の
臨

床
研

修
及

び
レ

ジ
デ

ン
ト

の
育

成
育

成
を

行
う

と
と
も

に
、

看
護
教

育
の

変
化

の
高

い
研

修
を

実
施

し
て

良
質

な
医

師
に
基

づ
き

、
質

の
高
い
臨

床
研

臨
床
研
修

に
つ

い
て

は
、
基
幹

型
臨

床
研
修

指
定

病
院

と
し
て

５
３

病
院
、
協

力
型

臨
床

研
修
病

院
と

し
て
１

１
７
病

院
が

指
定
さ

れ
、

臨
床

の
中

で
、

医
療

と
一

体
と

な
っ

た
高
等

看
護

の
育

成
を

行
う

。
修
を

引
き
続

き
実
施

す
る

。
研

修
医
の

育
成

に
取
り

組
ん
だ

ほ
か

、
研
修

医
が

大
学
へ

回
帰

す
る

傾
向
に
あ

る
中

、
平
成

２
３

年
度

に
開
始

す
る

臨
床
研

修
マ
ッ

チ
ン

グ
に
つ

教
育
に
資
す

る
取

組
を

行
う

こ
と

。
あ

わ
せ

て
、

臨
床

研
修

終
了

後
の

医
ま

た
、

専
門

分
野

の
研

修
で

い
て
は
、

マ
ッ

チ
数
３

０
３
名

、
マ

ッ
チ
率

７
６

．
７
％

で
あ

っ
た

。
さ

ら
に

、
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
成

果
の

普
及

や
医

療
師

が
各

病
院

に
お

い
て

実
施

す
る

専
門

あ
る

専
修

医
制

度
に
お
い

て
は

、
の

地
域

連
携

の
促
進

な
ど

を
目
的

と
し

て
、

分
野

の
研

修
で

あ
る

専
修

医
制

度
に

関
研

修
コ

ー
ス

や
研

修
プ

ロ
グ

ラ
【
臨

床
研

修
医
の

受
入
数

】
地

域
の

医
療

従
事
者

及
び

地
域
住

民
に

対
す

し
修

了
基

準
を

設
け

る
な

ど
、

研
修

コ
ム

の
充

実
を

図
り

、
良

質
な

医
平
成

２
１
年

７
１
４

名
→

平
成
２

２
年
７

１
０

名
る

研
修
事
業

の
充

実
を

図
る

こ
と

。
ー

ス
や

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

を
図

師
を

育
成

し
、

研
修

を
修

了
し

り
、

良
質

な
医

師
を

育
成

す
る

。
た

医
師

の
認

定
を

行
い

、
キ

ャ
臨

床
研
修

修
了

後
の

専
門
領
域

の
研

修
シ
ス

テ
ム

（
い

わ
ゆ
る

後
期

臨
床
研
修

）
構

築
に

我
が
国

で
い

ち
早
く

着
手
し

、
一

定
水
準

の
臨

床
能

さ
ら

に
、

専
修

医
制

度
を

活
用

し
、

リ
ア

パ
ス

を
支

援
す

る
と

と
も

力
を
持
ち

患
者

の
目
線

に
立
っ

た
安

全
で
良

質
な

医
療
を

提
供

で
き

る
専
門
医

を
育

成
す
る

た
め

、
平

成
１
８

年
度

よ
り
「

国
立
病

院
機

構
専
修

幅
広

い
総

合
的

な
診

療
能

力
を

有
し

、
に

、
初

期
研

修
医

、
専

修
医

を
医

制
度
」

の
運

用
を
開

始
し
、

平
成

２
１
年

度
よ

り
修
了

者
が

機
構

内
病
院
に

勤
務

し
た
場

合
に

は
、

処
遇
上

の
優

遇
を
行

っ
て
お

り
、

平
成
２

全
人

的
な

医
療

を
推

進
出

来
る

医
師

の
対

象
に

、
そ

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
２

年
度
に

お
い

て
は
、

は
じ
め

て
５

年
コ
ー

ス
の

修
了
を

認
定

し
た

こ
と
に
伴

い
、

さ
ら
に

処
遇

上
の

改
善
を

図
っ

た
。

育
成

に
つ

い
て

、
国

立
病

院
機

構
全

体
の

た
め

の
情

報
発

信
を

行
う

。
と

し
て

取
り

組
む

。
さ

ら
に

、
国

立
病

院
機

構
の

【
後

期
研

修
医
（

レ
ジ
デ

ン
ト

）
の
受

入
数

】
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

幅
広

い
指

導
平
成

２
０
年

８
１
６

名
（

専
修
医

４
６

４
名
、

専
修

医
以

外
の
レ
ジ

デ
ン

ト
３
５

２
名

）
医

人
材

を
活

用
し

た
病

院
横

断
平
成

２
１
年

８
０
２

名
（

専
修
医

４
６

１
名
、

専
修

医
以

外
の
レ
ジ

デ
ン

ト
３
４

１
名

）
的

な
研

修
等

を
行

い
、

初
期

臨
平
成

２
２
年

８
０
５

名
（

専
修
医

４
８

０
名
、

専
修

医
以

外
の
レ
ジ

デ
ン

ト
３
２

５
名

）
床

研
修

制
度

か
ら

専
修

医
制

度
（

後
期

臨
床

研
修

制
度

）
に

お
【
専

修
医

の
修
了

認
定
者

数
】

い
て

、
幅

広
い

総
合

的
な

診
療

平
成

２
０
年

度
７
９

名
（
３

年
コ

ー
ス
７

９
名

）
能

力
を

有
し

、
全

人
的

な
医

療
平
成

２
１
年

度
７
４

名
（
３

年
コ

ー
ス
７

４
名

）
を

推
進

で
き

る
医

師
の

育
成

に
平
成

２
２
年

度
１

０
６

名
（
３

年
コ

ー
ス
８

２
名

、
５

年
コ
ー
ス

２
４

名
）

つ
い

て
取

組
を

進
め
る
。

平
成
２
２

年
度

に
お

い
て
新
た

に
専

修
医

コ
ー
ス

及
び

プ
ロ
グ

ラ
ム

と
し
て
１

７
コ

ー
ス

、
３
４

プ
ロ

グ
ラ
ム

を
認
定

し
充

実
を
図

っ
た

。

２
．

研
修

医
指

導
体

制
の

整
備

「
医
師
の

臨
床

研
修

に
係
る
指

導
医

講
習

会
の
開

催
指

針
」
に

基
づ

き
、
研
修

医
に

対
す

る
指
導

を
行

う
た
め

に
必
要

な
経

験
及
び

能
力

を
有

し
て
い
る

臨
床

研
修
指

導
医
を

養
成

す
る
た

め
、

独
立
行

政
法

人
化

以
降
国
立

病
院

機
構
独

自
に

「
臨

床
研
修

指
導

医
養
成

研
修
会

」
を

行
い
、

平
成
２
２

年
度

に
は
計

５
回
開

催
、
１

３
４
名

が
参

加
し

、
研
修
医

の
指

導
に

あ
た
る

人
材

育
成
を
行

い
、
良
質

な
研
修

医
を

養
成
す
る

た
め

の
、

質
の
高
い

研
修

を
実
施

す
る
指

導
体

制
を
整

備
し

た
。

３
．
「

良
質

な
医

師
を

育
て

る
研

修
」

の
実

施
研

修
医
・

専
修

医
を

対
象
と
し

て
、

最
新

の
機
器

等
を

活
用
し

、
講

義
と
組
み

合
わ

せ
て

技
術
習

得
を

行
う
セ

ミ
ナ
ー

形
式

の
実
地

研
修

で
あ

る
「
良
質

な
医

師
を
育

て
る
研

修
」

を
新
た

に
開

始
し
た

。
平

成
２

２
年
度
は

計
１

２
回
（

１
０

テ
ー

マ
）
開

催
し

、
２
４

４
名
が

参
加

す
る
と

と
も
に
、

研
修

に
際
し

て
は
、

国
立

病
院
機

構
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用
し
、

各
領

域
の
専

門
性

に
秀

で
た
指

導
医

１
２
０

名
が
指

導
に

当
た
っ

た
。

【
平

成
２

２
年
度

実
施
し

た
「

良
質
な

医
師

を
育
て

る
研

修
」
】

・
神
経

・
筋
診

療
能
力

パ
ワ

ー
ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ
ー

・
救
急

初
療
診

療
能

力
パ
ワ

ー
ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ
ー

・
神
経

・
筋
診

療
ス
キ

ル
ア

ッ
プ
研

修
・

腹
腔

鏡
セ
ミ

ナ
ー

①
②

・
精
神

科
知
識

・
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

技
能
研

修
・

初
期

診
療
ト

ラ
イ

ア
ル
研

修
会

・
小
児

疾
患
に

関
す
る

研
修

会
・

循
環

器
疾
患

に
関

す
る
研

修
会

・
呼
吸

器
疾
患

に
関
す

る
研

修
会

・
超
音

波
画
像

シ
ス

テ
ム
支

援
に
よ

る
シ

ミ
ュ
レ

ー
タ

ー
実
践

研
修

①
②
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

最
新

の
海

外
医

療
情

報
を

得
る

機
会

を
提

供
専

修
医
制

度
の

一
環

と
し
て
海

外
の

医
療
現

場
へ

派
遣

す
る
専

修
医

留
学
制
度

を
平

成
１

８
年
度

か
ら

開
始
し

て
お
り

、
平

成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
７

名
の

医
師
を

派
遣
し

、
こ

れ
ま
で

３
１

名
が
医

療
安

全
や

医
療
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
と

い
っ

た
手

法
を
学

ぶ
コ

ー
ス
に

参
加
し

研
修

を
行
っ

た
。

ま
た
、
平

成
２

２
年

度
は
新
た

に
ア

メ
リ

カ
退
役

軍
人

病
院
よ

り
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
臨

床
教

授
の

指
導
医

を
招

聘
し
、

８
病
院

に
て

米
国
に

お
け

る
研

修
医
と
同

様
の

研
修
を

企
画
実

施
し

た
。
実

施
病

院
の
研

修
医

は
、

通
訳
な
し

の
英

語
に
よ

る
臨

床
講

義
、
症

例
カ

ン
フ
ァ

レ
ン
ス

や
、

実
際
の

病
棟
で
の

教
育

回
診
を

通
じ
て

直
接

指
導
を

受
け

る
こ
と

に
よ

り
米

国
の
Ｅ
Ｂ

Ｍ
に

基
づ
く

診
断

法
、

治
療
決

定
の

プ
ロ
セ

ス
な
ど

を
習

得
す
る

こ
と
が
可

能
と

な
っ
た

。

５
．

Ｉ
Ｔ

を
活

用
し

た
精

神
科

領
域

に
お

け
る

多
施

設
共

同
研

修
の

実
施

平
成
２
１

年
２

月
か

ら
、
肥
前

精
神

医
療
セ

ン
タ

ー
を

中
心
に
複

数
の

病
院
を

Ｔ
Ｖ

会
議

シ
ス
テ

ム
で

つ
な
ぎ

、
各
病

院
共

通
の
講

義
、
講

演
、

症
例
検
討

会
等

を
行
う

他
施
設

共
同

研
修
シ

ス
テ

ム
の
運

用
を

開
始

し
た
。

平
成
２
１

年
に

お
い

て
は
、
花

巻
病

院
、

久
里
浜

ア
ル

コ
ー
ル

症
セ

ン
タ
ー
、

東
尾

張
病

院
及
び

琉
球

病
院
が

参
加
し

、
講

義
を
中

心
に

原
則

週
２
回
開

催
し

、
効
果

的
な
教

育
研

修
を
実

施
し

て
い
る

。
な

お
、
平

成
２

２
年

度
よ
り
、

小
諸

高
原

病
院
、

賀
茂

精
神
医

療
セ

ン
タ
ー
及

び
菊

池
病

院
の
３

病
院

が
新
た

に
参
加

し
、

合
計
８

病
院

に
よ

り
運
用
し

て
い

る
。

６
．

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

医
師
の
た

め
の

臨
床

研
修
プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い
て

、
国

立
病
院

機
構

の
メ
リ
ッ

ト
で

あ
る

病
院
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

を
活
用

し
た

連
携
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
運
用
す

る
こ

と
に
よ

り
、
全
人

的
な

医
師
育

成
を

行
っ

て
い
る

。
特
に

、
臨

床
研
修
終

了
後

の
専
門

領
域

の
研

修
シ
ス

テ
ム

構
築
に
つ

い
て

は
、

国
立
病
院

機
構

が
我
が

国
で
い

ち
早

く
着
手

し
、

一
定
水

準
の

臨
床

能
力
を
持

ち
患

者
の
目

線
に

立
っ

た
安
全

で
良

質
な
医

療
を
提

供
で

き
る
こ

と
の
で
き

る
臨

床
医
を

育
成
す

る
た

め
の
シ

ス
テ

ム
作
り

に
取

り
組

ん
で
い
る

。
こ

の
よ
う

な
連

携
プ

ロ
グ
ラ

ム
を

実
施
し

て
い
る

病
院

は
、
多

く
の
医
師

を
抱

え
る
大

規
模
病

院
が

多
く
、

連
携

プ
ロ
グ

ラ
ム

は
、

結
核
等
の

セ
イ

フ
テ
ィ

ー
ネ

ッ
ト

分
野
の

人
材

育
成
に

も
重
要

な
役

割
を
果

た
し
て
い

る
。

【
連
携

プ
ロ

グ
ラ
ム

運
用
例

】
・
岡

山
医

療
→

南
岡

山
医

療
１
か

月
研
修

１
５

名
／

年
（
重

症
心

身
障
害

、
結

核
を

含
む
地
域

医
療

の
研
修

）
・
東

京
医

療
→

東
埼

玉
１
か

月
程
度

５
名

／
年

（
重
症

心
身

障
害
、

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ
ィ
ー

、
結

核
を
含

む
地

域
医

療
の
研

修
）

東
京
医

療
→

神
奈

川
１
か

月
程
度

４
名

／
年

（
重
症

心
身

障
害
、

結
核

を
含

む
地
域
医

療
の

研
修
）

・
大

阪
医

療
→

松
籟

荘
２
か

月
程
度

２
名

／
年

（
精
神

科
を

含
む
地

域
医

療
の

研
修
）

②
質

の
高

い
看

護
師

等
の

育
成

②
質

の
高

い
看

護
師

等
の

育
成

②
質
の
高
い
看
護
師
等
の

育
成

国
立

病
院

機
構

が
担

う
医

療
に

対
す

各
養

成
所

は
、

第
三

者
に

よ
る

使
命

感
を

持
っ

た
質

の
高

い
看

護
師

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
と

地
域

１
．

卒
後

研
修

制
度

の
モ

デ
ル

的
導

入
の

育
成

を
行

う
と

と
も

に
、

高
度

な
看

に
開

か
れ

た
公

開
講

座
の

実
施

新
採
用
看

護
師

が
看

護
実
践
に

必
要

な
知
識

・
技

術
を

習
得
し

、
卒

後
の
リ
ア

リ
テ

ィ
シ

ョ
ッ
ク

を
最

小
限
に

す
る
こ

と
、

及
び
院

内
・

院
外

護
実

践
能

力
を

持
ち

、
医

師
な

ど
多

職
に
取

り
組
む

。
を

ロ
ー
テ

ー
シ

ョ
ン
す

る
こ
と

に
よ

り
、
新

採
用

看
護
師

が
や

り
た

い
看
護
を

明
確

に
し
、

自
己

の
適

性
を
知

っ
た

上
で
職

場
選
択

す
る

こ
と
に

種
と

の
協

働
に

よ
り

チ
ー

ム
医

療
を

提
高

度
な

看
護

実
践

能
力

を
有

よ
り
、
職

場
定

着
を
促

し
離
職

防
止

を
図
る

と
と

も
に
、

看
護

師
確

保
困
難
施

設
へ

の
看
護

師
供

給
に

も
つ
な

げ
て

い
く
こ

と
を
目

的
と

し
、
平

供
し

て
い

く
こ

と
の

で
き

る
看

護
師

を
し

、
医

師
な

ど
多

職
種

と
の

協
成

２
２
年

度
に

お
い
て

モ
デ
ル

的
導

入
を
仙

台
医

療
セ
ン

タ
ー

、
大

阪
医
療
セ

ン
タ

ー
の
２

施
設

で
実

施
し
た

。
指

導
体
制

の
整
っ

た
ロ

ー
テ
ー

育
成

す
る

た
め

、
医

療
と

一
体

と
な

っ
働

に
よ

り
チ

ー
ム

医
療

を
提

供
シ

ョ
ン
に

よ
り

、
研
修

生
は
幅

広
い

領
域
の

看
護

を
実
践

し
な

が
ら

自
己
の
適

性
を

見
直
す

機
会

と
な

り
、
本

研
修

制
度
へ

の
満
足

度
は

高
く
、

た
高

等
看

護
教

育
に

資
す

る
取

組
を

行
し

て
い

く
こ

と
の

で
き

る
看

護
研

修
生
８

名
は

機
構
病

院
に
て

本
人

の
希
望

す
る

業
務
に

従
事

し
て

い
る
。

う
。

師
の

育
成

を
目

指
す

た
め

、
東

ま
た
、
モ

デ
ル

的
導

入
実
施
後

の
評

価
を
行

い
、

そ
の

結
果
に

つ
い

て
全
病
院

に
情

報
発

信
し
た

。
ま

た
、

看
護

師
等

養
成

所
に

つ
い

て
京

医
療

保
健

大
学

東
が

丘
看

護
は

引
き

続
き

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
第

三
者

学
部

と
併

設
さ

れ
た

大
学

院
看

【
卒

後
研

修
モ

デ
ル

に
つ

い
て

】
評

価
を

実
施

し
、

教
育

の
質

の
充

実
を

護
学

研
究

科
が

行
う

看
護

教
育

①
研

修
期

間
平

成
２

２
年
４

月
１

日
～
平

成
２

３
年

３
月
３
１

日
の

１
年
間

図
る

。
さ

ら
に

、
す

べ
て

の
養

成
所

は
に

対
し

、
国

立
病

院
機

構
と

し
②

研
修
実

施
施
設

仙
台
医

療
セ
ン

タ
ー

及
び

大
阪
医

療
セ
ン
タ

ー
地

域
医

療
へ

の
貢

献
の

た
め

、
地

域
に

て
積

極
的
な

協
力
を

行
う

。
③

院
外
研

修
施
設

西
多
賀

病
院
（
神
経

難
病
・

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ
ィ

ー
患

者
の
看
護

）
、
宮
城

病
院
（

重
症

心
身
障

害
児
（
者

）
の
看
護

）
開

か
れ

た
公

開
講

座
を

実
施

す
る

。
刀

根
山

病
院
（

神
経

難
病
患

者
の

看
護

）
、
松
籟

荘
病

院
（
精

神
障
害

患
者

の
看
護

）
④

研
修
参

加
人
数

仙
台
医

療
セ
ン

タ
ー

：
４
人

大
阪

医
療
セ
ン

タ
ー

：
４
人

⑤
研

修
方

法
院

内
・

院
外
の

一
定

期
間
毎

の
ロ

ー
テ

ー
シ
ョ
ン

研
修

⑥
研

修
内

容
「

看
護

職
員
能

力
開
発

プ
ロ

グ
ラ
ム

」
の

新
人
コ

ー
ス

（
１

年
目
）
の

目
標

を
達
成

で
き

る
内

容
と
し

、
院

外
研
修

に
お
い

て
は

政
策
医

療
領

域
で

の
慢
性

期
の
看

護
の

特
殊
性

に
つ

い
て
学

ぶ
⑦

指
導
体

制
・
方

法
研

修
の

管
理
運

営
責
任

者
、

調
整
役

、
研

修
運
営

の
リ

ー
ダ

ー
、
直
接

指
導

者
等
の

指
導

体
制

を
作
る

と
と

も
に
、

１
箇
所

で
の

研
修
終

了
時

に
は

、
次
の

研
修
場

所
へ

研
修
生

の
看

護
実
践

能
力

の
到

達
度
等
に

つ
い

て
情
報

提
供

を
行

っ
た
。

⑧
卒

後
研

修
制
度

の
評
価

必
要
な

知
識
・

技
術
の

習
得

、
リ
ア

リ
テ

ィ
シ
ョ

ッ
ク

へ
の

効
果
、
院

内
・

院
外
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン
研

修
の

成
果
、

各
病
院

で
実

施
す
る

際
の

留
意

点
等
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

東
京

医
療

保
健

大
学

看
護

学
部

及
び

大
学

院
看

護
学

研
究

科
の

開
設

高
度
な
看

護
実

践
能

力
を
持
ち

、
ス

キ
ル
ミ

ッ
ク

ス
に

よ
り
チ

ー
ム

医
療
を
提

供
し

て
い

く
こ
と

の
で

き
る
看

護
師
を

育
成

す
る
た

め
、

学
校

法
人
青
葉

学
園

（
東
京

医
療
保

健
大

学
）
と

の
連

携
に
よ

り
、

機
構

の
医
療
現

場
を

最
大
限

活
用

し
た

密
接
な

連
携

に
よ
る

臨
床
実

習
を

充
実
さ

せ
た
４
年

間
の

看
護
基

礎
教
育

課
程

（
看
護

学
部

）
と
高

度
な

看
護

実
践
課
程

（
大

学
院
）

か
ら

成
る

一
貫
し

た
教

育
を
行

う
東
京

医
療

保
健
大

学
看
護
学

部
及

び
大
学

院
看
護

学
研

究
科
（

高
度

実
践
看

護
コ

ー
ス

）
を
平
成

２
２

年
４
月

に
開

設
し

た
。

と
り
わ
け

、
大

学
院

に
お
け
る

高
度

実
践
看

護
コ

ー
ス

（
ク
リ

テ
ィ

カ
ル
領
域

）
で

は
、

迅
速
か

つ
的

確
な
臨

床
判
断

や
高

度
な
専

門
技

術
に

基
づ
い
た

看
護

を
実
践

す
る
能

力
を

修
得
す

る
た

め
、
医

師
の

初
期

臨
床
研
修

を
参

考
に
「

救
命

救
急

セ
ン
タ

ー
臨

床
研
修

プ
ロ
グ

ラ
ム

」
を
作

成
し
、
国

立
病

院
機
構

東
京
医

療
セ

ン
タ
ー

及
び

災
害
医

療
セ

ン
タ

ー
の
医
師

が
臨

床
教
授

と
し

て
指

導
に
あ

た
る

こ
と
と

し
て
お

り
、

我
が
国

の
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
全

国
に

先
駆

け
て

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
領

域
に

お
け

る
「

特
定

看
護

師
（

仮
称

）
」

の
養

成
に

取
組

ん
で
い

る
。

※
特

定
看

護
師

（
仮

称
）
：

看
護

師
に

よ
り

実
施

す
る

こ
と

が
可

能
な

行
為

を
拡

大
す

る
こ

と
と

併
せ

て
、

一
定

の
医

学
的

教
育

・
実

務
経

験
を
前
提

に
専

門
的
な

臨
床
実

践
能

力
を
有

す
る

看
護
師

。
従

来
、

一
般
的
に

は
「

診
療
の

補
助

」
に

含
ま
れ

な
い

も
の
と

理
解
さ

れ
て

き
た
一

定
の
医

行
為

を
医
師

の
指
示

を
受

け
て
実

施
で

き
る
枠

組
み

を
構

築
す
る
必

要
が

あ
る
。

（
「
平

成
２

２
年
３

月
厚
生

労
働
省

チ
ー

ム
医

療
の
推

進
に

関
す
る

検
討

会
報

告
書
」

よ
り

）

平
成
２
２

年
度

の
具
体

的
な
取

組
み

は
以
下

の
と

お
り
で

あ
る

。

①
看
護

学
部

東
京

医
療

セ
ン
タ

ー
に

お
い

て
、
看

護
学
部

生
１

０
０
名

の
実

習
の
受

入
を

行
っ
た

。
７
月

２
６
日

～
３
０

日
看
護

体
験

実
習

（
４
５

時
間
）

１
２
月

１
３
日

～
１
７

日
看
護

体
験

展
開
実

習
（

４
５

時
間
）

２
月

２
１
日

～
２
５

日
臨
床

判
断

実
習

（
４
５

時
間
）

②
大
学

院
看

護
学
研

究
科
（

高
度

実
践
看

護
コ

ー
ス
）

平
成
２

３
年
度

か
ら
始

ま
る

臨
床
実

習
に

向
け
て

、
実

習
施

設
と
な
る

東
京

医
療
セ

ン
タ

ー
、

災
害
医

療
セ

ン
タ
ー

及
び
東

京
病

院
の
院

長
を

は
じ

め
臨
床

教
授
等

と
し

て
参
画

す
る

医
師
や

看
護

師
が

実
習
内
容

に
つ

い
て
検

討
を

行
い

、
実
習

要
綱

の
作
成

を
行
っ

た
。

第
１

回
平

成
２
２

年
８

月
９
日

第
２

回
平

成
２
２

年
１

２
月
２

１
日

３
．

国
立

病
院

機
構

の
特

徴
を

盛
り

込
ん

だ
附

属
看

護
学

校
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
用

平
成
１
９

年
度

に
改

正
し
た
附

属
看

護
学
校

の
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

に
よ

り
、
国
立

病
院

機
構

が
担
う

医
療

の
特
徴

な
ど
を

盛
り

込
ん
だ

授
業

を
引

き
続
き
実

施
し

て
い
る

。
【
追
加

し
た

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

内
容

】
・
医

療
政

策
と
国

立
病
院

・
療

養
所
が

果
た

し
て
き

た
役

割
、

国
立
病
院

機
構

の
役
割

と
機

能
、

他
・
災

害
時

の
看
護

、
重
症

心
身

障
害
児

（
者

）
へ
の

看
護

、
神

経
・
筋
難

病
患

者
へ
の

看
護

、
他

・
災

害
看

護
訓
練

、
結
核

感
染

患
者
へ

の
看

護
「
見

学
」

４
．

実
習

指
導

者
講

習
会

の
充

実
（

再
掲

）
国

立
病
院

機
構

独
自

の
取
組
と

し
て

、
全
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
が

実
習

指
導
者
講

習
会

を
実

施
す
る

こ
と

に
よ
り

、
国
立

病
院

機
構
の

提
供

す
る

医
療
の
特

徴
で

あ
る
重

症
心
身

障
害

児
（
者

）
・
筋

ジ
ス

ト
ロ
フ

ィ
ー

児
（
者

）
・
災

害
医
療

等
に

つ
い

て
の
理

解
を

促
す
こ

と
が
出

来
る

指
導
が

行
え
る
よ

う
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム
に

独
自

性
を
盛

り
込

み
運
用

し
て

い
る

。

５
．

奨
学

金
制

度
の

運
用

国
立
病
院

機
構

で
看

護
に
従
事

す
る

意
思
を

も
っ

た
附

属
看
護

学
校

学
生
等
に

対
し

、
奨

学
金
を
貸

与
す

る
制

度
を
平

成
１

８
年
度

に
創

設
し
、

看
護
師
確

保
対

策
の
一

方
策
と

し
て

制
度
の

活
用

を
図
っ

て
い

る
。

ま
た
、
平

成
２

０
年

度
に
お
い

て
は

、
当
該

制
度

を
積

極
的
に

活
用

で
き
る
よ

う
検

討
を

行
い
、

平
成

２
１
年

３
月
に

規
程

の
改
正

を
行

い
、

平
成
２
１

年
度

以
降
、

①
貸
与

額
を

地
域
実

情
に
合

わ
せ

た
貸
与

額
と

す
る
こ

と
②
大
学

生
に

貸
与
可

能
と
な

る
よ

う
貸
与

期
間

を
３
年

か
ら

４
年

と
す
る
こ

と
と

し
た
結

果
、

制
度
の

活
用
が

大
幅

に
増
加

し
て

い
る
。

【
奨
学

金
の

貸
与
状

況
】

平
成

１
８

年
度

２
０
名

（
内
平

成
１
９

年
３

月
に
卒

業
す

る
１

４
名

全
て
が

、
機
構

病
院

に
勤
務

）
平
成

１
９

年
度

３
８
名

（
内
平

成
２
０

年
３

月
に
卒

業
す

る
１

０
名

全
て
が

、
機
構

病
院

に
勤
務

）
平
成

２
０

年
度

１
３

１
名

（
内
平

成
２
１

年
３

月
に
卒

業
す

る
５

３
名

全
て
が

、
機
構

病
院

に
勤
務

）
平
成

２
１

年
度

４
５

７
名

（
内
平

成
２
２

年
３

月
に
卒

業
す

る
２
２

４
名

中
２
１

９
名
が

、
機

構
病
院

に
勤

務
）

平
成

２
２

年
度

６
６

４
名

（
内
平

成
２
３

年
３

月
に
卒

業
す

る
２
６

０
名

中
２
４

９
名
が

、
機

構
病
院

に
勤

務
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

第
三

者
に

よ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

の
実

施
国

立
病
院

機
構

以
外

の
教
員
な

ど
の

第
三
者

に
よ

る
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

評
価
を
実

施
し

、
各

項
目
の

評
価

結
果
を

参
考
に

看
護

教
育
の

質
の

向
上

に
努
め
て

い
る

。

【
主

な
評

価
内
容

】
①

国
立

病
院
機

構
及
び

各
校

の
特
色

を
踏

ま
え
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
設
定

が
な

さ
れ
て

お
り

、
養
成

所
と
し

て
の

付
加

価
値
を

高
め

て
い
る

。
科
目

の
学
年

配
当
、

進
度

の
見
直

し
も

な
さ
れ

、
効

果
的

な
学
習
が

で
き

る
よ
う

改
善

し
て

い
る
。

②
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
改
正

の
根

拠
は
、

卒
業

時
点
で

の
到

達
度

に
あ
る
た

め
、

客
観
的

デ
ー

タ
に

基
づ
く

卒
業

時
の
到

達
を
明

確
に

し
、
臨

床
と

連
携
で

き
る
取

り
組

み
が
期

待
さ

れ
る
。

③
教
育

の
質
向

上
の
た

め
の

授
業
研

究
へ

の
取
り

組
み

が
継

続
さ
れ
て

い
る

が
、
授

業
準

備
時

間
の
確

保
や

自
己
研

鑽
し
や

す
い

環
境
及

び
体

制
の
整

備
が
望

ま
れ

る
。

７
．

公
開

講
座

の
実

施
附

属
看
護

学
校

の
教

育
活
動
の

一
環

と
し
て

地
域

社
会

に
貢
献

す
る

た
め
、
全

学
校

で
地

域
住
民

や
地

域
の
高

校
生
な

ど
を

対
象
と

し
た

公
開

講
座
を
実

施
し

た
。
平

成
２
１

年
度

と
比
べ

て
参

加
者
は

１
６

２
人

増
加
し
て

い
る

。

【
公
開

講
座

の
開
催

回
数
】

平
成

２
１
年

度
平
成

２
２

年
度

８
６

テ
ー
マ

１
４

７
回
（

参
加

人
数
５

，
６

０
５

人
）

→
９

１
テ
ー

マ
１

４
２

回
（
参

加
人

数
５
，

７
６
７

人
）
）

８
．

附
属

看
護

学
校

の
高

い
看

護
師

国
家

試
験

合
格

率
全

て
の
附

属
養

成
所

を
合
計
し

た
国

家
試
験

合
格

率
に

お
い
て

当
該

年
度
の
全

国
平

均
合

格
率
を

上
回

っ
て
い

る
。

ま
た
、
昨

年
と

同
様

全
国
平
均

を
大

き
く
上

回
る

だ
け

で
な
く

、
大

学
及
び
そ

の
他

の
３

年
課
程

の
養

成
所
別

と
比
し

て
も

上
回
っ

て
お

り
、

全
国
ト
ッ

プ
の

合
格
率

で
あ
る

。

【
看

護
師

国
家
試

験
合
格

率
】

平
成
２
１

年
３

月
発
表

者
平
成
２

２
年
３

月
発

表
平

成
２

３
年
３

月
発

表
国
立

病
院
機

構
附
属

看
護

学
校

９
７
．

８
％

９
８
．

１
％

９
９
．

１
％

全
国

平
均

９
４
．

４
％

９
３
．

９
％

９
６
．

４
％

（
大

学
・
３

年
課
程

の
養

成
所
の

合
格

率
）

・
大
学

９
７
．

５
％

９
７
．

９
％

９
８
．

３
％

・
短
期
大

学
９

２
．

０
％

９
２
．

３
％

９
４
．

４
％

・
養
成
所

９
５
．

９
％

９
５
．

４
％

９
７
．

７
％

③
医

師
の

キ
ャ

リ
ア
パ

ス
制

度
の

構
築

③
医

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

③
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制

度
の
構
築

国
立

病
院

機
構

の
組

織
や

機
能

の
特

の
構

築
色

を
活

か
し

て
、

医
師

の
キ

ャ
リ

ア
パ

専
修

医
制

度
（

後
期

臨
床

研
１

．
医

師
キ

ャ
リ

ア
支

援
検

討
委

員
会

の
設

置
ス

制
度

を
構

築
し

、
本

部
採

用
の

導
入

修
制

度
）

に
お

い
て

、
研

修
コ

医
師
の
知

識
・

技
術

の
向
上
と

キ
ャ

リ
ア
形

成
を

支
援

す
る
た

め
に

、
平
成
２

２
年

９
月

に
「
医
師

キ
ャ

リ
ア

支
援
検

討
委

員
会
」
を

設
置

し
、

と
併

せ
て

、
良

質
な

医
師

の
育

成
と

確
ー

ス
や

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
医

師
の
キ

ャ
リ

ア
に
関

す
る
課

題
の

抽
出
、

具
体

的
方
策

等
に

つ
い

て
検
討
を

開
始

し
た
。

ま
た

、
特

に
研
修

医
、

専
修
医

の
研
修

内
容

の
充
実

保
に

努
め

る
。

実
を

図
り

、
良

質
な

医
師

を
育

等
を
図
る

た
め

に
「
医

師
キ
ャ

リ
ア

支
援
検

討
委

員
会
」

の
下

に
「

研
修
指
導

責
任

者
部
会

」
を

設
け

、
研
修

医
、

専
修
医

の
教
育

・
進

路
指
導

成
し

、
研

修
を

修
了

し
た

医
師

に
携
わ
る

指
導

医
か
ら

の
助
言

を
受

け
、
専

修
医

制
度
に

反
映

さ
せ

る
体
制
を

整
え

た
。

の
認

定
を

行
い

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を

支
援
す

る
。

２
．

最
新

の
海

外
医

療
情

報
を

得
る

機
会

を
提

供
（

再
掲

）
専

修
医
制

度
の

一
環

と
し
て
海

外
の

医
療
現

場
へ

派
遣

す
る
専

修
医

留
学
制
度

を
平

成
１

８
年
度

か
ら

開
始
し

て
お
り

、
平

成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
７

名
の

医
師
を

派
遣
し

、
こ

れ
ま
で

３
１

名
が
医

療
安

全
や

医
療
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
と

い
っ

た
手

法
を
学

ぶ
コ

ー
ス
に

参
加
し

研
修

を
行
っ

た
。 ま

た
、
平

成
２

２
年

度
は
新
た

に
ア

メ
リ
カ

退
役

軍
人

病
院
よ

り
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
臨

床
教

授
の

指
導
医

を
招

聘
し
、

８
病
院

に
て

米
国
に

お
け

る
研

修
医
と
同

様
の

研
修
を

企
画
実

施
し

た
。
実

施
病

院
の
研

修
医

は
、

通
訳
な
し

の
英

語
に
よ

る
臨

床
講

義
、
症

例
カ

ン
フ
ァ

レ
ン
ス

や
、

実
際

の
病
棟
で

の
教

育
回
診

を
通
じ

て
直

接
指
導

を
受

け
る
こ

と
に

よ
り

米
国
の
Ｅ

Ｂ
Ｍ

に
基
づ

く
診

断
法

、
治
療

決
定

の
プ
ロ

セ
ス
な

ど
を

習
得
す

る
こ
と
が

可
能

と
な
っ

た
。

３
．
「

良
質

な
医

師
を

育
て

る
研

修
」

の
実

施
（

再
掲

）
研

修
医
・

専
修

医
を

対
象
と
し

て
、

最
新
の

機
器

等
を

活
用
し

、
講

義
と
組
み

合
わ

せ
て

技
術
習

得
を

行
う
セ

ミ
ナ
ー

形
式

の
実
地

研
修

で
あ

る
「
良
質

な
医

師
を
育

て
る
研

修
」

を
新
た

に
開

始
し
た

。
平

成
２

２
年
度
は

計
１

２
回
（

１
０

テ
ー

マ
）
開

催
し

、
２
４

４
名
が

参
加

す
る
と

と
も
に
、

研
修

に
際
し

て
は
、

国
立

病
院
機

構
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用
し
、

各
領

域
の
専

門
性

に
秀

で
た
指

導
医

１
２
０

名
が
指

導
に

当
た
っ

た
。 【

平
成

２
２

年
度
実

施
し
た

「
良

質
な
医

師
を

育
て
る

研
修

」
】

・
神

経
・

筋
診
療

能
力
パ

ワ
ー

ア
ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

・
救

急
初

療
診
療

能
力

パ
ワ
ー

ア
ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

・
神

経
・

筋
診
療

ス
キ
ル

ア
ッ

プ
研
修

・
腹

腔
鏡

セ
ミ
ナ

ー
①

②
・
精

神
科

知
識
・

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
技

能
研
修

・
初

期
診

療
ト
ラ

イ
ア

ル
研
修

会
・
小

児
疾

患
に
関

す
る
研

修
会

・
循

環
器

疾
患
に

関
す

る
研
修

会
・
呼

吸
器

疾
患
に

関
す
る

研
修

会
・
超

音
波

画
像
シ

ス
テ

ム
支
援

に
よ
る

シ
ミ

ュ
レ
ー

タ
ー

実
践
研

修
①

②
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

研
修

医
・

専
修

医
向

け
の

情
報

発
信

平
成
２
２

年
３

月
よ

り
、
国
立

病
院

機
構
に

お
け

る
臨

床
研
修

の
理

念
や
研
修

体
制

等
に

つ
い
て

、
実

際
に
研

修
を
受

け
て

い
る
研

修
医

や
専

修
医
の
声

や
指

導
医
の

声
も
交

え
な

が
ら
紹

介
す

る
研
修

医
・

専
修

医
向
け
情

報
誌

「
Ｎ
Ｈ

Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｗ

Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ

」
を
創

刊
し
、

平
成

２
２
年

度
に
お
い

て
は

、
２
号

、
３
号

を
発

行
し
た

。
平

成
２
３

年
３

月
に

、
研
修
医

・
専

修
医
向

け
情

報
誌

と
連
携

し
た

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト

を
開

設
し
、

研
修

情
報
等

を
発
信

し
て

い
る
。

５
．

専
修

医
修

了
者

等
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施
平

成
２
０

年
度

よ
り

専
修
医
修

了
者

を
対
象

に
、

後
期

研
修
施

設
選

択
の
際
の

着
眼

点
、

修
了
後

の
進

路
、
就

職
先
に

つ
い

て
の
情

報
の

有
無

等
を
内
容

と
す

る
調
査

を
行
っ

て
い

る
。
平

成
２

２
年
度

実
施

し
た

調
査
に
よ

り
、

①
研

修
病

院
の

選
択

の
際

は
、

当
面

、
技

術
・

知
識

を
効

率
よ

く
修

得
し

て
い

く
こ

と
が

最
大

の
関

心
事

で
あ

り
、
「

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
」

や
「
専
門

医
取

得
」
等

医
師
と

し
て

の
将
来

設
計

に
つ
い

て
の

関
心

は
、
必
ず

し
も

高
く
な

い
。

②
一

方
で

、
専

修
医

修
了

後
は

、
医

師
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

は
じ

め
、

技
術

・
知

識
と

と
も

に
「

専
門

医
の

取
得

」
や

「
キ

ャ
リ

ア
ア
ッ
プ

」
を

重
要
視

す
る
よ

う
に

な
る
。

等
の
専
修

医
開

始
前
・

修
了
後

で
は

技
術
向

上
へ

の
考
え

方
が

異
な

る
傾
向
が

あ
り

、
多
様

な
症

例
を

経
験
で

き
る

機
会
を

提
供
す

る
こ

と
を
は

じ
め
と
し

た
、

き
め
細

や
か
な

支
援

等
の
必

要
性

が
確
認

さ
れ

た
。

④
看

護
師

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

充
④

看
護

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
④

看
護
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
制
度
の
充
実

実
度
の

充
実

平
成

１
８

年
度

か
ら

運
用

し
て

い
る

引
き

続
き

国
立

病
院

機
構

統
１

．
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

充
実

看
護

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

に
つ

い
一

の
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
「

看
平

成
１
８

年
度

よ
り

運
用
し
て

い
る

「
国
立

病
院

機
構

看
護
職

員
能

力
開
発
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に
よ

り
、

新
採
用

の
１
年

目
か

ら
５
年

目
ま

で
を

て
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

運
用

等
に

係
る

評
護
職

員
能
力

開
発
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
目

安
に
段

階
的

に
看
護

実
践
能

力
を

習
得
出

来
る

よ
う
教

育
体

制
の

充
実
を
図

っ
て

い
る
。

価
を

実
施

し
、

引
き

続
き

国
立

病
院

機
の

運
用

を
行

う
と

と
も

に
、

当
ま

た
、
国

立
病

院
機

構
の
看
護

部
門

を
よ
り

一
層

魅
力

的
な
も

の
と

す
る
た
め

「
国

立
病

院
機
構

に
お

け
る
看

護
師
確

保
に

関
す
る

検
討

委
員

構
の

特
色

を
活

か
し

た
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
該

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

評
価

を
実

施
会

」
に
お

い
て

検
討
し

た
次
の

施
策

を
引
き

続
き

平
成
２

２
年

度
も

実
施
し
、

キ
ャ

リ
ア
パ

ス
制

度
の

充
実
を

図
っ

た
。

制
度

の
充

実
を

図
り

、
良

質
な

看
護

師
す
る

。
の

育
成

と
確

保
に

努
め

る
。

(
1
)
専
任

教
育

担
当
師

長
の
配

置
院
内
の

教
育

研
修

に
係
る
企

画
や

、
プ

リ
セ
プ

タ
ー

に
よ
る

教
育

指
導
方
法

の
相

談
等

に
き
め

細
か

く
対
応

で
き
る

よ
う

に
す
る

た
め

の
教

育
担
当
看

護
師

長
を

各
病
院
の

状
況

に
応
じ

て
配

置
し

、
新
人

看
護

師
の
教
育

支
援

の
み

な
ら
ず

、
教

育
研
修

体
制
の

充
実

を
図
っ

て
い

る
。

ま
た
、

国
立

病
院

機
構
病
院

が
、

新
人

を
含
む

全
看

護
職
員

へ
の

効
果
的
な

教
育

支
援

が
で
き

る
よ

う
、
平

成
２
０

年
６

月
に
看

護
業

務
指

針
を
改
正

し
て

「
教

育
担
当
看

護
師

長
の
業

務
」

を
追

加
し
、

各
業

務
を
明
確

化
し

て
い

る
。

【
専
任

教
育
担

当
師
長

の
配

置
病
院

】
平

成
２
１

年
度

６
８

病
院

→
平
成
２

２
年

度
８
４
病
院

(
2
)
専
門

看
護

師
、
認

定
看
護

師
の

配
置

昨
今
の

医
療

・
看

護
の
高
度

化
、

多
様

化
に
伴

い
、

よ
り
専

門
的

で
水
準
の

高
い

知
識

や
技
能

を
持

っ
た
看

護
の
ス

ペ
シ

ャ
リ
ス

ト
が

必
要

と
さ
れ
て

お
り

、
国

立
病
院
機

構
と

し
て
も

積
極

的
に

職
員
を

研
修

に
派
遣
し

、
各

病
院

の
特
性

に
合

わ
せ
た

認
定
看

護
師

及
び
専

門
看

護
師

を
配
置
し

、
そ

の
分

野
の
看
護

職
員

に
対
し

適
切

な
指

導
、
相

談
を

行
い
、
さ

ら
に

充
実

し
た
高

い
水

準
の
看

護
を
実

践
し

て
い
る

。

【
専
門

看
護
師

・
認
定

看
護

師
の
配

置
数

】
平

成
２
１

年
度

９
５

病
院

３
２

０
名

→
平
成

２
２
年
度

１
０
４
病

院
４
０

０
名

(
3
)
実
習

指
導

者
の
養

成
国
立
病

院
機

構
独

自
の
取
組

と
し

て
、

全
ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

が
実

習
指
導
者

講
習

会
を

実
施
す

る
こ

と
で
、

受
講
し

や
す

く
な
り

、
よ

り
多

く
の
実
習

指
導

者
の

養
成
を
行

う
こ

と
が
で

き
た

。
こ

れ
に
よ

り
、

看
護
学
生

の
実

習
指

導
体
制

、
新

人
看
護

師
教
育

担
当

者
（
プ

リ
セ

プ
タ

ー
）
へ
の

相
談

や
ア

ド
バ
イ
ス

等
の

支
援
体

制
の

充
実

が
図
ら

れ
た

。

【
国
立

病
院
機

構
が
実

施
す

る
実
習

指
導

者
講
習

会
の

受
講

者
数
】

平
成
１
７

年
度

１
カ

所
５
２

名
平

成
１
８

年
度

５
カ

所
１

９
６

名
平

成
１
９

年
度

６
カ

所
２

７
５

名
平

成
２
０

年
度

６
カ

所
２

６
１

名
平

成
２
１

年
度

６
カ

所
２

７
１

名
平

成
２
２

年
度

６
カ

所
２

６
６

名
延
受

講
者
数

１
，

３
２
１

名

(
4
)
研
究

休
職

制
度

高
度
専

門
的

な
医

療
の
提
供

が
で

き
る

人
材
を

確
保

す
る
た

め
、

意
欲
の
あ

る
職

員
が

退
職
す

る
こ

と
な
く

国
立
看

護
大

学
校
研

究
課

程
又

は
看
護
系

の
研

究
科

を
置
く
大

学
院

に
進
学

で
き

る
よ

う
「
研

究
休

職
制
度
」

を
創

設
し

て
い
る

。
平
成
１

８
年

度
に

１
名
、
平

成
１

９
年

度
に
３

名
、

平
成
２

１
年

度
に
は
３

名
、

平
成

２
２
年

度
に

は
新
た

に
１
４

名
が

研
究
休

職
し

、
国

立
病
院
機

構
の

医
療

の
向
上
の

た
め

に
、
復

帰
後

は
医

療
現
場

に
お

い
て
活
躍

し
て

い
る

。
ま
た
、

平
成

２
３

年
度
に
も

新
た

に
１

４
名
が

東
京

医
療
保

健
大

学
を
始
め

と
す

る
大

学
院
に

進
学

し
て
い

る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

に
基

づ
く

研
修

の
実

施
全

病
院
統

一
の

研
修

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

の
中
で

院
外

で
の

研
修
に

お
け

る
実
践
能

力
向

上
を

評
価
項

目
と

し
た
こ

と
に
よ

り
、

所
属
病

院
が

担
っ

て
い
る
政

策
医

療
以
外

の
政
策

医
療

分
野
な

ど
自

院
で
の

Ｏ
Ｊ

Ｔ
で

は
習
得
が

困
難

な
分
野

の
看

護
技

術
、
知

識
に

つ
い
て

体
験
し

な
が

ら
実
践

能
力

を
習

得
し

た
り

、
他

病
院

の
実

際
の

現
場

か
ら

自
院

の
体

制
の

見
直

し
や

個
人

の
技

術
向

上
等

に
繋

が
る

よ
う

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を

活
用

し
た
病

院
間
交

流
研

修
を
実

施
し

た
。
ま

た
、

引
き

続
き
各
病

院
、

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所

及
び
本

部
に

お
い
て

キ
ャ
リ

ア
パ

ス
に
基

づ
く
研
修

を
実

施
す
る

と
と
も

に
、

専
門
的

な
知

識
・
技

術
を

習
得

す
る
た
め

看
護

師
を
専

門
研

修
機

関
へ
研

修
派

遣
し
た

。
さ

ら
に
、

各
ブ

ロ
ッ

ク
単
位
で

、
看

護
師
他

関
係

医
療

従
事
者

を
対

象
に
、
医

療
安

全
に

関
す
る

制
度

の
十
分

な
理
解

や
各

病
院
の

取
組

状
況

な
ど

の
知

識
と

技
能

の
習

得
と

と
も

に
医

療
事

故
発

生
時

の
対

応
能

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
、
「

医
療

安
全

管
理

研
修

」
を

実
施

し
病

院
全
体
で

の
医

療
安
全

管
理
体

制
の

充
実
を

図
っ

た
。

(
1
)
本
部

・
ブ

ロ
ッ
ク

・
病
院

に
お

け
る
研

修
の

実
施

①
幹
部
管

理
者

研
修

（
国
立
病

院
機

構
本
部

）
幹
部

看
護

師
管
理

研
修
Ⅰ

９
８
時

間
７

１
名

幹
部

看
護

師
管
理

研
修
Ⅱ

１
１
２
時

間
４

６
名

幹
部

看
護

師
管
理

研
修
Ⅲ

３
７
時

間
４

３
名

②
中
間
管

理
者

研
修

（
各
ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

）
看
護

師
長

新
任
研

修
１
日

～
４
日

間
２
２

６
名

副
看

護
師

長
新
任

研
修

２
日

～
５
日

間
３
６

７
名

医
療

安
全

対
策
研

修
会

１
日

～
５
日

間
５
６

１
名

そ
の

他
（

新
任
教

員
研
修

、
教

育
担
当

者
研

修
）

３
９

０
名

③
幹
部
看

護
師

任
用

候
補
者
研

修
（

各
病
院

）
・
・

・
・

・
・
・

・
・

９
４

０
名

(
2
)
専
門

研
修

機
関
へ

の
研
修

派
遣

の
状
況

①
「
専
門

看
護

師
」

研
修

９
名

（
が

ん
看

護
３

名
精

神
看

護
３

名
小
児
看

護
１
名

急
性
・

重
症

患
者
看

護
２
名

）

②
「
認
定

看
護

師
」

研
修

１
０
１

名
が
ん

化
学

療
法

２
３

名
透
析

看
護

１
名

が
ん

性
疼

痛
２

名
糖
尿

病
看

護
４
名

感
染

管
理

９
名

皮
膚

・
排

泄
ケ

ア
８
名

緩
和

ケ
ア

１
８

名
脳
卒

中
リ

ハ
５
名

救
急

看
護

８
名

が
ん

放
射

線
療

法
５
名

集
中

ケ
ア

５
名

手
術

看
護

１
名

新
生

児
集

中
ケ
ア

２
名

小
児

救
急

看
護

１
名

摂
食

・
嚥

下
障
害

看
護

９
名

③
教
員
養

成
講

習
（

都
道
府
県

主
催

研
修
）

看
護

教
員

養
成
コ

ー
ス

８
ヶ
月
～

１
年

間
３
３

名

⑤
医

療
従

事
者

研
修

の
充

実
⑤

医
療
従
事

者
研
修

の
充

実
⑤

医
療
従
事
者
研
修
の
充

実
質

の
高

い
医

療
従

事
者

を
育

成
す

る
質

の
高

い
医

療
従

事
者

を
育

た
め

、
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
を

は
じ

め
と

す
成

す
る

た
め

、
医

療
関

係
職

種
１

．
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
の

た
め

の
研

修
の

実
施

（
再

掲
）

る
医

療
関

係
職

種
を

対
象

と
し

た
研

修
を

対
象

と
し

た
研

修
な

ど
に

つ
医

療
の
質

向
上

を
目

指
し
、
コ

メ
デ

ィ
カ
ル

職
員

の
専

門
知
識

の
強

化
、
チ
ー

ム
医

療
推

進
の
支

援
（

チ
ー
ム

医
療
推

進
の

た
め
の

研
修

）
を

な
ど

に
つ

い
て

更
な

る
充

実
を

図
る

。
い
て

更
な
る

充
実
を

図
る

。
平

成
２
１

年
度

よ
り
開

始
し
た

。
特

に
、

医
療

技
術

の
向

上
を

図
る

た
特

に
、

医
療

技
術

の
向

上
を

め
、

技
術

研
修

の
実

施
体

制
を

計
画

的
図

る
た

め
、

研
修

機
器

の
整

備
【
Ｎ

Ｓ
Ｔ

（
栄
養

サ
ポ
ー

ト
チ

ー
ム
）

研
修

】
に

整
備

す
る

と
と

も
に

、
国

立
病

院
機

を
含

め
た

技
術

研
修

の
実

施
体

臨
床

に
お
け

る
よ
り

よ
い

栄
養
管

理
の

実
施
に

あ
た

り
、

チ
ー
ム
医

療
で

の
専
門

的
役

割
発

揮
に
必

要
な

問
題
・

課
題
を

認
識

さ
せ
る

構
の

全
国

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
制
の

構
築
を

進
め
る

と
と

も
に

、
と

と
も

に
、
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

体
制
の

充
実

と
向
上

を
図

る
こ

と
を
目
的

と
し

た
研
修

を
実

施
し

た
。

し
Ｉ

Ｔ
を

用
い

た
遠

隔
研

修
の

充
実

を
国

立
病

院
機

構
の

全
国

的
な

ネ
・
参

加
職
種

：
看
護

師
２

４
名
、

薬
剤

師
１
９

名
、

臨
床

検
査
技
師

５
名

、
管
理

栄
養

士
２

０
名

計
６

８
名

図
る
。

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
Ｉ

Ｔ
を

※
本
研

修
に
て

、
Ｎ

Ｓ
Ｔ
教

育
認

定
施
設

で
の

４
０

時
間
の
臨

床
実

地
修
練

の
単

位
を

取
得

用
い

た
遠

隔
研

修
の

充
実

を
図

る
。

【
が

ん
化

学
療
法

研
修
】

が
ん

化
学
療

法
に
携

わ
る

各
職
種

が
専

門
性
を

発
揮

し
、

情
報
を
共

有
し

、
そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を
果

た
す

こ
と
で

質
の
高

い
安

全
で
安

心
な
が

ん
化
学

療
法
の

提
供

体
制
が

構
築

さ
れ
、

医
療

安
全

対
策
の
充

実
強

化
に
繋

が
る

こ
と

を
目
的

と
し

た
研
修

を
実
施

し
た

。
・
参

加
職
種

：
医
師

１
９

名
、
看

護
師

４
２
名

、
薬

剤
師

４
２
名
、

臨
床

検
査
技

師
８

名
、

管
理
栄

養
士

１
名
、

放
射
線

技
師

１
名
、

心
理

療
法

士
３
名

、
Ｍ

Ｓ
Ｗ
４

名
計
１

２
０
名
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

【
輸

血
研

修
】

輸
血

の
医
療

安
全
業

務
に

関
わ
る

医
療

従
事
者

に
対

し
て

、
輸
血
に

お
け

る
安
全

か
つ

適
正

な
業
務

を
遂

行
す
る

た
め
に

必
要

な
専
門

的
知
識

及
び
関

連
職
種

間
連

携
業
務

等
を

習
得
さ

せ
、

医
療

安
全
対
策

の
意

識
を
向

上
さ

せ
る

こ
と
で

、
輸

血
医
療

安
全
管

理
体

制
の
充

実
を
図

る
こ
と

を
目
的

と
し

た
研
修

を
実

施
し
た

。
・
参

加
職
種

：
医
師

２
３

名
、
看

護
師

５
２
名

、
薬

剤
師

１
９
名
、

臨
床

検
査
技

師
８

７
名

計
１

８
１

名

２
．

質
の

高
い

治
験

を
推

進
す

る
た

め
の

研
修

会
等

の
実

施
（

再
掲

）
質

の
高

い
治

験
を

推
進

す
る

た
め

、
Ｃ

Ｒ
Ｃ

（
初

級
・

３
年

以
上

）
、

治
験

を
担

当
す

る
医

師
、

治
験

審
査

委
員

・
臨

床
研

究
倫

理
審

査
委

員
等

を
対
象

と
し

、
参
加

者
総
計

延
べ

５
１
２

名
、

９
回
、

１
４

日
間

の
研
修
会

を
実

施
し
、

中
核

と
な

る
人
材

を
養

成
し
た

。
特
に

初
級

Ｃ
Ｒ
Ｃ

を
対
象
と

し
た

研
修
会

は
、
日

本
臨

床
薬
理

学
会

の
認
定

を
受

け
た

５
日
間
の

講
義

に
加
え

て
病

院
で

５
日
間

の
実

習
を
行

う
な
ど

充
実

し
た
内

容
と
な
っ

て
い

る
ほ
か

、
国
立

病
院

機
構
以

外
か

ら
の
参

加
（

６
７

名
の
う
ち

１
２

名
）
も

受
け

入
れ

て
お
り

、
国

立
病
院

機
構
だ

け
で

は
な
く

我
が
国
の

治
験

・
臨
床

研
究
の

活
性

化
に
も

貢
献

し
て
い

る
。

３
．

技
術

研
修

の
実

施
体

制
の

構
築

ス
キ
ル
ア

ッ
プ

ラ
ボ

（
専
用
の

部
屋

に
実
習

教
育

用
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
ー
が
あ

り
、

医
療

関
係
者

が
医

療
技
術

習
得
の

た
め

に
適
宜

使
用

す
る

こ
と
が
で

き
る

施
設
）

を
有
す

る
病

院
は
３

１
病

院
に
増

加
し

た
。

ま
た
、
研

修
医

・
専

修
医
を
対

象
と

し
て
、

最
新

の
機

器
等
を

活
用

し
、
講
義

と
組

み
合

わ
せ
て

技
術

習
得
を

行
う
セ

ミ
ナ

ー
形
式

の
実

地
研

修
で
あ
る

「
良

質
な
医

師
を
育

て
る

研
修
」

を
新

た
に
開

始
し

た
。

平
成
２
２

年
度

は
計
１

２
回

（
１

０
テ
ー

マ
）

開
催
し

、
２
４

４
名

が
参
加

す
る
と
と

も
に

、
研
修

に
際
し

て
は

、
国
立

病
院

機
構
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を
活

用
し

、
各
領

域
の

専
門

性
に
秀

で
た

指
導
医

１
２
０

名
が

指
導
に

当
た
っ
た

。

【
良
質
な

医
師

を
育
て

る
研

修
(
例

)
】

・
神
経

・
筋

診
療
能

力
パ

ワ
ー

ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー
・
救

急
初

療
診
療
能

力
パ

ワ
ー
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

・
神
経

・
筋

診
療
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研
修

・
腹

腔
鏡

セ
ミ
ナ
ー

・
初
期

診
療

ト
ラ
イ

ア
ル

研
修

会
・
小

児
疾

患
に
関
す

る
研

修
会

・
呼
吸

器
疾

患
に
関

す
る

研
修

会
・
循

環
器

疾
患
に
関

す
る

研
修
会

・
超
音

波
画

像
シ
ス

テ
ム

支
援

に
よ
る

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
ー
実

践
研

修

４
．

Ｉ
Ｔ

を
活

用
し

た
精

神
科

領
域

に
お

け
る

多
施

設
共

同
研

修
の

実
施

（
再

掲
）

平
成
２
１

年
２

月
か

ら
、
肥
前

精
神

医
療
セ

ン
タ

ー
を

中
心
に
複

数
の

病
院
を

Ｔ
Ｖ

会
議

シ
ス
テ

ム
で

つ
な
ぎ

、
各
病

院
共

通
の
講

義
、
講

演
、

症
例
検
討

会
等

を
行
う

他
施
設

共
同

研
修
シ

ス
テ

ム
の
運

用
を

開
始

し
た
。

平
成
２
１

年
に

お
い

て
は
、
花

巻
病

院
、

久
里
浜

ア
ル

コ
ー
ル

症
セ

ン
タ
ー
、

東
尾

張
病

院
及
び

琉
球

病
院
が

参
加
し

、
講

義
を
中

心
に

原
則

週
２
回
開

催
し

、
効
果

的
な
教

育
研

修
を
実

施
し

て
い
る

。
な

お
、
平

成
２

２
年

度
よ
り
、

小
諸

高
原

病
院
、

賀
茂

精
神
医

療
セ

ン
タ
ー
及

び
菊

池
病

院
の
３

病
院

が
新
た

に
参
加

し
、

合
計
８

病
院

に
よ

り
運
用
し

て
い

る
。

（
２

）
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

研
修

事
業

の
（

２
）

地
域

医
療

に
貢

献
す

る
研

修
（
２

）
地
域
医
療
に
貢
献
す
る

研
修
事
業
の
実
施

実
施

事
業

の
実
施

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

り
確

地
域

の
医

療
従

事
者

を
対

象
地

域
の
医

療
従

事
者
を

対
象
と

し
た

研
究
会

等
に

つ
い
て

、
研

修
施

設
の
整
備

や
診

療
密
度

が
高

ま
り

診
療
現

場
の

負
荷
が

大
き
く

な
る

中
、
各

立
し

た
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
成

果
等

を
普

及
さ

せ
と

し
た

研
究

会
や

地
域

住
民

を
病
院

に
お
い

て
地

域
の
研

修
ニ
ー

ズ
の

把
握
や

ア
ン

ケ
ー
ト

調
査

に
よ

る
研
修
内

容
の

評
価
・

検
証

等
に

よ
り
内

容
の

充
実
に

努
め
、

ホ
ー

ム
ペ
ー

る
た

め
、

各
病

院
は

、
地

域
の

医
療

従
対

象
と

し
た

公
開

講
座

等
を

開
ジ
や

パ
ン
フ

レ
ッ

ト
配
布

等
で
参

加
を

呼
び
か

け
た

ほ
か
、

地
域

の
医

療
関
係
機

関
等

と
も
連

携
し

て
開

催
す
る

な
ど

積
極
的

に
実
施

し
た

。
事

者
を

対
象

と
し

た
研

究
会

や
地

域
住

催
し

、
地

域
社

会
に

貢
献

す
る

こ
の
結
果

、
３

，
３
０

４
件
（

平
成

２
０
年

度
比

４
７
．

６
％

増
）

の
地
域
の

医
療

従
事
者

を
対

象
と

し
た
研

究
会

等
を
開

催
し
、

地
域

医
療
従

民
を

対
象

と
し

た
公

開
講

座
等

を
開

催
教

育
活

動
を

実
施

す
る

。
当

該
事
者

へ
向
け

た
医

療
情
報

発
信
に

貢
献

し
た
。

し
、

地
域

社
会

に
貢

献
す

る
教

育
活

動
研

究
会

等
の

内
容

の
充

実
に

努
を

実
施

す
る

。
当

該
研

究
会

等
の

内
容

め
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
開

平
成
２

１
年

度
２

，
３
７

８
件

→
平
成

２
２
年

度
３
，

３
０
４
件

（
平

成
２
０

年
度

２
，
２
３

８
件

）
の

充
実

に
努

め
る

と
と

も
に

、
開

催
件

催
件

数
に

つ
い

て
増

加
を

目
指

数
に

つ
い

て
中

期
目

標
の

期
間

中
に

平
す
。

成
２

０
年

度
に

比
し

１
５

％
以

上
の

増

を
目

指
す

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

４
総
合
的

事
項

４
総

合
的
事

項
４

総
合

的
事
項

４
総
合
的
事
項

（
１

）
個

別
病

院
ご

と
の

総
合

的
な

検
証

、
（

１
）

個
別

病
院

ご
と

の
総

合
的

な
検

証
、

（
１

）
個

別
病

院
ご

と
の

総
合

的
な

改
善
等

改
善

等
検
証

、
改
善

等
（
１

）
個
別
病
院
ご
と
の
総
合

的
な
検
証
、
改
善
等

平
成

２
２

年
度

末
を

目
途

に
、

個
々

平
成

２
２

年
度

末
を

目
途

に
、

個
々

個
々

の
病

院
ご

と
に

政
策

医
の

病
院

ご
と

に
、

政
策

医
療

に
係

る
機

の
病

院
ご

と
に

政
策

医
療

に
係

る
機

能
、

療
に

係
る

機
能

、
地

域
医

療
事

１
．

個
別

病
院

ご
と

の
総

合
的

な
検

証
、

改
善

能
、

地
域

医
療

事
情

、
経

営
状

況
等

に
地

域
医

療
事

情
、

経
営

状
況

等
に

つ
い

情
、

経
営

状
況

等
に

つ
い

て
、

各
病
院

に
お

け
る
政

策
医
療

、
地

域
医
療

事
情

、
経
営

状
況

等
に

つ
い
て
、

こ
れ

ま
で
活

用
し

て
き

た
臨
床

評
価

指
標
、

経
営
分

析
シ

ス
テ
ム

つ
い

て
総

合
的

に
検

証
し

、
そ

の
結

果
て

総
合

的
に

検
証

し
、

そ
の

結
果

を
公

引
き

続
き

本
部

に
お

い
て

現
状

な
ど
に
よ

り
把

握
す
る

と
と
も

に
、

総
合
的

な
検

証
に
必

要
な

項
目

の
選
定
や

デ
ー

タ
収
集

方
法

等
の

検
討
を

進
め

て
き
た

。
を

公
表

す
る

と
と

も
に

、
病

床
数

の
適

表
す

る
と

と
も

に
、

病
床

数
の

適
正

化
把

握
に

努
め

る
。

あ
わ

せ
て

、
ま

た
、

政
策

医
療

の
分

野
ご

と
の

収
支

状
況

に
つ

い
て

は
、
「

政
策

医
療

コ
ス

ト
分

析
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
」

の
開

発
に

よ
り

分
析

が
可

能
と

な
っ

正
化

を
含

め
必

要
な

改
善

措
置

を
講

ず
を

含
め

必
要

な
改

善
措

置
を

講
ず

る
。

総
合

的
な

検
証

に
向

け
て

必
要

た
た
め
、

全
病

院
に
お

い
て
、

平
成

２
２
年

４
月

分
か
ら

政
策

医
療

分
野
ご
と

の
損

益
計
算

書
の

作
成

に
着
手

し
た

。
る
こ
と

。
そ

の
際

、
国

立
病

院
機

構
の

病
院

の
な

項
目

の
選

定
や

、
デ

ー
タ

収
今
後
は

平
成

２
２
年

度
決
算

の
状

況
を
踏

ま
え

た
上
で

、
総

合
的

な
検
証
を

平
成

２
３
年

度
に

実
施

し
、
そ

の
結

果
を
公

表
す
る

予
定

で
あ
る

。
そ

の
際

、
近

隣
に

労
災

病
院

等
が

あ
近

隣
に

労
災

病
院

等
が

あ
る

場
合

は
、

集
、

評
価

手
法

等
の

検
討

を
進

る
場

合
は

、
都

道
府

県
が

策
定

す
る

医
都

道
府

県
が

策
定

す
る

医
療

計
画

、
地

め
る

。
２

．
労

災
病

院
と

の
診

療
連

携
療

計
画

、
地

理
的

配
置

状
況

や
担

っ
て

理
的

配
置

状
況

や
担

っ
て

い
る

医
療

機
ま

た
、

地
域

医
療

を
行

う
中

近
隣
に
労

災
病

院
と

国
立
病
院

機
構

が
あ
る

場
合

に
は

、
患
者

の
利

便
性
を
向

上
さ

せ
、
地
域

の
医

療
提
供

体
制

の
確
保
・

充
実

を
図

る
た
め

、
い

る
医

療
機

能
等

を
踏

ま
え

、
個

々
の

能
等

を
踏

ま
え

、
個

々
の

病
院

単
位

で
で

労
災

病
院

等
と

の
診

療
連

携
そ

れ
ぞ
れ

の
病

院
の
医

療
機
能

を
活

か
し
た

機
能

分
担
に

よ
る

医
療

連
携
を
実

施
し

て
い
る

。
こ

れ
ら

の
病
院

は
双

方
の
機

能
を
補

完
し

て
、
患

病
院

単
位

で
診

療
連

携
の

構
築

を
始

め
国

立
病

院
機

構
の

病
院

と
労

災
病

院
と

の
構

築
や

効
率

的
な

病
院

運
営

者
の
紹
介

・
逆

紹
介
や

連
携
ク

リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス

、
医
師

派
遣

等
の

診
療
援
助

な
ど

、
更
な

る
診

療
連

携
の
構

築
に

向
け
て

検
討
を

す
す

め
て
い

効
率

的
な

運
営

の
可

能
性

等
に

つ
い

て
の

診
療

連
携

の
構

築
を

始
め

効
率

的
な

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

検
証

る
。

検
討
を

行
う

こ
と

。
運

営
の

可
能

性
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

を
進

め
る
。

な
お
、
平

成
２

３
年

４
月
２
０

日
よ

り
厚
生

労
働

省
に

お
い
て

「
国

立
病
院
・

労
災

病
院

等
の
在

り
方

を
考
え

る
検
討

会
」

が
開
催

さ
れ

、
検

ま
た

、
厚

生
労

働
省

に
お

い
て

、
平

う
。

討
さ
れ
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ
る

。
成

２
５

年
度

末
ま

で
に

、
所

管
の

独
立

ま
た

、
厚

生
労

働
省

に
お

い
て

、
平

行
政

法
人

が
運

営
す

る
病

院
全

体
に

つ
成

２
５

年
度

末
ま

で
に

、
所

管
の

独
立

【
近

隣
に

あ
る
労

災
病
院

と
の

医
療
連

携
状

況
例
】

い
て

、
そ

れ
ら

の
病

院
が

果
た

す
べ

き
行

政
法

人
が

運
営

す
る

病
院

全
体

に
つ

・
八
戸

病
院
と

青
森
労

災
病

院
：

患
者

の
紹
介
・

逆
紹

介
政

策
医

療
及

び
地

域
医

療
に

お
け

る
役

い
て

、
そ

れ
ら

の
病

院
が

果
た

す
べ

き
・

仙
台

医
療
セ

ン
タ
ー

と
東

北
労
災

病
院

：
地
域

連
携
ク
リ

テ
ィ

カ
ル
パ

ス
（

大
腿

骨
骨
折

、
脳

卒
中
）

割
を

勘
案

し
つ

つ
、

政
策

目
的

に
沿

っ
政

策
医

療
及

び
地

域
医

療
に

お
け

る
役

・
東
尾

張
病
院

と
旭
労

災
病

院
：

旭
労

災
病
院
へ

診
療

援
助
（

医
師

派
遣

）
た

医
療

供
給

体
制

の
最

適
化

を
図

る
観

割
を

勘
案

し
つ

つ
、

政
策

目
的

に
沿

っ
・

近
畿

中
央
胸

部
疾
患

セ
ン

タ
ー
と

大
阪

労
災
病

院
：

大
阪

労
災
病
院

で
外

来
を
開

設
、

近
畿

中
央
胸

部
疾

患
セ
ン

タ
ー
の

入
院

患
者
の

点
か

ら
、

病
院

配
置

の
再

編
成

を
含

む
た

医
療

供
給

体
制

の
最

適
化

を
図

る
観

診
療

総
合

的
な

検
討

を
行

う
た

め
、

国
立

病
点

か
ら

、
病

院
配

置
の

再
編

成
を

含
む

・
米
子

医
療
セ

ン
タ
ー

と
山

陰
労
災

病
院

：
連
携

ク
リ
テ
ィ

カ
ル

パ
ス
（

胃
が

ん
）

院
機
構

は
必

要
な

協
力

を
行

う
こ

と
。

総
合

的
な

検
討

を
行

う
た

め
、

国
立

病
・

呉
医

療
セ
ン

タ
ー
と

中
国

労
災
病

院
：

患
者

の
紹
介
・

逆
紹

介
院

機
構

は
必

要
な

協
力

を
行

う
。

・
小
倉

医
療
セ

ン
タ
ー

と
九

州
労
災

病
院

：
患
者

の
紹
介
・

逆
紹

介

（
２

）
エ
イ

ズ
へ

の
取

組
推

進
（

２
）

エ
イ

ズ
へ

の
取

組
推

進
（
２

）
エ

イ
ズ
へ

の
取
組

推
進

（
２

）
エ
イ
ズ
へ
の
取
組
推
進

ブ
ロ

ッ
ク

拠
点

病
院

に
お

い
て

は
、

ブ
ロ

ッ
ク

拠
点

病
院

に
お

い
て

は
、

ブ
ロ

ッ
ク

拠
点

病
院

に
お

い
Ｈ

Ｉ
Ｖ

裁
判

の
和

解
に

基
づ

き
国

の
責

Ｈ
Ｉ

Ｖ
裁

判
の

和
解

に
基

づ
き

国
の

責
て

は
、

被
害

者
の

原
状

回
復

に
１

．
エ

イ
ズ

へ
の

取
組

務
と

な
っ

た
被

害
者

の
原

状
回

復
に

向
務

と
な

っ
た

被
害

者
の

原
状

回
復

に
向

向
け

た
医

療
の

取
組

を
着

実
に

Ｈ
Ｉ
Ｖ
裁

判
の

和
解

に
基
づ
き

整
備

さ
れ
た

ブ
ロ

ッ
ク

拠
点
病

院
に

つ
い
て
は

、
全

国
８

ブ
ロ
ッ

ク
の

う
ち
４

ブ
ロ
ッ

ク
で

国
立
病

院
機

構
の

け
た

医
療

の
取

組
を

着
実

に
実

施
し

、
け

た
医

療
の

取
組

を
着

実
に

実
施

し
、

実
施

し
、

全
科

対
応

に
よ

る
診

病
院
が
指

定
さ

れ
て
お

り
、
全

科
対

応
に
よ

る
総

合
的
な

診
療

、
臨

床
研
究
、

人
材

育
成
の

取
り

組
み

を
推
進

し
て

い
る
。

エ
イ

ズ
患

者
及

び
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
の

増
エ

イ
ズ

患
者

及
び

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

の
増

療
等

の
総

合
的

な
診

療
、

治
験

平
成

２
２

年
度

に
お

い
て

は
、

ブ
ロ

ッ
ク

拠
点

病
院

で
あ

る
九

州
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、
「

Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ

／
Ｈ

Ｉ
Ｖ

総
合

治
療

セ
ン

タ
ー

」
加

に
適

切
に

対
応

で
き

る
よ

う
必

要
な

加
に

適
切

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
全

科
等

の
臨

床
研

究
、

医
療

従
事

者
を

設
置
し

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感

染
症
に

合
併

し
た
疾

患
に

つ
い
て

も
コ

ン
バ

イ
ン
ド
ク

リ
ニ

ッ
ク
と

し
て

各
科

横
断
的

に
、

総
合
的

、
包
括

的
治

療
を
行

取
組

を
進

め
る

と
と

も
に

、
後

天
性

免
対

応
に

よ
る

診
療

等
の

総
合

的
な

診
療
、

の
人

材
育

成
と

研
修

会
等

の
実

う
た
め
の

体
制

を
強
化

し
た
。

疫
不

全
症

候
群

に
関

す
る

特
定

感
染

症
治

験
等

の
臨

床
研

究
、

医
療

従
事

者
の

施
、

エ
イ

ズ
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

予
防

指
針

に
基

づ
き

、
中

核
拠

点
病

院
人

材
育

成
と

研
修

会
等

の
実

施
、

エ
イ

ク
の

活
用

等
に

よ
る

情
報

収
集

・
拠

点
病

院
へ

の
支

援
な

ど
、

引
き

続
ズ

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
等

に
よ

・
提

供
な

ど
必

要
な

取
組

を
進

２
．

ブ
ロ

ッ
ク

拠
点

病
院

と
中

核
拠

点
病

院
の

連
携

き
エ

イ
ズ

医
療

拠
点

体
制

の
充

実
に

努
る

情
報

収
集

・
提

供
な

ど
必

要
な

取
組

め
る

と
と

も
に

、
必

要
な

人
的

各
ブ
ロ
ッ

ク
拠

点
病

院
に
お
い

て
は

、
中
核

病
院

等
に

対
し
て

エ
イ

ズ
医
療
の

均
て

ん
化

や
連
携

を
図

る
こ
と

を
目
的

と
し

た
研
修

、
会

議
を

め
る
こ

と
。

を
進

め
る

と
と

も
に

、
必

要
な

人
的

物
物

的
体

制
整

備
を

計
画

的
に

進
積

極
的
に

実
施

し
て
い

る
。

的
体

制
整

備
を

計
画

的
に

進
め

る
。

め
る

。
ま

た
、

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

に
ま

た
、

後
天

性
免

疫
不

全
症

【
仙

台
医

療
セ

ン
タ

ー
】

関
す

る
特

定
感

染
症

予
防

指
針

に
基

づ
候

群
に

関
す

る
特

定
感

染
症

予
・

東
北

ブ
ロ
ッ

ク
・
エ

イ
ズ

拠
点
病

院
等

連
絡
会

議
：

２
回

く
、

ブ
ロ

ッ
ク

拠
点

病
院

に
よ

る
中

核
防

指
針

に
基

づ
き

、
引

き
続

き
・

東
北

エ
イ
ズ

・
Ｈ
Ｉ

Ｖ
臨

床
カ
ン

フ
ァ

レ
ン
ス

：
１

回
拠

点
病

院
へ

の
支

援
、

中
核

拠
点

病
院

エ
イ

ズ
医

療
提

供
体

制
の

充
実

・
東
北

Ｈ
Ｉ
Ｖ

診
療
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

会
議

：
１
回

に
よ

る
拠

点
病

院
に

対
す

る
研

修
事

業
に

努
め

る
ほ

か
、

必
要

に
応

じ
・

東
北

Ｈ
Ｉ

Ｖ
看

護
師

研
修

：
年

１
回

の
実

施
及

び
医

療
情

報
の

提
供

な
ど

引
て

国
立

国
際

医
療

研
究

セ
ン

タ
・

東
北

Ｈ
Ｉ
Ｖ

薬
剤
師

連
絡

会
議
：

年
１

回
き

続
き

エ
イ

ズ
医

療
拠

点
体

制
の

充
実

ー
戸

山
病

院
エ

イ
ズ

治
療

・
研

・
心

理
職

福
祉

職
連

絡
会

議
：

年
１

回
に

努
め

る
。

究
開

発
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
を

・
東
北

Ｈ
Ｉ
Ｖ

歯
科
診

療
協

議
会
：

年
１

回
な

お
、

こ
れ

ら
を

進
め

る
に

当
た

っ
図
る

。
・

宮
城

県
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ

Ｓ
勉
強

会
：

年
１
回

て
、

必
要

に
応

じ
て

国
立

国
際

医
療

セ
・

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染

症
認
定

薬
剤

師
実
地

研
修

：
１
回

ン
タ

ー
戸

山
病

院
エ

イ
ズ

治
療

・
研

究

開
発

セ
ン

タ
ー

と
相

互
の

連
携

体
制

を
【
名

古
屋

医
療
セ

ン
タ
ー

】
図

る
。

・
薬
剤

師
の
た

め
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染
症

研
修

会
：
２

回
・

医
療

体
制
構

築
の
た

め
の

連
携
会

議
：

１
回

・
カ
ウ

ン
セ
リ

ン
グ
研

究
会

議
お
よ

び
研

修
会
：

１
回
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

【
大

阪
医

療
セ
ン

タ
ー
】

・
近
畿

ブ
ロ
ッ

ク
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

医
療
体

制
整

備
研
究

班
会

議
：

１
回

・
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染

症
医
師

実
地

研
修
：

１
回

・
エ
イ

ズ
看
護

研
修

等
：

７
回

・
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染

症
認
定

薬
剤

師
実
地

研
修

：
１
回

・
近
畿

エ
イ
ズ

ブ
ロ
ッ

ク
拠

点
病
院

Ｈ
Ｉ

Ｖ
ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク
研
修

会
：

１
回

・
近
畿

エ
イ
ズ

ブ
ロ
ッ

ク
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
医

療
に

お
け

る
カ
ウ
ン

セ
リ

ン
グ
研

修
会

：
１

回
・

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染

症
研
修

会
：

１
回

・
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染

症
に
お

け
る

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
研

修
会

：
１
回

・
南
大

阪
に
お

け
る
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染
症

診
療

の
充
実

を
め

ざ
す

研
修
会
：

１
回

【
九

州
医

療
セ
ン

タ
ー
】

・
九
州

ブ
ロ
ッ

ク
エ
イ

ズ
拠

点
病
院

研
修

会
：
１

回
・

九
州

ブ
ロ
ッ

ク
エ
イ

ズ
出

張
研
修

会
：

１
回

・
九
州

エ
イ
ズ

診
療
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

会
議

：
１
回

３
．

国
立

国
際

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

エ
イ

ズ
治

療
・

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

国
立
病
院

機
構

の
医

療
従
事
者

（
医

師
、

看
護
師

、
薬

剤
師
な

ど
）

を
対
象
に

、
最

新
の

専
門
知

識
・

治
療
技

術
を
習

得
さ

せ
、
国

立
病

院
機

構
に
お
け

る
エ

イ
ズ
治

療
及
び

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染

対
策

の
充
実

を
図

る
こ

と
を
目
的

に
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染

症
研

修
を
国

立
国

際
医
療

研
究
セ

ン
タ

ー
と
共

同
開
催
し

た
。

・
開

催
場

所
国
立

国
際
医

療
研
究

セ
ン

タ
ー
（

北
海

道
東
北

、
関

東
信

越
ブ
ロ
ッ

ク
）

大
阪

医
療
セ

ン
タ
ー

（
東
海

北
陸

、
近
畿

、
中

国
四

国
、
九
州

ブ
ロ

ッ
ク
）

・
研

修
参

加
者

医
師

２
名

、
看
護

師
１
０
名

、
助

産
師

１
名

、
薬

剤
師

１
０
名

計
２

３
名

（
３

）
調

査
研

究
・

情
報

発
信

機
能

の
強

化
（
３

）
調

査
研
究

機
能
の

強
化

（
３

）
調
査
研
究
機
能
の
強
化

臨
床

研
究

、
治

験
、

診
療

情
報

の
分

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

を
設

置
析

を
総

合
的

に
推

進
す

る
た

め
、

本
部

し
、

臨
床

研
究

、
治

験
、

診
療

情
１

．
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
取

組
（

再
掲

）
に

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

を
設

報
の

分
析

を
総
合

的
に

推
進
す

る
。

平
成
２
１

年
度

に
診

療
情
報
分

析
ワ

ー
キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を
立

ち
上

げ
、
国
立

病
院

機
構

総
合
研

究
セ

ン
タ
ー

開
設
に

向
け

た
診
療

情
報

分
析

置
し

、
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
特

に
、

診
療

情
報

の
分

析
に

関
し

部
門
に
お

け
る

診
療
デ

ー
タ
収

集
に

か
か
る

シ
ス

テ
ム
の

設
計

、
整

備
等
設
立

準
備

の
た
め

の
検

討
会

を
開
催

し
シ

ス
テ
ム

の
構
築

方
針

を
定
め

用
し

た
調

査
研

究
・

情
報

発
信

機
能

の
て

は
、
「

診
療

情
報

収
集

・
分

析
シ

た
。

強
化

を
図

る
。

ス
テ

ム
」

を
構

築
し

、
各

病
院

か
平

成
２

２
年

４
月

に
は

検
討

会
の

結
論

を
基

に
、

国
立

病
院

機
構

総
合

研
究

セ
ン
タ

ー
診

療
情

報
分

析
部

を
設

置
し

、
各

病
院

の
レ

セ
プ

ト
デ

ら
の

レ
セ

プ
ト

等
の

収
集

を
開

始
ー

タ
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
調

査
用

デ
ー

タ
等

診
療

情
報

に
つ

い
て

収
集

・
分

析
を

行
う

た
め

の
シ

ス
テ

ム
「

診
療

情
報

デ
ー

タ
バ

ン
ク

（
Ｍ

Ｉ
Ａ

）
」

を
平

す
る

と
と

も
に

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

調
査

デ
成
２

２
年
１

０
月

に
構

築
し
、

１
４

４
病
院
か

ら
の

デ
ー

タ
収
集

を
開

始
し
た

。
ー

タ
を

活
用

し
、

医
療

機
能

評
価

平
成
２

２
年

度
の

事
業

に
つ

い
て

は
、

臨
床

評
価

指
標

に
関

し
て

は
平

成
２

１
年
度

に
各

領
域

の
作

業
委

員
会

か
ら

候
補

と
し

て
あ

げ
ら

れ
た

に
係

る
研

究
を
進

め
る

。
臨

床
評

価
指

標
に

つ
い

て
、

①
臨
床

評
価
指

標
と

し
て

の
適

切
性

、
②

Ｄ
Ｐ

Ｃ
や
レ

セ
プ
ト

デ
ー

タ
か

ら
の

抽
出

可
能

性
等

の
視
点

に
基

づ
い
て

見
直

し
、
各

作
業

班
メ

ン
バ
ー

と
も

検
討
し

、
臨
床

評
価

指
標
の

定
義

お
よ
び

適
用

基
準
・

除
外
基

準
の

精
緻
化

を
図

っ
た
。

ま
た

、
厚

生
労

働
省

の
新

規
事

業
で

あ
る

「
医

療
の

質
の

評
価

・
公

表
等
推

進
事

業
」

に
お

い
て

、
当

機
構

の
事

業
計

画
が

採
択

さ
れ

た
。

病
院

間
で

良
質

で
ば

ら
つ

き
の

少
な
い

、
医
療

の
均

て
ん

化
を

目
指

し
、

プ
ロ

セ
ス
指

標
、
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

か
ら

な
る

１
７

指
標
を

作
成

し
た
。

指
標
の

計
測

に
あ

た
っ

て
は

、
Ｄ
Ｐ

Ｃ
対
象

４
５

病
院

に
つ

い
て

、
病

院
の

集
計
作

業
な
し

に
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

よ
り

、
診

療
情
報

デ
ー

タ
バ
ン

ク
を
用

い
て

収
集

・
分

析
し

た
。
算

出
結
果

の
報

告
書

に
つ

い
て

は
、

病
院

ご
と
の

数
値
（

原
則

病
院

名
は

公
開

）
を

載
せ

、
計
測

マ
ニ

ュ
ア
ル

も
併
せ

て
平

成
２

３
年

４
月

に
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に

お
い

て
公

表
し

た
。

計
測

マ
ニ
ュ

ア
ル
に

よ
り

、
他

の
医

療
機

関
で

も
Ｄ

Ｐ
Ｃ
デ

ー
タ

セ
ッ
ト

を
用
い

て
本

指
標

の
算

出
、

評
価
が

可
能
と

な
る

他
、

病
院

ご
と

の
数

値
の

公
表
に

よ
り
、

医
療

を
病

院
横

断
的

に
可

視
化

し
診
療

や
ケ

ア
の
透

明
性

の
確
保

に
つ

な
が

る
こ
と

か
ら

、
我
が

国
の
医

療
の

質
の
向

上
に

貢
献
し

た
。

更
に

、
診

療
情

報
分

析
部

の
研

究
と

し
て

、
診

療
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か
ら

Ｄ
Ｐ

Ｃ
・

レ
セ

プ
ト

デ
ー

タ
を

用
い

た
診

療
機

能
分

析
に

取
り

組
ん
だ

。
平
成

２
１

年
度

の
Ｄ
Ｐ

Ｃ
調

査
デ
ー

タ
（
対

象
４

１
病
院

）
を

基
に
、

①
病
院
全

体
の

特
徴

を
把
握
す

る
た

め
の
、

患
者

数
や

手
術
件

数
な

ど
の
診
療

実
績

に
関

す
る
分

析
②

地
域
に

お
け

る
各

病
院
の
役

割
・

機
能
な

ど
を

可
視

化
す
る

Ｓ
Ｗ

Ｏ
Ｔ
分
析

、
周

辺
病

院
と
の

患
者

シ
ェ
ア

の
比
較

の
分

析
③

各
病
院

の
診

療
科

の
診
療
範

囲
に

他
の
病

院
を

仮
想

的
に
合

わ
せ

て
集
計
を

行
う

仮
想

診
療
科

分
析

（
診
療

情
報
分

析
部

に
お
い

て
新

た
に

開
発
し

た
手

法
）

④
診
療
プ

ロ
セ

ス
に

関
す
る
分

析
・
抗

菌
薬

の
適
正

使
用
に

関
す

る
分
析
（
乳
房

悪
性

腫
瘍
手

術
に

お
け
る

手
術

当
日
に

使
用
さ

れ
て

い
た
抗

菌
薬

の
種

類
別
の

割
合

の
分
析

）
・
血

液
製

剤
の
適

正
使
用

に
関

す
る
分

析
（

ア
ル
ブ

ミ
ン

／
濃

厚
赤
血
球

（
Ｍ

Ａ
Ｐ
）

比
の

分
析

）
・
後

発
医

薬
品
の

使
用
促

進
に

関
す
る

分
析

（
全
て

の
使

用
薬

剤
に
お
け

る
後

発
医
薬

品
比

率
の

分
析
）

等
な

ど
多
角

的
な

視
点
で

分
析
を

行
っ

た
。
研

究
結

果
に
つ

い
て

は
診

療
機
能
分

析
レ

ポ
ー
ト

を
作

成
し

、
病
院

へ
の

分
析
結

果
の
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
を
行
う

と
と

も
に
、

公
表
に

つ
い

て
は
平

成
２

３
年
度

に
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
に

お
い

て
公
表

す
る

こ
と

と
し
て

い
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

第
３

業
務

運
営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
第

２
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
第

２
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

第
２

業
務
運
営
の
効
率
化
に

関
す
る
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措

置
独

立
行
政

法
人

の
趣

旨
を

十
分

に
踏

ま
え

、
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
効

率
的

で
透

明
性

の
高

い
業

務
運

営
を

行
う

企
業

会
計

原
則

の
下

、
部

門
別

決
算

、
月

る
べ

き
措
置

こ
と

。
ま

た
、

国
立

病
院

機
構

全
体

と
し

て
次

決
算

等
の

精
度

を
高

め
効

率
的

で
透

明
な

収
支

相
償
の

運
営

確
保

を
図

る
こ

と
。

医
業

経
営

の
確

立
を

図
る

。
ま

た
、

財
務

面

に
お

い
て

は
、

国
立

病
院

機
構

全
体

と
し

て

収
支

相
償
（

経
常

損
益

ベ
ー

ス
。
以

下
同

じ
。
）

の
経

営
を

目
指

す
。

こ
れ

ら
と

併
せ

、
以

下

の
業

務
の

効
率

化
を

推
進

す
る

。

１
効
率
的
な

業
務

運
営

体
制

の
確

立
１

効
率

的
な

業
務

運
営

体
制

１
効

率
的
な

業
務
運

営
体

制
１

効
率
的
な
業
務
運
営
体
制

各
病

院
が

果
た

す
べ

き
機

能
や

地
域

事
国

立
病

院
機

構
に

お
い

て
は

、
本

部
・

情
も

踏
ま

え
つ

つ
、

効
率

的
な

業
務

運
営

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

、
院

内
組

織
及

び
職

員
配

と
な

る
よ

う
、

組
織

の
役

割
分

担
、

管
理

置
等

に
つ

い
て

、
効

率
的

な
運

営
が

可
能

や
連

携
の

体
制

及
び

人
員

配
置

に
つ

い
と

な
る

組
織

と
す

る
。

て
、

弾
力

的
に

見
直

し
を

行
う

こ
と

。
ま

た
、

年
々

増
大

す
る

業
務

量
に

対
応

ま
た

、
業

務
の

効
率

化
や

職
員

の
意

欲
す

る
た

め
、

個
別

業
務

の
必

要
性

・
重

要

の
向

上
に

資
す

る
よ

う
、

適
切

な
業

績
評

性
、

や
り

方
等

の
見

直
し

を
図

り
効

率
化

価
を
実
施
す

る
こ

と
。

に
努

め
る

。

さ
ら

に
、

入
札

・
契

約
事

務
の

公
正

性

や
透

明
性

の
確

保
を

含
む

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

（
１

）
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
に

よ
る

病
（

１
）

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

に
（
１

）
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
事
務

所
に
よ
る
病
院
指
導

・
支
援
機
能
の
強
化

ン
ス

（
法

令
遵

守
）

徹
底

の
取

組
を

推
進

院
指

導
・

支
援

機
能

の
強

化
よ

る
病

院
指

導
・

支
援

機
能

の
す

る
こ
と
。

強
化

加
え

て
、

監
事

及
び

会
計

監
査

人
に

よ
①

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
機

能
の

強
化

①
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

機
能

の
強

①
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
機
能

の
強
化

る
監

査
に

お
い

て
、

入
札

・
契

約
の

適
正

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
組

織
は

、
そ

の
役

化
な

実
施

に
つ

い
て

徹
底

的
に

チ
ェ

ッ
ク

を
割

分
担

に
基

づ
き

、
法

人
の

管
理

業
務

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
組

織
の

役
１

．
本

部
機

能
の

強
化

行
う

こ
と

と
し

、
常

勤
監

事
に

よ
る

監
査

は
原

則
本

部
で

実
施

し
、

地
方

で
実

施
割

分
担

に
基

づ
く

管
理

業
務

の
医

療
部
研

究
課

の
組

織
を
見
直

し
、

臨
床
研

究
の

総
括

、
治
験

の
推

進
、
診
療

情
報

の
分

析
・
情

報
発

信
を
行

う
総
合

研
究

セ
ン
タ

ー
を

新
設

機
能

の
強

化
を

図
る

ほ
か

、
全

病
院

に
対

し
た

方
が

合
理

的
か

つ
効

率
的

な
業

務
充

実
を

図
り

、
と

り
わ

け
ブ

ロ
す

る
こ
と

に
よ

り
、
全

国
規
模

で
行

う
べ
き

病
院

支
援
業

務
の

更
な

る
強
化
を

図
っ

た
。

し
、

毎
年

、
会

計
監

査
人

に
よ

る
会

計
監

に
つ

い
て

は
ブ

ロ
ッ

ク
組

織
が

分
担

す
ッ

ク
事

務
所

は
、

病
院

の
事

務
ま

た
、
引

き
続

き
、

５
部
１
室

１
３

課
１
セ

ン
タ

ー
体

制
で
、

月
次

決
算
、
年

度
計

画
、

増
員
計

画
、

投
資
計

画
、
労

務
管

理
等
の

管
理

業
務

査
を
実
施
す

る
こ

と
。

る
な

ど
に

よ
り

、
病

院
業

務
の

指
導

・
処

理
支

援
機

能
に

重
点

を
置

い
を

実
施
す

る
と

と
も
に

、
全
国

規
模

で
調
達

す
る

こ
と
が

効
率

的
で

あ
る
医
薬

品
、

医
療
機

器
等

の
共

同
入
札

の
実

施
、
経

営
管
理

指
標

、
診
療

以
上

の
ほ

か
、

独
立

行
政

法
人

国
立

病
支

援
業

務
行

う
。

た
業

務
を
行

う
。

報
酬
改
定

の
ポ

イ
ン
ト

や
委
託

費
等

契
約
実

績
の

比
較
等

の
情

報
提

供
に
よ
り

、
各

病
院
の

業
務

を
支

援
し
た

。
院

機
構

法
（

平
成

１
４

年
法

律
第

１
９

１
加

え
て

、
本

部
内

の
研

究
課

の
組

織
ま

た
、

本
部

内
の

研
究

課
の

号
）
附
則

第
７

条
に

基
づ

く
業

務
と
し

て
、

を
見

直
し

、
臨

床
研

究
の

総
括

、
治

験
組

織
を

見
直

し
、

臨
床

研
究

の
「

国
立

病
院

・
療

養
所

の
再

編
成

・
合

理
の

推
進

、
診

療
情

報
の

分
析

を
行

う
総

総
括

、
治

験
の

推
進

、
診

療
情

２
．

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
機

能
の

強
化

化
の

基
本

方
針

」
（

昭
和

６
０

年
３

月
２

合
研

究
セ

ン
タ

ー
（

仮
称
）
を

設
置

し
、

報
の

分
析

を
行

う
総

合
研

究
セ

１
部
４
課

（
室

）
体

制
で
、
病

院
職

員
の
募

集
・

採
用

・
異
動

、
教

育
研
修
、

医
師

・
看

護
師
の

ブ
ロ

ッ
ク
内

病
院
へ

の
派

遣
、
全

国
規

模
で

９
日

閣
議

報
告

）
に

基
づ

き
実

施
さ

れ
て

業
務

の
充

実
と

情
報

発
信

を
図

る
。

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

業
務

の
充

の
調
達
が

困
難

な
検
査

試
薬
や

医
療

材
料
な

ど
の

共
同
入

札
、

看
護

学
校
入
試

事
務

、
経
営

指
導

、
営

繕
業
務

な
ど

の
病
院

の
支
援

業
務

を
実
施

い
る

「
国

立
病

院
・

療
養

所
の

再
編

成
計

ま
た

、
本

部
の

Ｉ
Ｔ

推
進

室
を

実
と

情
報
発

信
を
行

う
。

し
た
。

画
」
（

平
成

１
１

年
３

月
の

計
画

見
直

し
H

O
SP

ne
t
の

運
用

管
理

な
ど

を
担

う
常

後
の

も
の

を
い

う
。
）

に
定

め
ら

れ
て

い
設

組
織

と
し

、
業

務
・

シ
ス

テ
ム

の
最

た
再

編
成

対
象

病
院

の
う

ち
、

平
成

２
０

適
化

計
画

の
検

証
・

評
価

に
つ

い
て

も
３

．
東

日
本

大
震

災
に

お
け

る
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
に

よ
る

支
援

年
度

末
に

お
い

て
未

実
施

と
な

っ
て

い
る

引
き

続
き

実
施

す
る

こ
と

と
す

る
。

東
日
本
大

震
災

に
お

い
て
、
発

生
直

後
に
本

部
に

お
い

て
Ｎ
Ｈ

Ｏ
災

害
対
策
本

部
を

設
置

す
る
と

と
も

に
、
平

成
２
３

年
３

月
１
４

日
か

ら
Ｎ

２
病

院
に

つ
い

て
着

実
に

実
施

す
る

こ
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

は
、

病
院

の
事

務
Ｈ

Ｏ
現
地

対
策

本
部
（

宮
城
県

）
及

び
Ｎ
Ｈ

Ｏ
現

地
対
策

支
部

（
岩

手
県
）
を

立
ち

上
げ
、

本
部

・
ブ

ロ
ッ
ク

事
務

所
職
員

（
延
べ

５
２

０
人
日

と
。

処
理

支
援

機
能

に
重

点
を

置
い

た
組

織
（

北
海

道
東

北
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

除
く

）
）

を
継

続
的

に
派

遣
し

、
被

災
地

の
医

療
ニ

ー
ズ

な
ど

を
直

接
把

握
す

る
と

と
も

に
、

地
元

自
治

体
や

と
す

る
。

各
種
の
現

地
対

策
本
部

と
の
連

絡
調

整
、
被

災
地

か
ら
の

情
報

収
集

や
医
療
班

の
派

遣
調
整

な
ど

を
行

い
、
Ｎ

Ｈ
Ｏ

医
療
班

が
迅
速

に
活

動
で
き

る
体
制
を

構
築

し
た
。

ま
た
、

医
療

班
の
派

遣
に
あ

た
っ

て
は
、

ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所

が
主

体
と
な
り

、
被

災
地
へ

の
移

動
手

段
の
確

保
や

派
遣
病

院
の
調

整
、

使
用
す

る
医
薬
品

の
確

保
等
を

実
施
し

た
た

め
、
派

遣
元

の
病
院

機
能

を
維

持
し
つ
つ

、
継

続
的
な

現
地

支
援

を
行
う

事
が

可
能
と

な
っ
た

。
さ
ら
に

被
災

地
へ
の

緊
急
物

資
輸

送
に
関

し
て

も
、
各

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所
が

病
院

と
連
携

し
、

１
０

ｔ
ト
ラ

ッ
ク

な
ど
を

手
配
し

、
災

害
拠
点

病
院
な
ど

が
備

蓄
し
て

い
た
医

薬
品

、
医
療

材
料

、
食
料

な
ど

の
調

達
を
行
い

、
被

災
病
院

に
対

し
て

物
資
支

援
を

行
っ
た

。
こ
れ
ら

の
他

、
被
災

病
院
か

ら
の

患
者
受

入
の

調
整
や

自
治

体
か

ら
の
看
護

師
派

遣
等
の

要
請

の
調

整
に
つ

い
て

も
、
ブ

ロ
ッ
ク

事
務

所
が
主

体
と
な
っ

て
実

施
し
た

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

個
別

病
院

毎
の

経
営

改
善

計
画

（
再

生
プ

ラ
ン

）
の

実
施

及
び

支
援

（
第

２
の

２
の

３
参

照
）

平
成
２
０

年
３

月
末

に
本
部
に

お
い

て
承
認

し
た

中
期

的
な
個

別
病

院
毎
の
経

営
改

善
計

画
：
５

８
病

院
（
再

生
プ
ラ

ン
）

に
つ
い

て
、

毎
月

の
月
次
決

算
に

お
い
て

、
各
病

院
の

経
常
収

支
、

一
日
平

均
入

院
患

者
数
、
患

者
一

人
当
た

り
入

院
診

療
額
に

つ
い

て
、
平

成
２
１

年
度

実
績
及

び
平
成
２

２
年

度
計
画

と
の
比

較
を

行
う
な

ど
、

そ
の
進

捗
状

況
の

確
認
を
行

っ
た

。
ま

た
、
平

成
２

２
年

度
が
再
生

プ
ラ

ン
の
最

終
年

度
で

あ
る
こ

と
を

踏
ま
え
、

平
成

２
１

年
度
実

績
に

お
い
て

、
運
営

費
を

短
期
借

入
金

で
賄

っ
て
い
る

な
ど

の
１
１

病
院
を

本
部

に
招
集

し
、

再
生
プ

ラ
ン

の
進

捗
状
況
を

確
認

す
る
と

と
も

に
、

残
さ
れ

た
期

間
に
対

す
る
経

営
改

善
へ
の

一
層
の
取

組
を

促
す
た

め
、
理

事
長

等
本
部

役
員

と
病
院

長
及

び
事

務
部
長
と

の
経

営
改
善

に
関

す
る

意
見
交

換
を

行
っ
た

。
さ

ら
に
、

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所
の

専
属

チ
ー
ム

が
、

年
度

計
画
に

対
し

て
経
常
収

支
が

著
し

く
下
回

っ
て

い
る
病

院
等
へ

の
個

別
訪
問

や
ヒ

ヤ
リ

ン
グ
（
延

べ
１

３
病
院

）
を
行

う
な

ど
、
収

支
改

善
に
努

め
た

。
こ

う
し
た

取
組

の
結

果
、
経
常

収
支

が
平
成

２
２

年
度

計
画
を

達
成

し
た
病
院

が
４

６
病

院
、
経

常
収

支
が
平

成
２
２

年
度

計
画
を

下
回

っ
た

病
院
が
１

２
病

院
（
う

ち
、
前

年
度

実
績
を

上
回

っ
て
い

る
病

院
８
病
院
）

と
な

っ
た
。

ま
た
、
平

成
２

２
年

度
末
に
お

い
て

、
再
生

プ
ラ

ン
の

改
善
目

標
を

達
成
し
た

病
院

は
３

０
病
院

で
あ

り
、
運

営
費
を

短
期

借
入
金

で
賄

っ
て

い
る
な
ど

最
低

目
標
に

達
し
な

か
っ

た
病
院

は
４

病
院
と

な
っ

た
。

【
再
生

プ
ラ

ン
の
具

体
的

な
取

組
み
】

※
本
部

・
ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
の
体

制

本
部

及
び
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
に

専
属
チ

ー
ム

を
設
置

し
、

さ
ら
に

病
院

長
、
副

院
長
等

を
本

部
特
別

顧
問

と
し
て

委
嘱

・
本

部
特

別
顧

問
（

再
生

プ
ラ

ン
担

当
）

１
９
名

・
本

部
再

生
プ

ラ
ン

専
属

チ
ー

ム
２

４
名

・
ブ

ロ
ッ
ク

事
務

所
再

生
プ
ラ

ン
専
属

チ
ー

ム
６

９
名

※
再
生

プ
ラ
ン

に
関

す
る

会
議
の

開
催

・
再

生
プ
ラ

ン
意

見
交

換
会
議

（
平
成

２
２

年
８
月

２
４

日
開
催

）
対
象
病

院
：
１

１
病

院

②
効

率
的

な
管

理
組

織
体

制
②

効
率
的
な

管
理
組

織
体

制
②

効
率
的
な
管
理
組
織
体
制

機
構

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
合

計
の

職
員

本
部
と
６

ブ
ロ
ッ

ク
（

仙
台
、

数
に

つ
い

て
、

平
成

２
０

年
度

末
の

東
京

、
名
古
屋

、
大
阪

、
広

島
、

１
．

６
ブ

ロ
ッ

ク
に

よ
る

効
率

的
な

管
理

業
務

の
継

続
２

９
１

名
か

ら
２

８
８

名
へ

見
直

し
を

福
岡

に
所

在
）

体
制

に
よ

る
効

本
部
と
北

海
道

東
北

、
関
東
信

越
、

東
海
北

陸
、

近
畿

、
中
国

四
国

及
び
九
州

ブ
ロ

ッ
ク

の
６
ブ

ロ
ッ

ク
体
制

を
維
持

し
つ

つ
、
管

理
体

制
の

行
う
。

率
的

な
管

理
業

務
を

第
１

期
同

充
実
・
強

化
、

全
国
規

模
や
ブ

ロ
ッ

ク
単
位

で
行

う
べ
き

病
院

支
援

業
務
の
充

実
・

強
化
を

図
り

、
国

立
病
院

機
構

全
体
の

事
務
職

員
の

効
率
的

様
に

継
続
す

る
。

配
置
を
行

っ
た

。
参

考
ま

た
、
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク
事
務

所
の

職
員
数

に
つ

い
て

も
平
成

２
１

年
度
か
ら

２
８

８
名

体
制
と

し
て

、
効
率

的
な
配

置
を

行
っ
て

い
る

。
平

成
１

５
年

度
末

平
成

２
０

年
度

末

３
８
８
名

→
２
９

１
名

本
省

国
立

病
本

部
・

ブ
ロ

ッ
２

．
国

家
公

務
員

の
再

就
職

者
が

就
い

て
い

る
ポ

ス
ト

の
見

直
し

院
部

地
方

厚
ク

事
務

所
の

定

生
(
支

)
局

病
数

(
1
)
役
員

の
公

募
院

管
理

部
の

平
成

２
１

年
度
末

で
任
期

満
了

と
な
り

改
選

期
を
迎

え
た

国
家

公
務
員
再

就
職

者
が
就

い
て

い
た

３
つ
の

役
員

ポ
ス
ト

に
つ
い

て
公

募
を
実

定
員

施
し
、
平

成
２

２
年

４
月
１
日

付
け

で
任
命

し
た

。
※
任

命
し

た
ポ
ス

ト
理

財
担

当
理
事

、
労
務

担
当

理
事
、

非
常

勤
理
事

(
2
)
嘱
託

ポ
ス

ト
嘱
託

ポ
ス

ト
は
設

置
し
て

い
な

い
。

(
3
)
非
人

件
費

ポ
ス
ト

非
人

件
費

ポ
ス
ト

は
設
置

し
て

い
な
い

。

③
内

部
統

制
の

充
実

③
内

部
統
制

の
充
実

③
内
部
統
制
の
充
実

内
部

統
制

の
充

実
を

図
る

た
め

、
本

内
部

統
制

の
充

実
を

図
る

た
部

内
組

織
を

見
直

し
、

内
部

監
査

、
調

め
、

内
部

監
査

、
調

達
（

契
約

１
．

本
部

組
織

の
見

直
し

達
（

契
約

調
査

等
）

を
実

施
す

る
組

織
調

査
等

）
を

実
施

す
る

組
織

体
の

明
確

化
と

専
任

職
員

の
配

置
を

行
制

を
維

持
し

、
引

き
続

き
専

任
(
1
)
内
部

監
査

部
門
を

独
立
さ

せ
、

新
た
な

本
部

組
織
と

し
て

平
成

２
１
年
４

月
に

設
置
し

た
「

業
務

監
査
室

」
に

お
い
て

、
内
部

監
査

、
会
計

う
。

職
員

の
配
置

を
行
う

。
業

務
に
関

す
る

犯
罪

、
非
違
及

び
事

故
の
調

査
及

び
処

理
、
コ

ン
プ

ラ
イ
ア
ン

ス
へ

の
対

応
に
関

す
る

業
務
を

行
っ
た

。
ま

た
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
徹

底
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

徹
底

ま
た

、
平

成
２
１

年
１
２

月
に

設
置
し

た
「

契
約
監

視
委

員
会

」
の
事
務

局
を

業
務
監

査
室

が
担

当
し
、

契
約

監
視
委

員
会
に

よ
る

事
前
審

に
対

す
る

取
組

の
推

進
を

図
る

た
め

、
に

つ
い

て
、

現
職

員
の

ほ
か

、
議

か
ら
内

部
監

査
で

の
事
後
確

認
へ

と
有
機

的
に

反
映

さ
せ
る

こ
と

に
よ
り
、

契
約

の
適

正
化
へ

迅
速

に
対
応

し
た
。

各
組

織
に

お
け

る
取

組
の

強
化

（
法

令
新

規
採

用
者

や
委

託
を

行
う

業
※

業
務

監
査
室

の
体
制

－
室

長
１
、

監
査

専
門
職

３
、

係
長

１
、
係
員

１
遵

守
状

況
の

確
認

方
法

の
確

立
）

を
行

務
に

従
事

す
る

職
員

に
対

し
て

う
こ

と
や

職
員

へ
の

周
知

、
研

修
会

の
も
周

知
を
図

る
と
と

も
に

、
各

(
2
)
本
部

に
お

い
て
、

各
病
院

の
契

約
事
務

の
透

明
性
・

公
正

性
・

競
争
性
を

確
保

す
る
た

め
、

ま
た

、
各
病

院
の

経
営
改

善
を
促

進
す

る
た
め

開
催

に
よ

り
職

員
の

倫
理

観
を

高
め

て
病
院

に
お
い

て
法
令

遵
守

状
況

の
組
織
と

し
て

、
平

成
２
１
年

４
月

に
「
調

達
契

約
係

」
を
設

置
し

、
契
約
事

務
に

関
し

て
各
病

院
へ

の
指
導

や
契
約

調
査

の
と
り

ま
と

め
を

い
く

。
の
確

認
を
行

う
体
制

づ
く

り
の

行
う
と
と

も
に

、
医

薬
品
共
同

入
札

や
物
品

購
入

に
係

る
市
場

化
テ

ス
ト
へ
の

対
応

に
つ

い
て
実

施
。

取
組

を
行
う

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

内
部

監
査

実
地
監
査

に
つ

い
て

は
、
独
立

し
た

内
部
監

査
部

門
で

あ
る
業

務
監

査
室
に
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所
が

同
行

す
る
体

制
を
原

則
と

し
、
実

地
監

査
の

標
準
化
に

よ
り

監
査
業

務
の
質

の
向

上
を
図

る
こ

と
で
、

病
院

業
務

の
品
質
管

理
を

推
進
し

た
。

ま
た
、
内

部
監

査
計

画
で
は
、

病
院

業
務
の

適
正

か
つ

能
率
的

な
執

行
と
会
計

処
理

の
適

正
を
期

す
こ

と
を
目

的
と
し

、
特

に
契
約

と
現

金
管

理
に
関
す

る
も

の
を
中

心
に
重

点
項

目
と
し

て
定

め
、
書

面
及

び
実

地
に
よ
る

内
部

監
査
を

効
率

的
に

実
施
し

た
。

（
主
な

重
点

項
目
）

・
支

出
原

因
契
約

に
関
す

る
事

項
（
契

約
審

査
委
員

会
の

実
施

状
況
、
随

意
契

約
基
準

の
適

合
状

況
、
一

者
応

札
・
落

札
率
１

０
０

％
の
解

消
へ
の

取
り
組

み
状
況

、
競

争
性
・

公
正

性
・
透

明
性

（
特

に
公
募
型

企
画

競
争
の

評
価

基
準

等
）
の

確
保

状
況
、

契
約
監

視
委

員
会
か

ら
の
指

摘
に
対

す
る
フ

ォ
ロ

ー
ア
ッ

プ
）

・
収

入
管

理
に
関

す
る
事

項
（

窓
口
収

納
現

金
の
取

扱
状

況
、

医
事
会
計

シ
ス

テ
ム
の

対
応

状
況

）
・
現

金
等

の
管
理

に
関
す

る
事

項
（
金

庫
管

理
、
病

院
外

現
金

、
簿
外
経

理
、

小
口
現

金
）

(
1
)
書
面

監
査

各
病
院

に
お

い
て

、
本
部
で

作
成

し
た

自
己
評

価
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス

ト
に
基
づ

き
、

病
院

長
自
ら

が
実

施
責
任

者
と
し

て
、

自
院
の

内
部

統
制

状
況
を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す
る
と

共
に

、
自
己

判
定

結
果

を
業
務

監
査

室
に
報
告

し
て

い
る

。
病
院

長
は

、
自
己

評
価
チ

ェ
ッ

ク
を
通

し
て

各
業

務
担
当
者

に
対

し
、

業
務
へ
の

取
組

み
方
、

ポ
イ

ン
ト

等
を
再

確
認

さ
せ
る
と

共
に

、
是

正
す
べ

き
事

項
を
発

見
し
た

場
合

は
、
当

該
業

務
担

当
者
に
対

し
、

速
や

か
に
改
善

措
置

を
講
じ

る
よ

う
指

示
し
て

い
る

。
ま
た
、

各
病

院
か

ら
報
告
さ

れ
た

自
己

判
定
結

果
を

業
務
監

査
室

に
お
い
て

チ
ェ

ッ
ク

項
目
別

に
集

計
す
る

こ
と
で

、
法

人
全
体

と
し

て
の

リ
ス
ク
を

洗
い

出
し

、
そ
の
結

果
を

実
地

監
査
へ

反
映

さ
せ
る

と
と

も
に
、
翌
年

度
の
内

部
監

査
計

画
の
重

点
項

目
の
設
定

に
役

立
て

て
い
る

。

（
実
施

数
）

全
病
院

(
2
)
実
地

監
査

①
計
画

的
監

査
外

部
監

査
機
関

の
監
査

結
果

、
監
事

や
会

計
監
査

人
か

ら
の

意
見
、
契

約
監

視
委
員

会
か

ら
の

指
摘
、

会
計

に
関
す

る
非
違

行
為

、
書
面

監
査

の
実

施
状
況

等
を
踏

ま
え

、
本
部

、
各

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所

が
必
要
と

判
断

し
た
４

９
病

院
と

２
ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所

を
対
象

に
実

地
に
よ

る
監

査
を

計
画
し

た
。

な
お

、
平

成
２

１
年
度
計

画
の

う
ち

、
「
独
立

行
政

法
人
の

契
約

状
況
の

点
検

・
見

直
し
に
つ

い
て

」
（
平

成
２
１

年
１

１
月
１

７
日

閣
議

決
定
）

へ
の

対
応

か
ら
、
契

約
監

視
委

員
会
に

よ
る

点
検
・

見
直

し
を
優
先

し
実

地
監

査
を
凍

結
し

て
い
た

１
５
病

院
に

つ
い
て

は
、

平
成

２
２
年

度
の

対
象

と
し
た
。

（
実
施

数
）

４
９
／

１
４

３
病
院

及
び

２
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

（
主
な

指
摘
事

項
）

・
契

約
書
の

契
約
解

除
及

び
賠
償

金
の

条
項
に

不
備

が
あ

る
・
収

納
担
当

者
の
指

名
が

行
わ
れ

て
い

な
い
な

ど
、

業
務

が
適
正
に

管
理

さ
れ
て

い
な

い
・
入

力
誤
り

に
よ
り

書
損

と
な
っ

た
領

収
証
別

の
理

由
が

明
記
さ
れ

て
い

な
い

②
臨
時

監
査

内
部

監
査

計
画

で
実
地
監

査
を

計
画

し
た
病

院
に

限
ら
ず

、
会

計
処
理
の

不
適

正
な

事
案
が

認
め

ら
れ
た

病
院
に

つ
い

て
は
、

臨
時

の
内

部
監
査

を
実

施
し

た
。

（
実
施

数
）

５
病
院

（
事
案

例
）

・
入

札
後
の

仕
様
追

加
に

よ
る
変

更
契

約
に
お

い
て

、
不

適
正
な
契

約
手

続
き
が

認
め

ら
れ

た
事
案

・
病

院
職
員

に
よ
る

患
者

預
り
金

の
着

服
事
案

３
．

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
徹

底
コ

ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
推
進
を

図
る

た
め
、

各
病

院
等

で
実
施

す
る

新
規
採
用

職
員

研
修

に
お
い

て
、

コ
ン
プ

ラ
イ
ア

ン
ス

制
度
の

説
明

と
周

知
徹
底
を

行
っ

た
。

ま
た
、
各

病
院

等
の

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

や
院
内

の
掲

示
に

よ
り
コ

ン
プ

ラ
イ
ア
ン

ス
推

進
の

趣
旨
に

つ
い

て
取
引

業
者
等

へ
の

周
知
を

行
う

と
と

も
に
、
派

遣
業

者
及
び

受
託
業

者
と

の
契
約

に
当

た
っ
て

は
、

契
約

書
等
に
お

い
て

、
業
者

か
ら

派
遣

労
働
者

等
へ

周
知
し

、
病
院

等
へ

宣
誓
書

を
提
出
す

る
旨

を
明
記

す
る
こ

と
と

し
て
い

る
。

さ
ら
に
平

成
２

２
年

度
か
ら
は

、
各

病
院
等

に
お

い
て

、
本
部

で
作

成
し
た
法

令
遵

守
状

況
に
関

す
る

自
主
点

検
チ
ェ

ッ
ク

シ
ー
ト

（
マ

ニ
ュ

ア
ル
）
を

活
用

し
、
職

場
内
に

お
け

る
四
半

期
毎

の
自
主

点
検

を
実

施
し
て
い

る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

（
２

）
弾

力
的

な
組

織
の

構
築

（
２

）
弾

力
的
な

組
織
の

構
築

（
２

）
弾
力
的
な
組
織
の
構
築

①
院

内
組

織
の

効
率

的
・

効
果

的
な

構
①

院
内

組
織

の
効

率
的

・
弾

力
①

院
内
組
織
の
効
率
的
・

弾
力
的
な
構
築

築
的
な

構
築

引
き

続
き

各
病

院
に

係
る

地
域

事
情

こ
れ

ま
で

の
運

営
状

況
も

踏
１

．
診

療
部

門
や

特
性

を
考

慮
し

た
、

よ
り

効
率

的
な

ま
え

つ
つ

各
病

院
に

係
る

地
域

診
療
部
門

の
組

織
体

系
に
つ
い

て
は

、
部
長

数
及

び
医

長
数
は

部
下

数
や
地
域

事
情

を
考

慮
し
た

組
織

で
、
効

率
的
・

弾
力

的
な
組

織
体

制
と

体
制

と
す

る
。

事
情

や
特
性

を
考
慮

し
た

、
よ

し
た
。

り
効

率
的
な

体
制
と

す
る

。

２
．

事
務

部
門

収
益
と
費

用
を

一
元

管
理
す
る

企
画

課
、
庶

務
及

び
労

務
を
司

る
管

理
課
の
２

課
体

制
で

効
率
的

な
体

制
を
維

持
し
た

。
ま

た
、
病

棟
規

模
に

応
じ
た
事

務
部

門
の
見

直
し

を
検

討
し
、

平
成

２
２
年
度

期
首

に
事

務
部
長

制
か

ら
事
務

長
制
に

３
病

院
が
移

行
し

た
。

な
お
、
平

成
２

２
年

３
月
の
西

札
幌

病
院
と

札
幌

南
病

院
の
統

合
に

よ
り
、
事

務
長

制
病

院
で
△

１
病

院
と
な

っ
て
い

る
。

２
１

年
度

２
２

年
度

差
引

事
務

部
長

制
１
１
３

病
院

１
１
０

病
院

△
３
病

院
事
務

長
制

３
１

病
院

３
３

病
院

＋
２
病

院

３
．

臨
床

研
究

部
門

臨
床
研
究

部
門

の
組

織
体
系
に

つ
い

て
、
研

究
実

績
に

よ
る
評

価
を

元
に
組
織

の
見

直
し

に
着
手

し
、

平
成
２

３
年
度

期
首

に
臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー
１
２

か
所

（
平
成

２
２
年

度
期

首
１
０

か
所

）
、
臨

床
研
究

部
７

２
か
所

（
平

成
２
２

年
度
期

首
６

２
か
所

）
の

体
制
と

し
た

②
組

織
運

営
の

方
針

②
組

織
運
営

の
方
針

②
組
織
運
営
の
方
針

ア
副
院

長
複

数
制

の
導

入
ア

副
院
長

複
数
制

の
導

入
ア

副
院
長
複
数
制
の
導

入
病

院
の

機
能

に
応

じ
て

複
数

の
副

副
院

長
複

数
制

や
特

命
副

院
長

（
特

命
事

項
を

担
う

場
合

を
含

院
長

を
病

院
の

機
能

・
役

割
副

院
長
の

役
割

と
院
内

で
の
位

置
づ

け
を
明

確
化

し
、
２

１
年

度
ま

で
に
導
入

し
た

北
海
道

医
療

セ
ン

タ
－
、

仙
台

医
療
セ

ン
タ
ー

、
東

京
医
療

む
）

の
配

置
を

行
う

と
と

も
に

、
副

に
応
じ
て

設
置
す

る
。

セ
ン

タ
ー
、

ま
つ

も
と
医

療
セ
ン

タ
ー

、
名
古

屋
医

療
セ
ン

タ
ー

、
大

阪
医
療
セ

ン
タ

ー
、
呉

医
療

セ
ン

タ
ー
の

７
病

院
で
引

き
続
き

副
院

長
複
数

院
長

の
役

割
と

院
内

で
の

位
置

づ
け

制
と

し
て
い

る
。

を
明

確
化

す
る

。
ま

た
、
機

能
に

応
じ
て

特
命
事

項
を

担
う
副

院
長

を
、
平

成
２

１
年

度
ま
で
の

５
病

院
（
福

島
病

院
、

名
古
屋

医
療

セ
ン
タ

ー
、
大

阪
医

療
セ
ン

ま
た

、
看

護
職

や
事

務
職

の
副

院
タ
ー

、
浜
田

医
療

セ
ン
タ

－
、
九

州
医

療
セ
ン

タ
ー

）
に
加

え
、

平
成

２
２
年
度

新
た

に
、
箱

根
病

院
、

榊
原
病

院
、

奈
良
医

療
セ
ン

タ
ー

、
呉
医

長
に

つ
い

て
、

必
要

に
応

じ
て

配
置

療
セ

ン
タ
ー

の
４

病
院
に

お
い
て

設
置

し
、
病

院
経

営
・
地

域
医

療
連

携
、
看
護

師
確

保
の
特

命
事

項
に

そ
れ
ぞ

れ
取

り
組
ん

で
い
る

。
す

る
。

イ
地

域
連

携
部

門
の
体

制
強

化
イ

地
域

連
携

部
門

の
体

制
強

イ
地
域
連
携
部
門
の
体
制
強
化

す
べ

て
の

病
院

の
地

域
医

療
連

携
化

室
に

専
任

職
員

を
配

置
し

て
体

制
を

全
病

院
に

設
置

さ
れ

て
い

地
域

医
療

と
の

連
携

強
化

を
図

る
た

め
、

全
て

の
病

院
に

地
域

医
療

連
携

室
を

設
置

し
、

平
成

２
１

年
度

ま
で

に
１

２
９

病
院

で
専

任
の

職
員

強
化

し
、

地
域

医
療

と
の

連
携

へ
の

る
地

域
医

療
連

携
室

の
専

任
（
３

６
１
名

）
を

配
置
し

た
。

取
組

を
強

化
す

る
。

化
を

図
り

、
急

性
期

病
院

な
平

成
２
２

年
度

に
お
い

て
、
新

た
に

２
病
院

で
専

任
の
職

員
を

配
置

し
、
１
３

１
病

院
で
専

任
の

職
員

（
３
８

４
名

）
の
配

置
を
行

い
、

紹
介
率

ど
病

院
の

機
能

に
応

じ
て

複
等
の

向
上
を

図
っ

た
。

数
職

種
に

よ
る

専
任

化
を

進
め

る
。

紹
介
率

平
成
２

１
年

度
平

成
２
２
年

度
差
引

２
０
％

未
満

１
１

病
院

１
０
病
院

△
１

病
院

２
０
％

以
上

４
０

％
未
満

３
２

病
院

３
３
病
院

＋
１

病
院

４
０
％

以
上

６
０

％
未
満

５
３

病
院

４
３
病
院

△
１
０

病
院

６
０
％

以
上

８
０

％
未
満

４
１

病
院

４
５
病
院

＋
４

病
院

８
０
％

以
上

７
病
院

１
２
病
院

＋
５

病
院

逆
紹

介
率

平
成
２
１

年
度

平
成

２
２
年

度
差
引

２
０
％

未
満

１
９
病

院
１

４
病
院

△
５
病

院
２
０
％

以
上

４
０

％
未
満

５
２

病
院

５
２
病
院

±
０

病
院

４
０
％

以
上

６
０

％
未
満

５
０

病
院

４
６
病
院

△
４

病
院

６
０
％

以
上

８
０

％
未
満

１
３

病
院

１
９
病
院

＋
６

病
院

８
０
％

以
上

１
０

病
院

１
２
病
院

＋
２

病
院
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

ウ
医

療
安

全
管

理
部
門

の
強

化
ウ

医
療

安
全

管
理

部
門

の
強

ウ
医
療
安
全
管
理
部
門
の
強
化

す
べ

て
の

病
院

の
医

療
安

全
管

理
化

室
に

専
任

職
員

を
配

置
し

て
、

リ
ス

全
病

院
に

設
置

さ
れ

て
い

リ
ス
ク
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

へ
の
取

組
の

強
化
を

図
る

た
め
、

す
べ

て
の

病
院
に
医

療
安

全
管
理

室
を

設
置

し
て
い

る
。

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
取

組
を

強
化

る
医

療
安

全
管

理
室

の
専

任
ま

た
、
平

成
２

２
年
度

ま
で
に

１
４

３
病
院

で
専

任
の
職

員
を

配
置

し
、
各
病

院
に

お
け
る

院
内

で
の

報
告
体

制
や

責
任
体

制
を
明

確
化

し
て
い

す
る

。
職

員
を
増

や
す
。

る
。

エ
看
護

部
門

の
体

制
強

化
エ

看
護
部

門
の
体

制
強

化
エ

看
護
部
門
の
体
制
強
化

看
護

部
門

に
つ

い
て

は
、

病
棟

部
看

護
部

門
に

つ
い

て
は

、
門

と
外

来
部

門
の

連
携

の
推

進
を

は
病

棟
部

門
と

外
来

部
門

の
連

病
棟
部
門

に
は

必
要
な

職
員
数

は
す

べ
て
常

勤
職

員
で
配

置
し

、
外
来

部
門
に

は
看

護
師
長

等
の
管

理
者

な
ど
の

常
勤

職
員

は
配
置

す
る

も
の
の

、
じ

め
、

効
率

的
・

効
果

的
な

運
営

体
携

強
化

を
図

っ
て
い
く

。
短
時

間
の
非

常
勤

職
員
の

確
保
が

可
能

で
あ
る

場
合

は
外
来

受
付

時
間

や
外
来
診

療
時

間
帯
に

合
わ

せ
た

非
常
勤

職
員

の
配
置

を
極
力

行
う

な
ど
、

制
と

す
る

。
病

棟
部

門
に

つ
い

て
は

、
サ
ー

ビ
ス
水

準
の

維
持
を

図
り
つ

つ
、
病
棟
部

門
・
外

来
部

門
の
連

携
を

行
う
な

ど
の

効
率
的

・
効
果

的
な

運
営
を

目
指

し
た

看
護
師

配
置

と
し
た

。
ま

た
、

病
院

ご
と

の
病

床
規

模
や

医
療

の
質

の
向

上
を

図
り

、
ま

た
、
看

護
師

の
キ
ャ

リ
ア
パ

ス
制

度
の
充

実
の

た
め
、

専
任

の
教

育
担
当
師

長
、

認
定
看

護
師

及
び

専
門
看

護
師

を
配
置

し
体
制

整
備

を
図
っ

機
能

に
応

じ
て

、
副

看
護

部
長

を
複

よ
り

効
率

的
・

効
果

的
な

病
た
。

数
配

置
し

、
看

護
体

制
の

強
化

を
図

院
運

営
が

行
え

る
よ

う
引

き
る

。
続

き
看

護
師

の
体

制
強

化
を

教
育
担
当

師
長

認
定
看

護
師

専
門
看
護

師
図

る
と

と
も

に
、

外
来

部
門

平
成
２
０

年
度

４
５
病
院

８
６
病

院
２
５
３

名
４

病
院

５
名

に
つ

い
て

は
、

非
常

勤
職

員
平

成
２
１

年
度

６
８
病
院

９
４
病

院
３
１
３

名
６

病
院

７
名

も
含

め
た

、
よ

り
効

率
的

な
平

成
２
２

年
度

８
４
病
院

１
０

３
病

院
３
８
７

名
１
３

病
院

１
３
名

配
置
を

行
う

。

オ
事
務

部
門

の
改

革
オ

事
務
部

門
の
改

革
オ

事
務
部
門
の
改
革

病
床

規
模

や
機

能
に

応
じ

て
事

務
事

務
部

門
に

つ
い

て
は

、
部

門
の

配
置

を
見

直
し

、
効

率
的

・
引

き
続

き
企

画
部

門
と

管
理

企
業
会
計

原
則

に
基
づ

く
的
確

な
経

営
状
況

の
把

握
、
経

営
状

態
を

踏
ま
え
た

適
正

な
運
営

、
経

営
戦

略
の
立

案
に

あ
た
る

企
画
課

と
、

庶
務
及

効
果

的
な

運
営

体
制

と
す

る
。

部
門

の
２

課
体

制
に

よ
る

効
び
労

務
を
司

る
管

理
部
門

に
あ
た

る
管

理
課
の

２
課

体
制
で

の
効

率
的

な
組
織
体

制
を

維
持
し

た
。

率
的

・
効

果
的

な
運

営
体

制
な

お
、
事

務
職

に
つ
い

て
は
、

診
療

報
酬
請

求
事

務
の
改

善
を

図
る

な
ど
の
た

め
の

医
事
専

門
職

の
複

数
配
置

（
平

成
２
１

年
度
２

４
病

院
→
平

と
し

、
病

床
規

模
や

機
能

に
成
２

２
年
度

３
０

病
院
）

や
、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

対
象
病

院
等

へ
の
診

療
情

報
管

理
士
の
配

置
（

平
成
２

１
年

度
８

９
名
→

平
成

２
２
年

度
９
８

名
）

な
ど
、

応
じ

て
組

織
体

制
の

見
直

し
重
点

的
な
配

置
を

行
っ
て

い
る
。

た
だ

し
、
そ

の
大

半
は
、

再
配

置
に

よ
り
行
い

、
事

務
職
全

体
で

は
平

成
２
１

年
度

２
，
５

７
５
名

を
平

成
２
２

を
行
う

。
年
度

２
，
５

６
３

名
と
し

た
。

さ
ら
に
、

平
成

２
２
年

度
に
お

い
て

も
引
き

続
き

、
医
事

業
務

研
修

（
受
講
者

１
２

２
名
）

を
実

施
し

、
病
院

経
営

に
お
け

る
医
事

業
務

の
重
要

性
を

理
解
さ

せ
る

と
と
も

に
、
診

療
部

門
に
対

し
、

経
営
的

な
視

点
か

ら
積
極
的

に
提

言
を
行

え
る

人
材

の
育
成

を
図

っ
た
。

カ
人

材
育

成
、

教
育

研
修

機
能

の
強

カ
人

材
育

成
、

教
育

研
修

機
カ

人
材
育
成
、
教
育
研
修
機
能
の
強
化

化
能
の

強
化

看
護

師
長

（
教

育
担

当
）

の
配

置
看

護
職
員

能
力

開
発
プ

ロ
グ

１
．

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

の
充

実
（

再
掲

）
を

行
い

、
新

人
看

護
師

の
教

育
や

有
ラ

ム
に

基
づ

く
系

統
的

な
教

育
平

成
１

８
年

度
よ

り
運

用
し

て
い

る
「

国
立

病
院

機
構

看
護

職
員

能
力

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
よ

り
、

新
採

用
の

１
年

目
か

ら
５

年
目
ま

で
を

為
な

人
材

育
成

を
し

、
更

に
離

職
防

を
行

う
た

め
、

看
護

師
長

（
教

目
安

に
段

階
的

に
看

護
実

践
能

力
を

習
得

出
来

る
よ

う
教

育
体

制
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。
止

を
図

る
。

育
担

当
）

を
増

や
し

、
新

人
看

ま
た

、
国

立
病

院
機

構
の

看
護

部
門

を
よ

り
一

層
魅

力
的

な
も

の
と

す
る

た
め

「
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
看

護
師

確
保

に
関

す
る

検
討

委
員

ま
た

、
病

院
に

職
員

の
教

育
研

修
護

師
の

教
育

や
有

為
な

人
材

育
会

」
に

お
い

て
検

討
し

た
次

の
施

策
を

引
き

続
き

平
成

２
２

年
度

も
実

施
し

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

充
実

を
図

っ
た

。
を

司
る

教
育

研
修

部
又

は
教

育
研

修
成

を
充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

室
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
看

護
師

新
卒

者
の

離
職

を
最

小
限

に
す

(
1
)
専
任

教
育

担
当
師

長
の
配

置
長

（
教

育
担

当
）
、

事
務

職
や

コ
メ
デ

る
こ

と
を

目
指

す
。

新
た

な
卒

院
内

の
教

育
研

修
に

係
る

企
画

や
、

プ
リ

セ
プ

タ
ー

に
よ

る
教

育
指

導
方

法
の

相
談

等
に

き
め

細
か

く
対

応
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
の
教

ィ
カ

ル
職

種
を

含
ん

だ
組

織
体

制
の

後
研

修
制

度
の

モ
デ

ル
的

導
入

育
担

当
看

護
師

長
を

各
病

院
の

状
況

に
応

じ
て

配
置

し
、

新
人

看
護

師
の

教
育

支
援

の
み

な
ら

ず
、

教
育

研
修

体
制

の
充

実
を

図
っ

て
い

る
。

構
築

を
検

討
し

、
人

材
育

成
体

制
の

を
実

施
し

評
価

を
行
う

。
ま
た
、

国
立

病
院

機
構
病
院

が
、

新
人
を

含
む

全
看

護
職
員

へ
の

効
果
的
な

教
育

支
援

が
で
き

る
よ

う
、
平

成
２
０

年
６

月
に
看

護
業

務
指

強
化

を
図

る
。

ま
た
、
各

病
院

に
お
け

る
医

針
を
改
正

し
て

「
教

育
担
当
看

護
師

長
の

業
務
」

を
追

加
し
、

各
業

務
を
明
確

化
し

て
い

る
。

療
職

員
の

教
育

研
修

を
充

実
さ

せ
る

た
め

教
育

研
修

部
又

は
教

【
専
任

教
育
担

当
師
長

の
配

置
病
院

】
育

研
修

室
を

設
置

す
る

と
と

も
平

成
２

１
年

度
６

８
病

院
→

平
成

２
２

年
度

８
４

病
院

に
、

事
務

職
も

含
ん

だ
組

織
体

制
の

構
築

を
検

討
し

、
人

材
育

(
2
)
新
た

な
卒

後
研
修

制
度
モ

デ
ル

の
実
施

に
つ

い
て

成
体

制
の

強
化

に
取
り

組
む

。
新
採

用
看

護
師
が

看
護
実

践
に

必
要
な

知
識

・
技
術

を
習

得
し

、
卒
後
の

リ
ア

リ
テ
ィ

シ
ョ

ッ
ク

を
最
小

限
に

す
る
こ

と
、
及

び
院

内
・
院

外
を
ロ

ー
テ

ー
シ
ョ

ン
す
る

こ
と

に
よ
り

、
新

採
用
看

護
師

が
や

り
た
い
看

護
を

明
確
に

し
、

自
己

の
適
性

を
知

っ
た
上

で
職
場

選
択

す
る
こ

と
に
よ

り
、

職
場
定

着
を
促

し
離

職
防
止

を
図

る
と
と

も
に

、
看

護
師
確
保

困
難

施
設
へ

の
看

護
師

供
給
に

も
つ

な
げ
て

い
く
こ

と
を

目
的
と

し
、
平

成
２

２
年
度

に
お
い

て
モ

デ
ル
的

導
入

を
仙
台

医
療

セ
ン

タ
ー
、
大

阪
医

療
セ
ン

タ
ー

の
２

施
設
で

実
施

し
た
。

指
導
体

制
の

整
っ
た

ロ
ー
テ

ー
シ

ョ
ン
に

よ
り
、

研
修

生
は
幅

広
い

領
域
の

看
護

を
実

践
し
な
が

ら
自

己
の
適

性
を

見
直

す
機
会

と
な

り
、
本

研
修
制

度
へ

の
満
足

度
は
高

く
、

研
修
生

８
名
は

機
構

病
院
に

て
本

人
の
希

望
す

る
業

務
に
従
事

し
て

い
る
。

ま
た

、
モ

デ
ル
的

導
入
実

施
後

の
評
価

を
行

い
、
そ

の
結

果
に

つ
い
て
全

病
院

に
情
報

発
信

し
た

。

２
．

教
育

研
修

部
及

び
教

育
研

修
室

の
設

置
病

院
に
お

け
る

教
育

研
修
機
能

の
強

化
に
つ

い
て

は
、

事
務
職

も
含

ん
だ
組
織

体
制

の
構

築
及
び

人
材

育
成
体

制
を
強

化
す

る
足
掛

か
り

と
し

て
、
平
成

２
２

年
度
新

た
に
、

教
育

研
修
部

１
病

院
、
教

育
研

修
室

２
病
院
を

設
置

し
、
累

計
で

教
育

研
修
部

２
６

病
院
、

教
育
研

修
室

１
１
病

院
と
な
っ

て
い

る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

③
組

織
の

ス
リ

ム
化

・
適

正
化

③
組
織
の
ス
リ
ム
化
・
適
正
化
に
向

け
た
取
組

に
向

け
た
取

組
各

病
院
の

組
織
に

つ
い

て
は

、
１

．
院

内
組

織
の

効
率

的
・

弾
力

的
な

構
築

（
再

掲
）

こ
れ

ま
で

の
運

営
状

況
も

踏
ま

え
地

域
事

情
や

特
性

を
考

慮
し

（
1
）
診
療

部
門

た
、

よ
り

効
率

的
な

体
制

と
し

診
療
部

門
の

組
織

体
系
に

つ
い

て
は

、
部
長
数

及
び

医
長
数

は
部

下
数
や

地
域

事
情

を
考
慮
し

た
組

織
で
、

効
率

的
・

弾
力
的

な
組

織
体

つ
つ

、
国

家
公

務
員

の
給

与
、

制
と

し
た

。
民

間
の

給
与

及
び

医
師

・
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
の

確
保

等
（

2
）
事
務

部
門

の
状

況
を

踏
ま

え
て

、
給

与
水

収
益
と

費
用

を
一

元
管
理

す
る

企
画

課
、
庶
務

及
び

労
務
を

司
る

管
理
課

の
２

課
体

制
で
効
率

的
な

体
制
を

維
持

し
た

。
準

、
諸

手
当

が
社

会
的

に
理

解
ま

た
、

病
棟

規
模

に
応

じ
た

事
務

部
門

の
見

直
し

を
検

討
し

、
平

成
２

２
年

度
期

首
に

事
務

部
長

制
か

ら
事

務
長

制
に

３
病

院
が

移
行

し
が

得
ら

れ
る

よ
う

引
き

続
き

適
た

。
切
に

対
応
し

て
い
く

。
な
お
、

平
成

２
２

年
３
月

の
西

札
幌
病

院
と
札

幌
南

病
院
の

統
合

に
よ
り

、
事

務
長

制
病
院
で

△
１

病
院
と

な
っ

て
い

る
。

役
員

の
人

事
に

つ
い

て
、

閣
議

決
定

（
平

成
２

１
年

９
月

２
２

１
年

度
２

２
年

度
差

引
９

日
）

に
基

づ
い

た
対

応
を

図
事

務
部

長
制

１
１

３
病

院
１

１
０

病
院

△
３

病
院

る
。

事
務

長
制

３
１

病
院

３
３

病
院

＋
２
病
院

（
3
）
臨
床

研
究

分
門

臨
床

研
究

部
門

の
組

織
体

系
に

つ
い

て
、

研
究

実
績

に
よ

る
評

価
を

元
に

組
織

の
見

直
し

に
着

手
し

、
平

成
２

３
年

度
期

首
に

臨
床

研
究

セ
ン
タ
ー

１
２

か
所

（
平
成

２
２

年
度
期

首
１
０

か
所

）
、
臨

床
研

究
部
７
２

か
所

（
平

成
２
２

年
度

期
首
６

２
か
所

）
の

体
制
と

し
た

。

２
．

職
員

の
給

与
水

準
及

び
諸

手
当

当
法
人
の

給
与

水
準

に
つ
い
て

は
、

国
の
給

与
制

度
等

を
踏
ま

え
、

通
則
法
に

則
っ

て
適

切
に
対

応
し

て
い
る

と
こ
ろ

で
あ

る
。

医
師
の
給

与
に

つ
い

て
は
、
平

成
１

７
年
度

に
年

俸
制

を
導
入

し
て

勤
務
成
績

を
反

映
さ

せ
、
平

成
１

８
年
度

の
国
の

給
与

構
造
改

革
に

伴
う

基
本
給
等

の
引

き
下
げ

を
見
送

る
な

ど
、
民

間
医

療
機
関

な
ど

の
状

況
を
踏
ま

え
な

が
ら
改

善
を

進
め

て
い
る

も
の

で
あ
る

が
、
自

治
体

病
院
や

民
間
医
療

機
関

の
給
与

水
準
と

は
、

ま
だ
相

当
な

開
き
が

あ
る

。
看

護
師
に

つ
い

て
は

、
民
間
医

療
機

関
に
お

け
る

給
与

水
準
を

考
慮

し
て
、
独

法
移

行
時

に
中
高

年
齢

層
の
一

般
看
護

師
の

給
与
カ

ー
ブ

を
引

き
下
げ
、

ま
た

、
平
成

１
７
年

４
月

に
基
本

給
の

調
整
額

を
「

特
殊

業
務
手
当

」
に

切
り
替

え
る

と
と

も
に
そ

の
水

準
を
引

き
下
げ

る
な

ど
の
措

置
を
講
じ

て
い

る
。

事
務
・
技

術
職

員
に

つ
い
て
は

、
国

の
一
般

職
給

与
法

に
準
じ

て
い

る
と
こ
ろ

で
あ

る
が

、
独
法

移
行

時
に
中

高
年
齢

層
の

一
般
職

員
の

給
与

カ
ー
ブ
を

引
き

下
げ
る

な
ど
の

措
置

を
講
じ

た
と

こ
ろ
で

あ
る

。
さ

ら
に
、

平
成

２
１

年
度
に
引

き
続

き
、
人

事
院

勧
告

に
準
じ

た
基

本
給
及
び

賞
与

の
引

き
下
げ

を
実

施
し
、

国
の
給

与
水

準
を
踏

ま
え

た
対

応
を
行
っ

て
い

る
。

ま
た
、
諸

手
当

に
つ

い
て
も
、

国
の

給
与
水

準
を

踏
ま

え
た
対

応
を

行
っ
て
お

り
、

一
部

の
国
と

異
な

る
諸
手

当
に
つ

い
て

は
、
医

師
確

保
対

策
や
国
の

補
助

制
度
に

対
応
す

る
な

ど
、
専

門
化

・
高
度

化
し

た
病

院
を
運
営

す
る

当
機
構

の
特

性
を

考
慮
し

た
手

当
で
あ

り
、
そ

の
趣

旨
及
び

目
的
を
明

確
に

し
て
い

る
と
こ

ろ
で

あ
る
。

３
．

役
員

の
人

事
平

成
２
１

年
度

末
で

任
期
満
了

と
な

り
改
選

期
を

迎
え

た
国
家

公
務

員
再
就
職

者
が

就
い

て
い
た

３
つ

の
役
員

ポ
ス
ト

に
つ

い
て
公

募
を

実
施

し
、
平
成

２
２

年
４
月

１
日
付

け
で

任
命
し

た
。

※
任
命
し

た
ポ

ス
ト

理
財
担

当
理

事
、

労
務
担
当

理
事

、
非

常
勤
理

事

（
３

）
職

員
配

置
（
３

）
職

員
配
置

（
３

）
職
員
配
置

各
部

門
に

お
け

る
職

員
の

配
置

数
に

各
部

門
の

職
員

の
配

置
に

つ
つ

い
て

は
、

各
職

員
の

職
務

と
職

責
を

い
て

は
、

引
き

続
き

各
職

員
の

１
．

業
務

量
の

変
化

に
対

応
し

た
柔

軟
な

配
置

考
慮

し
て

適
切

な
も

の
と

す
る

と
と

も
職

務
と

職
責

を
考

慮
し

、
非

常
管

理
部
門

等
各

部
門

に
お
い
て

、
常

勤
職
員

と
非

常
勤

職
員
と

に
よ

る
業
務
量

の
変

化
に

対
応
し

た
柔

軟
な
配

置
と
し

た
。

に
、

活
動

性
に

応
じ

た
配

置
及

び
医

療
勤

職
員

も
含

め
業

務
量

の
変

化
需

要
に

応
じ

た
配

置
に

取
り

組
む

。
に

対
応

し
た

柔
軟

な
配

置
と

す
(
1
)
病
棟

部
門

る
。

病
棟
部

門
に

は
必

要
な
職
員

は
全

て
常
勤

職
員

で
配

置
し
た

。
引

き
続

き
、

職
員

一
人

当
た

ま
た
、

平
均

在
院

日
数
の
短

縮
に

よ
り

、
上
位

基
準

が
取
得

可
能

な
病
院
及

び
特

定
集

中
治
療

室
な

ど
の
施

設
基
準

が
取

得
可
能

な
病

院
に

り
の

生
産

性
指

標
に

着
目

し
、

は
必
要
な

人
員

を
配

置
し
、
収

支
の

改
善
を

図
っ

た
。

職
員

配
置

の
見

直
し
を
進

め
る

。
(
2
)
外
来

部
門

外
来
部

門
に

は
看

護
師
長
等

の
管

理
者

や
救
急

対
応

の
た
め

の
交

替
制
勤
務

と
な

る
職

員
な
ど

の
常

勤
職
員

は
配
置

す
る

も
の
の

、
短

時
間

の
非
常
勤

職
員

の
確

保
が
可
能

で
あ

る
場
合

は
、

外
来

受
付
時

間
や

外
来
診
療

時
間

帯
に

合
わ
せ

た
非

常
勤
職

員
の
配

置
を

行
っ
た

。

(
3
)
育
児

短
時

間
勤
務

育
児

休
業

法
に
定

め
る
育

児
短

時
間
勤

務
を

平
成
１

９
年

８
月

に
導
入
し

、
第

二
期
国

立
病

院
機

構
一
般

事
業

主
行
動

計
画
等

に
よ

り
職
員

へ
周

知
し

た
と
こ

ろ
、

平
成
２

２
年

度
は

、
２
５
１

名
が

取
得
し

た
。

平
成
２

１
年
度

１
８

９
名

→
平
成
２

２
年

度
２

５
１

名
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

技
能

職
常

勤
職

員
の

離
職

後
の

不
補

充
技

能
職
に

つ
い

て
は

、
平
成
２

２
年

度
に
お

い
て

１
４

２
名
の

削
減

の
計
画
の

と
こ

ろ
、

こ
れ
を

上
回

る
２
１

８
名
の

純
減

を
図
っ

た
。

[
こ
れ
ま

で
の

削
減
状

況
]

年
度

純
減

数
純

減
率

１
６

’
２
５

８
名

７
．
２
％

１
７

’
２
１

１
名

５
．
９
％

１
８

’
２
３

６
名

６
．
６
％

１
９

’
２
６

３
名

７
．
３
％

２
０

’
２
３

９
名

６
．
７
％

２
１

’
１
９

８
名

５
．
５
％

２
２

’
２
１

８
名

６
．
１
％

計
１

，
６
２

３
名

４
５

．
２
％

３
．

そ
の

他
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

(
1
)
検
査

部
門

に
お
け

る
ブ
ラ

ン
チ

ラ
ボ
の

実
施

平
成
２

２
年

度
に

お
い
て
は

、
北

海
道
医

療
セ

ン
タ

ー
、
埼

玉
病

院
、
長
崎

川
棚

医
療

セ
ン
タ

ー
、

東
京
医

療
セ
ン

タ
ー

、
舞
鶴

医
療

セ
ン

タ
ー
、
四

国
が

ん
セ

ン
タ
ー
及

び
高

松
医
療

セ
ン

タ
ー

の
７
病

院
で

引
き
続
き

実
施

し
た

。

(
2
)
給
食

業
務

の
全
面

委
託
の

実
施

平
成
２

２
年

度
に

お
い
て
は

、
新

た
に

賀
茂
精

神
医

療
セ
ン

タ
ー

で
導
入
し

、
花

巻
病

院
、
あ

き
た

病
院
、

東
京
医

療
セ

ン
タ
ー

、
ま

つ
も

と
医
療
セ

ン
タ

ー
、

小
諸
高
原

病
院

、
宇
多

野
病

院
、

舞
鶴
医

療
セ

ン
タ
－
、

浜
田

医
療

セ
ン
タ

ー
、

九
州
医

療
セ
ン

タ
ー

、
佐
賀

病
院

及
び

菊
池
病
院

の
計

１
２

病
院
で
引

き
続

き
実
施

し
た

。

（
４

）
職

員
の

業
績

評
価

等
の

適
切

な
実

施
（

４
）

職
員

の
業

績
評

価
等

の
適

切
（
４

）
職
員
の
業
績
評
価
等
の

適
切
な
実
施

職
員

が
業

務
で

発
揮

し
た

能
力

、
適

な
実

施
性

、
実

績
等

を
適

正
に

評
価

し
、

職
員

平
成

２
０

年
度

よ
り

全
常

勤
１

．
全

職
員

へ
の

業
績

評
価

の
実

施
の

給
与

に
反

映
さ

せ
る

と
と

も
に

業
務

職
員

へ
導

入
し

た
業

績
評

価
制

遂
行

意
欲

の
向

上
を

図
る

業
績

評
価

制
度

に
つ

い
て

、
適

切
な

運
用

を
(
1
)
年
俸

制
職

員
度

に
つ

い
て

、
当

該
制

度
の

適
切

な
運

継
続

す
る

と
と

も
に

、
評

価
者

院
長
及

び
副

院
長

等
（
医
長

以
上

の
医
師

約
２
，

５
０
０

人
）

に
つ
い
て

、
前

年
度

（
平
成

２
１

年
度
）

の
各
個

人
の

業
績
及

び
各

病
院

用
を

継
続

す
る

こ
と

に
よ

り
定

着
を

図
研

修
の

充
実

や
こ

れ
ま

で
の

運
の

医
療
面

・
経

営
面

の
評
価
を

実
施

し
、
平

成
２

２
年

度
の
年

俸
に

反
映
さ
せ

た
。

り
、

併
せ

て
、

人
事

制
度

へ
の

一
層

の
用

状
況

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
な
お
、

昇
任

等
の

人
事
に
つ

い
て

、
評
価

結
果

も
踏

ま
え
た

上
で

実
施
し
て

い
る

。
活

用
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

病
院

及
び

調
査

を
実

施
す

る
な

ど
、

業
績

機
構

全
体

の
能

率
的

運
営

に
つ

な
げ

る
。

評
価

制
度

及
び

そ
の

運
用

の
向

(
2
)
役
職

職
員

及
び
一

般
職
員

上
・

充
実

を
図

っ
て

い
く

た
め

管
理
職

（
年

俸
制

以
外

約
４
，

０
０
０

人
）

及
び

一
般
職

員
（

約
４
３
，

０
０

０
人

）
に
実

施
し

て
い
る

業
績
評

価
に

つ
い
て

、
平

成
２

の
施

策
を

講
ず

る
。

２
年
度
も

継
続

し
、

賞
与
に
反

映
さ

せ
た
。

ま
た

、
評

価
結

果
を

踏
ま

え
さ
ら
に

、
平

成
２

２
年
１
月

か
ら

（
副
院

長
等

の
年

俸
制
職

員
に

つ
い
て
は

平
成

２
１

年
４
月

昇
給

か
ら
）

業
績
評

価
結

果
を
昇

給
に

反
映

た
職

員
の

給
与

等
へ

の
反

映
を

さ
せ
た
と

こ
ろ

で
あ

る
が
、
平

成
２

３
年
１

月
の

昇
給

に
お
い

て
も

、
業
績
評

価
結

果
を

昇
給
に

反
映

さ
せ
た

。
引
き

続
き
実

施
す
る

と
と

も
に

、
な
お
、

昇
任

等
の

人
事
に
つ

い
て

、
評
価

結
果

も
踏

ま
え
た

上
で

実
施
し
て

い
る

。
「

採
用

昇
任

等
基

本
方

針
」

に
沿

っ
て

昇
任

等
へ

の
活

用
に

係
(
3
)
職
員

ア
ン

ケ
ー
ト

の
実
施

る
人

事
制

度
の

円
滑

な
実

施
を

平
成
２

０
年

４
月

に
導
入
し

、
年

俸
制
職

員
以

外
に

適
用
し

て
い

る
業
績
評

価
制

度
に

関
し
、

評
価

者
及
び

被
評
価

者
を

対
象
と

し
た

こ
れ

図
る

。
ま

で
の
運

用
状

況
に

関
す
る
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

平
成

２
２
年

４
月

に
実
施
し

、
そ

の
結

果
を
踏

ま
え

て
運
用

改
善
策

を
策

定
し
た

。

(
4
)
運
用

改
善

策
の
実

施
職

員
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

踏
ま

え
た

運
用

改
善

策
と

し
て

、
平

成
２

２
年

１
０

月
か

ら
、
「

国
立

病
院

機
構

職
員

の
業

績
評

価
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の
改

正
や

ポ
ケ

ッ
ト
マ
ニ

ュ
ア

ル
の
作

成
、

ま
た

、
評
価

者
及

び
職
員
（

被
評

価
者

）
研
修

を
充

実
す
る

な
ど
、

制
度

の
一
層

の
周

知
及

び
そ
の
運

用
の

向
上

・
充
実
を

図
っ

て
い
く

た
め

の
施

策
を
講

じ
た

と
こ
ろ
で

あ
る

。

(
5
)
評
価

者
と

し
て
の

資
質
向

上
の

た
め
の

施
策

評
価
の

質
を

向
上

さ
せ
る
た

め
、

新
た

に
評
価

者
と

な
っ
た

職
員

約
５
０
０

人
に

対
し

、
機
構

本
部

職
員
が

講
師
を

務
め

研
修
を

実
施

し
た

ほ
か
、
幹

部
看

護
師

研
修
、
看

護
部

長
等
会

議
な

ど
に

お
い
て

、
評

価
者
と
し

て
の

留
意

事
項
を

伝
え

る
こ
と

に
よ
り

、
評

価
者
と

し
て

の
質

の
向
上
に

努
め

て
い

る
。

ま
た
、

上
記

の
新

任
評
価
者

研
修

の
他

、
既
に

評
価

者
と
な

っ
て

い
る
者
を

対
象

と
し

た
評
価

者
研

修
を
実

施
す
る

こ
と

に
よ
り

、
評

価
者

と
し
て
の

よ
り

一
層

の
資
質
向

上
を

図
っ
た

。
（
受

講
者

：
約
７

０
０

人
）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

（
５

）
監

事
監

査
、

外
部

監
査

等
の

充
実

（
５

）
監

事
監

査
、

外
部

監
査

等
の

（
５

）
監
事
監
査
、
外
部
監
査

等
の
充
実

充
実

①
監

査
法

人
等

を
活

用
し

た
チ

ェ
ッ

ク
①

監
査

法
人

等
を

活
用

し
た

チ
①

監
査
法
人
を
利
用
し
た
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
強
化

体
制

の
強

化
ェ
ッ

ク
体
制

の
強
化

毎
年

全
病

院
に

対
し

会
計

監
査

人
に

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
１

．
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
の

周
知

徹
底

よ
る

会
計

監
査

を
実

施
す

る
。

の
平

成
２

０
年

度
ま

で
の

実
績

平
成
２
１

年
度

実
績

に
対
す
る

独
立

行
政
法

人
評

価
委

員
会
の

評
価

結
果
に
つ

い
て

は
、

国
立
病

院
機

構
の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

及
び
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

に
対

す
る

評
価

結
果

を
、

平
成

ｅ
ｔ
掲
示

版
で

各
病
院

へ
周
知

を
行

う
こ
と

に
よ

り
病
院

運
営

に
反

映
さ
せ
る

た
め

の
意
識

付
け

を
行

っ
た
。

２
１

年
度

以
降

の
病

院
運

営
に

反
映

さ
せ

る
と

と
も

に
、

引
き

２
．

会
計

監
査

人
に

よ
る

病
院

監
査

の
実

施
続

き
全

病
院

に
お

い
て

監
査

法
人
に

よ
る

監
査

を
実
施
す

る
。

(
1
)
会
計

監
査

人
に
よ

る
監
査

本
部
及

び
各

ブ
ロ

ッ
ク
事
務

所
並

び
に

病
院
（

う
ち

重
点
監

査
４

８
病
院
）

を
対

象
に

、
現
地

監
査

及
び
書

面
監
査

に
よ

り
会
計

監
査

を
受

け
、
会
計

処
理

等
の

指
摘
事
項

を
踏

ま
え
て

業
務

改
善

を
図
っ

た
。

(
2
)
Ｉ
Ｔ

の
利

用
に
関

す
る
統

制
状

況
の
評

価
各
病
院

が
導

入
し

て
い
る
医

事
会

計
シ

ス
テ
ム

に
関

連
す
る

業
務

処
理
の
統

制
状

況
に

つ
い
て

、
会

計
監
査

人
の
Ｉ

Ｔ
担

当
者
に

よ
る

全
病

院
を
対
象

と
し

た
書

面
監
査
と

２
０

施
設
を

選
定

し
た

施
設
監

査
に

よ
り
評
価

を
受

け
た

。
監
査

で
は

、
医
事

会
計
シ

ス
テ

ム
に
お

け
る

ア
ク

セ
ス
権
の

管
理

状
況

、
仕
様
及

び
導

入
方
法

等
の

調
査

が
行
わ

れ
、

本
部
で
は

そ
の

評
価

結
果
に

基
づ

き
、
標

準
仕
様

書
の

見
直
し

な
ど

必
要

な
改
善
策

を
実

施
し

た
。

３
．

会
計

制
度

に
関

す
る

説
明

会
の

開
催

(
1
)
一
般

簿
記

研
修
会

全
病
院

の
会

計
業

務
に
携
わ

る
管

理
者

及
び
人

事
異

動
に
よ

り
初

め
て
会
計

業
務

に
携

わ
る
職

員
を

対
象
に

、
簿
記

の
基

本
的
な

仕
組

み
等

に
つ
い
て

理
解

を
深

め
、
会
計

処
理

業
務
に

お
け

る
管

理
者
の

内
部

統
制
の
質

的
向

上
を

目
的
に

、
全

国
８
箇

所
で
研

修
を

行
っ
た

。
（
受
講

者
数

２
１
６
名
）

(
2
)
習
熟

簿
記

研
修
会

各
病
院

の
日

常
的

な
会
計
処

理
の

中
か

ら
特
に

重
要

で
あ
り

、
注

意
を
要
す

る
医

事
業

務
、
固

定
資

産
管
理

に
関
す

る
会

計
処
理

に
つ

い
て

理
解
を
深

め
、

さ
ら

な
る
会
計

処
理

の
習
熟

を
図

る
こ

と
を
目

的
に

全
病
院
の

会
計

業
務

に
携
わ

る
職

員
を
対

象
に
、

全
国

８
箇
所

で
研

修
を

行
っ
た
。
（
受
講

者
数

２
２

５
名

）

４
．

会
計

監
査

人
か

ら
の

指
摘

会
計
監
査

人
の

実
地

監
査
に
お

い
て

発
見
さ

れ
た

業
務

上
の
改

善
事

項
や
内
部

統
制

に
係

る
指
摘

事
項

は
、
適

時
に
本

部
に

報
告
さ

れ
る

。
こ

れ
ら
を
本

部
に

お
い
て

集
計
・

分
析

し
た
結

果
を

、
各
病

院
に

フ
ィ

ー
ド
バ
ッ

ク
す

る
こ
と

で
業

務
の

改
善
及

び
適

正
な
会

計
事
務

等
の

遂
行
に

役
立
て
て

い
る

。

（
指

摘
例

）
・

小
口
現

金
に
つ

い
て

、
日
々

の
現

金
実
査

を
行

っ
た

証
跡
が
残

さ
れ

て
い
な

い
。

・
納
品
時

の
検
収

に
お

い
て
検

収
担

当
者
の

押
印

漏
れ

が
あ
る
。

５
．

会
計

監
査

人
と

連
携

し
た

内
部

監
査

の
実

施
（

第
２

の
１

の
（

１
）

の
③

参
照

）
平

成
２
１

年
度

に
引

き
続
き
、

業
務

の
適
正

か
つ

能
率

的
な
執

行
を

図
る
と
と

も
に

会
計

処
理
の

適
正

を
目
的

に
、
会

計
監

査
人
に

お
い

て
実

施
す
る
会

計
監

査
の
実

施
状
況

等
を

踏
ま
え

つ
つ

、
諸
規

程
に

対
す

る
合
規
性

、
業

務
運
営

の
適

正
及

び
効
率

性
を

監
査
し

、
問
題

点
の

把
握
、

検
討
及
び

改
善

を
図
る

た
め
、

書
面

・
実
地

及
び

抜
打
に

よ
る

内
部

監
査
を
実

施
し

た
。

②
監

事
機

能
と

の
連

携
の

強
化

②
監

事
機
能

と
の
連

携
の

強
化

②
監
事
機
能
と
の
連
携
の

強
化

契
約

事
務

の
適

正
性

を
担

保
す

る
た

契
約

事
務

の
適

正
性

を
担

保
め

に
、

監
事

と
連

携
し

て
抜

き
打

ち
監

し
、
競
争
性
を

確
保

す
る
た

め
、

１
．

抜
打

監
査

査
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

監
事

監
査

の
引

き
続

き
監

事
と

の
連

携
に

よ
監

事
と
の

実
地

（
抜

打
）
監
査

に
つ

い
て
、

引
き

続
き

連
携
強

化
を

図
る
た
め

、
内

部
監

査
計
画

に
お

い
て
１

４
病
院

の
内

部
監
査

（
抜

打
）

結
果

を
活

用
す

る
な

ど
、

内
部

監
査

に
る

監
査

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
を

計
画
し

た
。

お
い

て
、

監
事

機
能

と
の

更
な

る
連

携
監

事
監

査
の

結
果

を
活

用
す

る
ま

た
、
契

約
に

関
す

る
監
査
に

加
え

、
抜
き

打
ち

手
法

が
最
も

有
効

と
思
わ
れ

る
現

金
等

の
取
扱

い
に

関
す
る

監
査
に

つ
い

て
も
実

施
し

た
。

を
図

る
。

な
ど

、
内

部
監

査
に

お
い

て
、

な
お
、
計

画
し

た
１

４
病
院
中

、
１

病
院
に

つ
い

て
は

、
臨
時

内
部

監
査
を
実

施
し

た
た

め
中
止

と
し

た
。

監
事

機
能

と
の

更
な

る
連

携
を

図
る

。
（
実

施
数

）
１

３
病
院

（
主

な
指

摘
事
項

）
・
契

約
書
の

解
除
条

項
及

び
違
約

金
条

項
が
旧

通
知

に
よ

る
記
載
と

な
っ

て
い
る

・
患

者
預
り

金
に
つ

い
て

、
通
帳

と
印

鑑
を
施

錠
可

能
な

別
々
の
金

庫
に

管
理
し

て
い

な
い
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

③
外

部
評

価
の

活
用

③
外

部
評
価

の
活
用

③
外
部
評
価
の
活
用

日
本

医
療

機
能

評
価

機
構

等
の

病
院

先
行

事
例

の
把

握
や

情
報

提
評

価
受

審
病

院
数

を
中

期
目

標
の

期
間

供
を

通
じ

て
、

引
き

続
き

日
本

日
本
医
療

機
能

評
価
機

構
の
病

院
評

価
認
定

病
院

数
は
、
平
成

２
２

年
度
に
つ

い
て

は
３
病

院
が

新
た

に
認
定

さ
れ

、
合
計

で
５
２

病
院

と
な
り

、
中

に
平

成
２

０
年

度
末

の
４

６
病

院
か

医
療

機
能

評
価

機
構

の
病

院
評

そ
の

う
ち
１

２
病

院
に
お

い
て
は

、
最

新
の
評

価
体

系
（
Ｖ

ｅ
ｒ

．
６

．
０
）
で

、
更

新
認
定

さ
れ

た
と

こ
ろ
で

あ
る

。
ら

７
３

病
院

以
上

に
す

る
。

価
受

審
病

院
数

等
の
増
を

促
す

。
ま

た
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人
卒

後
臨
床

研
修

評
価
機

構
に

お
い
て

も
３

病
院

（
名
古
屋

医
療

セ
ン
タ

ー
、

長
崎

医
療
セ

ン
タ

ー
、
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー
）

が
評

価
認
定

さ
れ

て
い
る

。
（

６
）

再
編
成

業
務

等
の

実
施

（
６

）
再

編
成
業

務
等
の

実
施

（
６

）
再
編
成
業
務
等
の
実
施

旧
国

立
病

院
・

療
養

所
の

再
編

成
業

旧
国

立
病

院
・

療
養

所
の

再
務

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

の
期

間
中

編
成

業
務

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
．

善
通

寺
・

香
川

小
児

に
統

廃
合

が
予

定
さ

れ
て

い
る

１
件

を
２

６
年

度
に

統
合

を
予

定
し

て
平

成
２
２

年
５

月
に

統
合
新
病

院
の

整
備
方

針
を

明
ら

か
に
し

た
基

本
計
画
を

公
表

し
、

実
施
設

計
を

行
っ
た

上
で
、

平
成

２
３
年

３
月

に
統

そ
の

経
営

に
留

意
し

つ
つ

着
実

に
実

施
い

る
善

通
寺

病
院

・
香

川
小

児
合

新
病
院

の
建

物
・
電

気
・
機

械
工

事
の
入

札
を

行
い
、

施
工

業
者

を
決
定
し

た
。

す
る

と
と

も
に

、
残

る
１

件
に

つ
い

て
病

院
に

つ
い

て
引

き
続

き
対

象
な

お
、
工

事
の

ス
ケ

ジ
ュ
ー

ル
を

踏
ま
え

、
統

合
予
定

時
期

を
平

成
２
６

年
度

か
ら
平
成

２
５

年
度
（
平

成
２
５

年
４
月

目
途

）
に
前

倒
し
（
基

も
統

合
に

向
け

た
準

備
を

行
う

。
病

院
の

経
営

に
留

意
し

つ
つ

、
本

計
画
の

見
直

し
）
を

行
う
こ

と
に

つ
い
て

、
平

成
２
３

年
４

月
に

公
表
し
た

。
再
編

成
を

進
め

る
。

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
に

よ
る

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
に

よ
る

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
２

業
務
運
営
の
見
直
し
や
効

率
化
に
よ
る
収
支
改

善
収
支
改
善

収
支

改
善

に
よ
る

収
支
改

善
各

病
院

が
担

う
政

策
医

療
を

着
実

に
実

個
々

の
病

院
の

特
色

・
機

能
を

十
分

に
１

．
収

支
相

償
を

目
指

し
た

収
支

改
善

の
推

進
【

★
】

施
し

、
経

費
節

減
、

診
療

収
入

等
の

増
収

発
揮

さ
せ

る
と

と
も

に
、

院
内

の
効

率
的

各
病
院

に
係

る
地
域

事
情
や

特
性

を
考
慮

し
、

平
成
２

２
年

度
の

診
療
報
酬

改
定

を
踏
ま

え
て

、
よ

り
効
率

的
・

効
果
的

な
体
制

と
す

る
取
組

及
び

医
療

資
源

の
有

効
活

用
を

図
り

、
各

・
効

果
的

な
組

織
の

構
築

や
職

員
の

適
正

み
を
進
め

た
。

各
病
院

の
機
能

・
規

模
に
よ

る
病

院
の
運

営
方

針
に

応
じ
、
職

員
の

適
正
配

置
を

行
う

こ
と
等

に
よ

り
診
療

報
酬
に

か
か

る
上
位

病
院
の
収

支
改

善
を

促
進

す
る

こ
と

。
な

配
置

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
診

療
報

酬
基

準
の
取

得
等

を
図
る

と
と
も

に
、

材
料
費

、
人

件
費
及

び
委

託
費

等
に
係
る

コ
ス

ト
削
減

に
努

め
、

個
々
の

病
院

に
お
い

て
も
収

支
相

償
以
上

上
の

施
設

基
準

の
新

規
取

得
や

効
率

的
・

を
目
指
し

収
支

改
善
を

推
進
し

た
。

効
果

的
な

医
療

の
提

供
を

通
じ

て
安

定
的

平
成

２
２

年
度

の
医

業
収

益
は

前
年

度
よ

り
約

５
２

６
億

円
増

加
し

た
。

さ
ら

に
費

用
の

縮
減

等
に

努
め

た
結

果
、

経
常

収
支

率
が

な
収

入
の

確
保

を
図

る
と

と
も

に
コ

ス
ト

１
０
７
．

１
％

と
な
り

、
機
構

全
体

と
し
て

収
支

相
償
を

達
成

す
る

こ
と
が
で

き
た

。
ま
た

、
純

利
益

は
前
年

度
よ

り
約
１

４
８
億

円
増

加
し
、

削
減

に
努

め
、

個
々

の
病

院
に

お
い

て
も

総
収
支
率

は
１

０
６
．

０
％
と

な
り

、
総
収

支
の

黒
字
が

維
持

さ
れ

て
い
る
。

収
支

相
償

な
い

し
そ

れ
以

上
を

目
指

す
。

平
成
２

１
年

度
決
算

（
経
常

収
支

）
に
お

い
て

３
１
病

院
あ

っ
た

赤
字
病
院

（
再

編
成
施

設
を

除
く

）
に
つ

い
て

は
、
２

０
病
院

（
△

１
１
病

な
お
、
Ｑ

Ｃ
活

動
奨

励
表

彰
を

通
じ

て
、

院
）
に
減

少
し

、
収
支

改
善
が

進
ん

だ
。

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
や

経
営

改
善

に
関

す
る

職
員

の
自

主
的

取
組

を
奨

励
し

、
よ

【
★
】

別
冊

：
個
別

病
院
ご

と
の

検
証

参
照

り
効

率
的

な
業

務
運

営
に

向
け

た
職

員
の

改
善

意
欲

の
向

上
を

図
る

。
２

．
年

度
末

賞
与

の
実

施
平
成
２

２
年

度
の
年

度
末
賞

与
に

つ
い
て

は
、

医
業
収

支
が

特
に

良
好
な
１

１
７

病
院
の

職
員

に
対

し
、
年

度
末

賞
与
を

支
給
し

た
。

３
．

個
別

病
院

毎
の

経
営

改
善

計
画

（
再

生
プ

ラ
ン

）
の

実
施

平
成
２
０

年
３

月
末

に
本
部
に

お
い

て
承
認

し
た

中
期

的
な
個

別
病

院
毎
の
経

営
改

善
計

画
：
５

８
病

院
（
再

生
プ
ラ

ン
）

に
つ
い

て
、

毎
月

の
月
次
決

算
に

お
い
て

、
各
病

院
の

経
常
収

支
、

一
日
平

均
入

院
患

者
数
、
患

者
一

人
当
た

り
入

院
診

療
額
に

つ
い

て
、
平

成
２
１

年
度

実
績
及

び
平
成
２

２
年

度
計
画

と
の
比

較
を

行
う
な

ど
、

そ
の
進

捗
状

況
の

確
認
を
行

っ
た

と
こ
ろ

で
あ

る
。

ま
た
、
平

成
２

２
年

度
が
再
生

プ
ラ

ン
の
最

終
年

度
で

あ
る
こ

と
を

踏
ま
え
、

平
成

２
１

年
度
実

績
に

お
い
て

、
運
営

費
を

短
期
借

入
金

で
賄

っ
て
い
る

な
ど

の
１
１

病
院
を

本
部

に
招
集

し
、

再
生
プ

ラ
ン

の
進

捗
状
況
を

確
認

す
る
と

と
も

に
、

残
さ
れ

た
期

間
に
対

す
る
経

営
改

善
へ
の

一
層
の
取

組
を

促
す
た

め
、
理

事
長

等
本
部

役
員

と
病
院

長
及

び
事

務
部
長
と

の
経

営
改
善

に
関

す
る

意
見
交

換
を

行
っ
た

。
さ
ら
に

、
ブ

ロ
ッ
ク

事
務
所

の
専

属
チ
ー

ム
が

、
年
度

計
画

に
対

し
て
経
常

収
支

が
著
し

く
下

回
っ

て
い
る

病
院

等
へ
の

個
別
訪

問
や

ヒ
ヤ
リ

ン
グ
（
延

べ
１

３
病
院

）
を
行

う
な

ど
、
収

支
改

善
に
努

め
た

。
こ
う
し

た
取

組
の
結

果
、
経

常
収

支
が
平

成
２

２
年
度

計
画

を
達

成
し
た
病

院
が

４
６
病

院
、

経
常

収
支
が

平
成

２
２
年

度
計
画

を
下

回
っ
た

病
院
が
１

２
病

院
（
う

ち
、
前

年
度

実
績
を

上
回

っ
て
い

る
病

院
８
病
院
）

と
な

っ
た
。

ま
た
、

平
成

２
２
年

度
末
に

お
い

て
、
再

生
プ

ラ
ン
の

改
善

目
標

を
達
成
し

た
病

院
は
３

０
病

院
で

あ
り
、

運
営

費
を
短

期
借
入

金
で

賄
っ
て

い
る
な
ど

最
低

目
標
に

達
し
な

か
っ

た
病
院

は
４

病
院
と

な
っ

た
。

【
再
生

プ
ラ

ン
の
具

体
的
な

取
組

み
】

※
本

部
・
ブ

ロ
ッ
ク

事
務

所
の
体

制
本

部
及
び

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所
に

専
属

チ
ー
ム

を
設

置
し

、
さ
ら
に

病
院

長
、
副

院
長

等
を

本
部
特

別
顧

問
と
し

て
委
嘱

・
本

部
特

別
顧

問
（

再
生

プ
ラ

ン
担

当
）

１
９

名
・

本
部

再
生

プ
ラ

ン
専

属
チ

ー
ム

２
４

名
・

ブ
ロ
ッ

ク
事
務

所
再

生
プ
ラ

ン
専

属
チ
ー

ム
６
９

名

※
再

生
プ
ラ

ン
に
関

す
る

会
議
の

開
催

・
再
生
プ

ラ
ン
意

見
交

換
会
議

（
平

成
２
２

年
８

月
２

４
日
開
催

）
対
象
病

院
：

１
１

病
院

※
中

期
的
な

（
平
成

２
０

年
度
～

平
成

２
２
年

度
３

年
間

）
経
営
改

善
計

画
を
策

定
・

事
業

規
模

関
係
・
・

・
病

院
規
模

等
・

サ
ー
ビ

ス
内
容

関
係

・
・
・

実
施

診
療
科

等
・

サ
ー
ビ

ス
体
制

関
係

・
・
・

病
棟

編
成
、

人
員

配
置

等
・

設
備

投
資

関
係
・
・

・
医

療
機
器

更
新

計
画
、

建
物

保
守
等

計
画

・
資

金
計

画
・
・

・
中

期
の
資

金
計

画
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

※
現

在
の
患

者
数
、

診
療

収
益
な

ど
を

前
提
に

「
人

、
物

、
資
金
」

の
最

適
化

・
部
門
別

（
診
療

科
・

病
棟
等

）
の

収
益
・

生
産

性
に

よ
る
分
析

→
課

題
の
所

在
を

ピ
ン
ポ

イ
ン

ト
で
明

確
化

・
ベ
ン
チ

マ
ー
ク

に
よ

る
分
析

→
原

因
の
把

握
、

具
体
的

な
目

標
値
の

設
定

・
機
能
強

化
・
生

産
性

の
向
上

→
外

部
環
境

分
析

な
ど
に

よ
る

実
現
可

能
性

の
検

証
・

診
療
機

能
、
規

模
、

人
員
体

制
の

見
直
し

→
ダ

ウ
ン
サ

イ
ジ

ン
グ
（

人
事

異
動
も

考
慮

）

４
．

Q
C
活

動
に

対
す

る
取

り
組

み
「

で
き
る

こ
と

か
ら

始
め
よ
う

！
」

を
ス
ロ

ー
ガ

ン
に

職
員
の

自
発

的
な
取
組

を
奨

励
、

評
価
し

、
表

彰
す
る

Ｑ
Ｃ
活

動
奨

励
表
彰

制
度

に
つ

い
て
は
、

４
期

目
と
し

て
着
実

に
実

施
し
た

。
平

成
２
２

年
度

か
ら

は
、
ブ
ロ

ッ
ク

毎
に
受

賞
チ

ー
ム

を
選
考

し
た

上
で
、

そ
の
中

か
ら

国
立
病

院
総
合
医

学
会

で
全
国

最
優
秀

賞
を

決
め
る

イ
ベ

ン
ト
を

実
施

す
る

こ
と
に
よ

り
、

Ｑ
Ｃ
活

動
の

活
性

化
を
図

っ
た

。
平
成

２
２
年

度
の

応
募
数

は
過

去
最

高
の

１
９

７
件

（
平

成
２

２
年

度
に

初
め

て
応

募
し

た
病

院
は

２
７

病
院

）
と

な
り

、
こ

れ
ま

で
提

出
さ

れ
た

取
組

の
件

数
は

総
数

４
８

８
件
（

応
募

病
院

総
数
は

１
１

４
病
院

）
に
の

ぼ
っ

た
。

ま
た
、
Ｑ

Ｃ
活

動
の

更
な
る
活

発
化

及
び
質

の
向

上
を

図
る
た

め
、

Ｑ
Ｃ
活
動

の
意

義
や

Ｑ
Ｃ
手

法
に

関
す
る

研
修
会

を
新

た
に
実

施
し

た
。

※
Ｑ
Ｃ
活

動
：

病
院

職
員
が
自

施
設

内
の
課

題
に

応
じ

て
小
グ

ル
ー

プ
を
構
成

し
、

業
務

の
質
の

向
上

を
目
指

し
て
取

り
組

む
自
主

的
活

動
。

※
平
成
１

８
年

度
～

２
２
年
度

ま
で

の
提
案

件
数

（
４

８
８
件

）
内
訳
：

医
療

安
全

１
０
４
件

、
医

療
サ

ー
ビ
ス

１
８

３
件
、

経
営

改
善
１
４

１
件

、
そ

の
他
６

０
件

５
．

事
務

・
事

業
の

見
直

し

（
1
）
法
人

業
務

に
対
す

る
国

民
の

ニ
ー
ズ

を
把
握

し
て

、
業
務

改
善

を
図
る

取
組

全
国

一
斉

に
患

者
満

足
度

調
査

を
実

施
し

、
利

用
者

か
ら

の
指

摘
、

意
見

を
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

を
各

病
院

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

全
て

の
病

院
で

患
者

・
家

族
か

ら
の

意
見

箱
を

設
置

し
て

お
り

、
苦

情
等

に
対

す
る

改
善

事
項

を
掲

示
版

に
貼

り
出

す
な

ど
患

者
へ

の
周

知
を

行
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

意
見

を
参

考
と

し
て

、
ア

メ
ニ

テ
ィ

の
向

上
、

診
療

時
間

の
改

善
、

接
遇

の
向

上
等
、
様

々
な

業
務

改
善
に

取
り

組
み
、

患
者
満

足
度

を
向
上

さ
せ

る
べ
く

努
力

し
て

い
る
。

機
構

全
体

と
し

て
は

、
法

人
業

務
に

関
し

国
民

の
意

見
募

集
を

行
い

、
業

務
運

営
に

適
切

に
反

映
さ

せ
る

た
め

、
本

部
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

開
設

し
た

意
見

募
集

窓
口

に
寄

せ
ら

れ
た

意
見

を
毎

日
閲

覧
・

対
応

す
る

と
と

も
に

、
寄

せ
ら

れ
た

意
見

の
件

数
、

主
な

内
容

等
を

月
毎

に
取

り
ま
と

め
、

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で

公
開
し

て
い
る

。
ま
た
、

東
日

本
大

震
災
に

お
け

る
支

援
活
動
な

ど
最

新
の
情

報
を

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
に

公
表
し
、

積
極

的
な
情

報
開

示
を

行
っ
た

。

（
2）

業
務

改
善

に
取
り

組
む

職
員

の
人
事

評
価

業
務

で
発

揮
し

た
能

力
、

適
性

、
実

績
等

を
適

正
に

評
価

し
、

そ
の

結
果

を
適

正
に

給
与

等
に

反
映

す
る

と
と

も
に

、
良

い
部

分
は

発
展

さ
せ

、
改

善
す

べ
き

点
は

速
や

か
に

改
善

を
図

り
、

職
員

の
業

務
遂

行
意

欲
の

向
上

を
図

る
業

績
評

価
制

度
を

、
平

成
１

６
年

度
以

降
段

階
的

に
導
入

し
、

平
成

２
０
年

度
に

は
全
常

勤
職
員

に
導

入
し
て

国
立

病
院
機

構
全

体
の

発
展
を
図

っ
て

い
る
。

（
3
）
国
民

の
ニ

ー
ズ
と

ず
れ

て
い

る
事
務

・
事
業

や
費

用
に
対

す
る

効
果
が

小
さ

く
継
続

す
る
必

要
性

の
乏
し

い
事

務
・
事

業
の

見
直

し
国

立
病

院
機

構
が

実
施

す
る

事
務

・
事

業
の

う
ち

、
国

民
の

ニ
ー

ズ
と

ず
れ

て
い

る
事

務
・

事
業

や
費

用
に

対
す

る
効

果
が

小
さ

く
継

続
す

る
必

要
性

の
乏

し
い

事
務

・
事

業
に

つ
い

て
は

、
適

切
な

病
院

運
営

、
経

営
改

善
の

観
点

か
ら

不
断

の
見

直
し

を
行

っ
て

お
り

、
平

成
２

２
年
度
に

は
以

下
の

事
務
・

事
業

の
見
直

し
を
行

っ
た

。

○
病
棟

の
稼

働
状

況
に
応
じ

た
整

理
・

集
約

病
診

・
病

病
連

携
に
よ
る

紹
介

率
・

逆
紹
介

率
の

向
上
等

に
よ

り
地
域
に

お
け

る
連

携
体
制

を
強

化
す
る

一
方
で

、
平

均
在
院

日
数

の
短

縮
化
等

に
よ

り
病

床
稼
働
率

が
非

効
率

に
な
っ

て
い

る
病
棟

等
を

整
理
・
集

約
し

病
床

稼
働
の

効
率

化
を
図

っ
た
。

こ
れ

に
よ
り

、
患

者
数

を
上
回

る
過

大
な

提
供
体
制

に
起

因
す

る
大
幅

な
赤

字
拡
大

を
防

止
す
る
と

と
も

に
、

医
療
内

容
の

充
実
と

医
療
人

材
の

効
率
的

な
配

置
を

図
っ
た

。

集
約
数

一
般

病
床

３
病

院
１
１

０
床

結
核

病
床

２
病

院
５

６
床

精
神

病
床

１
病

院
５

０
床

計
６
病

院
２
１

６
床
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

福
利

厚
生

費
の

見
直

し
関

係
法
定
外

福
利

費
に
つ

い
て
は

、
事

業
運
営

上
不

可
欠
な

も
の

に
限

定
し
支
出

を
行

っ
て
い

る
。

（
1
）
レ
ク

リ
エ

ー
シ
ョ

ン
費

用
平

成
２

０
年

８
月

に
文

書
に

よ
り

周
知

徹
底

を
図

っ
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
平

成
２

１
年

度
以

降
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

経
費

を
支

出
し

て
い

な
い
。

（
2
）
弔
電

、
供

花
平
成
２

２
年

３
月

に
厚
生

労
働

省
に

準
じ
て
基

準
を

作
成
し

、
文

書
に
よ

り
周

知
徹

底
を
図
っ

た
。

（
3
）
健
康

診
断

等
・

労
働

安
全

衛
生

法
に
基

づ
く

健
康

診
断
を
実

施
し

て
い
る

。
・

業
務

に
伴

う
感

染
防
止

を
目

的
と

し
た
ワ
ク

チ
ン

接
種
を

実
施

し
て
い

る
。

（
4
）
表
彰

制
度

・
永

年
勤

続
表

彰
、

災
害

活
動

に
係

る
表

彰
等

に
つ

い
て

は
、

同
様

の
表

彰
を

実
施

し
て

い
る

厚
生

労
働

省
の

基
準

を
踏

ま
え

て
実

施
し

て
い
る

。
・

Ｑ
Ｃ

活
動

奨
励

表
彰

に
つ

い
て

は
、

業
務

の
改

善
の

た
め

に
優

秀
な

取
組

を
行

っ
た

グ
ル

ー
プ

を
表

彰
す

る
こ

と
で

、
Ｑ

Ｃ
活

動
の

意
欲
高
揚

と
各

病
院

へ
の
普

及
を

目
的

に
実
施
し

て
い

る
。

（
１

）
経
営

力
と

経
営

意
識

の
向

上
（

１
）

経
営

意
識

の
向

上
（
１

）
経

営
意
識

の
向
上

（
１

）
経
営
意
識
の
向
上

経
営

人
材

の
確

保
や

経
営

研
修

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

政
策

医
療

の
コ

ス
①

経
営

力
の

向
上

①
経

営
力
の

向
上

①
経
営
力
の
向
上

ト
分
析
を

行
い

、
経

営
能

力
の

向
上

と
取

り
巻

く
医

療
環

境
の

変
化

に
応

じ
職

員
の

資
質

向
上

を
図

る
た

更
な
る

意
識

改
革

を
進

め
る

こ
と

。
て

、
個

別
病

院
ご

と
の

経
営

戦
略

や
、

め
、

引
き

続
き

経
営

分
析

及
び

１
．

医
事

業
務

研
修

毎
年

の
事

業
計

画
を

通
じ

た
経

営
管

理
経

営
改

善
手

法
等

の
経

営
能

力
診

療
報
酬

請
求

事
務

に
お
け
る

算
定

の
知
識

に
加

え
、

今
後
の

経
営

戦
略
に
寄

与
で

き
る

（
診
療

部
門

に
対
し

経
営
的

視
点

か
ら
積

極
的

に
提

サ
イ

ク
ル

を
さ

ら
に

充
実

さ
せ

る
。

並
び

に
診

療
報

酬
請

求
事

務
能

言
等
を
行

え
る

）
人
材

育
成
を

中
期

的
な
目

標
に

掲
げ
医

事
業

務
研

修
を
実
施

し
た

。
病

院
経

営
力

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
力

の
向

上
を

目
的

と
し

た
研

修
本

研
修
は

、
２

２
年

度
で
３
年

目
と

な
り
、

医
事

担
当

で
未
受

講
の

者
に
加
え

、
新

規
採

用
事
務

職
員

、
医
事

の
経
験

の
な

い
若
手

職
員

、
経

医
療

事
務

な
ど

の
有

資
格

者
の

確
保

や
を
行

う
。

営
企
画
担

当
職

員
等
に

対
し
て

も
積

極
的
に

受
講

を
促
し

、
経

営
力

の
向
上
を

図
っ

た
。

育
成

を
図

る
。

さ
ら

に
、

病
院

経
営

力
を

向
ま

た
、

経
営

分
析

及
び

経
営

改
善

手
上

さ
せ

る
た

め
、

医
療

事
務

な
受
講
者

数
法

等
の

経
営

能
力

並
び

に
診

療
報

酬
請

ど
の

有
資

格
者

の
確

保
や

育
成

平
成

２
０

年
度

１
６
８

名
求

事
務

能
力

の
向

上
を

目
的

と
し

た
研

方
策

を
検

討
す

る
。

平
成

２
１

年
度

１
２
７

名
修

を
定

期
的

に
行

う
こ

と
に

よ
り

職
員

平
成

２
２

年
度

１
２
２

名
の

資
質

向
上

に
努

め
る

。
累

計
４

１
７

名

２
．

診
療

報
酬

研
修

平
成
２

２
年

度
診
療

報
酬
改

定
内

容
の
説

明
や

請
求
漏

れ
防

止
策

等
に
つ
い

て
、

レ
セ
プ

ト
点

検
を

行
う
職

員
や

診
療
報

酬
請
求

事
務

委
託
業

者
を
監
督

す
る

職
員
を

対
象
と

し
た

、
よ
り

専
門

的
な
研

修
を

全
国

８
箇
所
で

実
施

し
、
３

１
９

名
が

受
講
し

た
。

３
．

病
院

経
営

研
修

各
病
院

の
経

営
企
画

担
当
職

員
に

対
し
、

病
院

経
営
分

析
能

力
の

向
上
、
的

確
な

経
営
改

善
方

策
を

策
定
す

る
能

力
の
向

上
、
策

定
し

た
経
営

改
善
方
策

を
着

実
に
実

践
す
る

能
力

の
向
上

を
目

的
と
し

て
、

グ
ル

ー
プ
ワ
ー

ク
中

心
の
研

修
を

６
ブ

ロ
ッ
ク

で
実

施
し
、

２
４
８

名
が

受
講
し

た
。

②
政

策
医

療
に

か
か

る
コ

ス
ト

分
析

②
政

策
医

療
に

か
か

る
コ

ス
ト

②
政
策
医
療
に
か
か
る
コ

ス
ト
分
析

結
核

、
重

症
心

身
障

害
、

筋
ジ

ス
ト

分
析

ロ
フ

ィ
ー

、
精

神
等

の
政

策
医

療
に

係
結

核
、

重
症

心
身

障
害

、
筋

重
症
心
身

障
害

、
筋
ジ

ス
ト
ロ

フ
ィ

ー
、
結

核
、

精
神
な

ど
の

政
策

医
療
分
野

に
つ

い
て
、

適
正

な
コ

ス
ト
管

理
を

実
施
す

る
た
め

、
平

成
２
１

る
コ

ス
ト

の
分

析
を

実
施

し
、

必
要

な
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

、
精

神
等

の
年
度

に
お
い

て
、

経
営
分

析
シ
ス

テ
ム

と
連
動

し
た

政
策
医

療
コ

ス
ト

分
析
ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
を

開
発

し
た

と
こ
ろ

で
あ

る
が
、

コ
ス
ト

分
析

を
行
う

機
能

を
維

持
し

つ
つ

適
正

な
コ

ス
ト

管
政

策
医

療
に

係
る

適
正

な
コ

ス
上
で

の
問
題

点
を

検
証
す

る
た
め

に
、

平
成
２

２
年

度
に
お

い
て

は
、

６
病
院
に

お
い

て
試
行

を
実

施
し

た
上
で

、
全

病
院
に

お
い
て

、
平

成
２
２

理
を

実
施

す
る

。
ト

管
理

を
実

施
す

る
た

め
、

コ
年
４

月
分
か

ら
政

策
医
療

分
野
ご

と
の

損
益
計

算
書

の
作
成

に
着

手
し

た
。

ス
ト

分
析

を
実

施
す
る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

（
２
）
業
務

運
営
コ

ス
ト

の
節

減
等

（
２

）
業

務
運

営
コ

ス
ト

の
節

減
等

（
２

）
業

務
運
営

コ
ス
ト

の
節

減
等

（
２

）
業
務
運
営
コ
ス
ト
の
節

減
等

施
設

整
備

や
医

療
機

器
、

医
薬

品
等

医
薬

品
等

の
購

入
方

法
や

業
務

委
託

の
購

入
に

つ
い

て
、

費
用

対
効

果
や

法
の

推
進

・
点
検

等
様

々
な

取
組
を

行
う

こ

人
全

体
の

債
務

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
と

に
よ

り
、
中

期
目

標
の

期
間
の

５
年

間

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
単

価
の

見
直

し
、

を
累

計
し

た
損

益
計

算
に

お
い

て
、

経
常

品
目

の
標

準
化

、
共

同
入

札
、

後
発

医
収

支
率

が
１
０

０
％

以
上

と
な
る

よ
う

費

薬
品

の
採

用
な

ど
を

促
進

す
る

と
と

も
用

の
節

減
等
を

図
る

。

に
、

業
務

委
託

を
適

切
に

活
用

す
る

こ

と
。

①
業

務
運

営
コ

ス
ト

の
節

減
①

業
務

運
営
コ

ス
ト

の
節
減

①
業
務
運
営
コ
ス
ト
の
節

減
な

お
、

後
発

医
薬

品
に

つ
い

て
は

、

患
者

負
担

の
軽

減
や

医
療

保
険

財
政

の
ア

材
料

費
ア

材
料
費

ア
材
料
費

改
善

の
観

点
か

ら
数

量
シ

ェ
ア

の
３

０
同

種
同

効
医

薬
品

の
整

理
な

ど
、

材
料

費
率

の
抑

制
を

図
る

％
相
当
以

上
へ

の
拡

大
を

図
る

こ
と

。
更

な
る

使
用

医
薬

品
の

標
準

化
を

進
た

め
、

引
き

続
き

医
薬

品
の

１
．

共
同

入
札

の
実

施
さ

ら
に

、
臨

床
研

究
事

業
や

教
育

研
め

、
共

同
購

入
の

対
象

品
目

を
拡

大
す

共
同
購

入
を

行
う
と
と

も
に

、
修

事
業

に
つ

い
て

も
効

率
化

に
努

め
る

る
な

ど
、

調
達

方
法

及
び

対
象

品
目

等
同

種
同

効
医

薬
品

の
整

理
な

（
1）

医
薬

品
の

共
同
入

札
こ
と
。

の
見

直
し

を
行

い
、

薬
品

費
と

消
耗

品
ど

、
更

な
る

使
用

医
薬

品
の

平
成
２

２
年

７
月

か
ら
平
成

２
４

年
６
月

ま
で

を
調

達
期
間

と
す

る
医
薬
品

に
つ

い
て

は
、
購

入
医

薬
品
リ

ス
ト
の

見
直

し
を
行

っ
た

う
え

ま
た

、
総

人
件

費
に

つ
い

て
は

、
医

費
等

の
材

料
費

率
の

増
加

の
抑

制
を

図
標

準
化

を
進

め
、

在
庫

管
理

で
、
平

成
２

２
年
６

月
に
共

同
入

札
を
実

施
し

た
。

療
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

、
患

者
の

処
る
。

の
効

率
化

を
推

進
し

費
用

の
ま
た
、

そ
の

後
の

市
場
価
格

の
状

況
等
を

踏
ま

え
た

価
格
交

渉
を

実
施
し
、

平
成

２
２

年
１
０

月
以

降
の
契

約
価
格

の
変

更
を
行

う
こ

と
に

遇
の

改
善

等
に

も
留

意
し

つ
つ

、
簡

素
ま

た
、

包
括

評
価

等
の

今
後

の
診

節
減
を

図
る

。
よ

り
、
更

な
る

医
薬

品
費
の
抑

制
と

契
約
事

務
の

効
率

化
を
図

っ
た

。
で

効
率

的
な

政
府

を
実

現
す

る
た

め
の

療
報

酬
改

定
を

考
慮

し
つ

つ
後

発
医

薬
ま

た
、

検
査

試
薬

、
医

療
行

政
改

革
の

推
進

に
関

す
る

法
律

（
平

品
の

採
用

を
促

進
し

、
平

成
２

４
年

度
用

消
耗

品
等

に
つ

い
て

は
、

（
2）

医
療

用
消

耗
品
等

の
共
同

入
札

成
１

８
年

法
律

第
４

７
号

）
等

に
基

づ
ま

で
に

数
量

ベ
ー

ス
で

３
０

％
（

購
入

医
薬

品
と

同
様

に
使

用
品

目
医
療
用

消
耗

品
・

消
耗
機
材

の
共

同
入
札

に
つ

い
て

は
、
北

海
道

東
北
ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
に
お

い
て

実
施
し

、
材
料

費
の

抑
制
を

図
っ

た
。

く
平

成
１

８
年

度
か

ら
の

５
年

間
で

５
金

額
ベ

ー
ス

１
５

％
）

以
上

の
採

用
を

の
集

約
等

、
効

率
的

な
購

入
（

延
べ
９

２
４

品
目

）
％
以
上

を
基

本
と

す
る

削
減

に
つ

い
て

、
図

る
。

な
お

、
後

発
医

薬
品

の
利

用
促

を
目

指
し

引
き

続
き

実
施

に
引

き
続

き
着

実
に

取
り

組
む

と
と

も
に

進
に

あ
た

っ
て

の
課

題
の

把
握

に
も

努
向

け
た

検
討

を
行
う
。

（
3）

検
査

試
薬

の
共
同

入
札

「
経

済
財

政
運

営
と

構
造

改
革

に
関

す
め
る
。

後
発

医
薬

品
の

利
用

促
進

検
査
試

薬
の

共
同

入
札
に
つ

い
て

は
、
平

成
２

１
年

度
に
引

き
続

き
全
ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
に
お

い
て

実
施
し

、
医
薬
品
費

の
抑

制
を

図
っ
た

。
る

基
本

指
針

２
０

０
６

」
（

平
成

１
８

年
に

当
た

っ
て

の
課

題
等

を
把

（
延
べ
１

５
，

０
６

１
品
目
）

７
月

７
日

閣
議

決
定

）
に

基
づ

き
、

人
握

す
る

た
め

、
調

査
・

分
析

件
費

改
革

の
取

組
を

平
成

２
３

年
度

ま
を

行
う

。
２

．
国

立
病

院
機

構
使

用
医

薬
品

の
標

準
化

（
再

掲
）

で
継
続

す
る

こ
と

。
そ

の
際

、
併

せ
て

、
平

成
１
７

年
度

よ
り

医
療
安
全

、
医

薬
品
管

理
の

効
率

化
に
資

す
る

た
め
、
本

部
に

標
準

的
医
薬

品
検

討
委
員

会
を
設

置
し

使
用
医

薬
品

の
標

医
療

法
（

昭
和

２
３

年
法

律
第

２
０

３
準

化
の
取

組
を

進
め
て

い
る
。

号
）

及
び

診
療

報
酬

上
の

人
員

基
準

に
○
平
成

１
７

年
度

は
、
抗
生

物
質

、
循
環

器
用

薬
に

つ
い
て

、
標

準
的
医
薬

品
の

選
定

を
行
っ

た
。

沿
っ
た

対
応

を
行

う
こ

と
は

も
と

よ
り

、
○
平
成

１
８

年
度

は
、
精
神

神
経

用
薬
、

消
化

器
官

用
薬
及

び
呼

吸
器
官
用

薬
に

つ
い

て
、
標

準
的

医
薬
品

の
選
定

を
行

っ
た
。

国
の

制
度

の
創

設
や

改
正

に
伴

う
人

材
○
平
成

１
９

年
度

は
、
循
環

器
用

薬
、
外

皮
ア

レ
ル

ギ
ー
用

薬
及

び
解
熱
鎮

痛
消

炎
剤

・
滋
養

強
壮

薬
・
ビ

タ
ミ
ン

剤
に

つ
い
て

、
標

準
的

確
保

も
含

め
た

政
策

医
療

推
進

の
た

め
医

薬
品

の
選
定

を
行
っ

た
。

の
対

応
や

医
療

安
全

を
確

保
す

る
た

め
○
平
成

２
１

年
度

は
、
末
梢

神
経

系
用
薬

、
感

覚
器

官
用
薬

に
つ

い
て
、
標

準
的

医
薬

品
の
選

定
を

行
っ
た

。
の
適
切

な
取

組
を

進
め

る
こ

と
。

平
成

２
２

年
度

に
お

い
て

は
、

包
装

規
格

の
統

一
や

後
発

医
薬

品
及

び
販

売
中

止
薬

の
削

除
等

を
行

い
、
「

標
準

的
医

薬
品

」
の

通
知

を
発

出
あ

わ
せ

て
、

給
与

水
準

に
つ

い
て

、
し

た
。

以
下

の
よ

う
な

観
点

か
ら

の
検

証
を

行

い
、

こ
れ

を
踏

ま
え

た
適

正
化

に
取

り
３

．
適

正
な

在
庫

管
理

組
む

と
と

も
に

、
そ

の
検

証
結

果
や

取

組
状
況
に

つ
い

て
は

公
表

す
る

こ
と

。
(
1
)
保
有

在
庫

日
数
の

縮
減

①
国

か
ら

の
財

政
支

出
の

大
き

さ
、

各
病
院

毎
に

お
い
て

、
最
低

限
必

要
な
保

有
在

庫
日
数

と
な

る
よ

う
縮
減
に

努
め

て
い
る

。
類

似
の

業
務

を
行

っ
て

い
る

民
間

事
業

者
の

給
与

水
準

等
に

照
ら

し
、

現
状

の
平
成

２
１

年
度

平
成
２

２
年

度
給

与
水

準
が

適
切

か
ど

う
か

十
分

な
説

医
薬

品
棚

卸
資

産
３
，

３
４

３
百
万

円
→

３
，
７

９
１

百
万
円

明
が
で
き

る
か

。
保

有
在

庫
日
数

１
１

．
８

日
→

１
２
．

５
日

②
そ

の
他

、
給

与
水

準
に

つ
い

て
診

療
材

料
棚

卸
資

産
１

，
８

９
９

百
万

円
→

１
，

８
５

３
百

万
円

の
説

明
が

十
分

に
国

民
の

理
解

の
得

ら
保

有
在

庫
日
数

１
０

．
７

日
→

１
０
．

３
日

れ
る
も
の

と
な

っ
て

い
る

か
。

さ
ら

に
、

契
約

に
つ

い
て

は
、

原
則

（
2
）
Ｓ
Ｐ

Ｄ
（

S
u
p
p
l
y

P
r
o
c
e
s
s
i
n
g
D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
：

物
品

管
理

の
外
注
化

）
の

導
入

と
し

て
一

般
競

争
入

札
等

に
よ

る
も

の
Ｓ

Ｐ
Ｄ
の

導
入

に
つ

い
て
は
、

適
正

な
在
庫

管
理

を
図

る
こ
と

か
ら

、
職
員
の

業
務

省
力

化
、
診

療
材

料
の
消

費
量
管

理
の

徹
底
に

よ
る

診
療

と
し

、
以

下
の

取
組

に
よ

り
、

随
意

契
報

酬
の
請

求
漏

れ
防
止

、
使
用

品
目

の
統
一

化
に

よ
る
費

用
削

減
、

無
在
庫
方

式
に

よ
る
在

庫
の

縮
減

な
ど
を

検
討

の
う
え

導
入
す

る
こ

と
と
し

約
の
適
正

化
を

推
進

す
る

こ
と

。
て

い
る
。

①
国

立
病

院
機

構
が

策
定

す
る
「

随
な

お
、
平

成
２

２
年

度
末
現

在
で

、
Ｓ
Ｐ

Ｄ
を

導
入
し

て
い

る
病

院
は
、
８
３

病
院
で

あ
り

、
平

成
２

２
年
度

中
に

新
た
に

導
入

し
た

病
院
は

、
意

契
約

見
直

し
計

画
」

に
基

づ
く

取
組

６
病
院
で

あ
る

。
を

着
実

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

取
組
状
況

を
公

表
す

る
こ

と
。

②
一

般
競

争
入

札
等

に
よ

り
契

約

を
行

う
場

合
で

あ
っ

て
も

、
特

に
企

画

競
争

や
公

募
を

行
う

場
合

に
は

、
競

争

性
、

透
明

性
が

十
分

確
保

さ
れ

る
方

法

に
よ
り
実

施
す

る
こ

と
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

４
．

材
料

費
の

抑
制

手
術
件
数

が
増

加
す

る
一
方
、

医
薬

品
等
の

共
同

入
札

に
よ
る

経
費

削
減
や
Ｓ

Ｐ
Ｄ

に
よ

る
適
正

な
在

庫
管
理

に
よ
り

材
料

費
の
増

加
抑

制
に

努
め
た
結

果
、

材
料
費

率
を
抑

え
る

こ
と
が

で
き

た
。

平
成
２

１
年

度
平
成
２
２

年
度

手
術

件
数

１
７
５
，

６
７

４
件

→
１

８
１
，
４

７
５

件

材
料

費
率

２
４
．

０
％

→
２
３

．
６

％

５
．

後
発

医
薬

品
の

利
用

促
進

平
成
２
１

年
度

に
お

い
て
は
、

後
発

医
薬

品
の
利

用
促

進
に
向

け
て

の
課
題
を

把
握

す
る

た
め
、

各
病

院
の
取

り
組
み

状
況

に
つ
い

て
調

査
を

実
施
し
た

。
そ

の
結
果

、
後
発

医
薬

品
採
用

促
進

に
向
け

て
薬

剤
委

員
会
で
検

討
し

て
い
る

病
院

は
１

２
７
病

院
、

後
発
医

薬
品
の

採
用

基
準
を

病
院
と
し

て
作

成
し
て

い
る
病

院
は

６
８
病

院
で

あ
っ
た

。
な

お
、
平

成
２

２
年

度
に
お
い

て
は

、
薬

効
区
分

別
の

状
況
や

各
ブ

ロ
ッ
ク
別

・
病

院
別

の
導
入

状
況

な
ど
の

分
析
を

行
っ

た
。
ま

た
、

採
用

率
の
高
い

病
院

の
取
組

事
例
や

比
較

的
採
用

頻
度

の
高
い

後
発

医
薬

品
を
リ
ス

ト
化

し
、
各

病
院

へ
情

報
提
供

を
行

っ
た
。

【
後
発

医
薬

品
採
用

率
】

金
額
ベ

ー
ス

平
成
２

１
年
度

８
．
８

％
→

平
成
２
２

年
度

９
．
５
％

（
平

成
２
０

年
度

８
．
３

％
）

数
量
ベ

ー
ス

平
成
２

１
年
度

２
０

．
７

％
→

平
成
２
２

年
度

２
４

．
６
％

（
平

成
２
０

年
度

１
６

．
４

％
）

イ
人

件
費

率
等

イ
人
件
費

率
等

イ
人
件
費
率
等

人
事

に
関

す
る

計
画

に
基

づ
き

、
各

病
院

が
担

っ
て

い
る

医
医

療
の

高
度

化
や

各
種

施
策

な
ど

に
療

内
容

等
に

基
づ

い
た

人
員

１
．

業
務

委
託

契
約

の
検

証
も

留
意

し
つ

つ
、

適
正

な
人

員
の

配
体

制
を

前
提

に
、

適
正

な
人

各
病
院
に

お
け

る
委

託
費
の
削

減
や

効
率
的

な
業

務
委

託
契
約

を
支

援
す
る
こ

と
を

目
的

と
し
て

、
全

病
院
に

お
け
る

業
務

委
託
契

約
の

契
約

置
に

努
め

る
と

と
も

に
、

業
務

委
託

員
の

配
置

に
努

め
る

と
と

も
額

等
に
つ

い
て

調
査
を

平
成
１

６
年

度
か
ら

実
施

し
て
お

り
、

平
成

２
２
年
度

に
お

い
て
も

、
同

規
模

の
病
院

と
自

院
の
契

約
額
等

に
つ

い
て
比

に
つ

い
て

も
コ

ス
ト

低
減

に
十

分
配

に
、

業
務

委
託

の
内

容
等

に
較

検
討
が

行
え

る
よ
う

、
平
成

２
２

年
１
２

月
に

そ
の
結

果
の

フ
ィ

ー
ド
バ
ッ

ク
を

行
っ
た

。
慮

し
た

有
効

活
用

を
図

る
こ

と
等

に
つ

い
て

病
院

間
比

較
を

行
う

よ
り

、
中

期
目

標
の

期
間

中
、

人
件

な
ど

コ
ス

ト
低

減
に

十
分

配
費

率
と

委
託

費
率

を
合

計
し

た
率

に
慮

し
た

有
効

活
用

を
図

っ
て

２
．

人
件

費
率

と
委

託
費

率
を

合
計

し
た

率
の

抑
制

つ
い

て
、

業
務

の
量

と
質

に
応

じ
た

い
く

。
こ

れ
ら

に
よ

り
、

人
技

能
職
の

退
職

後
不

補
充
や
非

効
率

病
棟
の

整
理

・
集

約
等
を

図
る

一
方
で
、

医
療

法
及

び
診
療

報
酬

上
の
人

員
配
置

基
準

に
沿
っ

た
体

制
と

病
院

運
営

に
適

正
な

率
を

目
指

す
。

件
費

率
と

委
託

費
率

を
合

計
し

、
心
神

喪
失

者
等
医

療
観
察

法
、

障
害
者

自
立

支
援
法

等
国

の
制

度
の
創
設

や
改

正
に
伴

う
人

材
確

保
、
地

域
医

療
計
画

を
踏
ま

え
た

政
策
医

ま
た

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
し

た
率

に
つ

い
て

、
業

務
の

療
の
推
進

の
た

め
の
対

応
と
と

も
に

、
医
療

サ
ー

ビ
ス
の

質
の

向
上

、
医
療
安

全
の

確
保
及

び
患

者
の

処
遇
の

改
善

等
に
も

留
意
し

つ
つ

、
必
要

上
、

患
者

の
処

遇
の

改
善

等
に

も
留

量
と

質
に

応
じ

た
病

院
運

営
な

人
材
確

保
を

行
い
な

が
ら
、

人
件

費
率
と

委
託

費
率
を

合
計

し
た

率
に
つ
い

て
は

、
平
成

２
１

年
度

よ
り
も

抑
え

る
こ
と

が
で
き

た
。

意
し

つ
つ

、
簡

素
で

効
率

的
な

政
府

に
適
正

な
率

を
目
指
す

。
を

実
現

す
る

た
め

の
行

政
改

革
の

推
ま

た
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
平
成

２
１

年
度
実

績
５

７
．

４
％

→
平
成
２

２
年

度
実

績
５
５

．
３

％
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
１

８
年

法
質

の
向

上
、

患
者

の
処

遇
の

律
第

４
７

号
）

等
に

基
づ

く
平

成
１

改
善

等
に

も
留

意
し

つ
つ

、
８

年
度

か
ら

の
５

年
間

で
５

％
以

上
簡

素
で

効
率

的
な

政
府

を
実

３
．

検
査

部
門

に
お

け
る

ブ
ラ

ン
チ

ラ
ボ

の
導

入
（

再
掲

）
を

基
本

と
す

る
削

減
に

つ
い

て
、

引
現

す
る

た
め

の
行

政
改

革
の

平
成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

北
海

道
医
療

セ
ン

タ
ー

、
埼
玉

病
院

、
長
崎
川

棚
医

療
セ

ン
タ
ー

、
東

京
医
療

セ
ン
タ

ー
、

舞
鶴
医

療
セ

ン
タ

き
続

き
着

実
に

取
り

組
む

と
と

も
に

推
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
ー

、
四
国

が
ん

セ
ン
タ

ー
及
び

高
松

医
療
セ

ン
タ

ー
の
７

病
院

で
引

き
続
き
実

施
し

た
。

「
経

済
財

政
運

営
と

構
造

改
革

に
関

18
年

法
律

第
47

号
）

及
び

す
る

基
本

指
針

２
０

０
６

」
（

平
成

１
「

経
済

財
政

運
営

と
構

造
改

８
年

７
月

７
日

閣
議

決
定

）
に

基
づ

革
に

関
す
る

基
本

方
20

06
」

４
．

給
食

業
務

の
全

面
委

託
の

実
施

（
再

掲
）

き
、

人
件

費
改

革
の

取
組

を
平

成
２

（
平
成

18
年

7
月

7
日
閣

議
平

成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

新
た

に
賀
茂

精
神

医
療

セ
ン
タ

ー
で

導
入
し
、

花
巻

病
院

、
あ
き

た
病

院
、
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー
、

ま
つ

も
と

３
年

度
ま

で
継

続
す

る
。

そ
の

際
、

決
定

）
を

踏
ま

え
、

引
き

続
医

療
セ
ン

タ
ー

、
小
諸

高
原
病

院
、

宇
多
野

病
院

、
舞
鶴

医
療

セ
ン

タ
－
、
浜

田
医

療
セ
ン

タ
ー

、
九

州
医
療

セ
ン

タ
ー
、

佐
賀
病

院
及

び
菊
池

併
せ

て
、

医
療

法
（

昭
和

２
３

年
法

き
人

件
費

削
減

の
取

組
を

行
病

院
の
計

１
２

病
院
で

引
き
続

き
実

施
し
た

。
律

第
２

０
５

号
）

及
び

診
療

報
酬

上
う

が
、

医
療

法
及

び
診

療
報

の
人

員
基

準
に

沿
っ

た
対

応
を

行
う

酬
上

の
人

員
基

準
に

沿
っ

た
こ

と
は

も
と

よ
り

、
国

の
制

度
の

創
対

応
を

行
う

こ
と

は
も

と
よ

設
や

改
正

に
伴

う
人

材
確

保
も

含
め

り
、

国
の

制
度

の
創

設
や

改
政

策
医

療
の

推
進

の
た

め
の

対
応

や
正

に
伴

う
人

材
確

保
も

含
め

医
療

安
全

を
確

保
す

る
た

め
の

適
切

政
策

医
療

の
推

進
の

た
め

の
な

取
組

を
行

う
。

対
応

や
医

療
安

全
を

確
保

す
な

お
、

給
与

水
準

に
関

し
て

国
民

る
た

め
の

適
切

な
取

組
を

行
の

理
解

が
十

分
得

ら
れ

る
よ

う
必

要
う

。
な

説
明

や
評

価
を

受
け

る
も

の
と

す

る
。
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中
期

目
標

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

５
．

総
人

件
費

削
減

に
つ

い
て

技
能
職

の
退

職
後
不

補
充
並

び
に

非
常
勤

職
員

へ
の
切

替
及

び
ア

ウ
ト
ソ
ー

シ
ン

グ
化
、

非
効

率
と

な
っ
て

い
る

病
棟
の

整
理
・

集
約

に
よ
り

収
益
に
見

合
っ

た
職
員

配
置
と

し
た

。
（
人

件
費
の

削
減

額
△
４

０
億

円
）

一
方
で

、
心

神
喪
失

者
等
医

療
観

察
法
に

基
づ

く
専
門

病
棟

の
運

営
及
び
障

害
者

自
立
支

援
法

に
基

づ
く
筋

ジ
ス

病
棟
等

に
お
け

る
療

養
介
護

事
業
等
国

の
制

度
の
創

設
や
改

正
に

伴
う
人

材
確

保
、
地

域
医

療
計

画
を
踏
ま

え
た

救
急
医

療
、

周
産

期
医
療

等
へ

の
対
応

や
政
策

医
療

の
推
進

へ
の
対
応

に
伴

う
人
材

確
保
の

他
、

医
療
サ

ー
ビ

ス
の
質

の
向

上
、

医
療
安
全

の
確

保
及
び

患
者

の
処

遇
の
改

善
等

に
も
留

意
し
つ

つ
、

必
要
な

人
材
確
保

を
行

っ
た
。
（
政
策

的
人

件
費
の

増
加
額

約
１

５
１
億

円
）

そ
の
結

果
、

常
勤
職

員
の
人

件
費

は
前
年

度
と

比
較
し

て
約

１
１

１
億
円
の

増
と

な
っ
て

い
る

。
平
成
２

２
年

度
に
お

け
る
国

立
病

院
機
構

の
総

人
件
費

改
革

の
対

象
と
な
る

人
件

費
は
、

３
，

３
３

９
億
円

（
注

）
で
あ

り
、
総

人
件

費
改
革

の
基
準
値

で
あ

る
平
成

１
７
年

度
の

人
件
費

３
，

０
４
５

億
円

と
比

較
す
る
と

２
９

４
億
円

の
増

と
な

っ
て
い

る
が

、
(
1
)

総
人
件

費
削
減

に
向
け

た
取

組
と
し

て
①

技
能
職
の

退
職
後

不
補

充
②

非
効
率
病

棟
の
整

理
・

集
約
、

事
務

職
の
削

減
③

独
法
移
行

時
の
給

与
カ

ー
ブ
の

変
更

・
調
整

額
の

廃
止

等
に
よ
り

２
６

６
億
円

の
削

減
（

対
基
準

値
△
８

．
７

２
％
）

を
行

い
、

（
2
）

一
方
、

国
立
病

院
機
構

と
し

て
の
役

割
を

果
た
す

た
め

の
人

件
費
増
と

し
て

、
①

他
の
設

置
主

体
で
は

代
替

困
難
な

医
療
の

体
制

整
備
（

心
神

喪
失
者

等
医

療
観

察
法
や
障

害
者

自
立
支

援
法

等
）

②
地

域
医

療
計

画
を

踏
ま

え
た

救
急

医
療

、
周

産
期

医
療

等
へ

の
対

応
や

政
策

医
療

の
推

進
の

た
め

の
対

応
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
、

医
療

安
全
の

確
保

及
び
患

者
の
処

遇
改

善
等
の

た
め

の
体
制

整
備

③
医

師
不

足
解

消
に
向

け
た

取
組
・

救
急
医

等
の

処
遇
改

善
及

び
地
域

医
療

と
の

連
携
強
化

の
た

め
の
体

制
整

備
等
に
よ

り
５

６
０

億
円
増
加

し
た

こ
と

に
よ
る

も
の

で
あ
る

。
引
き
続

き
、

技
能
職

の
退
職

後
不

補
充
並

び
に

非
常
勤

職
員

へ
の

切
替
及
び

ア
ウ

ト
ソ
ー

シ
ン

グ
化

、
非
効

率
と

な
っ
て

い
る
病

棟
の

整
理
・

集
約
に
よ

り
人

件
費
削

減
を
図

っ
て

い
く
が

、
医

療
現
場

を
巡

る
昨

今
の
厳
し

い
状

況
の
中

で
、
患
者

の
目
線

に
立

っ
た
良

質
な
医

療
を

提
供
し

、
国

立
病
院

機
構

に
求
め

ら
れ
る

役
割

を
着
実

に
果

た
し
て

い
く

た
め

に
は
、
一

定
の

人
件
費

増
は

避
け

ら
れ
な

い
も

の
で
あ

る
。

（
注
）

総
人

件
費

改
革
の
対

象
人

件
費

か
ら
除

か
れ

る
給
与

改
定

分
（
平
成

１
９

年
度

給
与
改

定
に

伴
う
２

１
億
円

の
増

、
平
成

２
１

年
度

給
与

改
定

に
伴
う
５

７
億

円
の
減

及
び

平
成

２
２
年

度
給

与
改
定
に

伴
う

３
４

億
円
の

減
）

を
除
い

た
も
の

６
．

職
員

の
給

与
水

準
当

法
人
の

給
与

水
準

に
つ
い
て

は
、

国
の
給

与
制

度
等

を
踏
ま

え
、

通
則
法
に

則
っ

て
適

切
に
対

応
し

て
い
る

と
こ
ろ

で
あ

る
。

平
成
２
２

年
度

の
ラ

ス
パ
イ
レ

ス
指

数
は
、

医
師

：
１

１
０
．

９
、

看
護
師
：

９
８

．
３

、
事
務

・
技

術
職
：

９
８
．

３
と

な
っ
て

お
り

、
医

師
が
国
の

給
与

水
準
よ

り
高
い

も
の

と
な
っ

て
い

る
。

医
師
の
給

与
に

つ
い

て
は
、
平

成
１

７
年
度

に
年

俸
制

を
導
入

し
て

勤
務
成
績

を
反

映
さ

せ
、
平

成
１

８
年
度

の
国
の

給
与

構
造
改

革
に

伴
う

基
本
給
等

の
引

き
下
げ

を
見
送

る
な

ど
、
民

間
医

療
機
関

な
ど

の
状

況
を
踏
ま

え
な

が
ら
改

善
を

進
め

て
い
る

も
の

で
あ
る

が
、
自

治
体

病
院
や

民
間
医
療

機
関

の
給
与

水
準
と

は
、

ま
だ
相

当
な

開
き
が

あ
る

。
看

護
師
に

つ
い

て
は

、
民
間
医

療
機

関
に
お

け
る

給
与

水
準
を

考
慮

し
て
、
独

法
移

行
時

に
中
高

年
齢

層
の
一

般
看
護

師
の

給
与
カ

ー
ブ

を
引

き
下
げ
、

ま
た

、
平
成

１
７
年

４
月

に
基
本

給
の

調
整
額

を
「

特
殊

業
務
手
当

」
に

切
り
替

え
る

と
と

も
に
そ

の
水

準
を
引

き
下
げ

る
な

ど
の
措

置
を
講
じ

、
通

則
法
に

則
っ
て

適
切

に
対
応

し
て

い
る
。

ま
た
、
事

務
・

技
術

職
員
に
つ

い
て

は
、
国

の
一

般
職

給
与
法

に
準

じ
て
い
る

と
こ

ろ
で

あ
る
が

、
独

法
移
行

時
に
中

高
年

齢
層
の

一
般

職
員

の
給
与
カ

ー
ブ

を
引
き

下
げ
る

な
ど

の
措
置

を
講

じ
た
と

こ
ろ

で
あ

り
、
通
則

法
に

則
っ
て

適
切

に
対

応
し
て

い
る

。
さ

ら
に
、

平
成

２
１

年
度
に
引

き
続

き
、
人

事
院

勧
告

に
準
じ

た
基

本
給
及
び

賞
与

の
引

き
下
げ

を
実

施
す
る

な
ど
、

国
の

給
与
水

準
を

踏
ま

え
た
対
応

を
行

っ
て
い

る
。

７
．

国
と

異
な

る
諸

手
当

に
つ

い
て

（
別

添
資

料
参

照
）

(
1
)
民
間

医
療

機
関
等

の
給
与

実
態

を
踏
ま

え
て

救
急
医

療
・

深
夜

勤
務
等
に

応
ず

る
手
当

「
夜

間
看

護
等
手

当
」
及

び
「

役
職
職

員
特

別
勤
務

手
当

」
は

、
国
と
同

旨
の

手
当
で

あ
り

、
救

急
医
療

等
の

診
療
体

制
の
強

化
や

労
働
基

準
法
の
適

用
に

よ
り

２
４
時
間

の
交

代
制
勤

務
を

行
う

職
員
が

増
加

し
た
こ
と

、
緊

急
性

を
有
す

る
休

日
等
勤

務
や
業

務
の

附
加
と

し
て

上
位

の
役
職
の

業
務

・
高

度
な
業
務

等
を

担
う
な

ど
、

職
務

の
困
難

性
等

を
考
慮
し

た
も

の
で

あ
る
。

「
ヘ

リ
コ

プ
タ
ー

搭
乗
救

急
医

療
手
当

」
及

び
「
救

急
呼

出
待

機
手
当
」

は
、

国
の
「

航
空

手
当

」
及
び

大
学

や
民
間

医
療
機

関
に

お
け
る

同
様

の
手

当
を

踏
ま

え
、

救
急

医
療

に
従

事
す

る
医

師
・

看
護

師
等

の
勤

務
の

実
態

・
特

殊
性

を
勘

案
し

た
も

の
で

あ
り

、
「

救
急

医
療

体
制

等
確
保
手

当
」

は
、

国
に
お
い

て
救

急
医
療

及
び

産
科

医
療
を

担
う

勤
務
医
の

処
遇

改
善

を
支
援

す
る

補
助
制

度
を
創

設
し

た
こ
と

に
対

応
し

た
も
の
で

あ
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

(
2
)
医
師

確
保

等
を
図

る
た
め

の
手

当
「
医
師

手
当

」
は

、
国
の
「

初
任

給
調

整
手
当

」
と

同
旨
の

地
域

に
お
け
る

医
師

確
保

の
た
め

の
手

当
で
あ

る
が
、

国
が

平
成
２

１
年

度
に

手
当
額
の

引
き

上
げ

を
行
っ
た

こ
と

に
伴
い

、
地

方
の

病
院
に

勤
務

す
る
医
師

が
多

い
こ

と
か
ら

、
国

と
の
均

衡
を
図

る
た

め
機
構

に
お

い
て

も
平
成
２

１
年

度
に

手
当
額
を

改
定

し
た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

「
医
師

派
遣

手
当

」
は
、
深

刻
な

医
師

不
足
に

よ
り

医
療
法

に
定

め
ら
れ
た

標
準

医
師

数
を
大

き
く

欠
く
又

は
そ
の

恐
れ

の
あ
る

機
構

病
院

に
対
し
、

機
構

傘
下

の
病
院
か

ら
緊

急
的
に

医
師

が
派

遣
で
き

る
よ

う
手
当
を

創
設

し
、

平
成
２

０
年

４
月
か

ら
は
機

構
の

病
院
間

に
お

け
る

機
能
補
完

・
連

携
等

の
た
め
に

医
師

派
遣
を

行
っ

た
場

合
に
も

支
給

で
き
る
よ

う
拡

充
を

図
っ
た

も
の

で
あ
る

。
「
医
師

手
当

の
加

算
部
分
」

及
び

「
専

門
看
護

手
当

」
は
、

特
定

の
分
野
に

お
け

る
専

門
的
な

知
識

を
有
す

る
人
材

を
確

保
す
る

た
め

、
専

門
化
・
高

度
化

し
た

病
院
を
運

営
す

る
当
機

構
の

特
性

を
考
慮

し
た

手
当
で
あ

る
。

「
附
加

職
務

手
当

」
は
、
公

的
医

療
機

関
等
の

要
請

に
応
じ

て
、

地
域
に
お

け
る

診
療

連
携
の

た
め

の
診
療

援
助
な

ど
を

行
っ
た

場
合

に
支

給
す
る
も

の
で

あ
る

。

(
3
)
独
立

行
政

法
人
に

求
め
ら

れ
る

能
力
実

績
主

義
を
踏

ま
え

た
手

当
及
び
俸

給
の

調
整
額

の
見

直
し

に
つ
い

て
「
年
度

末
賞

与
」

は
、
法
人

に
求

め
ら

れ
る
能

力
実

績
主
義

を
踏

ま
え
、
施

設
毎

の
経

営
努
力

の
イ

ン
セ
ン

テ
ィ
ブ

と
し

て
医
業

収
支

が
特

に
良
好
な

病
院

の
職

員
に
対
し

年
度

末
賞
与

を
支

給
す

る
も
の

で
、

独
立
行
政

法
人

に
お

け
る
給

与
制

度
の
趣

旨
に
則

っ
て

独
立
行

政
法

人
へ

移
行
す
る

際
に

設
け

た
も
の
で

あ
る

。
「
業
績

手
当

の
業

績
反
映
部

分
」

は
、

国
の
「

勤
勉

手
当
」

を
踏

ま
え
た
も

の
で

あ
る

が
、
個

々
の

病
院
の

業
績
が

悪
い

場
合
は

、
個

々
の

病
院
の
支

給
総

額
を

減
額
で
き

る
仕

組
み
と

し
て

い
る

が
、
当

該
減

額
が
な
い

場
合

は
、

国
に
準

じ
た

額
と
な

っ
て
い

る
。

ま
た

、
「

特
殊

業
務

手
当

」
は

、
国

時
代

か
ら

、
職

務
の

複
雑

性
・

困
難

性
に

基
づ

き
他

の
官

職
に

比
し

て
著

し
く

特
殊

な
勤

務
に

対
し

て
支

給
し
て

い
た

俸
給

の
調
整
額

を
、

平
成
１

７
年

度
に

民
間
医

療
機

関
の
状
況

等
に

基
づ

き
減
額

す
る

と
と
も

に
、
賞

与
・

退
職
手

当
の

基
礎

と
し
な
い

特
殊

業
務

手
当
と
し

て
見

直
し
た

も
の

で
あ

る
。

ウ
投

資
の

効
率

化
ウ

投
資
の

効
率
化

ウ
投
資
の
効
率
化

ａ
．

建
物

整
備

建
物

整
備

に
つ

い
て

は
、

建
築

単
価

の
見

直
し

等
を

進
め

障
害

者
病

棟
に

係
る

主
要

な
１

．
全

面
建

替
整

備
、

病
棟

建
替

等
整

備
る

と
と

も
に

、
コ

ス
ト

合
理

化
の

面
積

や
設

備
に

つ
い

て
標

準
平

成
２

２
年

度
は

、
全

面
建

替
３

病
院

９
６

１
床

、
病

棟
建

替
等

３
１

病
院

６
，

２
２

９
床

、
外

来
等

建
替

病
院

４
病

院
２

０
０

床
と

合
計

た
め

標
準

仕
様

に
基

づ
く

整
備

を
仕

様
を

作
成

し
、

整
備

に
活

３
８
病
院

７
，

３
９
０

床
に
つ

い
て

建
替
整

備
を

決
定
し

た
。

行
い

、
投

資
の

効
率

化
を

図
る

。
用

す
る

こ
と

に
よ

り
投

資
の

平
成
２
２

年
度

に
着

工
し
た
１

２
病

院
に
つ

い
て

は
、

平
成
２

０
年

度
ま
で
に

実
施

し
た

設
計
仕

様
の

標
準
化

の
取
り

組
み

を
引
き

続
き

行
っ

ｂ
．

医
療

機
器

整
備

効
率
化

を
図

る
。

た
結
果
、

契
約

価
格
を

平
成
２

１
年

度
と
同

水
準

(
国
時

代
の
建

築
コ

ス
ト
の

約
５

割
減
)
に

抑
制

す
る

こ
と
が

で
き

た
。

大
型

医
療

機
器

の
共

同
入

札
を

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

実
施

す
る

な
ど

医
療

機
器

の
購

入
は

、
大

型
医

療
機

器
の

導
入

２
．

病
院

設
計

標
準

(障
害

者
病

棟
編

)の
策

定
費

用
の

削
減

を
図

る
。

費
用

の
削

減
を

図
る

た
め

、
建

物
整
備

を
効

率
的

か
つ
効
果

的
な

投
資
と

す
る

こ
と

を
目
的

と
し

て
、
平
成

１
７

年
３

月
３
０

日
に

「
国
立

病
院
機

構
に

お
け
る

建
物

整
備

共
同

入
札

に
よ

る
調

整
を

行
の

指
針
」

を
策

定
し
運

用
し
て

き
た

と
こ
ろ

で
あ

る
が
、

平
成

２
１

年
度
は
「

病
院

設
計
標

準
(
一

般
病

棟
編
)
」
を

、
平
成

２
２
年

度
に

お
い
て

う
と

と
も

に
、

医
療

機
器

購
は

「
病
院

設
計

標
準
(
障

害
者

病
棟

編
)
」
を

策
定

し
、
各

病
院

の
設

計
実
務
の

迅
速

化
、
標

準
化

を
推

進
し
た

。
入

価
格

の
標

準
化
を
図

る
。

３
．

建
築

コ
ス

ト
の

削
減

(
1
)
整
備

単
価

の
見
直

し
契
約
実

績
に

基
づ

い
て
作
成

し
て

い
る

工
事
費

標
準

単
価
の

価
格

見
直
し
を

平
成

２
２

年
度
も

引
き

続
き
行

い
、
整

備
計

画
並
び

に
基

本
・

実
施
設
計

の
積

算
に

活
用
し
、

価
格

の
適
正

化
に

努
め

た
。

(
2
)
入
札

情
報

の
早
期

の
情
報

提
供

入
札
参

加
者

を
増

や
す
こ
と

を
目

的
と

し
て
、

業
界

紙
へ
の

情
報

提
供
に
つ

い
て

は
、

平
成
２

０
年

度
よ
り

２
５
０

万
円

以
上
の

す
べ

て
の

工
事
に
拡

大
し

行
っ

て
い
る
が

、
平

成
２
２

年
度

も
引

き
続
き

、
１

２
月
に
翌

年
度

の
工

事
発
注

予
定

情
報
を

一
括
し

て
業

界
紙
に

情
報

提
供

す
る
こ
と

に
よ

り
、

競
争
性
を

高
め

、
建
築

コ
ス

ト
削

減
に
努

め
た

。

４
．

大
型

医
療

機
器

の
共

同
入

札
実

施
平

成
２
２

年
度

入
札

分
に
お
い

て
は

、
平
成

２
１

年
度

中
か
ら

手
続

き
に
着
手

し
、

早
期

整
備
を

図
り

、
大
型

医
療
機

器
（

Ｃ
Ｔ
・

Ｍ
Ｒ

Ｉ
・

血
管
連
続

撮
影

装
置
・

ガ
ン
マ

カ
メ

ラ
・
リ

ニ
ア

ッ
ク
・

Ｘ
線

透
視

撮
影
装
置

・
Ｘ

線
一
般

撮
影

装
置

）
の
７

品
目

を
対
象

機
器
と

し
た

。
ス
ケ

ー
ル
メ
リ

ッ
ト

を
活
か

し
、
保

守
費

用
を
含

め
た

総
コ
ス

ト
で

市
場

価
格
を
大

幅
に

下
回
る

価
格

で
の

購
入
と

な
る

な
ど
、

効
率
的

な
設

備
整
備

を
行
っ
た

。
ま
た
、

平
成

２
３
年

度
入
札

分
に

つ
い
て

は
、

従
来
の

７
品

目
の

他
に
Ｐ
Ｅ

Ｔ
－

Ｃ
Ｔ
を

加
え

る
こ

と
と
し

て
、

平
成
２

２
年
度

中
か

ら
手
続

き
に
着
手

し
て

い
る
。

（
参
考

：
共
同

入
札
対

象
品

目
）

平
成

１
７
年

度
２

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
）

平
成

１
８
年

度
２

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
）

平
成

１
９
年

度
４

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

）
平
成

２
０
年

度
６

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

、
リ

ニ
ア
ッ

ク
、

Ｘ
線
透

視
撮
影

装
置

）
平
成

２
１
年

度
７

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

、
リ

ニ
ア
ッ

ク
、

Ｘ
線
透

視
撮
影

装
置

、
Ｘ
線

一
般

撮
影
装

置
）

平
成

２
２
年

度
７

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

、
リ

ニ
ア
ッ

ク
、

Ｘ
線
透

視
撮
影

装
置

、
Ｘ
線

一
般

撮
影
装

置
）

平
成

２
３
年

度
８

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

、
リ

ニ
ア
ッ

ク
、

Ｘ
線
透

視
撮
影

装
置

、
Ｘ
線

一
般

撮
影
装

置
、

Ｐ
Ｅ

Ｔ
－
Ｃ
Ｔ

）
【

予
定
】
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

５
．

医
療

機
器

の
価

格
情

報
等

の
共

有
各

病
院
に

お
い

て
、

医
療
機
器

を
よ

り
有
利

な
価

格
（

平
準
化

・
低

廉
化
）
で

購
入

す
る

た
め
の

比
較

軸
と
す

る
た
め

、
平

成
１
８

年
度

か
ら

各
病
院
で

購
入

し
た
特

に
購
入

件
数

の
多
い

医
療

機
器
の

本
体

価
格

の
情
報
を

本
部

で
集
計

・
分

類
し

、
毎
月

各
病

院
に
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ

ク
し
て

お
り
、
平

成
２

２
年
度

も
引
き

続
き

、
対
象

医
療

機
器
（

６
５

種
類

）
に
つ
い

て
、

毎
月
各

病
院

に
価

格
情
報

の
提

供
を
行

っ
た
。

ま
た
、
ラ

ン
ニ

ン
グ

コ
ス
ト
に

つ
い

て
も
、

Ｃ
Ｔ

及
び

血
管
連

続
撮

影
装
置
の

保
守

費
用

（
管
球

情
報

）
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
・

血
管

連
続
撮

影
装

置
及

び
リ
ニ
ア

ッ
ク

の
高
額

部
品
の

価
格

を
各
病

院
へ

情
報
提

供
を

行
っ

た
。
さ
ら

に
、

平
成
１

９
年

度
か

ら
本
部

に
お

い
て
複

数
メ
ー

カ
ー

の
放
射

線
機
器
の

基
本

的
な
仕

様
（
性

能
）

が
比
較

で
き

る
よ
う

取
り

ま
と

め
、
各
病

院
へ

情
報
提

供
し

、
病

院
に
お

け
る

仕
様
書

作
成
事

務
の

軽
減
を

図
っ

て
お

り
、

平
成

２
２

年
度

は
引

き
続

き
１

０
機

器
を

対
象

と
し

た
。
（

平
成

１
９

年
度

４
機

器
、

平
成

２
０

年
度

１
機

器
追

加
、

平
成

２
１

年
度
５
機

器
追

加
）

エ
適

正
な

契
約

事
務

の
実

施
エ

適
正
な

契
約
事

務
の

実
施

エ
適
正
な
契
約
事
務
の

実
施

契
約

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
契

約
に

つ
い

て
は

、
原

則
一

般
競

争
入

札
等

に
よ

る
も

の
と

し
、

と
し

て
一

般
競

争
入

札
等

に
１

．
「

契
約

監
視

委
員

会
」

に
よ

る
契

約
状

況
の

点
検

競
争

性
、

公
正

性
及

び
透

明
性

が
十

よ
る

も
の

と
し

、
競

争
性

、
「

独
立

行
政

法
人

の
契

約
状

況
の

点
検

・
見

直
し

に
つ

い
て

」
（

平
成

２
１

年
１

１
月

１
７

日
閣

議
決

定
）

に
基

づ
き

設
置

し
た

監
事

及
び

外
分

確
保

さ
れ

る
方

法
に

よ
り

実
施

す
公

正
性

及
び

透
明

性
が

十
分

部
有
識
者

で
構

成
す
る

「
契
約

監
視

委
員
会

」
を

平
成
２

２
年

度
に

お
い
て
も

引
き

続
き
存

置
の

う
え

、
原
則

毎
月

１
回
の

開
催
に

よ
り

「
競
争

る
。

ま
た

、
平

成
１

９
年

に
策

定
し

確
保

さ
れ

る
方

法
に

よ
り

実
性

の
な
い

随
意

契
約
」

及
び
「

前
回

一
者
応

札
・

一
者
応

募
で

あ
っ

た
契
約
」

に
つ

い
て
個

々
に

事
前

点
検
を

実
施

す
る
と

共
に
、

平
成

２
２
年

た
「

随
意

契
約

見
直

し
計

画
」

に
基

施
す

る
。

平
成

２
２

年
に

策
度

か
ら
「

前
回

落
札
率

１
０
０

％
で

あ
っ
た

契
約

」
に
つ

い
て

も
事

前
点
検
の

対
象

と
し
、

更
な

る
契

約
事
務

の
適

正
化
を

図
っ
た

。
づ

く
取

組
を

着
実

に
実

施
す

る
と

と
定

し
た

新
た

な
「

随
意

契
約

ま
た
、
入

札
結

果
が

一
者
応
札

・
一

者
応
募

又
は

落
札

率
１
０

０
％

と
な
っ
た

契
約

に
つ

い
て
は

、
事

後
点
検

に
よ
り

、
競

争
性
、

公
正

性
、

も
に

、
そ

の
取

組
状

況
を

公
表

す
る

。
見

直
し

計
画

」
に

基
づ

く
取

透
明
性
が

十
分

確
保
さ

れ
て
い

た
か

検
証
を

行
っ

た
。

組
を
着

実
に

実
施
す
る

た
め

、
引

き
続

き
「

競
争

性
の

な
い

（
審

議
件
数

）
随

意
契

約
」

の
う

ち
「

競
争

・
競
争
性

の
な
い

随
意

契
約

１
，

６
７
４
件

入
札

」
へ

移
行

可
能

な
も

の
・

前
回
一

者
応
札

・
一

者
応
募

で
あ

っ
た
契

約
４
５
８
件

を
着

実
に

移
行

さ
せ

る
と

と
・

前
回
落

札
率
１

０
０

％
で
あ

っ
た

契
約

１
５
４
件

も
に

、
そ

の
取

組
状

況
を

公
表

す
る

。
２

．
「

随
意

契
約

等
見

直
し

計
画

」
の

策
定

及
び

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
ま

た
、

一
者

応
札

・
一

者
(
1)
「
随
意

契
約

等
見
直

し
計

画
」

の
策
定

応
募

の
契

約
に

対
す

る
競

争
「

独
立

行
政

法
人

の
契

約
状

況
の

点
検

・
見

直
し

に
つ

い
て

」
（

平
成

２
１

年
１

１
月

１
７

日
閣

議
決

定
）

に
基

づ
き

、
監

事
及

び
外

部
有

性
を

高
め

る
た

め
、

多
く

の
識

者
で
構

成
す

る
契

約
監
視
委

員
会

を
平
成

２
１

年
１

２
月
に

設
置

し
、
平
成

２
０

年
度

に
締
結

し
た

契
約
の

う
ち
、

競
争

性
の
な

い
随

意
契

競
争

参
加

者
を

得
る

た
め

の
約

及
び
一

者
応

札
・

一
者
応
募

と
な

っ
た
契

約
を

対
象

と
し
て

、
点

検
・
見
直

し
を

行
い

、
平
成

２
２

年
４
月

に
、
新

た
な

「
随
意

契
約

等
見

取
組
に

努
め

る
。

直
し
計
画

」
を

策
定

し
た
。

(
2)
「
随
意

契
約

等
見
直

し
計

画
」

の
フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ

「
随
意

契
約

等
見

直
し
計
画

」
の

達
成
に

向
け

て
、

平
成
２

２
年

度
に
締
結

す
る

契
約

を
「
契

約
監

視
委
員

会
」
に

お
い

て
事
前

点
検

し
て

お
り
、
契

約
の

相
手

方
が
特
定

さ
れ

る
も
の

な
ど

、
真

に
随
意

契
約

に
よ
ら
ざ

る
を

得
な

い
も
の

を
除

き
、
一

般
競
争

契
約

へ
の
移

行
を

進
め

た
結
果
、

平
成

２
２

年
度
実
績

に
お

け
る
競

争
性

の
な

い
随
意

契
約

の
件
数
は

計
画

を
下

回
っ
た

。
ま

た
、
競

争
契
約

に
付

す
る
も

の
の

う
ち

前
回
一
者

応
札

・
一

者
応
募
案

件
に

つ
い
て

は
、「

契
約

監
視
委

員
会

」
に
よ

る
事
前

点
検

を
行
い

、
そ

れ
以
外

の
競
争

契
約

に
つ
い

て
は

、「
一

者
応
札
・

一
者

応
募

に
対
す
る

改
善

方
策
指

針
」

の
遵

守
に
よ

り
「

随
意
契
約

等
見

直
し

計
画
」

が
着

実
に
進

捗
し
て

い
る

状
況
に

あ
る

。
［
随
意

契
約

等
見
直

し
計
画

の
達

成
状
況

］
（
随
意

契
約

の
見
直

し
）

・
平

成
２

０
年
度

実
績

９
，

５
５
８

件
２

,３
０

９
億

円
２
，

４
８
３

件
（
２

６
．

０
％
）

３
６
３
億

円
（

１
５

．
７
％
）

・
見

直
し

計
画

１
，

８
９
３

件
（
１

９
．

８
％
）

３
０
０
億

円
（

１
３

．
０
％
）

・
平

成
２

２
年
度

実
績

８
，

８
８
１

件
２
，
４

２
７

億
円

１
，

８
６
３

件
（
２

１
．

０
％
）

３
５
６
億

円
（

１
４

．
７
％
）

※
な
お

、
平

成
２

２
年
度
実

績
に

お
け

る
競
争

性
の

な
い
随

意
契

約
に
は
、

医
薬

品
の

購
入
に

つ
い

て
、
薬

価
改
定

後
に

共
同
入

札
を

実
施

す
る
ま

で
の

間
（

３
ヶ
月

）
、
従

前
の
契

約
の
期

間
延

長
を
行

っ
た

も
の
（

７
７

億
円

）
が
含
ま

れ
て

い
る
。

見
直

し
計

画
で

は
、
こ
れ

は
見

込
ま

れ
て
い

な
い

と
こ
ろ

で
あ

り
、
平
成

２
２

年
度

実
績
か

ら
当

該
医
薬

品
契
約

を
除

い
た
場

合
は

、
件

数
、
金

額
と

も
に

見
直
し
計

画
を

達
成

す
る
こ

と
と

な
る
。

（
参

考
）

平
成

２
２

年
度
実
績

か
ら

医
薬
品

購
入

（
７

７
億
円

）
を

除
い
た
場

合
・

平
成

２
２
年
度

実
績

８
，

８
６

５
件

２
，

３
５

０
億
円

１
，

８
４

７
件
（

２
０

．
８

％
）

２
８

０
億
円
（

１
１

．
９

％
）

（
一

者
応

札
・

一
者
応
募

案
件

の
見

直
し
）

・
平
成

２
０
年
度

実
績

７
，

０
７

５
件

１
，

９
４

６
億
円

１
，

９
８

７
件
（

２
８

．
１

％
）

２
９

４
億
円
（

１
５

．
１

％
）

・
平
成

２
２
年
度

実
績

６
，

８
３

２
件

２
，

０
４

６
億
円

７
９

９
件

（
１
１

．
７

％
）

１
９

５
億
円
（

９
．

５
％

）

（
注
）

件
数
及
び

金
額

は
、
複

数
年

契
約

を
含
む

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

３
．

競
争

性
確

保
に

向
け

た
取

組
平
成
２

２
年

１
月
か

ら
３
月

の
間

に
締
結

し
た

競
争
契

約
の

う
ち

、
一
者
応

札
・

一
者
応

募
と

な
っ

た
契
約

３
８

６
件
に

つ
い
て

、
入

札
説
明

書
を
受
領

し
な

が
ら
、

入
札
に

参
加

し
な
か

っ
た

業
者
等

を
対

象
に

ア
ン
ケ
ー

ト
を

実
施
し

、
一

者
応

札
・
一

者
応

募
と
な

っ
た
原

因
究

明
に
取

り
組
み
、

そ
の

結
果
を

踏
ま
え

「
一

者
応
札

・
一

者
応
募

に
対

す
る

改
善
方
策

指
針

」
の
遵

守
を

更
に

徹
底
す

る
こ

と
と
し

た
。

（
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
）

・
回
答
率

６
８

％
（

３
２

２
（
回

答
業

者
数
）

／
４

７
４

（
依
頼
業

者
数

）
）

・
入
札
不

参
加
の

理
由

（
主
な

も
の

）
入
札

に
参
加

し
て

も
受
注

の
見

込
み
が

な
い

と
判

断
し
た

専
門

分
野
・

得
意

分
野
の

業
務

で
は
な

か
っ

た
受
注

し
て
も

利
益

が
少
な

い
と

判
断
し

た
求
め

ら
れ
る

業
務

実
績
や

資
格

要
件
が

厳
し

か
っ

た
不
慣

れ
な
業

務
の

た
め
、

確
実

に
履
行

出
来

な
い

と
判
断
し

た

４
．

契
約

情
報

の
公

表
平

成
１
８

年
１

０
月

以
降
、
随

意
契

約
の
契

約
情

報
の

公
表
を

開
始

し
、
平
成

２
０

年
１

月
以
降

は
、

一
般
競

争
等
に

よ
っ

た
も
の

に
つ

い
て

も
次
の
基

準
に

よ
り
公

表
し
て

お
り

、
平
成

２
２

年
度
に

お
い

て
も

引
き
続
き

公
表

を
行
っ

た
。

公
表
基
準

：
予

定
価

格
が
１
０

０
万

円
（
賃

貸
借

契
約

は
８
０

万
円

）
以
上
の

契
約

５
．

契
約

事
務

に
関

す
る

規
程

の
見

直
し

契
約
監
視

委
員

会
か

ら
の
指
摘

に
対

す
る
具

体
的

取
組

を
着
実

に
実

施
す
る
た

め
、

①
随

意
契
約

に
つ

い
て
は

、
各
病

院
の

「
契
約

審
査

委
員

会
」
に
お

い
て

、
随
意

契
約
の

妥
当

性
等
を

全
件

（
少
額

の
も

の
を

除
く
）
事

前
に

審
査
す

る
こ

と
、

②
公
告

期
間

に
つ
い

て
は
、

土
日

・
祝
日

を
除
き
１

０
日

間
を
確

保
す
る

こ
と

な
ど
、

契
約

事
務
に

関
す

る
規

程
の
見
直

し
を

行
い
、

平
成

２
２

年
度
か

ら
適

用
し
て

い
る
。

６
．

会
計

事
務

に
係

る
標

準
的

業
務

フ
ロ

ー
の

徹
底

適
正
な
会

計
事

務
の

業
務
遂
行

を
確

保
す
る

観
点

か
ら

平
成
２

１
年

３
月
に
作

成
し

た
契

約
事
務

を
始

め
と
す

る
標
準

的
業

務
フ
ロ

ー
に

つ
い

て
、
各
病

院
に

標
準
的

業
務
フ

ロ
ー

担
当
者

を
設

置
し
、

事
務

職
員

を
新
た
に

採
用

し
た
場

合
な

ど
に

実
施
す

る
オ

リ
エ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン

等
に
お

い
て
、
標

準
的

業
務
フ

ロ
ー
の

内
容

及
び
活

用
方

法
に
つ

い
て

周
知

し
て
い
る

。
ま

た
、
標

準
的

業
務

フ
ロ
ー
の

改
正

を
２
回

（
平

成
２

２
年
４

月
及

び
平
成
２

３
年

３
月

）
行
う

と
と

も
に
、

新
た
に

「
現

金
の
収

納
（

窓
口

収
納
現
金

以
外

）
に
関

す
る
業

務
フ

ロ
ー
」

を
作

成
し
、

内
容

の
充

実
を
図
っ

た
。

さ
ら
に
、

内
部

監
査

に
お
い
て

は
、

標
準
的

業
務

フ
ロ

ー
に
沿

っ
た

事
務
手
続

が
行

わ
れ

て
い
る

か
点

検
を
行

っ
た
。

７
．

関
連

公
益

法
人

と
の

関
係

関
連
公

益
法

人
は
該

当
が
な

い
。

オ
市

場
化

テ
ス

ト
の

実
施

オ
市
場
化

テ
ス
ト

の
実

施
オ

市
場
化
テ
ス
ト
の
実
施

各
病

院
共

通
の

消
耗

品
等

に
係

る
各

病
院

共
通

の
事

務
消

耗
物

品
調

達
業

務
に

つ
い

て
、

原
則

と
品

等
に

係
る

物
品

調
達

業
務

各
病
院
共

通
の

事
務
消

耗
品
等

の
物

品
調
達

業
務

に
つ
い

て
、

内
閣

府
に
設
置

さ
れ

る
官
民

競
争

入
札

等
監
理

委
員

会
と
連

携
し
て

、
民

間
競
争

し
て

、
平

成
22

年
度

に
官

民
競

争
入

に
つ

い
て

、
業

務
の

効
率

化
入
札

を
す
る

計
画

を
平
成

２
１
年

１
０

月
に
策

定
し

、
平
成

２
２
年
度

は
、
実
施

要
項
の

作
成

や
入
札
手

続
き

等
、
実
施
に

向
け

た
準
備
を

行
っ

た
。

札
又

は
民

間
競

争
入

札
を

実
施

す
る

を
推

進
す

る
た

め
、

平
成

２
こ

と
と

し
、
対

象
品

目
、
対

象
施

設
、

３
年

度
に

民
間

競
争

入
札

を
（
監
理

委
員

会
と
連

携
し
策

定
し

た
計
画

）
実

施
予

定
時

期
、

契
約

期
間

等
を

内
実

施
す

る
た

め
の

準
備

を
進

１
．

対
象

品
目

容
と

す
る

計
画

を
、

監
理

委
員

会
と

め
る
。

事
務

消
耗
品

及
び
衛

生
材

料
２
品

目
連

携
し

つ
つ

、
平

成
21

年
10

月
ま

２
．

実
施

予
定
時

期
で

に
策

定
す

る
。

平
成

２
２
年

度
中
に

入
札

を
実
施

し
、

平
成
２

３
年

４
月

か
ら
落
札

者
に

よ
る
事

業
実

施
３
．

契
約

期
間

平
成

２
３
年

４
月
か

ら
平

成
２
５

年
３

月
ま
で

の
２

年
間

４
．

対
象

施
設

４
０

病
院

※
平

成
２

３
年
１

月
に
入

札
を

行
っ
た

が
、

不
調
に

終
わ

っ
た

た
め
、
対

象
品

目
を
見

直
し

、
契

約
期
間

に
つ

い
て
は

、
平
成

２
３

年
７
月

～
平
成

２
５
年

６
月
ま

で
の

２
年
間

に
変

更
し
て

、
再

度
手

続
き
を
進

め
て

い
る
。

カ
一

般
管

理
費

の
節

減
カ

一
般
管

理
費
の

節
減

カ
一
般
管
理
費
の
節
減

平
成

２
０

年
度

に
比

し
、

中
期

目
一

般
管

理
費

（
人

件
費

を
標

の
期

間
の

最
終

年
度

に
お

い
て

、
除

く
。
）

に
つ

い
て
は

、
事

務
一

般
管

理
費

（
人

件
費

を
除

く
。
）

に
つ

い
て

は
、

水
道

光
熱

費
等

の
費

用
節

減
な

ど
、

経
費

の
縮

減
・

見
直

し
を

図
り

、
平

成
２

２
年

度
に

お
一

般
管

理
費

（
人

件
費
を

除
く

。
）

に
・

事
業

の
効

率
化

を
図

る
と

い
て

、
平
成

２
０

年
度
に

比
し
３

４
０

百
万
円

（
▲

４
５
．

７
％

）
減

少
さ
せ
、

４
０

４
百
万

円
と

な
っ

て
い
る

。
つ

い
て

、
１

５
％

以
上

節
減

を
図

る
。

と
も

に
コ

ス
ト

意
識

を
十

分
に

浸
透

さ
せ

、
引

き
続

き
経

費
節
減

に
努

め
る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

キ
事

業
費

に
お

け
る

冗
費

の
キ

事
業
費
に
お
け
る
冗

費
の
点
検
・
削
減

点
検
・
削

減
こ

れ
ま

で
実

施
し

て
き

た
１

．
医

薬
品

や
大

型
医

療
機

器
等

に
お

け
る

共
同

入
札

の
実

施
医

薬
品

や
大

型
医

療
機

器
等

に
お

け
る

共
同

入
札

の
実

施
（

1）
医
薬

品
の

共
同
入

札
（

再
掲

）
や

技
能

職
常

勤
職

員
退

職
後

平
成

２
２

年
７

月
か

ら
平

成
２

４
年

６
月

ま
で

を
調

達
期

間
と

す
る

医
薬

品
に

つ
い

て
は

、
購

入
医

薬
品

リ
ス

ト
の

見
直

し
を

行
っ

た
う

の
不

補
充

、
検

査
部

門
や

給
え

で
、
平

成
２

２
年

６
月
に

共
同

入
札

を
実
施
し

た
。

食
部

門
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
ま

た
、

そ
の

後
の

市
場

価
格

の
状

況
等

を
踏

ま
え

た
価

格
交

渉
を

実
施

し
、

平
成

２
２

年
１

０
月

以
降

の
契

約
価

格
の

変
更

を
行

う
こ

と
グ

等
事

業
の

効
率

化
や

コ
ス

に
よ
り
、

更
な

る
医

薬
品
費

の
抑

制
と

契
約
事
務

の
効

率
化
を

図
っ

た
。

ト
削

減
の

取
組

を
引

き
続

き
実

施
す

る
と

と
も

に
、

病
院

（
2）

医
療

用
消

耗
品
等

の
共

同
入

札
（
再

掲
）

個
々

の
無

駄
の

削
減

等
へ

の
医
療
用

消
耗

品
・

消
耗
機

材
の

共
同

入
札
に
つ

い
て

は
、
北
海

道
東
北

ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所

に
お
い

て
実

施
し

、
材
料
費

の
抑

制
を

図
っ
た

。
取

組
状

況
に

つ
い

て
統

一
的

（
延

べ
９

２
４

品
目

）
な

観
点

か
ら

チ
ェ

ッ
ク

を
行

う
。

（
3）

検
査

試
薬

の
共
同

入
札

（
再

掲
）

さ
ら

に
、

無
駄

削
減

へ
の

検
査

試
薬

の
共

同
入

札
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

１
年

度
に

引
き

続
き

全
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

に
お

い
て

実
施

し
、

医
薬

品
費

の
抑

制
を

図
っ

恒
常

的
な

取
組

を
組

織
に

根
た

。
（
延

べ
１

５
，

０
６
１
品

目
）

付
か

せ
る

た
め

に
は

一
人

ひ
と

り
の

意
識

を
高

め
る

必
要

（
4）

大
型

医
療

機
器
の

共
同

入
札

（
再
掲

）
が

あ
る

こ
と

か
ら

職
員

研
修

平
成

２
２

年
度

入
札

分
に

お
い

て
は

、
平

成
２

１
年

度
中

か
ら

手
続

き
に

着
手

し
、

早
期

整
備

を
図

り
、

大
型

医
療

機
器

（
Ｃ

Ｔ
・

Ｍ
Ｒ

に
取
り
入

れ
て
い

く
。

Ｉ
・

血
管

連
続

撮
影

装
置

・
ガ

ン
マ

カ
メ

ラ
・

リ
ニ

ア
ッ

ク
・

Ｘ
線

透
視

撮
影

装
置

・
Ｘ

線
一

般
撮

影
装

置
）

の
７

品
目

を
対

象
機

器
と

し
「

競
争
性

の
な

い
随

意
契

た
。

ス
ケ

ー
ル

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

、
保

守
費

用
を

含
め

た
総

コ
ス

ト
で

市
場

価
格

を
大

幅
に

下
回

る
価

格
で

の
購

入
と

な
る

な
ど

、
効

率
約

」
及

び
「

一
者

応
札

・
一

的
な

設
備

整
備

を
行

っ
た

。
者

応
募

の
契

約
」

つ
い

て
、

ま
た

、
平

成
２

３
年

度
入

札
分

に
つ

い
て

は
、

従
来

の
７

品
目

の
他

に
Ｐ

Ｅ
Ｔ

－
Ｃ

Ｔ
を

加
え

る
こ

と
と

し
て

、
平

成
２

２
年

度
中

か
ら

契
約

監
視

委
員

会
（

外
部

有
手

続
き

に
着

手
し

て
い

る
。

識
者

及
び

監
事

で
構

成
）

の
検

証
結

果
を

踏
ま

え
、

そ
の

適
正

性
及

び
競

争
性

の
確

保
（

参
考

：
共

同
入

札
対

象
品

目
）

を
図
る
。

平
成

１
７
年

度
２

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
）

平
成

１
８
年

度
２

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
）

平
成

１
９
年

度
４

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

）
平
成

２
０
年

度
６

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

、
リ

ニ
ア
ッ

ク
、

Ｘ
線
透

視
撮
影

装
置

）
平
成

２
１
年

度
７

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

、
リ

ニ
ア
ッ

ク
、

Ｘ
線
透

視
撮
影

装
置

、
Ｘ
線

一
般

撮
影
装

置
）

平
成

２
２
年

度
７

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

、
リ

ニ
ア
ッ

ク
、

Ｘ
線
透

視
撮
影

装
置

、
Ｘ
線

一
般

撮
影
装

置
）

平
成

２
３
年

度
８

品
目

（
Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、

血
管

連
続

撮
影
装
置

、
ガ

ン
マ
カ

メ
ラ

、
リ

ニ
ア
ッ

ク
、

Ｘ
線
透

視
撮
影

装
置

、
Ｘ
線

一
般

撮
影
装

置
、

Ｐ
Ｅ

Ｔ
－
Ｃ
Ｔ

）
【

予
定
】

（
5）

医
療

会
計

シ
ス
テ

ム
の

標
準

化
（
第

２
の
２

の
（

2）
の

②
の

オ
の
４

参
照

）
各

病
院

の
シ

ス
テ

ム
更

新
時

に
お

い
て

標
準

仕
様

の
導

入
を

着
実

に
進

め
る

と
と

も
に

、
本

部
に

お
い

て
共

同
入

札
を

実
施

し
、

ス
ケ

ー
ル

メ
リ
ッ

ト
を

活
か

し
た
Ｉ

Ｔ
投

資
費
用

の
低
減

を
図

っ
て
い

る
。

○
平
成
２

２
年

度
末

時
点
に

お
い

て
、
標

準
仕
様

に
よ

る
入
札

を
実

施
し
、

実
稼

働
し

た
病
院
は

８
６

病
院
。

（
う
ち

２
２

年
度

４
２
病

院
）

○
共
同
入

札
実

施
状

況
①
第
１

回
共

同
入

札
（
九

州
エ

リ
ア

７
病
院
対

象
。

平
成
２

０
年

１
０
月

２
０

日
開

札
。
）

現
導

入
費

用
と

比
較
し

１
．

４
億

円
の
削
減

効
果

（
削
減

率
約

５
０
％

）
。

②
第
２

回
共

同
入

札
（
北

海
道

～
関

東
エ
リ
ア

１
５

病
院
対

象
。

平
成
２

１
年

３
月

１
９
日
開

札
。
）

現
導

入
費

用
と

比
較
し

８
．

１
億

円
の
削
減

効
果

（
削
減

率
約

６
０
％

）
。

③
第
３

回
共

同
入

札
（
関

西
、

中
四

国
エ
リ
ア

１
２

病
院
対

象
。

平
成
２

１
年

４
月

１
７
日
開

札
。
）

現
導

入
費

用
と

比
較
し

２
．

６
億

円
の
削
減

効
果

（
削
減

率
約

４
０
％

）
。

④
第
４

回
共

同
入

札
（
九

州
エ

リ
ア

６
病
院
対

象
。

平
成
２

２
年

１
月
１

３
日

開
札

。
）

現
導

入
費

用
と

比
較
し

０
．

９
億

円
の
削
減

効
果

（
削
減

率
約

５
０
％

）
。

⑤
第
５

回
共

同
入

札
（
東

北
・

関
東

エ
リ
ア
６

病
院

対
象
。

平
成

２
２
年

４
月

７
日

開
札
。
）

現
導

入
費

用
と

比
較
し

２
．

４
億

円
の
削
減

効
果

（
削
減

率
約

７
０
％

）
。

⑥
第
６

回
共

同
入

札
（
北

陸
・

関
西

エ
リ
ア
５

病
院

対
象
。

平
成

２
２
年

５
月

２
１

日
開
札

。
）

現
導

入
費

用
と

比
較
し

２
．

０
億

円
の
削
減

効
果

（
削
減

率
約

７
０
％

）
。

※
６
回
合

計
の

コ
ス

ト
削
減

額
は

１
７
．

５
億
円

（
現

導
入
費

用
２

９
．
７

億
円

→
１

２
．
２
億

円
削
減
率

５
８
．

９
％

）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

リ
バ

ー
ス

オ
ー

ク
シ

ョ
ン

の
実

施
共

同
入
札

の
新

た
な

取
組
み
と

し
て

、
デ

ジ
タ

ル
放
送

へ
の
切

替
に

伴
い
、
各

病
院
で
予

定
し

て
い

る
地
上

デ
ジ

タ
ル
Ｔ

Ｖ
（
２
，
０

７
６
台

）
の

調
達
に

つ
い

て
、
本

部
に
お

い
て

リ
バ
ー

ス
オ

ー
ク
シ

ョ
ン

方
式

（
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を

通
じ

て
、

せ
り
下

げ
方

式
で
複

数
回
の

入
札

を
行
う

も
の
）
を

用
い

て
実
施

し
、
更

な
る

事
業
費

の
削

減
を
図

っ
た

。

３
．

技
能

職
常

勤
職

員
の

離
職

後
の

不
補

充
（

再
掲

）
技
能
職

に
つ

い
て
は

、
平
成

２
２

年
度
に

お
い

て
１
４

２
名

の
削

減
の
計
画

の
と

こ
ろ
、

こ
れ

を
上

回
る
２

１
８

名
の
純

減
を
図

っ
た

。

４
．

検
査

部
門

や
給

食
部

門
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

（
再

掲
）

（
1
）
検
査

部
門

に
お
け

る
ブ

ラ
ン

チ
ラ
ボ

の
実
施

平
成

２
２

年
度

に
お

い
て

は
、

北
海

道
医

療
セ

ン
タ

ー
、

埼
玉

病
院

、
長

崎
川

棚
医

療
セ

ン
タ

ー
、

東
京

医
療

セ
ン

タ
ー

、
舞

鶴
医

療
セ

ン
タ
ー
、

四
国

が
ん

セ
ン
タ

ー
及

び
高
松

医
療
セ

ン
タ

ー
の
７

病
院

で
引
き

続
き

実
施

し
た
。

（
2
）
給
食

業
務

の
全
面

委
託

の
実

施
平

成
２

２
年

度
に

お
い

て
は

、
新

た
に

賀
茂

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

で
導

入
し

、
花

巻
病

院
、

あ
き

た
病

院
、

東
京

医
療

セ
ン

タ
ー

、
ま

つ
も

と
医

療
セ

ン
タ

ー
、

小
諸

高
原

病
院

、
宇

多
野

病
院

、
舞

鶴
医

療
セ

ン
タ

ー
、

浜
田

医
療

セ
ン

タ
ー

、
九

州
医

療
セ

ン
タ

ー
、

佐
賀

病
院

及
び
菊
池

病
院

の
計

１
２
病

院
で

引
き
続

き
実
施

し
た

。

５
．

事
業

費
に

お
け

る
冗

費
の

点
検

・
削

減
へ

の
取

組
平

成
２
２

年
１

月
に

全
病
院
に

対
し

て
、
経

費
削

減
へ

の
取
り

組
み

状
況
の
調

査
を

行
い

、
取
り

ま
と

め
た
結

果
を
平

成
２

２
年
３

月
に

「
主

な
取
組
一

覧
」

に
つ
い

て
周
知

を
図

る
と
と

も
に

、
平
成

２
２

年
度

に
お
い
て

は
、

病
院
長

研
修

を
始

め
各
種

研
修

に
お
い

て
周
知

し
た

。
ま

た
、
平

成
２

２
年

度
に
お
い

て
は

、
各
病

院
の

取
組

に
つ
い

て
、

そ
の
効
果

を
取

り
ま

と
め
た

。
そ

の
結
果

平
成
２

１
年

度
実
績

額
に

比
べ

平
成
２
２

年
度

実
績
額

（
推
計

）
で

は
約
１

４
億

円
の
削

減
効

果
額

で
あ
っ
た

。
更

に
、
平

成
２

３
年

度
に
お
い

て
も

、
節
電

を
始

め
更

な
る
経

費
削

減
を
行
う

こ
と

と
し

て
い
る

。

６
．

職
員

研
修

に
お

け
る

周
知

徹
底

無
駄
削
減

へ
の

恒
常

的
な
取
組

を
組

織
的
に

根
付

か
せ

る
た
め

に
、

各
病
院
で

開
催

す
る

新
規
採

用
者

オ
リ
エ

ン
テ
ー

シ
ョ

ン
、
本

部
主

催
研

修
の
管
理

監
督

者
研
修

及
び
一

般
職

員
研
修

に
お

い
て
、

冗
費

の
点

検
・
削
減

の
徹

底
に
つ

い
て

周
知

し
た
。

７
．

契
約

の
適

正
性

及
び

競
争

性
の

確
保

平
成
２
２

年
３

月
に

「
随
意
契

約
の

指
針
」

及
び

「
一

者
応
札

・
一

者
応
募
に

対
す

る
改

善
方
策

指
針

」
を
全

病
院
に

通
知

し
、
周

知
を

図
る

と
と
も
に

、
入
札
手

続
き

、
仕

様
書

の
策
定

方
法

、
予

定
価

格
の
算

出
方

法
、
価
格

交
渉
の

方
法

に
つ

い
て
、
文

書
に
よ

り
周

知
徹
底

を
図

っ
た
。

平
成

２
２

年
度

に
お

い
て

も
、

引
き

続
き

、
上

記
指

針
に

基
づ

き
、

契
約

監
視

委
員

会
に

お
い

て
、
「

競
争

性
の

な
い

随
意

契
約

」
及

び
「

前
回

一
者
応

札
・

一
者
応

募
で
あ

っ
た

契
約
」

に
つ

い
て
、

個
々

に
事

前
点
検
を

実
施

し
て
い

る
。

さ
ら

に
、

平
成

２
２

年
度

か
ら

は
、
「

前
回

落
札

率
１

０
０

％
で

あ
っ

た
契

約
」

に
つ

い
て

も
事

前
点

検
の

対
象

と
し

、
契

約
の

適
正

性
、

競
争

性
の
確

保
を

図
っ
て

い
る
。

（
３
）
医
療

資
源
の

有
効

活
用

②
医

療
資

源
の

有
効

活
用

②
医

療
資
源

の
有
効

活
用

②
医
療
資
源
の
有
効
活
用

医
療

機
器

の
共

同
利

用
、

他
の

医
療

機
関
と

の
連

携
促

進
や

病
床

の
適

正
配

ア
．

医
療

機
器

の
効

率
的

な
利

用
の

促
ア

医
療

機
器

の
効

率
的

な
利

ア
医
療
機
器
の
効
率
的

な
利
用
の
促
進

置
な
ど
、

医
療

資
源

の
有

効
活

用
を

促
進

用
の
促
進

進
す
る
こ

と
。

既
に

整
備

済
の

医
療

機
器

等
に

つ
既

に
整

備
済

の
医

療
機

器
１

．
稼

働
数

の
向

上
ま

た
、

国
立

病
院

機
構

が
保

有
す

る
い

て
は

、
そ

の
効

率
的

な
使

用
に

努
め
、

等
に

つ
い

て
は

、
そ

の
効

率
平

成
２
０

年
度

に
引

き
続
き
、

各
病

院
に
お

い
て

、
Ｃ

Ｔ
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ

の
高
額
医

療
機

器
に

つ
い
て

、
稼

働
目
標

数
の
設

定
・

稼
働
数

向
上

に
向

再
編

成
に

よ
り

廃
止

し
た

国
立

病
院

や
稼

働
率

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
他

的
な

使
用

に
努

め
、

稼
働

率
け

た
要
因

の
分

析
や
、

勤
務
体

制
の

見
直
し

に
よ

る
人
材

の
有

効
活

用
を
行
っ

た
こ

と
、
ま

た
、

平
成

１
８
年

度
よ

り
各
病

院
の
Ｃ

Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ

看
護

師
等

養
成

所
な

ど
の

遊
休

資
産

に
の

医
療

機
関

と
の

共
同

利
用

を
推

進
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

の
稼
働
実

績
に

つ
い
て

本
部
で

集
計

・
分
析

し
、

当
該
機

器
に

携
わ

る
医
師
、

技
師

等
の
配

置
状

況
や

、
稼
働

件
数

の
高
い

病
院
の

稼
働

件
数
向

つ
い

て
、

国
の

資
産

債
務

改
革

の
趣

旨
し

、
平

成
２

０
年

度
に

比
し

、
中

期
目

Ｃ
Ｔ

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
の

高
額

医
上

の
た

め
の

取
組

等
の

情
報

を
各

病
院

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
、

広
く

病
院

に
浸

透
し

た
こ

と
に

よ
り

、
平

成
２

０
年

度
実

績
に

対
し

を
踏
ま
え

、
売

却
、

貸
付

等
に

よ
る

有
標

の
期

間
中

に
、

Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ

の
高

療
機

器
に

つ
い

て
は

、
引

き
１

１
６
，

０
０

３
件
（

８
．
７

％
）

稼
働
総

数
が

増
加
し

た
。

効
活
用
を

行
う

こ
と

。
額

医
療

機
器

（
※

１
）

の
共

同
利

用
数

続
き

地
域

の
医

療
機

関
と

の
さ

ら
に

、
I
T
化

の
推

進
を

図
り

、
業

に
つ

い
て

１
０

％
以

上
の

増
加
（

※
２
）

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
務

・
シ

ス
テ

ム
の

次
期

最
適

化
計

画
策

を
目

指
す

。
り

、
共

同
利

用
数

に
つ

い
て

定
を

適
切

に
進

め
る

こ
と

。
ま

た
、

政
中

期
計

画
に

お
け

る
数

値
目

策
医

療
の

コ
ス

ト
分

析
等

に
お

い
て

全
※

１
Ｃ

Ｔ
（

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

断
層

標
（

平
成

２
０

年
度

に
比

し
病

院
共

通
の

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

を
有

撮
影

装
置

）
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
（

磁
気

共
５

年
間

で
１

０
％

の
増

加
）

効
に

活
用

す
る

と
と

も
に

、
医

事
会

計
鳴

診
断

装
置

）
が

達
成

で
き

る
よ

う
増

加
に

シ
ス

テ
ム

を
全

病
院

に
つ

い
て

標
準

化
※

２
平

成
２

０
年

度
実

績
努

め
る

。
（
基
本
仕

様
の

統
一

）
す

る
こ

と
。

総
件

数
５

６
，

０
９

８
件
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

他
の

医
療

機
関

と
の

共
同

利
用

の
推

進
各

病
院
の

み
の

利
用

で
は
十
分

な
稼

働
が
見

込
め

な
い

医
療
機

器
に

つ
い
て
は

、
地

域
の

医
療
機

関
や

医
師
会

等
へ
の

医
療

機
器
の

整
備

状
況

の
説
明
、

パ
ン

フ
レ
ッ

ト
、
病

院
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

及
び
病

院
主

催
の

研
修
会
な

ど
の

場
を
活

用
し

た
広

報
活
動

を
積

極
的
に

実
施
す

る
な

ど
、
他

の
医
療
機

関
と

の
連
携

を
強
化

す
る

こ
と
に

よ
り

、
共
同

利
用

を
促

進
し
た
。

共
同

利
用
を

実
施

す
る

病
院
も

着
実

に
増
加

を
見
せ

て
お

り
、
医

療
機
器
の

更
新

に
よ
る

機
能
向

上
、

院
外
か

ら
の

予
約
手

続
き

の
簡

素
化
等
に

よ
り

、
Ｃ
Ｔ

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
に
つ

い
て

は
、
前

期
最
終

年
度

で
あ
る

平
成
２
０

年
度

実
績
に

対
し
１

１
，

１
６
４

件
（

１
９
．

９
％

）
と

大
幅
に
利

用
数

が
増
加

し
、

地
域

に
お
け

る
有

効
利
用

が
大
幅

に
進

ん
だ
。

稼
働
総

数
共
同
利

用
数

医
療
機

器
名

平
成
2
0
年

度
平
成
2
2
年
度

対
2
0
年

度
差

増
減
(
%
)

平
成

2
0
年
度

平
成

2
2
年

度
対

2
0
年

度
差

増
減

(
%
)

Ｃ
Ｔ

94
4,

90
4

1,
03

9,
71

3
94

,8
09

11
0.

0%
28

,5
06

33
,5

29
5,

02
3

11
7.

6%

Ｍ
Ｒ
Ｉ

38
1,

57
2

40
2,

76
6

21
,1

94
10

5.
6%

27
,5

92
33

,7
33

6,
14

1
12

2.
3%

合
計

1,
32

6,
47

6
1,

44
2,

47
9

11
6,

00
3

10
8.

7%
56

,0
98

67
,2

62
11

,1
64

11
9.

9%

1
台
あ

た
り

稼
働
数

1
台
あ

た
り
共

同
利

用
数

医
療
機

器
名

平
成
2
0
年

度
平
成
2
2
年
度

対
2
0
年

度
差

増
減
(
％
)

平
成

2
0
年
度

平
成

2
2
年

度
対

2
0
年

度
差

増
減

(
％
)

Ｃ
Ｔ

5,
30

8
5,

71
3

40
5

10
7.

6%
16

0
18

4
24

11
5.

0%

Ｍ
Ｒ
Ｉ

2,
78

5
2,

87
7

92
10

3.
3%

20
1

24
1

40
11

9.
9%

合
計

8,
09

3
8,

59
0

49
7

10
6.

1%
36

1
42

5
64

11
7.

7%

（
参
考
：
共

同
利

用
実
施

病
院

）
平

成
２

０
年
度

Ｃ
Ｔ

１
０
４

病
院
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
９
５

病
院

平
成
２

１
年
度

Ｃ
Ｔ

１
０
３

病
院
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
１

０
２

病
院

平
成
２

２
年
度

Ｃ
Ｔ

１
０
５

病
院
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
１

０
３

病
院

イ
病
床
の
効
率
的
な
利

用
の
推
進

イ
．

病
床

の
効

率
的

な
利

用
の

推
進

イ
病

床
の

効
率

的
な

利
用

の
病

診
連

携
・

病
病

連
携

の
推

進
等

推
進

１
．

病
棟

の
稼

働
状

況
に

応
じ

た
整

理
・

集
約

に
よ

り
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

を
図

病
診

連
携

・
病

病
連

携
の

病
診
・
病

病
連

携
に

よ
る
紹
介

率
・

逆
紹
介

率
の

向
上

等
に
よ

り
地

域
に
お
け

る
連

携
体

制
を
強

化
す

る
一
方

で
、
平

均
在

院
日
数

の
短

縮
化

る
と

と
も

に
、

新
規

患
者

数
を

増
加

推
進

等
に

よ
り

平
均

在
院

日
等

に
よ
り

病
床

稼
働
が

非
効
率

と
な

っ
て
い

る
病

棟
等
を

整
理

・
集

約
し
病
床

稼
働

の
効
率

化
を

図
っ

た
。
こ

れ
に

よ
り
、

患
者
数

を
上

回
る
過

さ
せ

る
等

に
よ

り
収

支
の

改
善

に
努

数
の
短

縮
を

図
る
と
と

も
に

、
大

な
提
供

体
制

に
起
因

す
る
大

幅
な

赤
字
拡

大
を

防
止
す

る
と

と
も

に
、
医
療

内
容

の
充
実

と
医

療
人

材
の
効

率
的

な
配
置

を
図
っ

た
。

め
る

。
新

規
患

者
数

の
確

保
及

び
患

ま
た

、
入

院
患

者
数

に
応

じ
た

病
者

数
と

平
均

在
院

日
数

と
の

平
成
２
２

年
度

集
約

数
平
成

２
１

年
度

集
約
数

棟
集

約
な

ど
、

患
者

数
の

動
向

や
将

バ
ラ

ン
ス

を
反

映
し

た
病

棟
一

般
病

床
３

病
院
(
１
１

０
床
)

７
病
院

(
２

９
８
床
)

来
計

画
を

見
据

え
た

効
率

的
な

病
棟

運
営

と
す

る
こ

と
等

に
よ

り
結

核
病

床
２

病
院
(

５
６
床
)

２
病
院

(
１

０
０
床
)

運
営

に
努

め
る

。
収

支
の

改
善

に
努
め
る

。
精

神
病

床
１

病
院
(

５
０
床
)

２
病
院

(
１

０
０
床
)

ま
た

、
効

率
的

な
配

置
を

合
計

６
病
院
(
２
１

６
床
)

１
０

病
院

(
４

９
８
床
)

行
う

た
め

に
病

棟
の

稼
働

状
※

病
院
数

１
０

は
、

一
般
病
床

と
結

核
病
床

を
集

約
し

た
病
院

が
1
カ
所
あ

る
た
め

合
わ

な
い
。

況
に

応
じ

た
病

棟
構

成
の

見
直

し
を

検
討

し
、
整
理

・
集

（
1
）
一
般

病
床

約
の
実
施

に
努
め

る
。

一
般
病

床
に

つ
い

て
は
、
医

療
密

度
の

向
上
に

よ
り

生
ず
る

平
均

在
院
日
数

の
減

と
い

う
積
極

的
な

理
由
や

、
大
学

か
ら

の
医
師

の
引

き
上

げ
な
ど
の

消
極

的
な

理
由
に
よ

り
、

在
院
患

者
が

減
少

し
病
床

稼
働

率
が
著
し

く
低

下
す

る
状
況

が
長

期
化
す

る
病
院

に
お

い
て
、

病
棟

の
整

理
・
集
約

を
図

っ
た

。
当
該
集

約
等

に
よ
り

生
じ

る
人

員
に
つ

い
て

は
、
病
院

内
の

他
病

棟
で
の

活
用

に
よ
る

上
位
基

準
の

取
得
や

、
他

病
院

へ
の
異
動

、
新

規
採

用
の
抑
制

等
を

行
う
こ

と
に

よ
り

、
在
院

患
者

数
に
見
合

っ
た

適
正

な
提
供

体
制

の
確
立

を
進
め

て
い

る
。

平
成
２

２
年

度
に

お
い
て
は

、
３

個
病

棟
（
１

１
０

床
）
を

休
棟

な
ど
に
よ

り
集

約
し

た
。

（
2
）
結
核

病
床

結
核
病

床
に

つ
い

て
は
、
結

核
の

入
院

患
者
数

及
び

病
床
利

用
率

は
低
下
傾

向
で

あ
る

こ
と
か

ら
、

効
率
的

な
病
棟

運
営

の
た
め

、
複

数
の

結
核
病
棟

を
保

有
し

て
い
る
病

院
に

お
い
て

は
、

病
棟

の
休
棟

又
は

廃
止
、
ま

た
、

単
一

の
結
核

病
棟

を
保
有

し
て
い

る
病

院
に
お

い
て

は
、

結
核
病
床

を
一

部
削

減
の
上
、

一
般

病
床
と

ユ
ニ

ッ
ト

化
を
行

う
な

ど
の
取
組

を
進

め
て

い
る
。

平
成
２

２
年

度
に

お
い
て
は

、
一

般
病

床
と
の

ユ
ニ

ッ
ト
化

を
２

例
（
５
６

床
）

実
施

し
た
。

平
成

２
１

年
度

平
成
２

２
年

度
延

入
院

患
者
数

５
３

３
，

８
８
６

名
→

４
９
０

，
９

６
６
名

病
床
利

用
率

５
７
．
４

％
→

５
６

．
７
％
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

（
3
）
精
神

病
床

（
急
性

期
型
へ

の
移

行
と
医

療
観

察
法
病

棟
の

実
施

）
精
神
病

床
に

つ
い

て
は
、
国

の
精

神
病

床
に
係

る
方

針
（
１

０
年

間
で
約
７

万
床

（
全

精
神
病

床
の

約
２
０

％
）
削

減
）

を
踏
ま

え
、

既
存

の
精
神
病

棟
に

長
期

入
院
す
る

患
者

を
中
心

に
地

域
移

行
等
を

進
め

、
急
性
期

医
療

の
機

能
強
化

を
図

る
と
と

も
に
、

当
該

集
約
に

伴
い

生
じ

る
看
護
職

員
の

再
教

育
等
を
行

い
、

高
い
密

度
の

精
神

医
療
を

行
う

医
療
観
察

法
病

棟
の

ス
タ
ッ

フ
と

し
て
再

配
置
を

進
め

て
い
る

。
平
成
２

２
年

度
に

お
い
て
は

、
１

個
病

棟
（
５

０
床

）
を
休

棟
に

よ
り
集
約

し
た

。

2
．

医
療

の
質

の
向

上
を

伴
っ

た
収

支
の

改
善

○
各
病

院
に

お
い

て
、
地
域

医
療

連
携

の
活
動

強
化

、
救
急

患
者

の
積
極
的

受
け

入
れ

、
病
床

管
理

委
員
会

の
運
営

な
ど

の
取
り

組
み

に
よ

っ
て
、

病
床

の
効

率
的
な
利

用
及

び
新

規
患
者

数
の

増
加
等

を
図

っ
て
い
る

。
ま
た

、
紹

介
率

・
逆
紹
介

率
の

向
上

、
ク
リ

テ
ィ

カ
ル
パ

ス
の

推
進
等
に

よ
っ

て
平

均
在
院

日
数

の
短
縮

等
を
図

り
、

診
療
報

酬
上

の
上

位
基
準

を
積

極
的

に
取
得
す

る
と

と
も

に
、
地

域
医

療
支
援

病
院

及
び
都
道

府
県

が
ん

診
療
連

携
拠

点
病
院

の
新
規

指
定

を
受
け

る
な

ど
、

医
療
の

質
の

向
上

を
伴
っ
た

収
支

の
改

善
に
努

め
た

。

平
成

２
１
年

度
平
成

２
２

年
度

・
地
域

医
療
連

携
室
の

専
任

化
１
２

９
病

院
→

１
３
１

病
院

（
＋
２

病
院

）
・

紹
介

率
５

５
．

０
％

→
５
９

．
２

％
（

＋
４
．

２
％

）
・

逆
紹

介
率

４
４
．

１
％

→
４
６

．
８

％
（

＋
２
．

７
％

）
・

救
急

搬
送
件

数
１
３

４
．

２
千

件
／
年

→
１

４
６

．
１

千
件
／

年
（

＋
１
１

．
９

千
件
）

・
新
入

院
患
者

数
５
７

１
千

人
／

年
→

５
９
３

千
人

／
年

（
＋
２
２

千
人

）
・

平
均

在
院
日

数
２

８
．

３
日

→
２
７

．
４

日
（

△
０
．

９
日

）
・

ク
リ

テ
ィ
カ

ル
パ
ス

実
施

件
数

２
５

５
，

１
４

１
件

→
２

８
３

，
７

０
２
件

（
＋
２
８

，
５
６

１
件

）
・

地
域

医
療
支

援
病
院

４
０
病

院
→

４
４

病
院

（
＋
４

病
院

）
・

都
道

府
県
が

ん
診
療

連
携

拠
点
病

院
３
病

院
→

３
病
院

（
＋
０

病
院

）

（
主
な

施
設

基
準
の

取
得

状
況

）
・

一
般

病
棟
入

院
基
本

料
（

７
：
１

）
→

７
病
院

が
新
た
に

取
得

・
一
般

病
棟
入

院
基
本

料
（

１
０
：

１
）

→
６

病
院

が
新
た
に

取
得

・
結
核

病
棟
入

院
基
本

料
（

７
：
１

）
→

８
病
院

が
新
た
に

取
得

・
結
核

病
棟
入

院
基
本

料
（

１
０
：

１
）

→
２
２

病
院

が
新
た
に

取
得

・
精
神

病
棟
入

院
基
本

料
（

１
０
：

１
）

→
１

病
院

が
新
た
に

取
得

・
精
神

病
棟
入

院
基
本

料
（

１
３
：

１
）

→
８

病
院

が
新
た
に

取
得

・
外
来

化
学
療

法
加
算

→
４

病
院

が
新
た
に

取
得

・
総
合

入
院
体

制
加
算

→
３

病
院

が
新
た
に

取
得

・
医
師

事
務
作

業
補
助

体
制

加
算

→
２
７

病
院

が
新
た
に

取
得

○
Ｄ
Ｐ

Ｃ
対

象
病

院
へ
の
移

行
に

よ
る

医
療
の

標
準

化
へ
の

取
組

み
や
医
療

安
全

管
理

体
制
の

充
実

を
図
り

、
安
心

・
安

全
な
医

療
の

提
供

及
び
医

療
の

質
の

向
上
に
努

め
た

。

・
Ｄ
Ｐ

Ｃ
対

象
病

院
平
成

２
１

年
度

４
１

病
院

→
平
成

２
２
年
度

４
５
病

院
（

＋
４

病
院
）

※
平
成

２
３

年
度

（
平
成
２

３
年

４
月

１
日
現

在
）
：

Ｄ
Ｐ
Ｃ

対
象

＝
４
９

病
院

（
＋

４
病
院

）
、
準

備
病
院

＝
５
病

院

平
成

２
１
年

度
平

成
２
２
年

度
・
医
療

安
全

管
理

室
の
専
任

化
１

４
３
病

院
→

１
４
３
病

院

※
平
成

２
３

年
度

：
１
４
４

病
院

ウ
．

保
有

資
産

の
有

効
活

用
ウ

保
有
資

産
の
有

効
活

用
ウ

保
有
資
産
の
有
効
活

用
閉

校
し

た
看

護
師

等
養

成
所

等
の

閉
校

し
た

看
護

師
等

養
成

資
産

に
つ

い
て

、
病

院
機

能
と

の
連

所
等

の
資

産
に

つ
い

て
、

病
閉

校
し
た

看
護

師
等

養
成
所
の

資
産

に
つ
い

て
は

、
平

成
２
２

年
度

に
は
、
旭

川
医

療
セ

ン
タ
ー

の
看

護
学
校

校
舎
を

こ
ど

も
通
園

事
業

（
※

携
を

考
慮

し
た

売
却

、
貸

付
等

に
努

院
機

能
と

の
連

携
を

考
慮

し
１

）
を
行

う
自

治
体
に

、
ま
た

、
近

畿
中
央

胸
部

疾
患
セ

ン
タ

ー
の

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

学
院

校
舎

を
居
宅

支
援

事
業
（

※
２
）

を
行

う
民
間

め
、

医
療

機
関

と
し

て
の

機
能

の
維

た
貸

付
等

に
よ

る
有

効
活

用
事

業
者
に

貸
し

付
け
、

病
院
機

能
と

の
連
携

を
考

慮
し
た

貸
付

に
よ

り
有
効
活

用
を

図
っ
た

。
持

・
向

上
及

び
財

政
基

盤
の

安
定

化
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

医
療

な
ど

有
効

活
用

に
努

め
る

。
機

関
と

し
て

の
機

能
の

維
持

※
１

障
害

の
あ

る
児
童

に
対

し
、

日
常
生

活
に
お

け
る

基
本
的

な
動

作
の
指

導
及

び
集
団

生
活
へ

の
適

応
訓
練

。
・

向
上

及
び

財
政

基
盤

の
安

※
２

退
院

患
者

で
在
宅

介
護

が
必

要
な
患

者
に
対

し
、

心
身
の

状
況

、
生
活

環
境

等
を
考

慮
し
な

が
ら

最
適
な

居
宅

サ
ー
ビ

ス
計

画
を

図
る
。

定
化
に

努
め

る
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

エ
．

教
育

研
修

事
業

エ
教
育
研

修
事
業

エ
教
育
研
修
事
業

中
期

目
標

の
期

間
中

の
国

立
病

院
国

立
病

院
機

構
附

属
養

成
機

構
附

属
養

成
所

卒
業

生
の

国
立

病
所

卒
業

生
の

国
立

病
院

機
構

１
．

附
属

看
護

学
校

か
ら

国
立

病
院

機
構

病
院

へ
の

就
職

率
院

機
構

の
病

院
へ

の
就

職
率

を
高

め
の

病
院

へ
の

就
職

率
を

高
め

附
属
看
護

学
校

は
国

立
病
院
機

構
の

看
護
師

を
養

成
す

る
と
い

う
役

割
を
持
ち

、
卒

業
生

の
機
構

病
院

へ
の
就

職
に
つ

な
げ

る
た
め

、
学

生
の

る
と

と
も

に
、

各
年

ご
と

に
全

て
の

る
と

と
も

に
、

全
て

の
附

属
段

階
か
ら

国
立

病
院
機

構
へ
の

帰
属

意
識
を

醸
成

し
て
い

く
取

組
を

行
っ
て
い

る
。

附
属
看

護
学

校
の

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
に
は

政
策
医

療
と

そ
の
看

附
属

養
成

所
に

お
い

て
当

該
年

度
の

養
成

所
に

お
い

て
当

該
年

度
護

に
関
す

る
教

育
内
容

を
盛
り

込
ん

で
お
り

、
実

習
に
お

い
て

も
国

立
病
院
機

構
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用
し

て
近

隣
の
病

院
で
行

う
こ

と
な
ど

国
家

試
験

の
全

国
平

均
合

格
率

を
超

の
国

家
試

験
の

全
国

平
均

合
に

よ
り
、

附
属

看
護
学

校
卒
業

生
の

国
立
病

院
機

構
へ
の

就
職

率
は

７
０
％
を

超
え

て
い
る

。
え

る
合

格
率

を
目

指
す

格
率

を
超

え
る

合
格

率
を

目
指

し
、

充
実

し
た

教
育

を
実

【
国

立
病
院

機
構
へ

の
就

職
率
】

施
す
る

。
平
成
２

１
年
３

月
卒

６
９

．
０

％
平
成
２

２
年
３

月
卒

７
１

．
４

％
平
成
２

３
年
３

月
卒

７
０

．
５

％

２
．

附
属

看
護

学
校

の
高

い
看

護
師

国
家

試
験

合
格

率
（

再
掲

）
全

て
の
附

属
養

成
所

を
合
計
し

た
国

家
試
験

合
格

率
に

お
い
て

当
該

年
度
の
全

国
平

均
合

格
率
を

上
回

っ
て
い

る
。

ま
た
、
昨

年
と

同
様

全
国
平
均

を
大

き
く
上

回
る

だ
け

で
な
く

、
大

学
及
び
そ

の
他

の
３

年
課
程

の
養

成
所
別

と
比
し

て
も

上
回
っ

て
お

り
、

全
国
ト
ッ

プ
の

合
格
率

で
あ
る

。

【
看

護
師

国
家
試

験
合
格

率
】

平
成
２
１

年
３

月
発
表

者
平
成
２

２
年
３

月
発

表
平

成
２

３
年
３

月
発

表
国
立

病
院
機

構
附
属

看
護

学
校

９
７
．

８
％

９
８
．

１
％

９
９
．

１
％

全
国

平
均

９
４
．

４
％

９
３
．

９
％

９
６
．

４
％

（
大

学
・
３

年
課
程

の
養

成
所
の

合
格

率
）

・
大
学

９
７
．

５
％

９
７
．

９
％

９
８
．

３
％

・
短
期
大

学
９

２
．

０
％

９
２
．

３
％

９
４
．

４
％

・
養
成
所

９
５
．

９
％

９
５
．

４
％

９
７
．

７
％

オ
．

Ｉ
Ｔ

化
の

推
進

オ
Ｉ
Ｔ
化

の
推
進

オ
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

会
計

処
理

に
必

要
な

す
べ

て
の

病
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

確
院

共
通

の
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
に

よ
実

な
稼

働
を

引
き

続
き

図
る

１
．

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

り
、

部
門

別
決

算
や

月
次

決
算

を
行

こ
と

に
よ

り
、

各
病

院
の

経
財

務
会
計

シ
ス

テ
ム

は
、
企
業

会
計

原
則
に

基
づ

く
事

務
処
理

と
月

次
・
年
次

の
決

算
処

理
、
そ

れ
に

伴
う
財

務
諸
表

の
作

成
を
行

う
シ

ス
テ

う
と

と
も

に
、

各
病

院
の

経
営

状
況

営
状

況
の

比
較

等
病

院
の

財
ム

で
あ
り

、
本

シ
ス
テ

ム
に
よ

っ
て

作
成
さ

れ
た

財
務
諸

表
を

分
析

す
る
こ
と

に
よ

り
、
早

期
に

経
営

状
況
の

把
握

が
行
え

る
。

の
比

較
等

病
院

の
財

務
状

況
を

分
析

務
状
況

の
分

析
を
行
う

。
平

成
２
２

年
度

に
お

い
て
は
、

入
力

内
容

の
検
証

を
簡

便
に
行

え
る

機
能
（
仕

訳
デ

ー
タ

に
対
す

る
「

禁
則
仕

訳
」
点

検
機

能
、
残

高
に

対
す

し
経

営
改

善
を

進
め

る
。

ま
た

、
財

各
病

院
に

お
け

る
既

存
医

る
「
残
高

チ
ェ

ッ
ク
」

機
能
）

を
用

い
て
、

ユ
ー

ザ
ー
の

手
作

業
に

よ
る
点
検

業
務

の
さ
ら

な
る

軽
減

を
図
っ

た
。

務
会

計
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
、

政
策

事
会

計
シ

ス
テ

ム
の

更
新

に
ま

た
、「

独
立
行

政
法

人
会
計

基
準

」
の

改
訂
（
平

成
２

２
年
１

０
月

）
に

よ
り

、
資

産
除

去
債
務

の
会

計
基
準

が
適
用

と
な

っ
た
こ

と
か

ら
、

医
療

の
実

施
に

か
か

る
コ

ス
ト

分
析

併
せ

、
順

次
Ｄ

Ｐ
Ｃ

調
査

様
資

産
除
去

債
務

費
用
を

計
算
す

る
た

め
に
財

務
会

計
シ
ス

テ
ム

の
改

修
を
行
い

、
制

度
変
更

に
適

切
に

対
応
し

た
。

を
行

う
と

と
も

に
、

適
正

な
コ

ス
ト

式
に

対
応

し
た

標
準

仕
様

に
の

把
握

に
努

め
る

。
よ

る
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
図

な
お

、
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
を

更
る

。
２

．
経

営
分

析
シ

ス
テ

ム
新

す
る

際
に

は
標

準
化

（
国

立
病

院
平

成
２

１
年

度
に

実
施

し
経

営
分
析

シ
ス

テ
ム

は
、
財
務

会
計

シ
ス
テ

ム
等

の
デ

ー
タ
を

利
用

し
て
、
部
門

別
・
診

療
科

別
損

益
計
算

書
や

各
種
経
営

管
理

指
標

の
算
出

、
機

構
内

で
の

共
通

仕
様

）
さ

れ
た

シ
た

「
国

立
病

院
機

構
総

合
情

他
施
設
と

の
各

種
経
営

管
理
指

標
の

比
較
が

可
能

な
シ
ス

テ
ム

で
あ

り
、
こ
れ

に
よ

り
部
門

毎
の

経
営

状
況
の

把
握

や
他
病

院
と
の

比
較

に
よ
る

ス
テ

ム
の

導
入

を
図

り
、

中
期

目
標

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
問

題
点
の

把
握

を
行
い

、
経
営

改
善

の
た
め

の
参

考
資
料

と
し

て
活

用
し
て
い

る
。

の
期

間
中

に
全

病
院

が
標

準
化

さ
れ

最
適
化
計

画
」

の
検
証

・
評

ま
た
、
平

成
２

１
年

度
に
お
い

て
開

発
し

た
「
政

策
医

療
コ
ス

ト
分

析
ソ
フ
ト

ウ
ェ

ア
」

を
各
病

院
へ

配
布
し

、
全
病

院
に

お
い
て

、
平

成
２

る
よ

う
努

め
る

。
価

結
果
を

踏
ま
え

、
次

期
最

２
年
４
月

分
か

ら
政
策

医
療
の

コ
ス

ト
分
析

に
か

か
る
損

益
計

算
書

の
作
成
に

着
手

し
た
。

平
成

２
０

年
度

に
実

施
し

た
「

業
適

化
計
画

策
定
に

着
手

す
る

。
務

・
シ

ス
テ

ム
の

最
適

化
」

に
つ

い

て
、

検
証

・
評

価
を

実
施

し
、

業
務

３
．

評
価

会
の

見
直

し
を

含
め

た
次

期
最

適
化

計

画
を

策
定

す
る

。
(
1
)
評
価

会
の

概
要

す
べ
て

の
病

院
に

お
い
て
毎

月
の

２
５

日
を
目

途
と

し
て
、

前
月

の
月
次
決

算
状

況
に

お
け
る

経
営

状
況
の

分
析
を

行
う

た
め
「

評
価

会
」

を
開
催
し

て
い

る
。
月

次
決
算
に

よ
り

当
該

月
の
患

者
数

や
収
支

状
況

等
を
基

に
「
平
均

在
院

日
数

」
、「

患
者
１

人
１
日

当
た

り
の
診

療
収
入

」
、

「
新

患
率

」
、
「

人
件

費
率

」
、
「

材
料

費
率

」
、
「

患
者

紹
介

率
」

等
の

分
析

を
行

い
、
「

平
均

在
院

日
数

短
縮

の
た

め
の

院
内

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

実
施

」
、
「
患

者
確

保
の

た
め
の
具

体
策

の
検
討

」
、
「

費
用

抑
制
方

策
」

等
、
早
い

段
階

で
問

題
点
に

対
す

る
対
応

策
の
検

討
及

び
実
施

を
行

う
こ

と
に
よ
り

、
す

べ
て

の
職
員
の

経
営

に
対

す
る
参

加
意

識
の
向

上
を

図
る
こ
と

が
で

き
、

病
院
全

体
が

一
丸
と

な
っ
て

経
営

改
善
を

進
め

る
こ

と
が
で
き

た
。

ま
た
、

病
棟

単
位

で
の
患
者

数
の

動
向

や
在
院

日
数

の
状
況

な
ど

を
分
析
し

、
病

棟
毎

の
問
題

点
や

対
応
策

を
検
討

す
る

こ
と
が

で
き

た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

(
2
)
各
病

院
で

実
施
さ

れ
た
経

営
改

善
の
具

体
策

と
効
果

等
○

平
均
在

院
日
数

の
縮
減

等
に

よ
る
上

位
基

準
の
取

得
・
一

般
病
棟

入
院
基

本
料

（
７
：

１
）

→
７
病

院
が
新
た

に
取

得
・
一

般
病
棟

入
院
基

本
料

（
１
０

：
１

）
→

６
病

院
が
新
た

に
取

得
・
結

核
病
棟

入
院
基

本
料

（
７
：

１
）

→
８
病

院
が
新
た

に
取

得
・
結

核
病
棟

入
院
基

本
料

（
１
０

：
１

）
→

２
２
病

院
が
新
た

に
取

得
・
精

神
病
棟

入
院
基

本
料

（
１
０

：
１

）
→

１
病

院
が
新
た

に
取

得
・
精

神
病
棟

入
院
基

本
料

（
１
３

：
１

）
→

８
病

院
が
新
た

に
取

得
・
外

来
化
学

療
法
加

算
→

４
病

院
が
新
た

に
取

得
・
総

合
入
院

体
制
加

算
→

３
病

院
が
新
た

に
取

得
・
医

師
事
務

作
業
補

助
体

制
加
算

→
２

７
病

院
が
新
た

に
取

得

○
適

正
な

在
庫
管

理
○

病
病
・

病
診
連

携
に
よ

る
紹

介
率
及

び
逆

紹
介
率

の
向

上
→
患

者
紹
介

率
（
年

間
平

均
）
：

平
成
２

１
年

度
５
５

．
０

％
→

平
成
２
２

年
度
５

９
．

２
％

→
逆

紹
介
率

（
年

間
平

均
）
：

平
成
２

１
年

度
４
４

．
１

％
→

平
成
２
２

年
度
４

６
．

８
％

４
．

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

各
病
院

の
シ

ス
テ
ム

更
新
時

に
お

い
て
標

準
仕

様
の
導

入
を

着
実

に
進
め
る

と
と

も
に
、

本
部

に
お

い
て
共

同
入

札
を
実

施
し
、

ス
ケ

ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を

活
か

し
た
Ｉ

Ｔ
投
資

費
用

の
低
減

を
図

っ
て
い

る
。

○
平
成

２
２

年
度
末

時
点
に

お
い

て
、
標
準

仕
様

に
よ

る
入
札

を
実

施
し
、
実
稼
働

し
た

病
院
は

８
６

病
院
。（

う
ち
２

２
年

度
４

２
病

院
）

○
共
同

入
札

実
施
状

況
①

第
１

回
共
同

入
札
（

九
州

エ
リ
ア

７
病

院
対
象

。
平

成
２

０
年
１
０

月
２

０
日
開

札
。
）

現
導

入
費
用

と
比
較

し
１

．
４
億

円
の

削
減
効

果
（

削
減

率
約
５
０

％
）
。

②
第
２

回
共
同

入
札
（

北
海

道
～
関

東
エ

リ
ア
１

５
病

院
対

象
。
平
成

２
１

年
３
月

１
９

日
開

札
。
）

現
導

入
費
用

と
比
較

し
８

．
１
億

円
の

削
減
効

果
（

削
減

率
約
６
０

％
）
。

③
第
３

回
共
同

入
札
（

関
西

、
中
四

国
エ

リ
ア
１

２
病

院
対

象
。
平
成

２
１

年
４
月

１
７

日
開

札
。
）

現
導

入
費
用

と
比
較

し
２

．
６
億

円
の

削
減
効

果
（

削
減

率
約
４
０

％
）
。

④
第
４

回
共
同

入
札
（

九
州

エ
リ
ア

６
病

院
対
象

。
平

成
２

２
年
１
月

１
３

日
開
札

。
）

現
導

入
費
用

と
比
較

し
０

．
９
億

円
の

削
減
効

果
（

削
減

率
約
５
０

％
）
。

⑤
第
５

回
共
同

入
札
（

東
北

・
関
東

エ
リ

ア
６
病

院
対

象
。

平
成
２
２

年
４

月
７
日

開
札

。
）

現
導

入
費
用

と
比
較

し
２

．
４
億

円
の

削
減
効

果
（

削
減

率
約
７
０

％
）
。

⑥
第
６

回
共
同

入
札
（

北
陸

・
関
西

エ
リ

ア
５
病

院
対

象
。

平
成
２
２

年
５

月
２
１

日
開

札
。
）

現
導

入
費
用

と
比
較

し
２

．
０
億

円
の

削
減
効

果
（

削
減

率
約
７
０

％
）
。

※
６

回
合

計
の
コ

ス
ト
削

減
額

は
１
７

．
５

億
円
（

現
導

入
費

用
２
９
．

７
億

円
→
１

２
．

２
億

円
削
減

率
５

８
．
９

％
）
。

５
．

診
療

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

に
向

け
た

取
組

（
再

掲
）

平
成
２
１

年
度

に
、

１
４
４
病

院
の

診
療
情

報
を

収
集

・
分
析

す
る

た
め
の
シ

ス
テ

ム
構

築
の
た

め
の

検
討
会

を
立
ち

上
げ

、
収
集

す
る

診
療

情
報
の
種

類
を

特
定
し

患
者
単

位
の

デ
ー
タ

ベ
ー

ス
と
す

る
と

と
も

に
、
個
人

情
報

に
配
慮

し
た

診
療

情
報
を

匿
名

化
と
し

た
情
報

分
析

シ
ス
テ

ム
の
構
築

方
針

を
定
め

た
。

診
療
情
報

デ
ー

タ
バ

ン
ク
で
は

、
そ

の
都
度

必
要

な
デ

ー
タ
分

析
が

行
え
る
よ

う
、

定
型

分
析
機

能
は

持
た
せ

ず
、
診

療
情

報
分
析

部
長

及
び

研
究
者
か

ら
の

指
示
に

基
づ
き

、
シ

ス
テ
ム

エ
ン

ジ
ニ
ア

が
デ

ー
タ

ベ
ー
ス
に

ア
ク

セ
ス
し

適
正

な
デ

ー
タ
抽

出
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
作

成
し

、
必
要

な
分
析
・

帳
票

の
作
成

を
行
う

こ
と

と
し
た

。
ま

た
、
平

成
２

２
年

度
は
、
厚

生
労

働
省
の

新
規

事
業

で
あ
る

「
医

療
の
質
の

評
価

・
公

表
等
推

進
事

業
」
に

参
加
し

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ
対

象
４

５
病

院
の
デ
ー

タ
を

診
療
情

報
デ
ー

タ
バ

ン
ク
に

よ
り

収
集
し

、
新

た
に

作
成
し
た

臨
床

評
価
指

標
を

算
出

し
た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

取
組

（
再

掲
）

平
成

２
１

年
度

に
診

療
情

報
分

析
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
立

ち
上

げ
、
国

立
病

院
機

構
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
開

設
に

向
け

た
診

療
情

報
分

析
部

門
に

お
け

る
診

療
デ

ー
タ

収
集
に

か
か
る

シ
ス

テ
ム

の
設

計
、

整
備

等
設

立
準
備

の
た
め

の
検

討
会

を
開

催
し

シ
ス

テ
ム

の
構
築

方
針

を
定
め

た
。 平

成
２

２
年

４
月

に
は

検
討

会
の
結

論
を

基
に

、
国

立
病

院
機

構
総

合
研
究

セ
ン

タ
ー

診
療

情
報

分
析

部
を

設
置

し
、

各
病

院
の

レ
セ

プ
ト

デ
ー

タ
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
調

査
用

デ
ー

タ
等

診
療

情
報

に
つ

い
て

収
集

・
分

析
を

行
う

た
め

の
シ

ス
テ

ム
「

診
療

情
報

デ
ー

タ
バ

ン
ク

（
Ｍ

Ｉ
Ａ

）
」

を
平

成
２

２
年
１

０
月

に
構

築
し
、

１
４

４
病
院

か
ら
の

デ
ー

タ
収
集

を
開

始
し
た

。
平

成
２

２
年

度
の

事
業

に
つ

い
て
は

、
臨

床
評

価
指

標
に

関
し

て
は

平
成
２

１
年

度
に

各
領

域
の

作
業

委
員

会
か

ら
候

補
と

し
て

あ
げ

ら
れ

た
臨

床
評

価
指

標
に

つ
い

て
、

①
臨
床

評
価
指

標
と

し
て

の
適

切
性

、
②

Ｄ
Ｐ

Ｃ
や
レ

セ
プ
ト

デ
ー

タ
か

ら
の

抽
出

可
能

性
等

の
視
点

に
基

づ
い
て

見
直

し
、
各

作
業

班
メ

ン
バ
ー

と
も

検
討
し

、
臨
床

評
価

指
標
の

定
義

お
よ
び

適
用

基
準
・

除
外
基

準
の

精
緻
化

を
図

っ
た
。

ま
た

、
厚

生
労

働
省

の
新

規
事

業
で

あ
る

「
医

療
の

質
の

評
価

・
公

表
等
推

進
事

業
」

に
お

い
て

、
当

機
構

の
事

業
計

画
が

採
択

さ
れ

た
。

病
院

間
で

良
質

で
ば

ら
つ

き
の

少
な
い

、
医
療

の
均

て
ん

化
を

目
指

し
、

プ
ロ

セ
ス
指

標
、
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

か
ら

な
る

１
７

指
標
を

作
成

し
た
。

指
標
の

計
測

に
あ

た
っ

て
は

、
Ｄ
Ｐ

Ｃ
対
象

４
５

病
院

に
つ

い
て

、
病

院
の

集
計
作

業
な
し

に
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

よ
り

、
診

療
情
報

デ
ー

タ
バ
ン

ク
を
用

い
て

収
集

・
分

析
し

た
。
算

出
結
果

の
報

告
書

に
つ

い
て

は
、

病
院

ご
と
の

数
値
（

原
則

病
院

名
は

公
開

）
を

載
せ

、
計
測

マ
ニ

ュ
ア
ル

も
併
せ

て
平

成
２

３
年

４
月

に
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に

お
い

て
公

表
し

た
。

計
測

マ
ニ
ュ

ア
ル
に

よ
り

、
他

の
医

療
機

関
で

も
Ｄ

Ｐ
Ｃ
デ

ー
タ

セ
ッ
ト

を
用

い
て
本

指
標

の
算

出
、
評

価
が

可
能
と

な
る
他

、
病

院
ご
と

の
数

値
の
公

表
に

よ
り
、

医
療
を

病
院

横
断
的

に
可

視
化
し

診
療

や
ケ
ア

の
透

明
性
の
確

保
に

つ
な
が

る
こ
と

か
ら

、
我
が

国
の

医
療
の

質
の

向
上

に
貢
献
し

た
。

更
に

、
診

療
情

報
分

析
部

の
研

究
と

し
て

、
診

療
情

報
デ

ー
タ

バ
ン

ク
か
ら

Ｄ
Ｐ

Ｃ
・

レ
セ

プ
ト

デ
ー

タ
を

用
い

た
診

療
機

能
分

析
に

取
り

組
ん
だ

。
平
成

２
１

年
度

の
Ｄ
Ｐ

Ｃ
調

査
デ
ー

タ
（
対

象
４

１
病
院

）
を

基
に
、

①
病

院
全

体
の
特

徴
を

把
握
す

る
た

め
の

、
患
者
数

や
手

術
件
数

な
ど

の
診
療

実
績
に

関
す

る
分
析

②
地

域
に

お
け
る

各
病

院
の
役

割
・

機
能

な
ど
を
可

視
化

す
る
Ｓ

Ｗ
Ｏ

Ｔ
分
析

周
辺
病

院
と

の
患
者

シ
ェ

ア
の

比
較
の

分
析

③
周

辺
病

院
と

の
患

者
シ

ェ
ア
の

比
較
、

各
病

院
の

診
療

科
の

診
療

範
囲

に
他
の

病
院
を

仮
想

的
に

合
わ

せ
て

集
計

を
行

う
仮
想

診
療

科
分
析

（
診
療

情
報

分
析

部
に
お

い
て

新
た
に
開

発
し

た
手

法
）

④
診
療
プ

ロ
セ

ス
に

関
す
る

分
析

・
抗
菌

薬
の

適
正

使
用
に

関
す

る
分
析
（
乳

房
悪
性

腫
瘍
手

術
に

お
け
る

手
術

当
日
に

使
用

さ
れ

て
い
た
抗

菌
薬

の
種
類

別
の

割
合

の
分
析

）
・
血

液
製

剤
の
適

正
使
用

に
関

す
る
分

析
（

ア
ル
ブ

ミ
ン

／
濃

厚
赤
血
球

（
Ｍ

Ａ
Ｐ
）

比
の

分
析

）
・
後

発
医

薬
品
の

使
用
促

進
に

関
す
る

分
析

（
全
て

の
使

用
薬

剤
に
お
け

る
後

発
医
薬

品
比

率
の

分
析
）

等
な

ど
多
角

的
な

視
点
で

分
析
を

行
っ

た
。
研

究
結

果
に
つ

い
て

は
診

療
機
能
分

析
レ

ポ
ー
ト

を
作

成
し

、
病
院

へ
の

分
析
結

果
の
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
を
行
う

と
共

に
、
公

表
に
つ

い
て

は
平
成

２
３

年
度
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に
お

い
て

公
表
す

る
こ

と
と

し
て
い

る
。

７
．

次
期

業
務

・
シ

ス
テ

ム
の

最
適

化
平
成
２

６
年

４
月
の

稼
働
に

向
け

て
全
体

ス
ケ

ジ
ュ
ー

ル
の

検
討

を
行
い
、

業
務

・
シ
ス

テ
ム

最
適

化
計
画

の
策

定
、
各

シ
ス
テ

ム
開

発
業
者

選
定
の
た

め
の

仕
様
書

作
成
、

各
シ

ス
テ
ム

の
開

発
・
構

築
に

向
け

た
進
捗
管

理
等

、
次
期

シ
ス

テ
ム

稼
働
ま

で
の

様
々
な

業
務
の

支
援

を
行
う

支
援
業
者

を
選

定
す
る

と
と
も

に
、

当
面
優

先
的

に
検
討

を
要

す
る

課
題
の
対

応
方

針
な
ど

に
つ

い
て

検
討
を

行
っ

た
。

８
．

電
子

政
府

へ
の

協
力

（
1）

ペ
イ

ジ
ー

（
Ｐ
ａ

ｙ
－

ｅ
ａ

ｓ
ｙ
）

の
利
用

財
政

融
資

資
金

の
償

還
や

社
会

保
険

料
等

の
国

庫
金

の
納

付
に

つ
い

て
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

バ
ン

キ
ン

グ
で

支
払

が
可

能
な

「
ペ

イ
ジ

ー
（
Ｐ
ａ

ｙ
－

ｅ
ａ

ｓ
ｙ
）
」

に
対

応
し

て
い
る

こ
と

か
ら
、

平
成

１
９
年
９

月
か

ら
本

部
に
お

い
て

利
用
し

て
い
る

銀
行

オ
ン
ラ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

を
電

話
回

線
型

か
ら

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
型

に
変

更
し

、
ペ

イ
ジ

ー
の

利
用

を
開

始
し

た
。

平
成

２
２

年
度

に
お

い
て

も
引

き
続

き
利

用
し

、
支
払

業
務

の
効

率
化
及

び
事

故
防
止

を
図
る

こ
と

が
で
き

た
。

平
成

２
１

年
度

延
べ

６
６

回
平
成

２
２

年
度

延
べ

６
７

回

（
2）

国
税

電
子

申
告
・

納
税

シ
ス

テ
ム
（

ｅ
－
Ｔ

ａ
ｘ

）
の
利

用
政

府
の

Ｉ
Ｔ

新
改

革
戦

略
（

平
成

１
８

年
１

月
１

９
日

Ｉ
Ｔ

戦
略

本
部

決
定

）
に

定
め

ら
れ

た
国

に
対

す
る

申
請

・
届

出
等

の
手

続
の

オ
ン

ラ
イ

ン
利

用
率

の
向

上
及

び
支

払
業

務
の

効
率

化
並

び
に

事
故

防
止

の
観

点
か

ら
、

平
成

２
０

年
１

月
よ

り
本

部
か

ら
納

税
す

る
消

費
税

及
び
源

泉
所

得
税

に
つ
い

て
、

国
税
申

告
・
納

税
シ

ス
テ
ム

（
ｅ

－
Ｔ
ａ

ｘ
）

の
利

用
を
開
始

し
た

。
平
成

２
２

年
度

に
お
い

て
も

引
き

続
き
利
用

し
、

業
務

の
効
率

化
に

努
め
た

。
平
成

２
１

年
度

延
べ

２
４

回
平
成

２
２

年
度

延
べ

２
４

回
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

（
４
）
収
入

の
確
保

③
収

入
の

確
保

③
収

入
の
確

保
③

収
入
の
確
保

医
業

未
収

金
の

発
生

防
止

や
徴

収
の

ア
未
収
金
対
策
の
徹
底

改
善

、
診

療
報

酬
請

求
業

務
の

改
善

、
ア

．
未

収
金

対
策

の
徹

底
ア

未
収
金

対
策
の

徹
底

７
０
歳
未

満
の

患
者
を

対
象
と

す
る

高
額
療

養
費

の
現
物

給
付

化
や

、
事
務
担

当
者

に
加
え

看
護

師
、

医
療
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー
カ
ー

等
の

組
織
的

競
争

的
研

究
費

の
獲

得
な

ど
を

図
る

こ
各

病
院

に
お

い
て

提
供

し
た

医
療

医
業

未
収

金
の

新
規

発
生

な
連

携
協
力

に
よ

る
退
院

時
未
精

算
の

防
止
な

ど
、

未
収
金

の
発

生
を

未
然
に
防

止
す

る
取
組

等
の

推
進

に
よ
り

、
未

収
金
の

縮
減
に

努
め

た
。

と
。

の
正

当
な

対
価

と
し

て
当

然
収

納
す

防
止

の
取

組
を

一
層

推
進

、
平

成
２
２

年
度

に
お
い

て
は
、

未
収

金
債
権

の
う

ち
、
破

産
更

生
債

権
を
除
い

た
医

業
未
収

金
は

、
前

年
度
と

比
較

す
る
と

１
０
４

百
万

円
減
少

べ
き

診
療

費
が

滞
納

さ
れ

て
い

る
医

ま
た

、
法

的
手

段
の

実
施

等
し
て

お
り
、

医
業

未
収
金

比
率
は

０
．

０
７
％

と
第

二
期
中

期
計

画
の

数
値
目
標

（
０

．
１
１

％
）

よ
り

低
減
さ

せ
る

こ
と
が

で
き
た

。
業

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
新

規
発

生
に

よ
り

そ
の

回
収
に
努

め
る

。
ま

た
、
医

業
未

収
金
の

支
払
案

内
等

の
市
場

化
テ

ス
ト
に

つ
い

て
は

、
第
１
期

（
平

成
２
０

年
１

０
月

～
平
成

２
１

年
９
月

）
及
び

第
２

期
途
中

防
止

の
取

組
を

一
層

推
進

し
、
ま

た
、

ま
た

、
医

業
未

収
金

の
支

（
平

成
２
１

年
１

０
月
～

平
成
２

２
年

７
月
）

の
状

況
と
し

て
、

市
場

化
テ
ス
ト

の
最

低
水
準

（
病

院
の

督
促
に

よ
る

回
収
実

績
）
に

達
し

な
い
こ

法
的

手
段

の
実

施
等

に
よ

り
そ

の
回

払
案

内
等

の
市

場
化

テ
ス

ト
と
が

明
ら
か

と
な

っ
た
た

め
、
民

間
事

業
者
と

契
約

解
除
を

行
い

、
官

民
競
争
入

札
等

監
理
委

員
会

の
了

承
を
得

て
、

平
成
２

３
年
１

月
３

１
日
を

収
に

努
め

る
こ

と
で

、
平

成
２

０
年

に
つ

い
て

は
、

第
１

期
（

平
も
っ

て
本
事

業
を

終
了
し

た
と
こ

ろ
で

あ
る
。

度
（

※
）

に
比

し
て

医
業

未
収

金
比

成
20

年
10

月
～
平
成

21
年

な
お
、
事

業
終

了
後
の

督
促
業

務
に

つ
い
て

は
、

市
場
化

テ
ス

ト
参

加
病
院
に

お
い

て
、
平

成
２

３
年

２
月
よ

り
、

民
間
事

業
者
へ

委
託

し
て
い

率
の

低
減

を
図

る
。

９
月

）
、

第
２

期
（

平
成

21
た
債

権
の
徴

収
業

務
を
強

化
を
図

る
こ

と
と
し

、
支

払
督
促

制
度

の
活

用
に
よ
り

医
業

未
収
金

の
回

収
に

努
め
て

い
る

と
こ
ろ

。
ま

た
、

医
業

未
収

金
の

支
払

案
内

年
10

月
～
平

成
22

年
９
月

）
等

の
市

場
化

テ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
の

実
施

状
況

等
を

踏
ま

え
、

※
医
業
未

収
金
残

高
（

不
良
債

権
相

当
分
）

平
成

２
２

年
９

月
末

現
在

の
状

況
を

そ
の

成
果

を
検

証
し

、
今

後
平

成
２
１

年
度

（
平
成

２
２

年
１

月
末
現
在

）
→

平
成

２
２

年
度
（

平
成

２
３
年

１
月
末

現
在

）
踏

ま
え

、
平

成
２

３
年

度
以

降
の

市
の

支
払

案
内

等
業

務
へ

の
活

未
収

金
債

権
３
，

８
３
６

百
万

円
→

３
，
５
６

６
百

万
円

（
▲

２
７
０

百
万
円

）
場

化
テ

ス
ト

の
実

施
に

つ
い

て
検

証
用

に
つ

い
て

検
討
す
る

。
破
産

更
生
債

権
２

，
７

３
９

百
万
円

→
２
，

５
７

３
百
万

円
（
▲
１

６
６
百

万
円

）
す

る
。

医
業

未
収

金
１
，

０
９
７

百
万

円
→

９
９

３
百

万
円

（
▲

１
０
４

百
万
円

）
※

医
業
収

益
に
対

す
る

医
業
未

収
金

の
割
合

※
平

成
２

０
年

度
（

平
成

１
９

医
業
収

益
医
業

未
収

金
割
合

年
４

月
～

平
成

２
１

年
１

月
末

平
成
２

１
年
度

（
平

成
２
２

年
１

月
末
現

在
）

1
,
3
7
4
,
0
9
7
百

万
円

（
2
0
.
4
～
2
2
.
1
）

1
,
0
9
7
百
万

円
0
.
0
8
％

時
点

）
平
成
２

２
年
度

（
平

成
２
３

年
１

月
末
現

在
）

1
,
4
4
1
,
3
3
7
百

万
円

（
2
1
.
4
～
2
3
.
1
）

9
9
3
百
万

円
0
.
0
7
％

医
業

未
収

金
比

率
０

．
１

１
％

※
法
的
措

置
実
施

件
数

医
業

未
収

金
比

率
＝

医
業

未
収

金
平
成
２

１
年

度
（
平

成
２

２
年

１
月
末
現

在
）

→
平
成

２
２

年
度
（

平
成

２
３
年

１
月
末

現
在

）
／

医
業

収
益

（
医

業
収

益
に

対
す

支
払
督

促
制
度

１
８

２
件

→
２

２
０
件

る
そ

の
他

医
業

未
収

金
の

割
合

）
少

額
訴

訟
１

１
件

→
１

２
件

訴
訟

４
４
件

→
４
７

件
計

２
３

７
件

→
２

７
９
件

※
高
額
療

養
費
の

現
物

給
付
化

の
利

用
割
合

、
退

院
時

に
未
請
求

と
な

っ
た
未

収
金

の
割

合
高
額

療
養

費
の
現

物
退

院
時

に
未

請
求

と
給
付

化
の

利
用
割

合
な

っ
た

未
収
金

の
割
合

平
成
２

１
年
度

（
平

成
２
２

年
１

月
末
現

在
）

３
１

．
８
％

１
３
．
６

％
平
成
２

２
年
度

（
平

成
２
３

年
１

月
末
現

在
）

３
８

．
５
％

３
．
４

％

※
市
場
化

テ
ス
ト

の
実

施
状
況

（
入

金
率
等

）
（
単

位
：

千
円

、
％
）

債
権

の
種
類

委
託

額
入

金
額

入
金

率
要
求

水
準

最
低
水

準

１
年

未
満

１
６
９
，

４
６

１
１
０

，
２
３

０
６
．

１
４
０

．
０

２
４
．

７
第
１
期

（
H

20
.1

0
～

H
21

.9
月
末

）
１
年

以
上

５
０
５
，

０
４

１
２
１

，
５
６

２
４
．

３
１
９

．
２

８
．

７

１
年

未
満

５
６
，

９
８

９
２

，
３
４

６
４
．

１
４
０

．
０

２
４
．

７
第
２
期

（
H

21
.1

0
～

H
22

.7
月
末

）
１
年

以
上

６
２
０
，

３
６

２
１
４

，
１
１

０
２
．

３
１
９

．
２

８
．

７

イ
．

診
療

報
酬

請
求

業
務

の
改

善
イ

診
療

報
酬

請
求

業
務

の
改

イ
診
療
報
酬
請
求
業
務
の
改
善

医
事

業
務

研
修

の
実

施
に

よ
る

職
善

員
の

能
力

向
上

及
び

院
内

で
の

レ
セ

医
事
業

務
研
修

を
実

施
し

、
１

．
医

事
業

務
研

修
（

再
掲

）
プ

ト
点

検
体

制
の

確
立

等
に

よ
り

適
職

員
の

診
療

報
酬

請
求

事
務

診
療
報
酬

請
求

事
務

に
お
け
る

算
定

の
知
識

に
加

え
、

今
後
の

経
営

戦
略
に
寄

与
で

き
る

（
診
療

部
門

に
対
し

経
営
的

視
点

か
ら
積

極
的

に
提

切
な

請
求

業
務

の
実

施
に

取
り

組
む
。

に
係

る
能

力
の

向
上

を
促

進
言

等
を
行

え
る

）
人
材

育
成
を

中
期

的
な
目

標
に

掲
げ
医

事
業

務
研

修
を
実
施

し
た

。
す

る
と

と
も

に
、

院
内

で
の

本
研
修
は

、
２

２
年

度
で
３
年

目
と

な
り

、
医
事

担
当

で
未
受

講
の

者
に
加
え

、
新

規
採

用
事
務

職
員

、
医
事

の
経
験

の
な

い
若
手

職
員

、
経

レ
セ

プ
ト

点
検

体
制

の
確

立
営

企
画
担

当
職

員
等
に

対
し
て

も
積

極
的
に

受
講

を
促
し

、
経

営
力

の
向
上
を

図
っ

た
。

に
努
め

る
。

受
講
者

数
平
成

２
０

年
度

１
６
８

名
平
成

２
１

年
度

１
２
７

名
平
成

２
２

年
度

１
２
２

名
累

計
４

１
７

名

-82-



中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

診
療

報
酬

研
修

（
再

掲
）

平
成
２

２
年

度
診
療

報
酬
改

定
内

容
の
説

明
や

請
求
漏

れ
防

止
策

等
に
つ
い

て
、

レ
セ
プ

ト
点

検
を

行
う
職

員
や

診
療
報

酬
請
求

事
務

委
託
業

者
を
監
督

す
る

職
員
を

対
象
と

し
た

、
よ
り

専
門

的
な
研

修
を

全
国

８
箇
所
で

実
施

し
、
３

１
９

名
が

受
講
し

た
。

３
．

院
内

で
の

レ
セ

プ
ト

点
検

体
制

の
確

立
職
員
に

よ
る

効
率
的

な
レ
セ

プ
ト

チ
ェ
ッ

ク
が

可
能
と

な
る

よ
う

、
レ
セ
プ

ト
チ

ェ
ッ
ク

シ
ー

ト
（

例
）
を

本
部

に
お
い

て
作
成

し
、

各
病
院

に
周
知
を

図
っ

て
い
る

。
そ
の

上
で

、
各
院

長
よ

り
診
療

報
酬

請
求

事
務
の
重

要
性

に
つ
い

て
職

員
へ

周
知
を

行
う

と
と
も

に
、
病

院
職

員
に
よ

る
レ
セ
プ

ト
チ

ェ
ッ
ク

を
実
施

し
、

そ
の
結

果
に

つ
い
て

会
議

等
を

活
用
し
た

多
職

種
で
の

情
報

共
有

を
図
る

等
の

体
制
を

構
築
す

る
こ

と
と
し

て
い
る
。
平

成
２
２

年
度

に
お
い

て
は

、
診
療

報
酬
改

定
を

受
け
て

レ
セ

プ
ト

チ
ェ
ッ

ク
シ

ー
ト
の
改

定
を

行
い

、
改
め

て
周

知
徹
底
を

図
っ

た
。

ウ
．

臨
床

研
究

事
業

ウ
臨
床
研

究
事
業

ウ
臨
床
研
究
事
業

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

等
本

部
が

窓
口

と
な

り
、

競
の

外
部

の
競

争
的

研
究

費
の

獲
得

に
争

的
資

金
の

獲
得

の
た

め
の

１
．

競
争

的
研

究
費

獲
得

の
た

め
の

推
進

及
び

助
言

努
め

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

お
い

情
報

収
集

、
情

報
提

供
、

他
こ

れ
ま
で

に
引

き
続

き
、
競
争

的
資

金
の
獲

得
の

た
め

、
事
業

を
実

施
す
る
省

庁
な

ど
か

ら
研
究

内
容

や
応
募

に
か
か

る
情

報
を
入

手
し

、
各

て
、

更
な

る
研

究
を

推
進

す
る

と
と

省
庁

等
と

の
連

絡
調

整
、

申
病

院
に
対

し
情

報
提
供

や
手
続

き
に

か
か
る

助
言

を
行
う

と
と

も
に

、
臨
床
研

究
組

織
の
活

動
実

績
評

価
の
評

価
項

目
に
、

競
争
的

研
究

費
獲
得

も
に

、
適

正
な

評
価

を
行

い
研

究
の

請
書

の
作

成
等

に
関

す
る

研
額

を
設
け

る
こ

と
に
よ

っ
て
、

競
争

的
研
究

費
獲

得
の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ
が
働

い
て

い
る
。

そ
の

結
果

、
約
２

７
億

円
の
競

争
的
研

究
費

を
獲
得

効
率

化
に

努
め

る
。

究
者
の

支
援

を
行
う
。

し
た
。

ま
た

、
国

立
病

院
機

構
全

て
の

病
院

を
結

ぶ
治

験
ネ

ッ
（
平

成
２
２

年
度

）
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、

受
託

・
厚
生

労
働

科
学
研

究
費

１
９
億
７

，
８

７
７
万

円
（

暫
定

）
（
平
成

２
１

年
度

１
７
億

１
，

１
７
２

万
円

）
研

究
費

額
の

増
を

図
る

と
と

・
文
部

科
学

研
究
費

２
億
７

，
０

２
９
万

円
（

暫
定

）
（
平
成

２
１

年
度

２
億

４
，

８
４
２

万
円

）
も

に
、

実
施

率
の

改
善

等
質

・
そ
の

他
の

競
争
的

資
金

５
億

２
７
４
万

円
（

暫
定

）
（
平
成

２
１

年
度

４
億

８
，

１
２
０

万
円

）
の

向
上

を
目

指
す
。

（
合

計
）

２
７
億
５

，
１

８
０
万

円
（

暫
定

）
（
平
成

２
１

年
度

２
４
億

４
，

１
３
４

万
円

）

２
．

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
（

第
１

の
２

の
（

２
）

参
照

）
１

４
４
病

院
に

わ
た

る
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を
活

用
し

、
受

託
研
究

を
実

施
す
る
こ

と
で

受
託

研
究
費

を
獲

得
す
る

と
と
も

に
、

治
験
実

施
症

例
数

の
増
加
等

に
努

め
、
臨

床
研
究

の
質

の
向
上

を
図

っ
た
。

○
受

託
研

究
実
績

約
５

１
億
３

，
９

０
０
万

円
（
平

成
２
１
年

度
約
５
７

億
２

，
２

０
０
万

円
）

○
治

験
実

施
症
例

数
４

，
３

７
６
例

（
平

成
２
１
年

度
４

，
４

９
４
例

）

○
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

で
行
う

臨
床

研
究
に

対
す

る
寄
附

金
受

入
実

績
８

，
３

２
０
万

円
（
平

成
２
１
年

度
１
億
２

，
２

０
０

万
円
）

④
事

務
・
事

業
の
見

直
し

④
事
務
・
事
業
の
見
直
し
（
再
掲
）

病
院

利
用

者
を

は
じ

め
、

国
民

か
ら

の
苦

情
や

指
摘

に
適

切
１

．
法

人
業

務
に

対
す

る
国

民
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
て

、
業

務
改

善
を

図
る

取
組

に
対

応
す

る
た

め
、

常
時

意
見

全
国
一
斉

に
患

者
満

足
度
調
査

を
実

施
し
、

利
用

者
か

ら
の
指

摘
、

意
見
を
い

た
だ

く
と

と
も
に

、
そ

の
結
果

を
各
病

院
に

フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

募
集

し
、

か
つ

、
業

務
に

フ
を

行
っ
て

い
る

。
ま
た

、
全
て

の
病

院
で
患

者
・

家
族
か

ら
の

意
見

箱
を
設
置

し
て

お
り
、

苦
情

等
に

対
す
る

改
善

事
項
を

掲
示
版

に
貼

り
出
す

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る
と
と

も
に

、
な

ど
患
者

へ
の

周
知
を

行
っ
て

い
る

。
こ
れ

ら
の

意
見
を

参
考

と
し

て
、
ア
メ

ニ
テ

ィ
の
向

上
、

診
療

時
間
の

改
善

、
接
遇

の
向
上

等
、

様
々
な

業
務

改
善

に
取

り
組

む
職

員
の

業
務
改
善

に
取

り
組
み

、
患
者

満
足

度
を
向

上
さ

せ
る
べ

く
努

力
し

て
い
る
。

活
動

を
人

事
上

評
価

す
る

取
組

機
構
全
体

と
し

て
は

、
法
人
業

務
に

関
し
国

民
の

意
見

募
集
を

行
い

、
業
務
運

営
に

適
切

に
反
映

さ
せ

る
た
め

、
本
部

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に

開
設

を
着

実
に

推
進

す
る
。

し
た
意
見

募
集

窓
口
に

寄
せ
ら

れ
た

意
見
を

毎
日

閲
覧
・

対
応

す
る

と
と
も
に

、
寄

せ
ら
れ

た
意

見
の

件
数
、

主
な

内
容
等

を
月
毎

に
取

り
ま
と

ま
た

、
積

極
的

な
情

報
開

示
め

、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
で

公
開
し

て
い

る
。

に
取

り
組

み
、

国
民

か
ら

の
情

ま
た
、
東

日
本

大
震

災
に
お
け

る
支

援
活
動

な
ど

最
新

の
情
報

を
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
に

公
表

し
、
積

極
的

な
情
報

開
示
を

行
っ

た
。

報
ア

ク
セ

ス
が

容
易

と
な

る
よ

う
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

を
図

る
。

２
．

業
務

改
善

に
取

り
組

む
職

員
の

人
事

評
価

業
務
で
発

揮
し

た
能

力
、
適

性
、
実
績
等

を
適

正
に
評

価
し

、
そ

の
結
果

を
適

正
に
給

与
等

に
反
映

す
る

と
と
も

に
、
良
い

部
分

は
発

展
さ
せ

、
改

善
す
べ

き
点

は
速
や

か
に
改

善
を

図
り

、
職
員

の
業
務

遂
行

意
欲

の
向
上
を

図
る

業
績
評

価
制

度
を

、
平
成

１
６

年
度
以

降
段
階

的
に

導
入
し

、
平

成
２
０

年
度

に
は
全

常
勤
職

員
に

導
入
し

て
国

立
病
院

機
構

全
体

の
発
展
を

図
っ

て
い
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

３
．

国
民

の
ニ

ー
ズ

と
ず

れ
て

い
る

事
務

・
事

業
や

費
用

に
対

す
る

効
果

が
小

さ
く

継
続

す
る

必
要

性
の

乏
し

い
事

務
・

事
業

の
見

直
し

国
立
病
院

機
構

が
実

施
す
る
事

務
・

事
業
の

う
ち

、
国

民
の
ニ

ー
ズ

と
ず
れ
て

い
る

事
務

・
事
業

や
費

用
に
対

す
る
効

果
が

小
さ
く

継
続

す
る

必
要
性
の

乏
し

い
事
務

・
事
業

に
つ

い
て
は

、
適

切
な
病

院
運

営
、

経
営
改
善

の
観

点
か
ら

不
断

の
見

直
し
を

行
っ

て
お
り

、
平
成

２
２

年
度
に

は
以
下
の

事
務

・
事
業

の
見
直

し
を

行
っ
た

。

○
病
棟

の
稼

働
状

況
に
応
じ

た
整

理
・

集
約

病
診

・
病

病
連

携
に
よ
る

紹
介

率
・

逆
紹
介

率
の

向
上
等

に
よ

り
地
域
に

お
け

る
連

携
体
制

を
強

化
す
る

一
方
で

、
平

均
在
院

日
数

の
短

縮
化
等

に
よ

り
病

床
稼
働
率

が
非

効
率

に
な
っ

て
い

る
病
棟

等
を

整
理
・
集

約
し

病
床

稼
働
の

効
率

化
を
図

っ
た
。

こ
れ

に
よ
り

、
患

者
数

を
上
回

る
過

大
な

提
供
体
制

に
起

因
す

る
大
幅

な
赤

字
拡
大

を
防

止
す
る
と

と
も

に
、

医
療
内

容
の

充
実
と

医
療
人

材
の

効
率
的

な
配

置
を

図
っ
た

。

集
約

数 一
般

病
床

３
病

院
１
１

０
床

結
核

病
床

２
病

院
５

６
床

精
神

病
床

１
病

院
５

０
床

計
６
病

院
２
１

６
床

第
４

財
務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

第
３

予
算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

第
３

予
算

、
収

支
計

画
及

び
資

金
第
３

予
算
、
収
支
計
画
及
び

資
金
計
画

「
第

３
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
「

第
２

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

計
画

事
項

」
で

定
め

た
事

項
に

配
慮

し
た

中
期

計
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
」

画
の

予
算

を
作

成
し

、
当

該
予

算
に

よ
る

運
で

定
め

た
計

画
を

確
実

に
実

施
す

る
こ

と
に

営
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

中
期

目
標

の
よ

り
、

国
立

病
院

機
構

全
体

の
財

務
内

容
の

期
間

に
お

け
る

期
首

に
対

す
る

期
末

の
財

務
改

善
を

図
る

た
め

、
以

下
の

目
標

を
達

成
す

内
容

の
改
善

を
図

る
こ

と
。

る
。

１
経
営
の

改
善

１
経

営
の
改

善
１

経
営

の
改
善

１
経
営
の
改
善

中
期

目
標

の
期

間
の

各
年

度
の

損
益

計
部

門
別

決
算

や
月

次
決

算
を

行
う

と
と

平
成

２
２

年
度

の
予

定
損

益
計

算
に

お
い

て
、

経
常

収
支

率
を

１
０

０
％

も
に

、
各

病
院

の
経

営
状

況
の

比
較

等
病

算
に

お
い

て
、

経
常

収
支

率
を

１
．

経
常

収
支

及
び

総
収

支
の

黒
字

の
維

持
以

上
と
す
る

こ
と

。
院

の
財

務
状

況
を

分
析

す
る

こ
と

に
よ

り
１
０
５

％
と

す
る

。
経

営
改

善
を

進
め

、
中

期
目

標
期

間
の

国
再

生
プ

ラ
ン

対
象

施
設

に
つ

い
(
1
)
経
常

収
支

立
病

院
機

構
全

体
に

お
け

る
各

年
度

の
損

て
、

平
成

２
２

年
の

経
営

改
善

計
平
均

在
院

日
数
の

短
縮
に

よ
る

診
療
報

酬
に

か
か
る

上
位

基
準

の
取
得
、

新
規

患
者
の

増
加

等
の

経
営
改

善
に

向
け
た

努
力
を

行
う

と
と
も

益
計

算
に

お
い

て
、

経
常

収
支

率
を

画
の

達
成

状
況

に
よ

り
診

療
機

能
に

平
成
２

２
年

度
の

診
療
報
酬

改
定

も
踏
ま

え
た

経
営

指
導
を

積
極

的
に
実
施

し
た

。
１

０
０

％
以

上
と

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
・

病
床

規
模

の
見

直
し

等
の

必
要

結
果

と
し

て
、
経

常
収
支

５
８

３
億
円

、
経

常
収
支

率
１

０
７

．
１
％
の

黒
字

と
な
り

、
年

度
計

画
に
お

け
る

経
常
収

支
率
１

０
５

．
０
％

再
生

プ
ラ

ン
対

象
病

院
に

つ
い

て
平

成
な

措
置

を
講

じ
る

な
ど

、
個

別
病

を
超
え
る

収
支

率
を

あ
げ
た
。

２
２

年
度

末
の

経
営

改
善

計
画

の
達

成
状

院
の

経
営

改
善

に
引

き
続

き
取

り
況

を
踏

ま
え

、
診

療
機

能
・

病
床

規
模

の
組
む
。

(
2
)
総
収

支
見

直
し

な
ど

必
要

な
措

置
を

講
じ

る
と

と
平
成

２
２

年
度
に

お
い
て

も
、

純
利
益

４
９

５
億
円

の
黒

字
と

な
り
、
総

収
支

の
黒
字

が
維

持
さ

れ
て
い

る
。

も
に

、
個

別
病

院
の

経
営

改
善

に
引

き
続

き
取

り
組

む
。

総
収
支

額
平
成

２
０
年

度
＋

３
０
０

億
円

（
参

考
）

再
生

プ
ラ

ン
（

個
別

病
院

ご
と

平
成

２
１
年

度
＋

３
４
８

億
円

の
経

営
改

善
計

画
）

平
成

２
２
年

度
＋

４
９
５

億
円

特
に

早
急

に
経

営
改

善
着

手
が

必
要

な
５

８
病

院
に

お
い

て
、

部
門

毎
の

生

産
性

に
着

目
す

る
な

ど
し

て
改

善
項

目
２

．
個

別
病

院
毎

の
経

営
改

善
計

画
（

再
生

プ
ラ

ン
）

の
実

施
及

び
支

援
（

再
掲

）
を

検
討

し
、

行
動

目
標

を
明

確
化

し
た

平
成
２
０

年
３

月
末

に
本
部
に

お
い

て
承
認

し
た

中
期

的
な
個

別
病

院
毎
の
経

営
改

善
計

画
：
５

８
病

院
（
再

生
プ
ラ

ン
）

に
つ
い

て
、

毎
月

中
期

的
な

個
別

病
院

毎
の

経
営

改
善

計
の

月
次
決

算
に

お
い
て

、
各
病

院
の

経
常
収

支
、

一
日
平

均
入

院
患

者
数
、
患

者
一

人
当
た

り
入

院
診

療
額
に

つ
い

て
、
平

成
２
１

年
度

実
績
及

画
。
（

平
成

１
９

年
度

末
策

定
）

び
平
成
２

２
年

度
計
画

と
の
比

較
を

行
う
な

ど
、

そ
の
進

捗
状

況
の

確
認
を
行

っ
た

と
こ
ろ

で
あ

る
。

ま
た
、
平

成
２

２
年

度
が
再
生

プ
ラ

ン
の
最

終
年

度
で

あ
る
こ

と
を

踏
ま
え
、

平
成

２
１

年
度
実

績
に

お
い
て

、
運
営

費
を

短
期
借

入
金

で
賄

っ
て
い
る

な
ど

の
１
１

病
院
を

本
部

に
招
集

し
、

再
生
プ

ラ
ン

の
進

捗
状
況
を

確
認

す
る
と

と
も

に
、

残
さ
れ

た
期

間
に
対

す
る
経

営
改

善
へ
の

一
層
の
取

組
を

促
す
た

め
、
理

事
長

等
本
部

役
員

と
病
院

長
及

び
事

務
部
長
と

の
経

営
改
善

に
関

す
る

意
見
交

換
を

行
っ
た

。
さ

ら
に
、

ブ
ロ

ッ
ク

事
務
所
の

専
属

チ
ー
ム

が
、

年
度

計
画
に

対
し

て
経
常
収

支
が

著
し

く
下
回

っ
て

い
る
病

院
等
へ

の
個

別
訪
問

や
ヒ

ヤ
リ

ン
グ
（
延

べ
１

３
病
院

）
を
行

う
な

ど
、
収

支
改

善
に
努

め
た

。
こ

う
し
た

取
組

の
結

果
、
経
常

収
支

が
平
成

２
２

年
度

計
画
を

達
成

し
た
病
院

が
４

６
病

院
、
経

常
収

支
が
平

成
２
２

年
度

計
画
を

下
回

っ
た

病
院
が
１

２
病

院
（
う

ち
、
前

年
度

実
績
を

上
回

っ
て
い

る
病

院
８
病
院
）

と
な

っ
た
。

ま
た
、

平
成

２
２
年

度
末
に

お
い

て
、
再

生
プ

ラ
ン
の

改
善

目
標

を
達
成
し

た
病

院
は
３

０
病

院
で

あ
り
、

運
営

費
を
短

期
借
入

金
で

賄
っ
て

い
る
な
ど

最
低

目
標
に

達
し
な

か
っ

た
病
院

は
４

病
院
と

な
っ

た
。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

【
再

生
プ

ラ
ン
の

具
体
的

な
取

組
み
】

※
本

部
・
ブ

ロ
ッ
ク

事
務

所
の
体

制
本

部
及
び

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所
に

専
属

チ
ー
ム

を
設

置
し

、
さ
ら
に

病
院

長
、
副

院
長

等
を

本
部
特

別
顧

問
と
し

て
委
嘱

・
本

部
特

別
顧

問
（

再
生

プ
ラ

ン
担

当
）

１
９

名
・

本
部

再
生

プ
ラ

ン
専

属
チ

ー
ム

２
４

名
・

ブ
ロ
ッ

ク
事
務

所
再

生
プ
ラ

ン
専

属
チ
ー

ム
６
９

名

※
再

生
プ
ラ

ン
に
関

す
る

会
議
の

開
催

・
再
生
プ

ラ
ン
意

見
交

換
会
議

（
平

成
２
２

年
８

月
２

４
日
開
催

）
対
象
病

院
：

１
１

病
院

※
中

期
的
な

（
平
成

２
０

年
度
～

平
成

２
２
年

度
３

年
間

）
経
営
改

善
計

画
を
策

定
・

事
業

規
模

関
係
・
・

・
病

院
規
模

等
・

サ
ー
ビ

ス
内
容

関
係

・
・
・

実
施

診
療
科

等
・

サ
ー
ビ

ス
体
制

関
係

・
・
・

病
棟

編
成
、

人
員

配
置

等
・

設
備

投
資

関
係
・
・

・
医

療
機
器

更
新

計
画
、

建
物

保
守
等

計
画

・
資

金
計

画
・
・

・
中

期
の
資

金
計

画

※
現

在
の
患

者
数
、

診
療

収
益
な

ど
を

前
提
に

「
人

、
物

、
資
金
」

の
最

適
化

・
部
門
別

（
診
療

科
・

病
棟
等

）
の

収
益
・

生
産

性
に

よ
る
分
析

→
課

題
の
所

在
を

ピ
ン
ポ

イ
ン

ト
で
明

確
化

・
ベ
ン
チ

マ
ー
ク

に
よ

る
分
析

→
原

因
の
把

握
、

具
体
的

な
目

標
値
の

設
定

・
機
能
強

化
・
生

産
性

の
向
上

→
外

部
環
境

分
析

な
ど
に

よ
る

実
現
可

能
性

の
検

証
・

診
療
機

能
、
規

模
、

人
員
体

制
の

見
直
し

→
ダ

ウ
ン
サ

イ
ジ

ン
グ
（

人
事

異
動
も

考
慮

）
２

固
定
負
債

割
合

の
改

善
２

固
定

負
債

割
合

の
改

善
２

固
定

負
債
割

合
の
改

善
２

固
定
負
債
割
合
の

改
善

各
病

院
の

機
能

の
維

持
を

図
り

つ
つ

、
各

病
院

の
機

能
の

維
持

・
向

上
を

図
り

平
成

２
２

年
度

の
長

期
借

入
等

投
資

の
効

率
化

を
進

め
、

国
立

病
院

機
構

つ
つ

、
経

営
の

改
善

が
図

ら
れ

る
投

資
を

の
予

定
枠

を
４

９
２

億
円

（
平

成
１

．
病

院
の

機
能

維
持

に
必

要
な

整
備

を
行

い
つ

つ
負

債
の

減
少

設
立

の
際

に
承

継
し

た
債

務
を

含
め

国
立

計
画

的
に

行
う

と
と

も
に

、
国

立
病

院
機

２
１

年
度

か
ら

繰
り

越
さ

れ
た

も
病

院
機

構
の

固
定

負
債

（
長

期
借

入
金

の
構

の
固

定
負

債
（

長
期

借
入

金
の

残
高

）
の

を
含

む
）

と
す

る
と

と
も

に
、

（
1
）
建
築

単
価

の
見
直

し
残

高
）
を
着

実
に

減
ら

す
こ

と
。

を
減

少
さ

せ
る

。
内
部
資

金
の

有
効

活
用
に

よ
り
、

引
き
続

き
、

建
物

整
備
に
お

け
る

建
築

コ
ス
ト

を
引

き
下
げ

る
こ

と
に
よ
り

、
必

要
な

整
備
内

容
を

確
保
し

つ
つ
整

備
総

額
の
効

率
化

を
図

そ
の

た
め

、
個

々
の

病
院

に
お

け
る

建
機

構
の

固
定
負

債
（
長

期
借

入
金

っ
た
。

物
や

大
型

医
療

機
器

の
投

資
に

当
た

っ
て

等
の
残

高
）
を

減
少
さ

せ
る

。
は

、
長

期
借

入
金

等
の

償
還

確
実

性
等

を
（

2
）
医
療

機
器

整
備
の

投
資
枠

確
保

す
る

と
と

も
に

、
一

定
の

自
己

資
金

１
予

算
別

紙
１

病
院
の

機
能

維
持

・
向
上
に

必
要

な
医

療
機
器

へ
の

投
資
を

適
切

に
行
う
た

め
、

各
病

院
の
平

成
２

１
年
度

の
決
算

状
況

や
医
療

機
器

整
備

を
用

意
す

る
こ

と
を

原
則

と
す

る
。

２
収
支
計

画
別

紙
２

計
画
を
踏

ま
え

た
投

資
枠
約
３

１
９

億
円
を

設
定

し
た

。
３

資
金
計

画
別

紙
３

１
予

算
別
紙

１
（

3
）
内
部

資
金

の
活
用

２
収

支
計

画
別
紙

２
内
部
資

金
を

活
用

す
る
こ
と

に
よ

り
、
病

院
に

対
し

償
還
期

間
の

短
い
貸
付

設
定

や
償

還
方
法

の
多

様
化
を

行
い
、

病
院

が
投
資

内
容

に
見

３
資

金
計

画
別
紙

３
合

っ
た
償

還
期

間
等

を
選
択
し

や
す

い
も
の

と
し

、
金

利
負
担

の
軽

減
を
図
っ

た
。

○
中
期

目
標

（
中
期

計
画

期
間

中
総
投

資
額
２

，
７

０
２
億

円
）

に
対
す

る
進

捗

平
成

２
１
年

度
平

成
２
２

年
度

投
資
額

７
３
５
億

円
４
９
６

億
円

投
資
額

累
計

７
３
５
億

円
１
，

２
３
１

億
円

(
進
捗

率
)

（
２
７

．
２
％

）
（

４
５
．

６
％

）

○
平
成

２
２

年
度
長

期
借

入
金

等
借
入

実
績

区
分

計
画

実
績

差
額

財
政

融
資

資
金

４
１

８
億
円

１
７

２
億

円
▲

２
４
６

億
円

財
投

機
関

債
５

０
億
円

０
億

円
▲
５
０

億
円

民
間

借
入

金
２

４
億
円

０
億

円
▲
２
４

億
円

合
計

４
９

２
億
円

１
７

２
億

円
▲

３
２
０

億
円

○
固
定

負
債

残
高
の

推
移

平
成

２
０

年
度
期

末
平

成
２

１
年
度

期
末

平
成
２

２
年
度

期
末

５
，

９
７

１
億

円
５

，
４

６
９
億

円
５

，
１
３

１
億

円
平
成

２
０

年
度
期

首
か

ら
の

▲
５
０
２

億
円

▲
８
４
０

億
円

減
少

額
（

率
）

（
▲

８
．

４
％
）

（
▲

１
４
．

１
％
）

（
参
考

）
平

成
１
６

年
度
期

首
７

，
４

７
１

億
円
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

２
．

資
金

の
運

用
時
価
又

は
為

替
相
場

の
変
動

等
の

影
響
を

受
け

る
資
金

及
び

運
用

は
な
い
。

３
医

療
機

器
・

建
物

整
備

に
関

す
る

計
３

医
療

機
器

・
建

物
整

備
に

関
３

医
療
機
器
・
建
物

整
備
に
関
す
る
計
画

画
す
る

計
画

中
期

目
標

の
期

間
中

に
整

備
す

る
医

長
期

借
入

金
の

ほ
か

追
加

出
療

機
器

・
建

物
整

備
に

つ
い

て
は

、
別

資
金

を
含

め
た

自
己

資
金

を
活

１
．

医
療

機
器

整
備

の
考

え
方

紙
４

の
と

お
り

と
す

る
。

用
し

て
、

長
期

債
務

の
縮

減
を

図
り

つ
つ

、
医

療
面

の
高

度
化

（
全
体
的

な
枠

組
み
）

や
経

営
面

の
改

善
及

び
患

者
の

○
医

療
機

器
整

備
に

つ
い

て
は

、
各

病
院

の
医

療
機

器
等

に
か

か
る

減
価

償
却
費

と
前

年
度

の
経

常
収

支
を

基
本

に
、

各
病

院
毎

に
当

該
年

療
養

環
境

の
改

善
が

図
ら

れ
る

度
の
投

資
枠
の

設
定

を
行
い

、
当
該

投
資

枠
の
範

囲
内

で
、
各

病
院

の
裁
量

で
整
備

を
行

っ
て
い

る
。

よ
う

、
必

要
な

整
備

の
た

め
の

平
成
２

２
年
度

に
お
い

て
は

、
全
面

建
替

等
に
伴

う
投

資
枠

の
前
倒
し

（
９

病
院
）

も
あ

り
、

機
構
全

体
で

総
額
約

３
１
９

億
円

の
投
資

投
資

を
行

う
。

枠
を
計

上
し
、

各
病

院
の
医

療
機
器

の
計

画
的
更

新
と

医
療
内

容
の

充
実
、

投
資
回

収
の

早
期
化

を
図

っ
て

い
る
。

（
本
部
の

関
与

・
支
援

）
○

定
め

ら
れ

た
投

資
枠

の
中

で
各

病
院
が

ど
の

よ
う

な
機

器
を

購
入

す
る

か
は
、

収
支

計
算

に
基

づ
き

病
院

自
ら

判
断

す
る

こ
と

が
原

則
で

あ
る

が
、

５
千

万
円

以
上

の
大

型
医
療

機
器

に
つ

い
て

は
、

病
院

が
行

う
収

支
計

算
が

適
正

か
ど

う
か

を
本

部
で

検
証

す
る

も
の

と
し

て
い

る
。

検
証

の
際

に
は

、
稼

働
件

数
見
込

み
、

費
用

の
見

込
み

等
を

確
認

し
、

必
要

に
応

じ
稼

働
状

況
改

善
の

た
め

の
情

報
提

供
等

を
行

っ
て

い
る
。

○
さ

ら
に

、
平

成
２

２
年

度
に

お
い

て
は

、
各

病
院

が
医

療
の

質
を

維
持

し
、
機

能
に

見
合

っ
た

投
資

が
十

分
に

行
え

る
よ

う
、

投
資

ル
ー

ル
の
見

直
し
を

行
い

、
整
備

促
進
を

図
る

こ
と
と

し
た

。

○
中
期

目
標

（
中

期
計
画
期

間
中

の
医

療
機
器

整
備

投
資
額

８
５

０
億
円
）

に
対

す
る

進
捗

（
参

考
）

平
成
２
１

年
度

平
成
２
２

年
度

平
成
２

０
年

度

中
期

計
画

期
間

中
の

投
資

額
２
５

３
億
円

２
１
７

億
円

１
５

３
億

円
（

内
部
資

金
含
む

） 累
計
額

２
５

３
億
円

４
７
０

億
円

ー

投
資
額

に
対

す
る
割

合
ー

（
累
計
額

／
８

５
０

億
円
）

２
９

．
８
％

５
５
．

３
％

※
各
年
度

の
医
療

機
器

整
備
に

か
か

る
投
資

支
払

額
を

計
上

２
．

施
設

整
備

の
考

え
方

（
全
体
的

な
枠

組
み
）

○
施
設

整
備

に
つ

い
て
は
、

医
療

機
器

と
異
な

り
事

前
に
算

定
式

に
基
づ
く

投
資

枠
を

示
す
こ

と
が

困
難
で

あ
る
こ

と
か

ら
、
個

別
に

整
備

の
必
要

性
が

あ
る

事
案
ご
と

に
本

部
で

審
査
す

る
仕

組
み
と

し
て

お
り
審
査

の
着

眼
点

の
標
準

化
や

、
審
査

結
果
の

全
病

院
へ
の

提
供

等
に

よ
り
業

務
の

標
準

化
を
図
る

と
と

も
に

、
整
備

計
画

の
承
認

か
ら

供
用
開
始

ま
で

の
標

準
期
間

を
定

め
進
行

管
理
を

行
い

、
整
備

の
迅

速
化

を
図
っ

た
。

平
成

２
２

年
度

に
お
い
て

は
、

中
小

規
模
整

備
の

３
千
万

円
未

満
の
自
己

資
金

に
よ

る
整
備

に
つ

い
て
、

平
成
２

２
年

８
月
よ

り
手

続
き

の
簡
略

化
を

図
り

、
承
認
ま

で
の

期
間

の
短
縮

を
図

っ
た
。

○
老

朽
建

替
整
備

を
促
進

さ
せ

る
た
め

、
投

資
時
の

自
己

資
金

３
分
の
１

以
上

の
確
保

要
件

の
廃

止
な
ど

投
資

ル
ー
ル

を
見
直

し
た

。

（
平
成

２
２

年
度
に

病
棟
建

替
等

整
備
を

投
資

決
定
し

た
病

院
）

全
面
建

替
整
備

南
岡
山

医
療
セ

ン
タ

ー
（
建

替
病

床
数

２
８
０
床

）
、

米
子
医

療
セ
ン

タ
ー

（
同
２

７
０

床
）
、

九
州
が

ん
セ

ン
タ
ー

（
同
４

１
１
床

）

病
棟
建

替
整
備

３
１
病

院
（
同

６
，

２
２
９

床
）

外
来
等

建
替
整

備
あ

き
た

病
院
、

鈴
鹿

病
院
、

松
江

医
療

セ
ン
タ
ー

は
病

棟
建
替

を
含

む
整

備
、
都

城
病

院
（
手

術
棟

）
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

○
中

期
目

標
（
中

期
計
画

期
間

中
の
施

設
設

備
整
備

投
資

額
１

，
８
５
２

億
円

）
に
対

す
る

進
捗

平
成
２

１
年

度
平

成
２

２
年
度

中
期
計

画
期
間

中
の
投

資
額

４
８

２
億
円

２
７
８

億
円

（
内
部

資
金
含

む
）

累
計

額
４
８

２
億
円

７
６
０

億
円

投
資
額

に
対
す

る
割
合

２
６

．
０
％

４
１
．

０
％

（
累
計

額
／
１

，
８
５

２
億

円
）

３
．

病
棟

建
替

等
（

大
型

案
件

）
整

備
決

定
後

の
償

還
性

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

○
建

替
整

備
が
決

定
し
た

病
院

は
、
当

該
整

備
に
係

る
債

務
を

返
済
し
て

い
く

こ
と
に

な
る

こ
と

か
ら
、

平
成

１
９
年

度
以
降

毎
年

健
全
な

病
院

経
営

を
促
す

た
め
、

決
定

さ
れ
た

整
備

の
償
還

計
画

に
つ

い
て
継
続

的
な

検
証
を

行
い

、
償

還
困
難

と
認

め
ら
れ

る
経
営

状
況

と
な
っ

た
場

合
は

、
償
還

性
が
確

保
さ

れ
る
ま

で
の

間
整
備

の
凍

結
又

は
、
費
用

削
減

等
に
よ

る
経

営
改

善
を
実

施
し

て
い
る

。

（
検

証
項

目
）

①
前
年

度
実
績

と
決
定

時
の

収
支
差

※
前

年
度
実

績
が
決

定
時

よ
り
悪

化
し

た
場
合

は
、

当
該

年
度
実
績

に
お

け
る
１

０
年

以
内

の
キ
ャ

ッ
シ

ュ
フ
ロ

ー
累
積

状
況

②
前
年

度
実
績

と
決
定

時
の

患
者
数

・
診

療
点
数

の
比

較

４
．

自
己

資
金

を
積

極
的

に
活

用
し

た
医

療
機

器
整

備
・

施
設

整
備

平
成
２

２
年

度
に
お

い
て
は

、
自
己

資
金
を

積
極

的
に

活
用
す
る

こ
と

に
よ

り
、
必

要
な

整
備
量
を

確
保

し
つ

つ
、
長

期
借

入
金
を
抑

制
し

た
。

医
療
機
器

整
備

に
つ
い

て
は
、

総
支

払
額
２

１
7
億
円
の

全
額

が
内

部
資
金
（

内
訳

：
当
該

病
院

の
自

己
資
金

７
１

億
円
、

他
病
院

の
預

託
金
等

１
４
６
億

円
）

で
あ
る

。
施
設
整

備
に

つ
い
て

は
、
総

支
払

額
２
７

８
億

円
の
う

ち
、

内
部

資
金
が
１

０
６

億
円
（

内
訳

：
当

該
病
院

の
自

己
資
金

５
０
億

円
、

他
病
院

の
預
託
金

等
５

６
億
円

）
で
あ

っ
た

。

※
医

療
機

器
整
備

及
び
施

設
整

備
の
総

支
払

額
は
平

成
２

２
年

４
月
～
平

成
２

３
年
３

月
の

期
間

中
の
支

払
分

で
あ
り

、
平
成

２
１

年
度
以

前
の

投
資

決
定
整

備
に
係

る
支

払
額
が

含
ま

れ
て
い

る
。

４
機

構
が

承
継

す
る

債
務

の
償

還
４

機
構

が
承
継

す
る
債

務
の

償
還

４
機
構
が
承
継
す
る
債
務
の

償
還

国
立

病
院

機
構

全
体

と
し

て
収

支
相

償
平

成
２

２
年

度
の

償
還

を
約

定
を

維
持

し
つ

つ
、

借
入

金
の

元
利

償
還

を
ど

お
り

行
う
。

約
定
ど

お
り

償
還
を

確
実
に

行
っ

た
。

確
実

に
行

う
。

【
財
政

融
資

資
金
】

平
成
２

２
年

度
（

平
成

２
１
年

度
償

還
額
）

元
金

４
７
，
９

８
４

，
３
９

５
千

円
元

金
４
７

，
２
４

２
，
２

３
４

千
円

利
息

１
１
，
８

３
０

，
１
１

２
千

円
利

息
１
３

，
３
７

５
，
２

８
６

千
円

合
計

５
９
，
８

１
４

，
５
０

７
千

円
合

計
６
０

，
６
１

７
，
５

２
０

千
円

（
参
考

）
【
機
関

債
】

平
成
２

２
年

度
償
還

額
（

平
成

２
１
年

度
償

還
額
）

第
３
回

債
３

，
０
０

０
，

０
０
０

千
円

第
２
回
債

３
，
０
０

０
，
０

０
０

千
円

利
息

１
９
，

７
５
７

千
円

利
息

３
３
，
７

１
５

千
円
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

第
４

短
期
借

入
金

の
限

度
額

第
４

短
期
借
入

金
の
限

度
額

第
４

短
期
借
入
金
の
限
度
額

１
限

度
額

６
０

，
０

０
０

百
万

円
１

限
度
額

２
想

定
さ

れ
る

理
由

６
０
，
０

０
０
百

万
円

平
成
２

２
年

度
に
お

け
る
短

期
借

入
金
は

な
い

。
①

運
営

費
交

付
金

の
受

入
遅

延
等

に
２

想
定
さ
れ

る
理
由

よ
る

資
金

不
足

へ
の

対
応

①
運

営
費

交
付

金
の

受
入

遅
②

業
績

手
当

（
ボ

ー
ナ

ス
）

の
支

給
延

等
に

よ
る

資
金

不
足

へ
の

等
、

資
金

繰
り
資

金
の

出
費
へ
の

対
対

応
応

②
業

績
手

当
（

ボ
ー

ナ
ス

）
③

予
定

外
の

退
職

者
の

発
生

に
伴

う
の

支
給

等
、

資
金

繰
り

資
金

退
職

手
当

の
支
給

等
、

偶
発
的
な

出
の

出
費
へ

の
対
応

費
増

へ
の

対
応

③
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う
退

職
手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的
な

出
費
増

へ
の

対
応

第
５

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

第
５

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
第
５

重
要
な
財
産
を
譲
渡
し

、
又
は
担
保
に
供
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
そ
の

計
画

に
供

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
そ

の
計

画
は

担
保

に
供

し
よ

う
と

す
る

と
な

し
き
は

そ
の
計

画
１

．
旧

十
勝

療
養

所
等

の
不

要
財

産
の

国
庫

納
付

な
し

国
立
病

院
・

療
養
所

の
再
編

成
計

画
に
基

づ
き

、
廃
止

し
た

病
院

跡
地
で
あ

る
。

病
院
の

廃
止

決
定

以
降
、

国
立

病
院
機

構
と
し

て
は

、
公
用

・
公
共

用
の

事
業

に
供

す
る

よ
う
自

治
体
等

の
意

向
を

確
認

す
る

等
、

有
効

活
用
に

図
る
た

め
に

努
め

て
き

た
が

、
今

後
の

国
立
病

院
機

構
と
し

て
の
後

利
用

計
画

は
な

い
こ

と
、
ま

た
、
自

治
体

等
に

よ
る

後
利

用
の

見
込

み
も
な

い
こ
と

か
ら

、
将

来
に

わ
た

り
業

務
を

確
実
に

実
施

す
る
上

で
必

要
で
は

な
い

と
判

断
し
、

不
要

財
産
と
し

て
国

庫
納

付
す
る

こ
と

と
し
た

。
（
平
成

２
３

年
３
月

１
日
付

厚
生

労
働
大

臣
へ

不
要
財

産
の

国
庫

納
付
に
つ

い
て

認
可
申

請
を

行
い

、
３
月

９
日

評
価
委

員
会
に

て
審

議
し
、

承
認

を
い

た
だ
い

た
。

な
お
、

国
庫

納
付

に
向
け
、

管
轄

財
務
事

務
所

等
と
協

議
中
で

あ
る

。
）

・
旧
十

勝
療

養
所
（

平
成
１

６
年

３
月
１

日
国
立
療

養
所

帯
広

病
院
と
統

合
に

よ
り
廃

止
）

・
旧
登

別
病

院
（
平

成
１
４

年
６

月
１
日

廃
止

）
・
旧
西

甲
府

病
院
（

平
成
１

６
年

１
０
月

１
日

国
立

病
院

機
構

甲
府
病
院

と
統

合
に
よ

り
廃

止
）

・
旧
岐

阜
病

院
（
平

成
１
７

年
３

月
１
日

国
立
病
院

機
構

長
良

医
療
セ
ン

タ
ー

と
統
合

に
よ

り
廃

止
）

・
旧
金

沢
若

松
病
院

（
平
成

１
７

年
７
月

１
日

国
立

病
院

機
構

医
王
病
院

と
統

合
に
よ

り
廃

止
）

・
旧
鳥

取
病

院
（
平

成
１
７

年
７

月
１
日

国
立
病
院

機
構

鳥
取

医
療
セ
ン

タ
ー

と
統
合

に
よ

り
廃

止
）

・
旧
筑

後
病

院
（
平

成
１
６

年
１

２
月
１

日
国
立
病

院
機

構
大

牟
田
病
院

と
統

合
に
よ

り
廃

止
）

2
．

善
通

寺
病

院
の

土
地

（
一

部
）

譲
渡

再
編
成

計
画

に
基
づ

き
、
国

立
病

院
機
構

善
通

寺
病
院

と
国

立
病

院
機
構
香

川
小

児
病
院

は
、
平
成

２
５
年

度
に

善
通
寺

病
院
の

地
で

統
合
し

、
「

成
育
医

療
、

循
環
器

病
」
に

関
す

る
急
性

期
医

療
を
担

う
中

心
施

設
と
し
て

、
ま

た
、
重

症
心

身
障

害
児
（

者
）

に
対
す

る
医
療

・
療

育
の
機

能
を
備
え

た
施

設
と
し

て
整
備

す
る

計
画
で

あ
る

。
こ
の

統
合

に
伴

い
、
香
川

小
児

病
院
に

併
設

し
て

香
川
小

児
病

院
の
患

者
で
あ

る
病

弱
児
や

障
害
児
の

教
育

を
担
っ

て
い
る

香
川

県
立
善

通
寺

養
護
学

校
の

移
転

が
決
定
し

た
た

め
、
そ

の
移

転
用

地
と
し

て
善

通
寺
病

院
の
敷

地
の

一
部
を

時
価
譲
渡

す
る

も
の
で

あ
る
。

（
平
成

２
３

年
３
月

１
日
付

厚
生

労
働
大

臣
へ

重
要
財

産
の

処
分

に
つ
い
て

認
可

申
請
を

行
い

、
３

月
９
日

評
価

委
員
会

に
て
審

議
し

、
承
認

を
い

た
だ

い
た
後

、
４

月
１
９

日
付

厚
生

労
働
大
臣

よ
り

認
可
さ

れ
た

。
）

第
６

剰
余
金

の
使

途
第
６

剰
余
金
の

使
途

第
６

剰
余
金
の
使
途

決
算

に
お

い
て

剰
余

を
生

じ
た

場
合

決
算

に
お

い
て

剰
余

を
生

じ
は

、
将

来
の

投
資

（
病

院
建

物
の

整
備

た
場

合
は

、
将

来
の

投
資

（
病

平
成
２
２

年
度

決
算
に

お
け
る

利
益

剰
余
金

は
、

４
９
５

億
円

を
計

上
し
た
こ

と
か

ら
、
将

来
の

投
資

（
病
院

建
物

の
整
備

・
修
繕

、
医

療
機
器

・
修

繕
、

医
療

機
器

等
の

購
入

等
）

及
院

建
物

の
整

備
・

修
繕

、
医

療
等
の

購
入
等

）
及

び
借
入

金
の
償

還
に

充
て
る

た
め

の
積
立

金
と

す
る

こ
と
と
し

て
い

る
。

び
借

入
金

の
償

還
に

充
て

る
。

機
器

等
の

購
入

等
）

及
び

借
入

な
お
、
平

成
２

１
年
度

決
算
に

お
け

る
３
４

８
億

円
の
剰

余
の

う
ち

２
５
６
億

円
に

つ
い
て

は
、

平
成

２
３
年

３
月

３
０
日

、
厚
生

労
働

大
臣
か

金
の

償
還
に

充
て
る

。
ら
目

的
積
立

金
の

承
認
を

受
け
た

。

３
積

立
金

の
処

分
に

関
す

る
事

項
利

益
剰

余
金

前
期

中
期

目
標

の
期

間
の

最
終

事
業

年
平
成

１
６
年

度
―

度
に

お
い

て
、

通
則

法
第

４
４

条
の

処
理

平
成

１
７
年

度
―

を
行

っ
て

な
お

積
立

金
が

あ
る

と
き

は
、

平
成

１
８
年

度
７
７

億
円

そ
の

額
に

相
当

す
る

金
額

の
う

ち
厚

生
労

平
成

１
９
年

度
３

１
６

億
円
（

う
ち

施
設
設

備
整

備
積

立
金
７
７

億
円

）
働

大
臣

の
承

認
を

受
け

た
金

額
に

つ
い

て
、

平
成

２
０
年

度
５

３
９

億
円
（

う
ち

積
立
金

２
３

９
億

円
※
会

計
基

準
第
８

０
条

第
３

項
に
よ

る
運

営
費
交

付
金
の

振
替

額
（
執

将
来

の
投

資
(
病

院
建

物
の

整
備

・
修

行
残
額

）
３
２

億
円

に
つ

い
て
は
、

国
庫

返
納
）

繕
、

医
療

機
器

等
の

購
入

等
)
及

び
借

入
金

平
成

２
１
年

度
３

４
８

億
円
（

う
ち

施
設
設

備
整

備
等

積
立
金
２

５
６

億
円
）

の
償

還
に

充
て

る
こ

と
と

す
る

。
平
成

２
２
年

度
４

９
５

億
円
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

第
５

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

第
７

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

第
７

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
第
７

そ
の
他
主
務
省
令
で
定

め
る
業
務
運
営
に
関

す
る
事
項

項
営
に

関
す

る
事

項
業
務

運
営
に

関
す
る

事
項

１
人
事
に

関
す
る

計
画

１
人

事
に
関

す
る

計
画

１
人
事

に
関
す

る
計
画

１
人
事
に
関
す
る
計
画

国
民

の
医

療
需

要
や

医
療

環
境

の
変

化

に
応

え
、

良
質

な
医

療
を

効
率

的
に

提
供

①
方

針
①

方
針

①
方
針

し
て

い
く

た
め

に
、

医
師

等
の

医
療

従
事

良
質

な
医

療
を

効
率

的
に

提
供

し
て

良
質

な
医

療
を

効
率

的
に

提
者

を
適

切
に

配
置

す
る

一
方

、
技

能
職

に
い

く
た

め
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

供
し

て
い

く
た

め
、

医
師

、
看

１
．

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
及

び
療

養
介

護
事

業
の

実
施

つ
い

て
は

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

等
に

努
め

従
事

者
数

に
つ

い
て

は
、

医
療

を
取

り
護

師
等

の
医

療
従

事
者

数
に

つ
患

者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
の
た
め

、
看

護
師
の

指
示

の
下

、
入
浴

、
食

事
、
排
泄

等
の

ボ
デ

ィ
ー
タ

ッ
チ

を
主
と

し
て
行

う
と

と
も
に

夜
勤

に
も

る
な
ど
、
一

層
の

効
率

化
を

図
る

こ
と

。
巻

く
状

況
の

変
化

に
応

じ
て

柔
軟

に
対

い
て

は
、

医
療

を
取

り
巻

く
状

対
応
で
き

る
新

た
な
職

種
と
し

て
、
「
療
養

介
助
職

」
を

平
成
１

７
年

度
に
創

設
し

た
。

ま
た

、
必

要
な

人
材

の
育

成
や

能
力

開
応

す
る

。
況

の
変

化
に

応
じ

て
柔

軟
に

対
ま

た
、

障
害

者
自

立
支

援
法

に
基

づ
く

筋
ジ

ス
病

棟
等

に
お

け
る

療
養

介
護

事
業

の
実

施
に

必
要

な
人

員
も

含
め

、
平

成
２

１
年

度
ま

で
に

発
、

人
事

評
価

や
異

動
を

適
切

に
行

う
こ

特
に

、
医

師
・

看
護

師
不

足
に

対
す

応
す

る
。

５
３
病
院

で
療

養
介
助

職
を
７

２
９

名
配
置

し
た

。
と

の
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
確

立
を

図
る

こ
る

確
保

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
と

特
に

、
医

師
・

看
護

師
不

足
さ

ら
に
平

成
２

２
年

度
に
お
い

て
は

新
た
に

２
病

院
で

療
養
介

助
職

を
１
６
名

（
全

体
で

３
８
名

増
）

配
置
し

、
そ
の

結
果

国
立
病

院
機

構
全

と
。

と
も

に
、

離
職

防
止

や
復

職
支

援
の

対
に

対
す

る
確

保
対

策
を

引
き

続
体

で
は
５

５
病

院
で
７

６
７
名

配
置

し
た

。
（
２
１

年
度

７
２
９

名
→

２
２
年

度
７

６
７
名

＋
３

８
名

）
策

を
講

じ
る

。
き

推
進

す
る

と
と

も
に

、
離

職
今

後
も
療

養
介

護
事

業
に
お
け

る
患

者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

の
た
め

、
引

き
続
き
介

護
必

要
度

に
応
じ

た
療

養
介
助

職
の
充

実
強

化
を
図

る
こ

と
と

ま
た

、
良

質
な

人
材

の
確

保
及

び
有

防
止

や
復

職
支

援
の

対
策

を
講

し
て
い
る

。
効

活
用

を
図

る
た

め
、

引
き

続
き

ブ
ロ

じ
る

。
ッ

ク
内

で
の

職
員

一
括

採
用

や
人

事
交

技
能

職
等

の
職

種
に

つ
い

て
流

を
促

進
す

る
た

め
の

人
事

調
整

会
議

は
、
業
務
の
簡

素
化

・
迅
速

化
、

２
．

技
能

職
の

離
職

後
の

不
補

充
並

び
に

非
常

勤
化

及
び

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
の

継
続

を
行

う
ほ

か
、

有
為

な
人

材
の

育
成

や
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
化

を
推

進
技

能
職
に

つ
い

て
は

、
業
務
の

簡
素

化
・
迅

速
化

を
図

り
、
常

勤
職

員
の
離
職

後
の

後
補

充
は
行

わ
ず

、
短
時

間
の
非

常
勤

職
員
で

の
後

補
充

能
力

の
開

発
を

行
う

た
め

の
研

修
を

実
し
効

率
化

を
図

る
。

又
は
、
ア

ウ
ト

ソ
ー
シ

ン
グ
化

を
行

っ
た
。

な
お

、
業
務

委
託

に
つ

い
て
も
検

査
部

門
に
お

け
る

ブ
ラ

ン
チ
ラ

ボ
を

７
病
院

、
給
食

業
務

の
全
面

施
す

る
と

と
も

に
、

障
害

者
雇

用
の

取
ま

た
、

良
質

な
人

材
の

確
保

委
託
を
１

２
病

院
で
導

入
し
、

引
き

続
き
効

率
的

な
運
営

を
行

っ
た

。
組

に
つ

い
て

も
推

進
す

る
。

及
び

有
効

活
用

を
図

る
た

め
、

ブ
ロ

ッ
ク

単
位

で
の

職
員

一
括

採
用

を
行

う
と

と
も

に
、

ブ
ロ

３
．

良
質

な
人

材
の

確
保

及
び

有
効

活
用

ッ
ク

内
で

の
人

事
交

流
を

促
進

良
質
な
人

材
の

確
保

及
び
有
効

活
用

を
図
る

た
め

、
平

成
２
２

年
度

に
お
い
て

も
引

き
続

き
、
院

長
の

選
任
に

あ
た
っ

て
は

、
適
材

適
所

を
徹

す
る

よ
う

人
事

調
整

会
議

の
運

底
し
、
ま

た
、

職
員
の

採
用
に

あ
た

っ
て
は

、
ブ

ロ
ッ
ク

単
位

で
実

施
す
る
と

と
も

に
ブ
ロ

ッ
ク

内
で

の
人
事

交
流

を
促
進

す
る
た

め
、

ブ
ロ
ッ

営
を

行
う

ほ
か

、
有

為
な

人
材

ク
担
当
理

事
が

任
命
権

を
有
す

る
職

員
の
人

事
異

動
の
調

整
を

行
う

人
事
調
整

会
議

を
開
催

し
、

平
成

２
３
年

４
月

１
日
付

け
人
事

異
動

等
に
つ

の
育

成
や

能
力

の
開

発
を

行
う

き
、
適
正

に
調

整
を
行

っ
た
。

た
め

の
研

修
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
障

害
者

雇
用

の
取

組
も

実
施

す
る

。
４

．
研

修
の

実
施

有
為
な
人

材
育

成
や

能
力
の
開

発
を

行
う

た
め
、

国
立

病
院
機

構
本

部
研
修
委

員
会

に
よ

り
研
修

計
画

（
平
成

２
２
年

４
月

）
を
策

定
し

、
実

施
し

た
。

平
成
２
２

年
度

に
お

い
て
も
、

一
般

研
修

、
専
門

研
修

等
を
実

施
し

、
新
人
職

員
の

教
育

、
離
職

防
止

、
復
職

支
援
対

策
等

を
講
じ

て
い

る
。

な
お
、
平

成
２

２
年

度
に
実
施

し
た

主
な

研
修
は

、
以

下
の
と

お
り

で
あ
る
。

○
管

理
・

監
督
者

研
修

・
院
長

研
修

２
４

名
・

副
院

長
研
修

２
７

名
・

幹
部

看
護
師

（
看
護

部
長

等
）
管

理
研

修
Ⅲ

４
４

名
○
一

般
研

修
・

評
価

者
研
修

１
，
３

６
０

名
・
（
新
）

Ｑ
Ｃ
手

法
研

修
５
４

名
・
（
新
）

青
年
共

同
宿

泊
研

修
６
４

名
○
専

門
研

修
・
（
新
）

良
質
な

医
師

を
育

て
る
研

修
２

４
６

名
・
（
新
）

新
人
教

員
研

修
３
５

名
・

初
級

者
臨
床

研
究
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー

養
成
研

修
５
８

名

５
．

障
害

者
雇

用
に

対
す

る
取

組
障
害
者

の
雇

用
の
促

進
等
に

関
す

る
法
律
（

昭
和
３

５
年

法
律
第

１
２

３
号

）
に

基
づ
く

、
法
定
雇

用
率
（

常
用

労
働
者

に
対
し

て
２

．
１
％
）

の
達

成
を

維
持

す
べ

く
、

委
託

範
囲

や
業

務
分

担
の

見
直

し
等

に
よ

り
障

害
者

の
雇

用
に

努
め

た
結

果
、

改
正

厚
生

労
働

省
令

の
施

行
（

平
成

２
２
年
７

月
１

日
施
行

）
に
お

い
て

医
療
業

に
係

る
除
外

率
が

そ
れ

ま
で
の
４

０
％

か
ら
３

０
％

に
引

き
下
げ

ら
れ

た
が
、

平
成
２

２
年

度
中
の

毎
月
１
日

現
在

の
雇
用

率
は
法

定
雇

用
率
を

達
成

（
２
．

１
３

％
か

ら
２
．
４

５
％

の
間
）

し
て

い
る

。
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

６
．

医
師

確
保

対
策

の
推

進

(
1
)

医
師

キ
ャ

リ
ア
支

援
検

討
委

員
会
の

設
置
等

医
師

の
知

識
・
技

術
の
向

上
と

キ
ャ
リ

ア
形

成
を
支

援
す

る
た

め
に
、
平

成
２

２
年
９

月
に

「
医

師
キ
ャ

リ
ア

支
援
検

討
委
員

会
」

を
設
置

し
、
医

師
の

キ
ャ
リ

ア
に
関

す
る

課
題
の

抽
出

、
具
体

的
方

策
等

に
つ
い
て

検
討

を
開
始

し
た

。
ま

た
、
特

に
研

修
医
、

専
修
医

の
研

修
内
容

の
充
実

等
を

図
る
た

め
に
「

医
師

キ
ャ
リ

ア
支

援
検
討

委
員

会
」

の
下
に
「

研
修

指
導
責

任
者

部
会

」
を
設

け
、

研
修
医

、
専
修

医
の

教
育
・

進
路
指

導
に

携
わ
る

指
導
医

か
ら

の
助
言

を
受

け
、
専

修
医

制
度

に
反
映
さ

せ
る

体
制
を

整
え

た
。

平
成

２
２

年
３
月

よ
り
、

国
立

病
院
機

構
に

お
け
る

臨
床

研
修

の
理
念
や

研
修

体
制
等

に
つ

い
て

、
実
際

に
研

修
を
受

け
て
い

る
研

修
医
や

専
修
医

の
声

や
指
導

医
の
声

も
交

え
な
が

ら
紹

介
す
る

研
修

医
・

専
修
医
向

け
情

報
誌
「

Ｎ
Ｈ

Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｗ

Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ
」

を
創
刊

し
、

平
成
２

２
年
度

に
お

い
て
は

、
２
号

、
３

号
を
発

行
し

た
。

平
成

２
３

年
３
月

に
、
研

修
医

・
専
修

医
向

け
情
報

誌
と

連
携

し
た
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ

イ
ト
「

Ｎ
Ｈ

Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｗ

Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ
」

を
開
設

し
、

研
修
情

報
等
を

発
信

し
て
い

る
。

研
修

医
・

専
修
医

を
対
象

と
し

て
、
最

新
の

機
器
等

を
活

用
し

、
講
義
と

組
み

合
わ
せ

て
技

術
習

得
を
行

う
セ

ミ
ナ
ー

形
式
の

実
地

研
修
で

あ
る
「

良
質

な
医
師

を
育
て

る
研

修
」
を

新
た

に
開
始

し
た

。
平

成
２
２
年

度
は

計
１
２

回
（

１
０

テ
ー
マ

）
開

催
し
、

２
４
４

名
が

参
加
す

る
と
と

も
に

、
研
修

に
際
し

て
は

、
国
立

病
院

機
構
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を
活

用
し

、
各
領

域
の

専
門

性
に
秀

で
た

指
導
医

１
２
０

名
が

指
導
に

当
た
っ

た
。

(
2
)
そ
の

他
○

医
師

の
給

与
そ

の
他

に
つ

い
て

記
載

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
け

っ
こ

う
い

い
ぞ

!
!

Ｎ
Ｈ

Ｏ
」

を
、

大
学

等
関

係
機

関
へ

配
布

し
て

い
る
。

○
平

成
１

８
年

度
に
医
師

確
保

が
困

難
な
国

立
病

院
機
構

病
院

で
の
診
療

に
あ

た
る

こ
と
を

希
望

し
た
定

年
予
定

医
師

が
引
き

続
き

勤
務

で
き

る
シ

ニ
ア

フ
ロ
ン
テ

ィ
ア

制
度

を
創
設

し
た

。
平
成

２
２

年
度
に
お

い
て

は
、

退
職
予

定
医

師
１
名

及
び
再

延
長

者
３
名

に
対

し
、

平
成

２
４

年
３

月
末
ま
で

勤
務

延
長

を
実
施

し
た

。
○

特
に
医

師
確

保
に
問
題

の
あ

る
病

院
に
つ

い
て

は
、
大

学
等

関
係
機
関

へ
の

医
師

派
遣
の

働
き

か
け
に

お
い
て

、
本

部
が
主

導
的

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

７
．

看
護

師
確

保
対

策
の

推
進

（
再

掲
）

新
採
用

看
護

師
が
看

護
実
践

に
必

要
な
知

識
・

技
術
を

習
得

し
、

卒
後
の
リ

ア
リ

テ
ィ
シ

ョ
ッ

ク
を

最
小
限

に
す

る
こ
と

、
及
び

院
内

・
院
外

を
ロ
ー
テ

ー
シ

ョ
ン
す

る
こ
と

に
よ

り
、
新

採
用

看
護
師

が
や

り
た

い
看
護
を

明
確

に
し
、

自
己

の
適

性
を
知

っ
た

上
で
職

場
選
択

す
る

こ
と
に

よ
り
、
職

場
定

着
を
促

し
離
職

防
止

を
図
る

と
と

も
に
、

看
護

師
確

保
困
難
施

設
へ

の
看
護

師
供

給
に

も
つ
な

げ
て

い
く
こ

と
を
目

的
と

し
、
平

成
２
２
年

度
に

お
い
て

モ
デ
ル

的
導

入
を
仙

台
医

療
セ
ン

タ
ー

、
大

阪
医
療
セ

ン
タ

ー
の
２

施
設

で
実

施
し
た

。
指

導
体
制

の
整
っ

た
ロ

ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に

よ
り

、
研
修

生
は
幅

広
い

領
域
の

看
護

を
実
践

し
な

が
ら

自
己
の
適

性
を

見
直
す

機
会

と
な

り
、
本

研
修

制
度
へ

の
満
足

度
は

高
く
、

研
修
生
８

名
は

引
き
続

き
、
機

構
病

院
に
勤

務
し

て
い
る

。
ま
た
、

モ
デ

ル
的
導

入
実
施

後
の

評
価
を

行
い

、
そ
の

結
果

に
つ

い
て
全
病

院
に

情
報
発

信
し

た
。

【
奨

学
金

の
貸
与

状
況
】

国
立

病
院
機

構
で
看

護
に

従
事
す

る
意

思
を
も

っ
た

看
護

学
生
に
対

し
、

奨
学
金

を
貸

与
す

る
制
度

を
平

成
１
８

年
度
よ

り
創

設
し
、

平
成
１

９
年
４

月
よ
り

延
べ

５
４
５

名
が

卒
業
し

機
構

病
院

で
勤
務
し

て
お

り
、
看

護
師

確
保

対
策
一

方
策

と
し
て

制
度
の

活
用

を
図
っ

て
い
る

。

平
成
１

８
年
度

２
０
名

（
内
平

成
１

９
年
３

月
に

卒
業

す
る

１
４
名

全
て
が

、
機

構
病

院
に
勤

務
）

平
成
１

９
年
度

３
８
名

（
内
平

成
２

０
年
３

月
に

卒
業

す
る

１
０
名

全
て
が

、
機

構
病

院
に
勤

務
）

平
成
２

０
年
度

１
３

１
名

（
内
平

成
２

１
年
３

月
に

卒
業

す
る

５
３
名

全
て
が

、
機

構
病

院
に
勤

務
）

平
成
２

１
年
度

４
５

７
名

（
内
平

成
２

２
年
３

月
に

卒
業

す
る
２
２

４
名

中
２
１

９
名

が
、

機
構
病

院
に

勤
務
）

平
成
２

２
年
度

６
６

４
名

（
内
平

成
２

３
年
３

月
に

卒
業

す
る
２
６

０
名

中
２
４

９
名

が
、

機
構
病

院
に

勤
務
）

そ
の
他
に

、
(
1
)
急
性

期
医

療
を
提

供
し
て

い
る

病
院
と

慢
性

期
医
療

を
提

供
し

て
い
る
病

院
に

勤
務
し

て
い

る
看

護
師
と

が
病

院
間
交

流
研
修

を
行

い
、
実

際
の
現
場

で
体

験
し

学
ぶ
こ
と

に
よ

り
、
看

護
師

確
保

困
難
病

院
が

担
っ
て
い

る
政

策
医

療
分
野

の
看

護
等
に

つ
い
て

も
興

味
を
持

た
せ

、
病

院
間
異
動

を
推

進
し

職
員
の
キ

ャ
リ

ア
形
成

及
び

組
織

活
性
化

の
た

め
の
素
地

を
創

る
た

め
の
取

組
を

行
っ
た

。

(
2
)
潜
在

看
護

師
に
対

す
る
離

職
後

の
ギ
ャ

ッ
プ

を
解
消

す
る

こ
と

を
目
的
に

、
最

近
の
看

護
の

動
向

な
ど
を

テ
ー

マ
と
し

た
公
開

講
座

や
講
習

会
を
積
極

的
に

実
施

し
、
平
成

２
３

年
４
月

に
は

、
当

該
参
加

者
か

ら
２
５
名

を
採

用
し

て
い
る

。

○
潜
在

看
護

師
を
対

象
と
し

た
研

修
会
・

講
習

会
実
施

回
数

平
成
２

１
年
度

：
６
０

病
院

６
９

回
参
加
人

数
２
９

９
人

→
平
成

２
２
年

度
：

３
７

病
院

９
２

回
参

加
人
数

４
１
８
人
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中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

２
２

年
度

計
画

平
成

２
２

年
度

の
業

務
の

実
績

(
3
)

看
護

師
募

集
対

策
の

た
め

、
本

部
に

て
「

け
っ

こ
う

い
い

ぞ
Ｎ

Ｈ
Ｏ

看
護

職
版

（
２

０
１

０
年

版
）
」

を
作

成
し

、
各

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
及

び
各
病

院
に

配
布

し
、
採
用

活
動

に
活

用
し
た

。

【
内
容

】
・
国

立
病
院

機
構
の

概
要

、
看
護

業
務

内
容
の

紹
介

・
国

立
病
院

機
構
の

福
利

厚
生
に

つ
い

て
・
キ

ャ
リ
ア

ア
ッ
プ

に
つ

い
て

・
国

立
病
院

機
構
病

院
一

覧

【
作
成

部
数
】

平
成
２
１

年
度

３
３

，
３
０

０
部

→
平
成

２
２

年
度

３
５
，

８
０
０

部

②
指
標

②
人
員
に

係
る
指

標
②

人
員
に
係
る
指
標

国
立

病
院

機
構

の
平

成
２

１
年

度
技

能
職

に
つ

い
て

、
平

成
期

首
に

お
け

る
常

勤
職

員
数

を
２

２
年

度
に

お
い

て
は

４
９

，
０

２
１

人
と

す
る

も
の

の
、

１
４

２
人

の
純

減
を

図
る

。
１

．
技

能
職

の
削

減
医

師
、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
は

、
（

※
中

期
計

画
△

７
１

０
技

能
職
に

つ
い

て
は

、
平
成
２

２
年

度
に

お
い
て

１
４

２
名
の

削
減

を
計
画
し

て
い

た
と

こ
ろ
、
こ

れ
を
上

回
る

２
１
８
名

の
純

減
を

図
っ
た

。
医

療
ニ

ー
ズ

に
適

切
に

対
応

す
る

た
人

÷
５

＝
１

４
２
人
）

め
に

、
変

動
が

見
込

ま
れ

る
も

の
で

あ
り

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

お
い

て
は

、
安

全
で

良
質

な
医

療
の

提
供

に
支

障
が

生
じ

な
い

よ
う

適
正

な
人

員
配

置
等

に
努

め
る

。

特
に

、
技

能
職

に
つ

い
て

は
、

中

期
目

標
の

期
間

中
７

１
０

人
（

※
）

の
純

減
を

図
る

。

（
※

平
成

２
１

年
度

期
首

の
技

能
職

員
定

員
数

の
３

割
相

当
）

（
参

考
）

中
期

目
標

の
期
間

中
の

人
件

費
総
額

見
込

み

１
，

６
２

８
，

０
３

８
百

万
円

た
だ

し
、

上
記

の
額

は
、

役
員

報
酬

並

び
に

職
員

基
本

給
、

職
員

諸
手

当
、

超
過

勤
務

手
当

、
休

職
者

給
与

及
び

国
際

機
関

等
派

遣
職

員
給

与
に

相
当

す
る

範
囲

の
費

用
で

あ
る

。

２
広
報
に
関

す
る

事
項

２
広

報
に

関
す

る
事

項
２

広
報

に
関
す

る
事
項

２
広
報
に
関
す
る
事
項

国
立

病
院

機
構

の
役

割
、

業
務

等
に

つ
国

立
病

院
機

構
及

び
各

病
院

の
使

命
、

国
立

病
院

機
構

の
役

割
・

業
務

い
て
積
極

的
な

広
報

に
努

め
る

こ
と

。
果

た
し

て
い

る
役

割
・

業
務

等
に

つ
い

て
、

等
に

つ
い

て
情
報

発
信

す
る
た

め
、

国
立
病
院

機
構

の
使
命

や
役
割

、
業

務
等
に

つ
い

て
、
広

く
国

民
の

理
解
が
得

ら
れ

る
よ
う

、
総

合
パ

ン
フ
レ

ッ
ト

や
外
部

広
報
誌

の
発

行
等
に

広
く

国
民

の
理

解
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
充

実
な

ど
に

引
よ
り

、
積
極

的
な

広
報
・

情
報
発

信
を

行
っ
た

。
積

極
的

な
広

報
・

情
報

発
信

に
努

め
る

。
き

続
き

取
り

組
む

と
と

も
に

、
本

部
、

ブ
ロ

ッ
ク

、
病

院
間

の
連

携
（

1
）
機
構

全
体

の
総
合

パ
ン
フ

レ
ッ

ト
の
活

用
な

ど
効

果
的

・
効

率
的

な
広

報
を

国
立
病

院
機

構
の

使
命
や
役

割
、

業
務
等

に
つ

い
て

記
載
し

た
パ

ン
フ
レ
ッ

ト
を

リ
バ

イ
ス
し

、
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
に

掲
載

す
る
と

と
も

に
、

実
施

す
る

た
め
の

検
討

を
行
う

。
地

域
の
医

療
機

関
や

大
学
、
看

護
学

校
等
養

成
所

に
配

付
し
、

医
師

や
看
護
師

の
確

保
に

も
役
立

て
て

い
る
。

（
2
）
研
修

医
・

専
修
医

向
け
情

報
誌

「
Ｎ
Ｈ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｗ
Ａ
Ｖ

Ｅ
」
の
発

行
国
立
病

院
機

構
に

お
け
る
臨

床
研

修
の

理
念
や

研
修

体
制
等

に
つ

い
て
、
実

際
に

研
修

を
受
け

て
い

る
研
修

医
や
専

修
医

の
声
や

指
導

医
の

声
も
交
え

な
が

ら
紹

介
す
る
研

修
医

・
専
修

医
向

け
情

報
誌
「

Ｎ
Ｈ

Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ
」

を
継

続
的
（

季
刊
）

に
発

行
し
た

。
こ
の
情

報
誌

に
よ

り
、
研
修

医
や

専
修

医
が
研

修
先

病
院
を

選
ぶ

際
の
参
考

に
す

る
と

と
も
に

、
す

で
に
国

立
病
院

機
構

で
研
修

を
受

け
て

い
る
研
修

医
同

士
の

横
の
つ
な

が
り

が
で
き

、
よ

り
一

層
有
意

義
な

研
修
を
送

れ
る

よ
う

、
バ
ッ

ク
ア

ッ
プ
す

る
こ
と

を
狙

い
と
し

て
い

る
。

ま
た
、

情
報

誌
と

連
動
し
た

Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ

イ
ト
を

開
設

し
、
専

門
的

な
情
報
や

共
通

の
話

題
と
な

る
よ

う
な
情

報
を
い

ち
早

く
提
供

す
る

と
と

も
に
、
研

修
医

・
専

修
医
同
士

が
交

流
で
き

る
掲

示
版

を
設
け

る
な

ど
、
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

ツ
ー

ル
と
し

て
充
実

を
図

っ
た
。

（
3
）
東
日

本
大

震
災
に

お
け
る

支
援

活
動
の

広
報

東
日
本

大
震

災
の

被
災
地
に

対
す

る
医

療
班
派

遣
等

の
支
援

活
動

に
つ
い
て

、
詳

細
な

活
動
状

況
を

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
に
掲

載
、
日
々

更
新
し

、
情

報
発
信

し
た

。
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